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　第一話　砥と石いし崩くずれ







　今いま川がわ義よし元もとの本国・駿する河が。

　実じつ娘じよう・晴はる信のぶに追放されたかつての甲か斐い守護・武たけ田だ信のぶ虎とらは今、義娘である今川義元のもとに客将として滞たい在ざいしていた。駿河には晴信の妹の定さだが先に入り、義元の義ぎ妹まいとして暮らしていたのだ。ゆえに信虎は、駿河今川家においては今川一門に連なる上客として優ゆう遇ぐうされていた──とはいえ、むろん、甲斐には戻もどれない。贅ぜい沢たくな館をあてがわれて新たな側室を迎むかえ悠ゆう々ゆう自じ適てきの暮らしをしていても、故郷を追われた浪ろう々ろうの身であることに変わりはない。

　その信虎のもとに、甲斐から息子の太た郎ろう義よし信のぶと娘の孫まご六ろくが遊びに来ていた。

「親父どの。姉上は北信濃しなのの村むら上かみ義よし清きよには負けたが、正念場の塩しお尻じり峠とうげで勝ったぜ。信濃守護の小お笠がさ原わら長なが時ときは所領を捨てて、村上義清のもとへ逃にげ込みやがった。残る村上義清ももう、信濃の大部分を武田に奪うばわれて孤こ立りつ無む援えんだ。信濃平定まであと一歩だぜ！」

「それはもう、厳しい戦いだったサ」

「おいおい孫六。てめーは従軍してねーじゃねーか！」

「わたしは近ちか頃ごろ、姉上の影かげ武む者しやを務める訓練をしているのサ。なかなかゆっくりと絵を描えがく時間がなくてネ。困ってるのサ」

「しっかし村上義清は手て強ごわかったよな。化け物じみてらあ。もしも真さな田だ幸ゆき隆たかを上野こうずけから引き抜ぬいて味方につけていなけりゃ、上うえ田だ原はらの合戦はやばかったぜ」

　太郎に侍はべって駿河まで随ずい行こうしてきた「赤備え」の姫ひめ武将・飯お富ぶ兵ひよう部ぶ虎とら昌まさが、信虎に「さあどうぞ。伊い那な名物のイナゴだ大おお殿との！　滅めつ多たに会えないんで、奮発してたっぷりとかき集めてきたぜ！　食え食え！」と迫せまった。

　老いてなお大食漢の信虎は「イナゴなんぞ食えるか馬ば鹿か者！　この駿河に来てからは、毎日新しん鮮せんな海の幸を食えるようになった。虫なんぞ絶対に食わぬ」と怒ど鳴なりつけていた。

「なんだよー大殿。冷たいなあ。姫さまが信濃をがんがん平定していってるのを見て、焼やき餅もちでも焼いてんのか？　いい加減仲直りしなよー」

「わしが晴信に嫉しつ妬とだと？　愚おろかなことを言うでない。晴信は軟なん弱じやく者のくせに、あろうことかわが盟友の諏す訪わ頼より重しげと村上義清を裏切り、無む謀ぼうな戦いくさで板いた垣がきと甘あま利りを死なせよった！　あの二人は、ともにわしの片かた腕うで。甲斐武田家を守る柱石だったというのに、それを端は武む者しやのように先せん鋒ぽうに立たせるとは──」

「大殿も、北ほう条じようとの合戦でただ一人の実弟を討うち死にさせたことがあったろう？　合戦をすりゃあ、そういうこともあるさね」

「そうだぜ親父どの。板垣も甘利も、姉上を担ぎ上げて親父どのを駿河へ追った時から、覚かく悟ごを決めていた上での戦死だ。武士として合戦で死ねたんだ、悔くいはねえだろう」

「その仇きゆう敵てきたる北条づれと仲良くやろうというのが気に食わぬ！　北条などはあの河かわ越ごえで関東管かん領れいの大軍に吞のみ込まれて滅ほろびるはずだったというのに、なぜ晴信は北条に手を貸したのじゃ！　晴信は関東への道を捨てて、いかがするつもりなのじゃ！　どこまでこの父に逆らえば気が済むのじゃ。いつまでも山国でイナゴを食うつもりなのか」

「まあまあ父上。信濃を平定すれば、姉上はいよいよ越えち後ごの海に出るって話だネ」

　貴様ら三人の能天気ぶりにはついていけぬわ、と信虎は忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

「つくづく愚おろかなり晴信。すでに、越後は容易に盗とれる国ではなくなっておるぞ。病弱な長なが尾お晴はる景かげが守護代の座を降りて、軍神とも神将とも呼ばれる長尾景かげ虎とらが新たな守護代となってしもうたというではないか！　同じ姫武将でありながら、長尾景虎は晴信とは大おお違ちがいの義将という。しかも戦にめっぽう強い天才なのだとか。村上に敗れて信濃で時間を浪ろう費ひするから、このようなことに」

　いや、武田はすでに諏訪・伊那・松まつ本もと平だいら・佐さ久くまで平定した。残るはもう北信濃だけなんだ。あと一戦で村上を滅ぼせると姉上も勘かん助すけも言っている──義信は「いつの間にか親父どのと姉上の不仲はずいぶんとこじれたもんだ」と頭をかきながら、晴信を弁護した。

「ふん。板垣と甘利を討ち死にさせた今、広大な信濃を治めるにも人材がおらんだろう。後先を考えずに、ない勇気を見せようと蛮ばん勇ゆうを振ふるうから、このような羽目になる」

「だいじょうぶだいじょうぶ。姉上は、うら若き姫武将たちを抜ばつ擢てきしてどんどん経験を積ませているのサ。板垣どのに代わって、今は馬ば場ば信のぶ房ふさが信濃を統治しているサ」

「ああ。馬場を筆頭に、春日かすが弾だん正じよう。あたしと三さぶ郎ろう兵びよう衛え。あと、顔を思いだせねえが工く藤どうなんとか。みんな姫さまを実の姉のごとく慕したっていて忠誠無比。板垣と甘利が欠けても武田の屋台骨は揺ゆるいでいないぜ、大殿」

「女ばかり増えたな……馬場……工藤……相変わらず、わしが誅ちゆうして滅ぼした連中の家名を片かたっ端ぱしから復活させておるのだな！　どこまでも嫌いやみな娘じゃ！」

「いやだから、それは武田家の和のために」

「ええい黙だまれ！　和というのならば、武田と今川の和が破れようとしているのだぞ。晴信はその件、いかが考えておるのだ？」

　というと？　と義信たちが首を傾かしげ、信虎は小声でつぶやいていた。

「……今川義元の義妹としてこの駿河で暮らしておる定の病が重く、あまり長くないのじゃ。定を甲斐から出すべきではなかった。まもなく、今川と武田の義姉妹同盟は崩くずれる」

　それで定のやつ、姿を見せてないのか、と義信が天を仰あおいだ。

「そうか。禰ね々ねに続いて定までとなると、姉上にどんな顔をすればいいのかわからねえな」

「晴信が潔いさぎよく武将をやめ、今川に義妹として入っておれば定ももう少し長生きできたであろう。今いま更さら言うても、せんないことだがな」

「ふうむ。信濃平定戦の総仕上げ、そして海を目指しての越後攻ぜめ──武田には今川との同盟維い持じがどうしても必要サ」

「いくら姉上でも、親父どのが隠いん居きよしている駿河を攻せめるわけにはいかねえからな。親父どのは実質的に今川の人質なんだ。武田が今川と戦えば、姉上は『父殺し』になっちまう」

「杞き憂ゆうじゃ太郎よ。あの生まれながらの臆おく病びよう者にそんな度胸はあるまい。だが、この同盟を今しばらく維持する必要は、たしかにある。晴信は今川を除いて、わしが同盟した相手すべてを裏切り攻めかかっておるからのう。まるで川に落ちて溺おぼれる野良犬じゃ。今川と手切れになれば、晴信の代で武田家は滅びる」

「父上のお考えは？」

「いまいちど義姉妹同盟を繰くり返すわけにもいかぬ。義姉妹では子を生なせぬからな。両家の間に子が生まれれば、同盟の絆きずなはより長いものとなる──わしは太郎に、今川義元の妹を嫁よめとして取らせることを考えておる」

「な、なん、なんだってええええ!?」

　義信が素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げ、その隣となりで「うまーうまー」と笑顔でイナゴをかじっていた飯富兵部が「げほげほげほ」と咳せき込んだ。

「おおお俺に、よよよ嫁ッ!?　今川義元の妹？　誰だれなんだよ、会ったこともねーよっ!?」

「ちょ。大殿。待って。待ちなよ！　太郎はまだガキだぜ！　よよよ嫁なんてこここの野や郎ろうにはじゅうじゅう十年早いって！」

「あーあー。太郎も兵部も真っ赤になって慌あわてちゃって、かわいいよねえ。初うい々ういしいネ」

「孫六、てめーはなにをへらへら笑ってんだッ？」

　義信と飯富兵部は幼なじみ。兵部は、義信のお守もり役だった。実の姉と弟のような関係である──そのはずだった。だがにわかに「義信の縁えん談だん」が持ち上がったことによって、二人は激しく動どう揺ようした。

　しかし朴ぼく念ねん仁じんの信虎は、まったくお構いなしだった。義信は武田家の長男。飯富兵部は家臣にすぎない。主君と家臣との間に色も恋こいも祝言もない──それが、「武田の血」をなによりも最重要視する信虎にとっての常識であったからだ。

「すでに太たい原げん雪せつ斎さいどのとも話し合って、縁談の準備を進めておる。雪斎どのは小豆あずき坂ざかの合戦で尾お張わりの織田信のぶ秀ひでに大勝し、三み河かわ松まつ平だいら家の世よ継つぎ・松平竹たけ千ち代よを織田から奪い返した。今川はこれで駿河・遠江とおとうみ・三河の三国を支配する東海一の大大名じゃ。あとは仇敵の尾張を蹴け散ちらせば、上じよう洛らく軍を興おこすことができる──」

　雪斎と義元はかつて、京の都で風流な暮らしに興じていた。雪斎は高名な学がく僧そうであり、その雪斎に養育されていた義元は姫武将になる予定はなく、本来は華はなやかな今川家の姫として都で優ゆう雅がに生しよう涯がいを過ごすはずだった。二人とも、上洛して都に「帰りたい」という思いが強い。とりわけ、老い先の短い雪斎は、そうだった。
















　くわえて、都の足あし利かが将軍家は見る影かげもなく衰すい微びし、細ほそ川かわ・三み好よしといった畿き内ないを掌しよう握あくする家臣たちが専横を極め、将軍などは彼らの権力争いの駒こま同然となっている。今こそ、歴れつきとした足利家の分家である「今川」が都に凱がい旋せんして足利を補ほ佐さし幕府を立て直すべき時なのだ──将軍家とその家臣たちはだから、今川義元を、いやむしろ太原雪斎の上洛を今か今かと待ち焦こがれていたのだった。

「わしはどうにも、晴信の方針が理解できぬ。目先の信濃を手に入れたいがために北条・今川の仲を斡あつ旋せんなどしたため、本来の敵を利してばかりじゃ」

　北条氏うじ康やすは河かわ越ごえ夜よ戦いくさで関東管領を破り、関東の覇は者しやとなった。

　今川義元は三河を併へい吞どんし尾張の織田信秀を破って、海道一の弓取りと称しようされるようになった。

　しかしかんじんの晴信は上田原で村上義清に大敗し、ようやく中信濃の小笠原を駆く逐ちくしたとはいえ、いまだ信濃平定を成し遂とげてすらいない──。

「だからって、俺が今川義元の妹と祝言をあげなきゃならねえのかよ、親父どの？」

「わしは別に、晴信に今川家から婿むこをあてがってもいいのだぞ。しかし何度も縁談から逃げ回ってきたあの愚か者が、今さら縁談を素直に承知するはずもあるまい」

「まままま参ったなあ。たたた太郎に、よよよ嫁ねえ。ふ、ふうう～ん。めめめ目め出で度たい話じゃないさね？　いいいいイナゴ食うかい、大殿？」

「だから、要いらん」

　さすがにイナゴばかりは飽あきたヨ、おつまみはないのかね、と孫六が苦笑していると。

「え、へへ。粗そ茶ちやです～。三河の八丁みそをつまみにどうぞ～」

　南なん蛮ばん渡と来らいの妙みような「眼鏡」をかけた幼い娘が、そっと室内に入ってきて、這はいつくばるように信虎たち武田家の面々に一礼した。

「おっ。薄はつ幸こうそうだがなかなかかわいい子供じゃねーか。ってまさかおい。親父どの？」

「おいおい大殿！　ダメだぞ、この子はまだガキんちょすぎる！　なんか怯おびえてるし！」

「勘かん違ちがいするではない。この娘は、三河松平家の当主・竹千代よ。哀あわれにも子供攫さらいにあい、織田家に売り払はらわれて織田のうつけ娘に『たぬき』として飼われておったところを、松平を従属させた今川家が取り戻したのじゃ」

「はい～。わたくしは、たぬき……いえ、違ちがいました。竹千代と申します。今川家のご恩は、生涯忘れません～」

「こんなにちっちゃいのに、当主だって？　お父さんはどうした？」

「はい。それが、祖父も父上も、若くして暗殺されちゃいました～」

　この歳としですげえ経歴だな。なんという七難八苦な幼女なんだ。それなのに笑顔を浮うかべて……うっ、けなげな……がんばれよお嬢じようちゃん、と義信はもらい泣きしながら竹千代の頭をぽんぽんと叩たたいた。

「がんばります～。でも織田家から買い戻していただく際に、今川家から大借金したのです～。一生働いても、たぶん返せません～」

「なんてこった。太原雪斎の野郎も、案外と鬼き畜ちくだな！」

　飯富兵部が、猫ねこのように丸まっている竹千代の背中をばしっと叩いた。

「なんだよ。服も髪かみも緑色がかってるせいか、よわっちそうだな。おい竹！　姫武将になるんなら、赤だ。赤備えがいいぜ。身体が細くてひ弱い女は戦場で野郎どもに舐なめられるからな、血湧わき肉躍おどる真っ赤な鎧よろいで軍装を統一して男武者どもをびびらせてやるんだ！　いいな。わかったらイナゴを食え！」

「……え、えへへ……この美人のお姉さん、目つきが怖こわくておしっこ漏もらしそうです……」

「おっよく見み抜ぬいた。兵部にはいまだに、婿のなり手がいねえからな！」

「なんだと太郎！　てめーこそいい歳して相変わらずの糞くそガキのくせして……あ……いや、今はもう祝言話が進んでいるんだっけ……」

「……あ、ああ……まあ、そうだな……」

　義信と飯富兵部はお互たがいの顔をちらりと見やると、沈ちん黙もくしてしまった。

　幼い竹千代には、まだよくわからない。

　立て続けに柱石が逝ゆき、代だい替がわりが進んで一気に若返った武田家に、新しい波が立とうとしていた。それはまださざ波のような小さなものだったが。

「われ関せず」と常に絵師としての立場でものごとを眺ながめている孫六の心眼には、いずれ津つ波なみのように荒あれ狂くるう波のようにも見えていた──。

「越後では、国内初の姫ひめ大名の出現によって目の色を変えた男どもが主君を奪うばい合っての大おお喧げん嘩かをはじめているとか。そういう色いろ恋こい沙ざ汰たはわが武田家には無む縁えんと思っていたけれど、国こそ違えども人の心は同じ。これは案外、大荒れに荒れるかもねえ」

　だが、その春の波が晴信をどこへ連れて行こうとしているのか──そこまでは孫六にはわからなかった。




　　　　※




　信虎を訪問した太郎一行が、甲か斐いに帰国してすぐ──。

　飯富兵部は、自分の館に横よこ田た備びつ中ちゆうを招いていた。

　かつて「武田四天王」と称された四人の男武将のうち、板垣と甘利は上田原で討うち死にしている。老ろう齢れいの小お山やま田だ信のぶ有ありは家か督とくを譲ゆずって引退していた。太郎の守り役の姫武将という立場から槍やりの実力で台頭してきた飯富兵部は、小山田信有が引退したために途と中ちゆうから四天王のうちに数えられるようになったのだ。

　今、武田晴信のもとに残された現役の四天王は、飯富兵部とそして横田備中だけだった。

　横田備中は壮そう年ねんの男ざかりだ。だが、家族を持たない。妻も子もいなかった。甲こう賀がから流れてきたよそ者で、甲斐に縁えん故こがなかったからだろうか。その点、駿する河がから来たとも三河から来たとも言われている軍師・山やま本もと勘助に境きよう遇ぐうが似ているが、横田備中は勘助のようないわゆる醜ぶ男おとこではない。むしろ、戦場を生き抜ぬいてきた男の色気に溢あふれていた。戦場で一人でも多くの敵を殺し首を盗とることばかりを常に考えているためか、このような酒の席でも全身に殺気を伴ともなっている。無表情で、視線は氷のように冷たかった。

「ほうとうと、粗茶よ。わたくしも姉上のように駿河へ行きたかったわ。あちらには都から来た茶の湯の師し匠しようもいるのだとか」

　飯富兵部の妹・三郎兵衛が、横田備中に茶を点たてた。甲斐には茶の湯文化ともいえるようなものはまだ来ておらず、我流だ。

　横田はしかし、飲めればそれでいい。無言で「ぐいっ」と茶を飲み干した。

「茶の湯なんて合戦の役に立たねーぞ、三郎。武士はな、公く家げにかぶれたら終わりだ」

「あら。姉上らしい言葉だけれど、姉上は大切なことをもう一つ忘れていなくて？　その『もう一つ』こそが、今日、横田さまをお呼びした理由でしょう」

「う、うるせえな。だいたいなんでお前がここにいるんだ。これは秘密の軍議なんだぞ」

「わたくしも上田原での働きで姫さまに認められて、いよいよ姫武将として一人前になろうとしているのだもの。後学のためよ」

「……槍働きの参考になるような話じゃねえ」

「心得ているわ。太郎義信さまのことでしょう？　今川義元の妹と祝言をあげるという話が持ち上がっているそうね。それが妙に苛いら立だたしくて腹が立つので、こうして横田さまを呼んで愚ぐ痴ちをこぼそうとしているのでしょう？」

「ぐぐ愚痴じゃねーよっ！　あああたしはそういうつもりじゃ……勝手に決めるなっ」

　いや、愚痴だな、と横田備中は珍めずらしく笑った。

「軍略に関することなら山本勘助を呼ぶだろうし、内政についての相談ならば信のぶ繁しげさまのもとを訪れるはずだ。男やもめで退たい屈くつしている俺を呼んだということは、酒を飲みながら、義信さまを横取りされたくねえと愚痴を垂れ流したくなったってところだろう」

「おいこら横田！」

「横田さま。それは建前でしょう。姉上はね、はっきり言ってあげないと同じところをぐるぐる回り続ける人なのよ。正直なところを言って頂ちよう戴だい」

「じゃあ言うが、山本勘助はこういう話には疎うとい。さっぱり頼たよりにならん。四し郎ろうさまあああ、と幼子を見て鼻血を流すような奇き人じんだからな。まして武田家の信繁さまや孫六さまに、義信さまを手放したくないなどとは相談できん。しょせん、主あるじと家臣だ」

　飯富兵部は「くううう～！　お前ら、なんで訳知り顔なんだよっ」と涙なみだ目めになった。ほうとうが入った鍋なべをひっくり返して逃にげようとも思った。が、やめた。飯富兵部自身も、そして横田備中も、いつ戦場で死ぬかわからないのだ。村上義清は健在である。再びの決戦は、目の前に迫せまっている──。

「飯富兵部。お前としたことが武士らしくもない。ぐだぐだと照れているうちに、命が尽つきる。それが侍さむらいの定めよ。欲しいならば、主君筋だろうがなんだろうがためらわずに奪え」

「そそそそんなんじゃねえんだよ！　馬ば鹿か言ってんじゃねえぞ横田！　あたしはただ、その、太郎にはまだ嫁よめは早いんじゃないかって……今川家の娘むすめってのも気がかりだし……いずれ姫さまは東海道に進出するために今川領に攻せめ込むんじゃないかなって……大おお殿とのが今川のもとから去った時にだな……うん。その時になって、純真な太郎が両家の板いた挟ばさみになったらどうしようって……そう……思ってだな」

　飯富兵部はしどろもどろに弁明したが、自分でも途中からはもうなにを口走っているのかわからなくなった。

　横田備中は「ま、君臣の恋は実らない」と声をかけた。

「そいつはなんていったって、下げ克こく上じようだからな。いくら武田の今の主君が色恋沙汰に鷹おう揚ようなお方だからといっても、君臣の恋を認められる立場ではない。そいつを認めちまえば」

「たぐいまれなお美しさを誇ほこる姫さま……晴信さまに言い寄る無ぶ粋すいな男どもが、いっせいに躑躅つつじヶが崎さき館やかたへと押しかけるでしょうね。甲斐の統制は失われてしまうわ。今、長尾景虎を主君にいただいた越えち後ごが四し分ぶん五ご裂れつしているように」

　幼い妹の三郎兵衛のほうが、姉の兵部よりもこの種の話が得意らしかった。

　勇ゆう猛もうな姉に憧あこがれて槍と馬の修練に明け暮れてきた三郎兵衛だが、本来の資質は武将よりも姫だった。雅みやびな都人の文化にも憧れていたし、文芸の道に関する素養があった。

　飯富兵部には、そういう免めん疫えきがない。色いろ恋こいに目覚めるよりも早く槍を握にぎり、馬を駆かってきた。およそ経験というものがなかった。いざこうして追い詰つめられると、ひたすらに恥はじらって、「あうあう」と口をぱくぱくさせるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「……君臣の恋こいとか、そんなんじゃ……」

「なあ、兵部。それでも、てめえの想いを相手に伝えればそれでいいんじゃねえか？」

「……横田？」

「義信さまは、お前の想いをすげなく拒きよ絶ぜつするような無粋な男ではない。それでお前は、戦場で戦って満足して死ねる。どうせ人はいずれ死ぬのさ。特に、俺たちのような合戦にしか生きられない狂きよう犬けんはな……兵部。俺も貴様も、明日死ぬかもしれない身だ。てめえの生き方に、死に様に、後こう悔かいだけは残すな」

　飯富兵部と三郎兵衛は、横田備中の愁うれいに満ちた横顔を思わず凝ぎよう視ししていた。

　あの、戦いくさを求め首を狩かって戦場を彷徨さまよっている修しゆ羅らの顔ではなかった。

　戦に疲つかれ切り、孤こ独どくに倦うんでいる男の顔だった。

　死相ともいうべきものが、出ていた。

「思えば甲賀から身一つで飛びだして以来、野良犬同然に生きてきた。殺すことだけが生きがいだった。家族なんぞ、槍働きの邪じや魔までしかないと思っていた。だから、ここまで一人で生きていた。しかし、俺を拾ってくれた大殿を駿河へ追い、戦場では板垣と甘利に先を越こされた。そろそろ潮時だと思うんだよ。だが誰だれにも懐なつかぬ狂犬のまま死んでいくのは、どうもな。どうやら俺にも、未練があるらしい」

「横田、あんた」

「戦国の世で、主君のために犬となって敵の首を狩る生き方しかできない俺の命、もう長くはなかろう。せめてその散り方の意義ぐらいは自分自身納得して死んでいきたいのさ」

「どういうことだよ横田？　らしくもない。板垣と甘利が死んだからって、次があんただと決まったわけじゃねえぜ？　村上義清をブチ殺せば生き延びられるじゃねえかよ？」

「そうかな。次に戦場で村上義清に殺されるのは、御お屋や形かたさま──晴信さまだと思うぜ。晴信さまと山本勘助は、どうにも村上との相性が悪い。ああいう、謀ぼう略りやくを無視して己おのれの武威のみを頼りに命を捨ててくる武人は、裏をかくことができないからな。裏をかけねば、表から突とつ破ぱされるのみ。力と力の勝負になれば、晴信さまは不利だ」

「だから、そうはさせねえよ！　そのために、あたしたち四天王がいるんだろうが！」

「ふん。もう、二人しか残っていないがな。三郎兵衛、お前も早く一人前になれ。姉貴とともに、飯富の赤備えを率いて戦場を駆けろ。四天王の称しよう号ごうを得られるように、励はげめよ。ただ……俺みたいにはなるな」

　三郎兵衛は、なにも言わず、何度もともに生死の境目を潜くぐってきた姉とその同どう僚りようとのやりとりにじっと見入っていた。

「おい。あたしが愚痴をこぼすはずだったのに、横田、なんでてめーが愚痴ってんだよ！　お前、なんなんだいったい？　まさか、今になって恋でもしたってのか？」

「どうやら、そうらしい。俺のような犬としたことが。つまり、そろそろ死に時が迫っているということだ」

「……えええ？　ほんとに？　恋っ？　てめえが？　横田、まさか、相手は……三郎兵衛はやらねーぞっ！　こいつはまだ子供なんだ、てめーとは年の差がありすぎる！」

「バッ……俺を山本勘助と同じ病の持ち主だと思っているのか、愚ぐ弄ろうするな！　殺すぞ！」

「だっていつも殺気を放って敵を殺すことばかり考えているあんたの周囲にいる女なんて、数えるほどしか……ま、まさかあたしかっ？　それはダメだ！　あたしには太郎が……へ、へ、へそ見るな！」

「ああ？　へそがなんだって？　どうして俺がてめえのようなやせっぽちの貧乳娘に？　まるでガキだ、女にゃ見えねえよ！」

　胸が小さいのは飯富一族の定めなのだわ、と三郎兵衛がぼそりと悔くやしげに漏らした。

「……んだよ。胸かよ。胸にしか興味ねーのかよ。ちっ。堅かた苦くるしい顔して案外、即そく物ぶつ的な野や郎ろうだな……っておい。まさかのまさかだが、横田てめえ。ひょっとして。まさか!?　あんたの近くにいる若い女で、しかも胸がでけーって、一人しか思い浮うかばないんだが？　ままま、まさか？」

　まさかを何度も繰くり返すなうっとうしい、と横田が眼めを細めた。

「おいおいおい。ダメだよダメだ！　そいつは無理すぎる話ってやつだぜ、横田？」

「知っている。俺は俺の想いなんぞ、黙だまって墓場まで持っていく。他言無用だ」

「はぁ？　横田待てよ、言ってることがさっきと違ちがうじゃねえか！　そりゃああんたの恋は無理筋だ。しかし相手にてめえの気持ちを伝えるくらい、いいじゃねえかよ！　それで想いを残すことなく死んでいけるんだろう？　だったら、堂々と告白しちまえよ！」

「……同じ主君筋でも義信さまとは下克上の格が違うぞ。そもそも村上との決戦を控ひかえる前夜というこんな重大な時期に一方的に俺の感情なぞをぶつけても、ただ迷めい惑わくなだけだ。あのお方の邪魔は、したくない」

「おい横田。てめえ、人には偉えらそうに説教しておいて、自分は逃げるのか？　ああ？　てめえ男だろ、しかもあたしよりずっと年上だ！　どんと行けよどんと！　そうすりゃ、あたしもがんばれる！」

　飯富兵部に漏もらしたのはまずかったかもしれん、と横田備中は苦虫をかみつぶしたかのような表情で再び酒に手を伸のばしていた。




　　　　※




　塩尻峠の合戦で武田軍に大敗した信濃しなの守護・小笠原長時は、自らの城と領土を放ほう棄きし、今は北信濃の村上義清のもとに転がり込んでいる。

　板垣、甘利ら多くの犠ぎ牲せいを出した。それまで連戦連勝だった晴信に生しよう涯がい初の黒星をつけた。なによりも「信濃統一」という悲願のために、晴信はなにがあっても村上義清を倒たおさねばならない。

　塩尻峠での大勝におごることなく、晴信と勘助は上田原の合戦の失敗を繰り返すまいと、打だ倒とう村上に向けて周しゆう到とうな戦略を練っていた。村上義清の戦ぶりと北信濃の情勢に詳くわしい「信濃先方衆一番手」真田幸隆も、作戦参さん謀ぼうとして加わっている。真田も、もともとは武田信虎・村上義清・諏訪頼重の連合軍によって信濃から追われた一族である。信虎に追われた者たちを戦力として、しかも「外と様ざま」ではなく武田家の一員として迎むかえ入れて活用するという点で、晴信は徹てつ底ていしていた。

　兵法に通じた勘助と、異形の真田忍にん群ぐんを引き連れた幸隆の「二人軍師」は、絶大な威い力りよくを発揮しつつある。

　二人の意見は一いつ致ちしていた。

　剛ごう勇ゆう無む双そうを誇る村上義清の本城・葛かつら尾お城は難なん攻こう不ふ落らく。これを直接攻めれば、またしても大きな犠牲が出る。

　すでに中信濃を平定した今、焦あせる必要はなかった。

　葛尾城は捨ておき、村上方が対武田防衛線を築いている諸城を順番に攻こう略りやくし、葛尾城を孤こ立りつさせていけばいい。

　山本勘助と真田幸隆が「ここを奪うばえば葛尾城は戦わずして落ちる」と指し示した攻略目標、それが信しん州しゆう上うえ田だの「砥石城」だった。

　佐久と葛尾城の間に位置する、村上義清にとっては絶対に抜ぬかれてはならない地点に、砥石城はあった。山の上に設けられた小さな城で、守備兵は五百ほどしか詰められない。だが、山と山とが衝しよう突とつしてさらなる巨きよ大だいな山脈を形成している信濃の国特有の、想像を絶する断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきによって守られた天険の城だった。かつて真田幸隆自身が縄なわ張ばりを行った城だが、村上義清が奪ってさらに強固な山城に改修している。

　問題は、葛尾城の村上義清に気取られる前にこの砥石城を速戦によって落としてしまえるかどうか、にかかっていた。あの精強無比な槍やり衾ぶすま隊を率いる義清に後ご詰づめに来られては、またしても厄やつ介かいなことになる。

　砥石城を最初に要よう塞さい化した当の本人である幸隆は、力押しでは攻略は難しいと訴うつたえ、「調略」を勧すすめた。

　真田忍群と銭ぜにの力を用いて、戦わずに砥石城を盗ぬすみ取ってしまおうというのである。

　村上義清のもとには、あの戸と隠がくしの加か藤とう段だん蔵ぞうがいる。だが義清自身は、謀略を好まず用いずひたすらに戦のみで決着をつけようとする武人。加藤と戸隠忍にん群ぐんを、合戦には用いても、暗殺や調略には用いるまい。銭で侍の心を買おうなどともするまい。しかし武田は、いかなる手をも使うことができる。ならば、調略戦・謀略戦に持ち込めば必ず武田は勝てる。

　上田原で大勢の味方を討うち死にさせている勘助も「武田は軍組織を再編成している途と上じようです。それがよろしいでしょう」と賛同したため、晴信は幸隆に多額の甲こう州しゆう金を与あたえ調略活動を開始させた──あと数ヶ月、あるいは一年で砥石城は労せずして落ちるはずだった。




　だが、予期せぬことから事態は急変した。

　その日は、午後から主立った家臣団が諏す訪わ神社に集結し、砥石城攻め・葛尾城攻めに関する定期軍議が開かれる予定だった。

　影かげ武む者しや修業中の妹・孫六とともに馬を並べて諏訪に入った晴信は、妙みような噂うわさを耳にした。

　あの横田備中がなにやら武田家の主君筋の誰かに恋をして、上の空になっているという。

　久々に四郎と再会して抱だき合いながら、晴信は「横田が懸け想そうしている武田の娘とは、まさか四郎ではあるまいな。それであやつは今まで独身だったのか。そういう輩やからは勘助一人で十分だ」と気が気でない。

「姉上。人の噂も何日とやら。気にしないほうがいいサ」

　孫六は笑って諫いさめたが、晴信は激しく動どう揺ようしていた。

「いや。板垣と甘利には後こう継けい者しやがいたが、流れ者の横田は甲か斐いに来て以来ずっと独身で家を継つぐ者がいない。勘助もそうだが、あれほどの武士の家を絶やすのは惜おしい。わが子を、立派な武士として育成することができるだろうからな」

　しかし、いくら武田に仕える者はみな家族といえども、さすがに主従の間での恋はまずい。下げ克こく上じようだ。父上が甲斐の守護だった時代には聞いたこともない話だ……晴信は「あたしが姫ひめ武将だから、このようなことが起こるのかもしれない」とため息をつきながら、軍議を開く前に横田備中をひそかに諏訪神社へと呼び出した。

　孫六が「影武者だからね」と同室しようとしたが、晴信は孫六を別室へ向かわせた。

　強こわ面もてで知られてきた横田備中にとって恥はじになる話、おおっぴらにしたくない話かもしれないからだった。

　そして。

　晴信の前にやってきた横田備中は、浮うわついた様子などみじんもなかった。

　いつにもまして狂犬のような殺気を放っていた。

　ただの噂だったか、と晴信は安あん堵どした。

「御大将。まだ軍議の時間にはなっていないようだが。どうした」

「……いや。なんでもない。ただ、お前が誰かに懸想していると諏訪で噂になっていたのでな、少し驚おどろいて呼び出してみたのだ。横田。お前も勘助と同じ病なのではないかと思い当たって四郎が心配になった」

「ま、またその疑いかっ？　俺は幼女好きなどではない！　なぜこの俺が山本勘助の仲間扱あつかいされねばならないんだ？」

「世間とはそういうものだ。いつ死ぬともわからぬ武士が妻帯せず子も育てずでは、幼女好きか衆しゆ道どう趣しゆ味みかを疑われるのも当然だろう横田備中」

「言っておくが、四郎さまに妙な想いなど抱いだいてない。ただ、火のないところに煙けむりは立たねえとも言うな……」

　横田は、噂に火元があることをしぶしぶ認めた。

「おおかた飯富兵部の阿あ呆ほうが口くちを滑すべらせたんだろうよ。今いま更さら主君に隠かくし立てしてもはじまらん。たしかに俺の感情は、いわゆる君臣の恋こいってやつだ。だがまあ、心だけのことだ。武田家の和を乱すような真ま似ねはしねえよ」

「それじゃ、まさか次じ郎ろうに？　それとも孫六？　いずれにしても、君臣の恋は御ご法はつ度とだぞ横田備中。あたしは諏訪の神みわ氏しも関東管かん領れいも恐おそれないが、その一線だけは越えたくないな。越えれば、武田家は収拾がつかないことになる。あたし自身どこかさばさばとした性格で色いろ恋こいが苦手なだけに、いざ武田家中にそのような風潮が流は行やってしまった場合、どう制せい御ぎよすればよいのかわからないのだ。孫そん子しにも、書かれていない。たぶんな」

　しかも軍師の勘助はあたしに輪を掛かけてああいう性格だしな、と晴信は苦笑いした。

「承知している。武田家といえど、破ってはならない掟おきてはある。君臣の恋は、主筋と家臣団とに姫武将と男武者が入り交じっている戦国の武士団にとっては重大な禁きん忌きさ。しかし御おん大将、あんたは勘かん違ちがいしている。俺の想い人は、信繁さまでも孫六さまでもない」

　なんだと、と晴信が小さな悲鳴をあげながら手にしていた軍配を落としていた。まるで我を忘れたかのように、頰ほおを赤く染めた。

「……ま、ま、まさか……それじゃあ、太郎に……!?　やっぱり、衆道趣味が……い、いや、あたしも女の子ばかりを寝しん室しつに侍はべらせて添そい寝ねさせているからお前のことは言えないのだが、あたしの場合は別にそういう趣味があるわけではなく、独ひとり寝が苦手なだけで……いや、まあ、心だけに秘めたる想いだけならば衆道であろうがなんであろうが構わないぞ？　あ、あたしはお前を差別したりしない」

　横田備中は、呆あきれた。

　どこからどう考えれば、そういう結論になるのだろうか。

　晴信を姫大名として育成している山本勘助は、この種の話に関してはものの役に立たない男らしい。もっとも、横田自身もつい最近までは似たようなものだったのだが。

「……御大将。まつりごとから合戦までを万事そつなくこなす秀しゆう才さいかと思っていたが、あんたにも苦手なものがあったんだな。色恋にかけては、幼児程度だな……驚いた」

「ざ、ざ、残念ながら、たぶん、太郎には衆道趣味はないと思う。たたたただ、そういう男と男の愛というものは意外と部隊を強くしてくれるものだとは聞くな。なんでも、いにしえの南なん蛮ばんには、男色部隊というものが実在したという。恋こい人びと同士で隊列を組んで戦うことによって、相手を守りたいという想いが増ぞう幅ふくして絶大な戦せん闘とう力を生んだのだとか」

「ああ、もういい。すっかり『武田晴信』の顔を忘れているぞ。墓場まで黙って持っていくはずだったが、不気味な誤解をされたままくたばったら心残りになりそうだ！　俺は戦場を彷徨さまよう幽ゆう霊れいなんぞにはなりたくねえ。俺が懸想している相手は、あんただ。御大将！」

　この時、晴信は生まれてはじめて、男から恋こい心ごころを告白された。

　幼少時から父の𠮟しつ責せきに怯おびえ続け、書物に埋うもれ、妹・次郎信繁の背中に隠れながら暮らしてきた晴信には、想像したこともない事態だった。

「……あたし……!?　まさか」

「なにがまさか、なんだ？　あんた、自分が年とし頃ごろの美しい娘むすめだということに気づいていないんじゃないか？　もしも俺が好色な男だったら、あんた、この場で押し倒されているところなんだぜ。合戦に勝つことばかりに夢中で、てめえ自身については無防備すぎる。少しは用心しろよ」

「よ、横田！　あたしは武田家の当主、甲斐守護職にある者だ！　いずれ子を生なすために祝言をあげるにしても、相手はあたしと同等の大名格の者か、さもなくば武田の血をひく親族衆でなければならないのだぞ!?」

「知っている。だから、心の内だけにしまい込んで死んでいくつもりだったさ。あんたがあまりにも酷ひどい誤解をするものだから……つい、かっとなって口走っちまった。悪い」

「い、いや。だがなぜ、急に恋心など。今までずっと独り身だったお前が？」

「……板垣と甘利が俺よりも先に死んじまったからかもしれねえ。最初に死ぬべきは、余計なものを後ろに背負っていない俺だと信じていた。よそ者の俺には、家族も親族もいないからな。その分、簡単に戦いくさで命を捨てられるだろうよ、とどこかで覚かく悟ごしていたのさ。だが、その覚悟は俺の誤解にすぎなかった。板垣も甘利も、御大将。あんたを守るために、見事に散った」

　戦場の犬にとっては、厄介な家族を持たないでいることも奉ほう公こうであり「武」を高めてくれる道であると、そう俺は言い訳していた。ほんとうは、失いたくないものを抱かかえ込むことでてめえの死を恐れるようになる、そう怯えていただけだと悟さとったのさと横田は言った。

「よそ者などと。あたしにはそういうつもりはないぞ、横田」

「わかっている。あんたは武田家という概がい念ねんを、俺ごときの流れ者や、武家にまつろわぬ『山の民たみ』どもにまで拡張しようとしている。俺には過ぎた大将だ」

　おそらくあんたが男だったら、ただ戦で暴れたかっただけの俺は、信虎の大将を追放するなどという面めん倒どうなお家いえ騒そう動どうへの荷担を断ったろう。が、なぜか断れなかった。思えばあの時から、俺の心の中になにかが芽生えはじめていたのかもしれん、と横田は述じゆつ懐かいした。

「俺は、家も血筋も持たない一いつ介かいの雇やとわれ侍ざむらいだ。犬のように主あるじのために戦って野垂れ死にするつもりだったが、死に場所に一輪の花が欲しくなったのかもしれん」

　晴信は、横田備中の心の中でなにが起きているのか、ようやく摑つかんだ気がした。板垣と甘利の死が、きっかけとなったのだろう。あれ以来なにものかが毎晩この孤こ高こうの男の心に「死に時を逸いつするな」と囁ささやき続けているのだろう。

　その逃のがれがたい死への予感が、横田備中がそれまで己おのれに禁じていた「恋」という感情を、呼び起こしたのだろう。

「横田。なぜ、そんなにも死に急ぐ？　あたしが父上よりも戦に弱いからか？　あたしは、誰だれかを犠ぎ牲せいにしなければ、城を奪えないと言うのか？」

「それは、あんた自身が囚とらわれている考えだろう。御大将。あんたは甲斐を奪うために大おお殿とのを失い、諏訪を奪うために禰々さまを失い、ついには村上に敗れて板垣と甘利を失った。村上に勝つためには、さらに誰かを失わねばならない、と怯えている──」

　晴信は唇くちびるを嚙かんだ。あたしと横田は似た者同士なのだ、と気づいた。

　横田はかつて自分の祖国で、家族をすべて失ったのかもしれない──おそらくは合戦に敗れたことで。だから二度と家族を持とうとしなかったのだ、失うことを恐れていたのだ、それ以来ずっと戦場に「死に損ねた」自分の死に場所を探していたのだと。

「……横田備中。さすがによく見ているな。次の戦ではお前が死ぬような気がしてならない。戦場で死にたがっている武士ほど、容易に死ねる者はない」

　横田備中は、主に対して言ってはならない言葉をぶつけた。もっと激しく拒きよ絶ぜつされ、あるいは斬きられるのではないかと思っていた。だが、晴信の主君としての器は彼の予想以上に深く大きかった。生まれながらに、心根の清せい廉れんな姫なのだ、と思った。次々と大勢の人の思いを包み込んで、それらを自分自身の想いとして抱えようとする人なのだ、と知った。あの山本勘助の煮にえたぎるような野心でさえ、晴信は平然と包み込んだ──。

　己が頼たのむものは己自身のみと信ずる信虎が「臆おく病びよう者」「甘い」と晴信を罵ののしり続けてきたいらだちの原因も、多少は理解できたような気がした。

　俺が討ち死にすればこの姫はますます合戦にのめり込んで、人としての幸福からさらに遠ざかってしまう、と己の短たん絡らくぶりを悔くいた。だがもう、知られてしまった以上はなかったことにはできない。だから。

「わかった。俺は村上戦では死なない。約束する。あんたに俺の気持ちを知られた以上、簡単には死ねなくなっちまったようだ」

　横田備中は笑っていた。

「御大将。このままじゃあんた、誰とも祝言をあげられずに合戦に明け暮れているうちに人生を終えるぞ。この俺がそうなったように──しかしその悪あく循じゆん環かんを、俺が断ち切る。俺を戦場へ送れ。俺は村上義清と戦い、生き延びて、そして北信濃しなのを御大将にくれてやる」

　その時こそ、あんたは武田の血をひく子を生すために婿むこを取れる、甲斐の戦国大名・武田晴信としてだけではなく一人の「武田勝かつ千ち代よ」としても生きることができる、と横田はにこやかに笑っていた。

「あたしに袖そでにされたわりにはさっぱりしているな、横田備中」

「あんたこそ、生まれてはじめて男に──それも俺なんぞに言い寄られたはずなのに、爽さわやかに笑っている」

「性分らしい。合戦には怯える性格だが、色恋に関しては、あたしは女め々めしくないようだ」

「嫌きらいじゃないさ。あんたは弱いように見えて芯しんはしたたかで強い、御大将」

　晴信は、再び生きる意い欲よくを取り戻もどした横田備中を活かすために、己自身が陥おちいった「野望と家族とは交こう換かんされなければならない」という運命の悪循環から脱だつするために、横田備中がこの悪循環を終わらせてくれると信じてみたくなった。信じてもいい、と思った。

　その場で、横田備中に、砥石城への出しゆつ撃げきを命じていた。




　すでに出撃が決定した後に、家臣団が晴信のもとに集つどってきて正式な軍議が開かれた。

　山本勘助も真田幸隆も、出兵に反対した。

「強引にすぎましょう御屋形さま。砥石城は忍しのびと銭ぜにを用いて調略すると決めたはずです。万一にも力押しで落とせねば、村上義清が後ご詰づめに来て我らを挟きよう撃げきしますぞ」

「ええ。調略には時がかかりますの。あと三ヶ月お待ちください」

「勘助。幸隆。そのつもりだったが、あたしは気が変わった。父上にこれ以上、臆病とそしられたくはない。村上義清だけは合戦で押し切って乗り越こえねばならない。ここで正面衝しよう突とつを避さけて回り道を行けば、この先の戦いでもあたしは例の──運命から、逃れられなくなる。そんな気がするのだ」

　領土を奪うばえば家族を失うという「運命」でございますか、と勘助が尋たずねた。

　そうだ、と晴信が答えた。

「それは御屋形さまの気の迷い、偶ぐう然ぜんにすぎませぬ。合戦で武士が死ぬのは自然の理ことわりであり、避けることはできませぬ。しかも、横田どのが先せん鋒ぽうとは？　板垣さま甘利さまなき今、頼みの横田どのがもし討うち死にしてしまえば武田四天王はほぼ全ぜん滅めつですぞ」

「偶然と言うならば偶然だと証明せねばならない勘助。そして、武田は次こそ運命を乗り越える。そうだな、横田備中」

「……三日で陥かん落らくさせれば葛尾城の村上義清も間に合うまい。勘助と真田は、葛尾城と砥石城との間の連れん絡らく網もうを遮しや断だんしてくれ。それで挟撃される危険も回かい避ひできるだろう」

　うなずく横田。

　勘助は「ななななにがあったというのだっ？」と思わず声をうわずらせていた。

「横田どの！　貴公はまさか？　例の噂うわさというのはもしや……今は御屋形さまを惑まどわせる時ではないっ！」

「くだらんことを言うな勘助。御大将はそんな安い姫ひめではない。断じて、われら君臣の関係に恥はじるようなものはない。一点もだ」

「ぐぬぬ。その堂々としたご様子から推察するに、噓うそではないようだが……ええい。男と女のことは、この勘助にはまるでわからぬ！　まして御屋形さまのように胸が腫はれた年とし頃ごろの女に対してどうのこうのという世の男どもの気持ちがさっぱり理解できぬ！」

「わかっているのか山本勘助。板垣、甘利たちの命を奪い御大将ご自身にまで深手を負わせた村上義清は、御大将にとって巨きよ大だいな壁かべだ。克こく服ふくするべき『運命』そのものだ。武田はただ城を奪えばいいというわけではない。たとえいっとき卑ひ劣れつな勝ちを収めても、『運命』からは逃れられん。御大将を『運命』から脱だつ却きやくさせることこそが、軍師としての貴様の務めだろう」

「あいや。戦というものは卑劣であろうがなんであろうが、勝たねば意味がないのだ。死ねば、すべてが水すい泡ほうに帰きすのだ」

「勘助。あんたが大殿を殺さずに駿する河がへ追放したのは正解だった。父殺しの姫武将など、誰も相手にはしてくれないからな。だが村上義清は、御大将の父親ではないのだぞ。倒たおすべき敵だ。あの荒あらぶる山の神の如ごとき男を戦で撃うち破ってこそ、俺たちは循じゆん環かんしているかのように見える御大将の『運命』の鎖くさりを断ち切ることができる」

　真田幸隆も山本勘助も、この者はもしや姉上に懸け想そうして……と激げき怒どしていた信繁も、この横田の言葉を聞いて顔を伏ふせてしまった。「主君の犬」と自分自身を蔑さげすんでいたはずの横田備中が、これほどに晴信のことを考え、案じていたとは。

「……横田どの……ですが、三日であの険けん阻そな砥石城を落とそうとはあまりに強引すぎますぞ。そなたが討ち死にすれば御屋形さまはますます……いや、それ以前にこの城攻めにしくじれば、御屋形さまの命、こんどこそ村上義清に奪われてしまう」

「勘助。あんたがた軍師が知ち恵えを絞しぼって、村上義清のもとに砥石城開戦の報を入れさせねばいい。三日保もたせてくれれば、落とせる」

「上田原で姫さまの首を盗とり損ねた加藤段蔵は、戸隠山から腕うで利ききの忍しのびを集めていると聞きます。だとすれば諜ちよう報ほう戦においてすら、勝てるかどうか。これまでのようにうまくはいきませんよ」

　真田幸隆が「こちらも切り札を投入して忍びを増員してみますわ。ですが、三日間保たせるという確約はできません」と釘くぎを刺さした。真田忍群も戸隠忍群も、起源は同一である。戸隠山の「ご神体」に「力」を引き出され、奇き跡せき的に生き延びた一いつ騎き当とう千せんの異形の者たちだ。互たがいに投入する忍びの数を増やせば増やすだけ、被ひ害がいも大きくなり、結果も見えなくなる。殺しを嫌う佐さ助すけだけではもはや手に負えない規模の暗あん闘とうになる。幸隆は忍びたちが北信濃の山中で繰くり広げる過か酷こくな戦いを予感して嘆たん息そくした。

　最終的に晴信の決断を承しよう諾だくした者は、副将の信繁だった。

「そうね。姉上は武田家の当主である前に、一人の『人間』だから。決して姉上を、人間以外のなにかにしてはならないのね──勘助、幸隆。そして横田。過酷な任務だけれど、どうかお願いね」

　御ぎよ意い。深ふか志し城の馬場信房に急報を入れまする、と勘助がうなずいていた。

「それにしてもわからぬ。胸の腫れたおなごのなにがよいのやら、それがしにはさっぱり」

「うるせえ。胸は関係ないだろう胸は！　俺はなあ。貴様とだけは同類にされたくなくて、言わなくてもいいことを口走っちまったんだ！」

「あいや横田どの。それがしと同類は嫌いやだとはいかなる意味ですかな。四郎さまを崇あがめる諏す訪わ大明神信しん仰こうのすばらしさ、純じゆん粋すいさ、美しさを横田どのは理解できぬと？　罰ばちが当たりますぞ。死ねば大人の女に囲まれた無む間げん地じ獄ごく行きですぞ！」

「貴様に限っては、四郎さまを讃たたえるその笑顔が禍まが々まがしい」

　どうやら横田備中は晴信に懸想したらしい。そしてその想いを晴信に直接伝えたらしい。晴信は「君臣の恋こいは許されない」と即そく座ざに拒絶したようだ。それなのに、二人の間には男女の仲とは異なる強い絆きずなのようなものが生まれていた。君臣の絆が。朴ぼく念ねん仁じんの勘助には理解しがたかった。だがすでに開戦と決まった以上は、己の知ち謀ぼうを振ふり絞って策を立て、勝利の可能性に賭かけるしかなかった。

「あちゃー。軍議が開かれる前になにかあったみたいだけれど、もしかしてあたしが漏もらしちゃったせいかな」と飯富兵部がイナゴの佃つくだ煮にをかじりながら頭をかき、義信は「横田は俺の尻しりを狙ねらっているらしい。助けてくれ兵部」とそんな兵部にすがりついて震ふるえていた。




　一刻の後──。

　出しゆつ陣じん支度中の横田備中のもとに、孫六が一人でふらりと訪れていた。

　横田は戦場を駆かける仕事人。孫六は絵画に夢中な風流人。ほとんど会話を交わしたことのない二人だった。が、孫六の顔は姉の晴信によく似ている。一いつ瞬しゆん、横田が（御大将？）と見み間ま違ちがえそうになったほどだった。

「武田家の絵え描かきさんか。どうした？」

　なにを話せばいいのか、横田にはわからなかった。

「うーん。一言だけね。ご忠告にね。ちょっと気がかりだったからサ」

「そうか。絵描きや歌人は、やけに勘が良いからな。ありがとう。聞いていこう」

「怒おこらせたらごめんね……横田備中高松。あんたが今まで生きてこられたのは、戦場で即座に自分の命を捨てるその捨すて鉢ばちさが強さとなっていたからサ。柄がらにもなくやる気を出しすぎるとサ……死ぬヨ？」

　御大将の子供の頃ころに似ている。戦場に出たことがない分、実じつ年ねん齢れいよりも幼い小こ娘むすめだな、と横田は思わず笑っていた。微ほほ笑えましかった。

「たしかに今の俺は、柄じゃない。だが心配はいらない」

「そうかな？」

「守りたい者のために死ぬのと、捨て鉢になって狂きよう犬けんのまま死ぬのとでは、意味が違ちがう。てめえの命の重さが違う。板垣と甘利の死に様から、俺はそのことを教わった気がする。そして俺は今、容易には死ねなくなった。俺は生きて帰る。御大将の『運命』は、この戦いくさで打ち止めだ」

「……うん」

　孫六は強くうなずくと、馬上の人となった横田備中を見送っていた──。




　　　　※




　砥石城は、信濃国小ちいさ県がたの山城である。

　武田軍が村上軍に大敗したあの上田原の北東部に位置し、村上義清の本城である葛尾城と、信濃の中部・南部を制圧した武田家勢力との狭はざ間まにあった。

　この城は、千曲ちくま川がわの北にそびえる山さん岳がく地帯に建っている。北と西は峻しゆん険けんな山々に守られ、南には千曲川、東には千曲川の支流・神かん川がわが天然の堀ほりとして機能しており、攻せめ手側としては千曲川と神川の狭間に開けた南側の平野から無理押しに押すしかない。

　村上義清を相手に上田原で再度の野戦を行って勝てる見込みは、まだ無かった。だから晴信は村上方の支城を順番に攻こう略りやくしていく戦略に切り替かえた。とりわけ両軍にとって戦略上の要地であるこの砥石城を奪えば、村上義清の本城・葛尾城は事実上孤こ立りつする。

　ゆえに、山本勘助と真田幸隆が時間と銭をかけて砥石城を奪うはずだったのだが──。

　横田備中の告白という彼女自身にとって大きな事件に面した晴信は、「調略で砥石城を奪う」という当初の予定を変へん更こうした。

　甲か斐い、諏訪、中信濃、佐久から総勢七千の兵を動員して、砥石城を急きゆう襲しゆうした。砥石城の兵数は五百とはいえ、村上義清はこの砥石城を、峻険な山の地形を利用した文字通り難なん攻こう不ふ落らくの砦とりでに改造している。山頂の砦へ辿たどり着くには、武田軍は文字通りの「絶ぜつ壁ぺき」を這はい上がらねばならない。

　危険な勝負であり、時間との闘たたかいだった。葛尾城の村上義清が気づく前に、精強な後詰めが到とう着ちやくする前に、砥石城を落とさねばならなかった。

「この城だけは正面から攻こう撃げきして奪わねばならない。調略で奪えば、父上に臆おく病びようとそしられることになる。それに横田備中が言ったように、あたしは繰り返す『運命』の鎖を断ち切らなければならない」

　晴信の情熱に押し切られた軍師・山本勘助は、千曲川の北岸に展開した武田本ほん陣じん内で、「到とう底てい、三日では落とせませぬ」と晴信を説得できなかったことを後こう悔かいしていた。

　板垣・甘利亡き後も、武田軍にはなお信虎とともに戦ってきた歴戦の猛も者さが揃そろっていた。にわかに四天王筆頭格として将器を見せはじめた横田備中、一門衆最強の小山田出で羽わ、「鬼おに美み濃の」こと原美濃といった勇将たちが今、家臣団とともに砥石城の断だん崖がいに取りついている。

　三人とも、騎き馬ば隊を率いるよりも槍やりを取っての足軽隊の指揮に長たけた城攻めの名人たちだった。しかし、戦せん況きようは思わしくなかった。

「砥石城を猛もう然ぜんと攻め立てさせているけれど──小山田出羽は過大な恩賞に釣つられて勝手に振る舞まっているし、横田備中は血気にはやりすぎていつもの冷静さを失っている。乱れていないのは原美濃の部隊だけよ、姉上」

　本陣で勘助とともに晴信の隣となりに控ひかえていた副将の次郎信繁が「まるで的よ。次々と兵が死んでいく」と顔を歪ゆがめた。

　勘助が再び「やはり三日では無理じゃ」と嘆息した。

「……御屋形さま。砥石城は見た目には粗そ末まつな山城ですが、幸隆どのが縄なわ張ばりを施ほどこした天然の要害。しかも村上の手で大改修され、兵ひよう糧ろうも十分のようです。水の手を断つことも困難。大がかりな城攻めの策が必要になりましょう」

「それでは陥落に数ヶ月を要する。真田忍群をもってしても、そんなに長くは防ぎきれない。葛尾城の村上義清にわれらの動きを知られてしまい、後ご詰づめを出されるだろう」

　諏訪法ほつ性しようの兜かぶとを被かぶった晴信は（横田備中に賭けた。村上義清という巨大な壁を越こえるために）とつぶやきながら、なにかに祈いのるかのように眼めを閉じていた。

　横田備中の恋こい心ごころに動かされて感傷的になっているつもりはない。晴信は、男女の仲というものに恬てん淡たんとしていて、まだ恋というものを知らない。ただ、あれほどの情熱が壁を貫つらぬけぬはずがない、と思った。似た者同士だった。横田の望みのままに戦ってほしかった。死ぬにせよ生きるにせよ、悔くいを残してほしくはなかった。もしも横田が勝てば、生き残れば、村上義清を武で破ることができれば、あたしは二度と……父上の声に怯おびえることなく、「野望と家族は交こう換かんである」という運命に悩なやまされることもなく、そしてその時こそは甲斐国主・武田晴信としてだけではない「武田勝千代」としての人生をも切り開くことができるはず──。

　だが、戦国時代の現実は非情である。

　砥石城の山頂へ登り切れる者は、いなかった。

　自軍の犠ぎ牲せいだけが、いたずらに増えていく。

「横田備中隊、兵の半ばを失いました！　山頂へはいまだ到とう達たつできず！」

「小山田出羽殿どの、断崖を登る際に矢を浴びて負傷！　もはや部隊の指揮は執とれませぬ」

「原美濃隊も七合目で苦戦！　この城には人が通れる山道などない、崖がけしかない、と足軽たちが口々に弱音を吐はいております」

　御屋形さま。この砥石城はわれらを釘くぎ付づけにするための撒まき餌えです。力押しで盗れる城ではありません、と勘助が撤てつ退たいをほのめかした。

「ダメだ勘助。あたしはすでに村上義清からいちど逃にげた。二度も、逃げられない。戦って運命を変えてみせる」

「運命という言葉に囚とらわれてはなりませぬ、御屋形さま。それは、御屋形さまのお心が作り上げた観念にすぎませぬぞ。戦のたびにご家族が亡くなられるのは、単なる偶ぐう然ぜんにすぎないのです。まして、横田どのとご自分との運命や境きよう遇ぐうを重ね合わせることはなりません。ここは戦場です。躑躅ヶ崎館ではありません。そのような私情を戦に挟はさめば、軍略に必ずやほころびが出ます！」

「それは理り屈くつだ勘助。理屈ではわかっている。すでにほころびは出ている。だが、村上義清に勝つためにあたしは理屈を超こえた力が欲しい。運命に抗あらがう意志、情熱、新しい人生を切り開こうとする希望、そのようなものをあたしは、あの横田備中の中に見た気がする」

「御屋形さまは公私を混同しておられまする！　信繁さま。どうか御屋形さまに諫かん言げんを」

　だが、信繁は「姉上が間ま違ちがっていることはわかっている。でも、わたしは姉上の妹だから、姉上のお気持ちもわかるの」と首を横に振った。

「それがしとて、わからぬわけではありませぬ。ですが、ここは戦場なのです。またしても村上に敗れればこんどこそ御屋形さまのお命にかかわります！」

「勘助。慌あわてないで。あなたは軍師として、武田に勝ちをもたらし、あるいは負けたとしても決定的な大敗を免まぬかれる策を考えるのよ。姉上は国を治めるからくりでも、戦に勝つために本陣に飾かざられた仏像でもない。人間なの。年とし頃ごろの娘むすめなの。姉上の感情までを軍略に繰くり込んで戦に勝つのよ、勘助。さもなくば、姉上はいつまでも父上の影かげから逃のがれられない」

　武田家内部の問題、御屋形さま個人の問題と、国盗とりの合戦とを混同してはなりませぬ！　と勘助は言いたかったが、自分こそが信虎を甲斐から追放してこの二つの問題を晴信の心の内側でひとつに結びつけた張本人なのだと気づくと、それ以上信繁に反論することはためらわれた。

　天下無む双そうの「鬼き謀ぼう」を誇ほこる軍師・山本勘助は、実戦を知らぬがゆえの、家族を知らぬがゆえの非情さを失いつつあった。

　鬼謀は、非情なくしては輝かがやかない。

　情とは常に、大勢の人間が共有し理解できる要素であるからだ。

　ゆえに、人々の裏をかき意表を突つく鬼謀とは、情が欠落した精神状態から生まれてくるものらしい。

　信虎の影。「国を奪うばえば家族を失う」という「運命」。晴信自身の心に巣くう敵と、目の前に立ちはだかる信濃しなの最強の武将・村上義清。この二つの難敵を同時に倒たおす方法を、今の情に満ちた勘助の脳のう髄ずいは閃ひらめかせることができなかった。

　ただ一つ策があるとすれば、新たに越えち後ご守護代となった長尾景虎と結んで北と南から村上義清を挟きよう撃げきするという、戦国の世ではよくある「並」の策である。だが、長尾景虎は「わたしは武田晴信が憎にくい。父親を追放するなど姫ひめ武将にあるまじき不義であり悪だ。いずれ毘び沙しや門もん天てんの化身として天てん誅ちゆうを与あたえる」とまるで取りつく島もない。越後にいくら外交の使者を送っても、常に門もん前ぜん払ばらいされてしまうのだ。

　ただ、越後は今その景虎の登場によって紛ふん糾きゆうしている。内乱が起きている。越後が内乱で揉もめているうちに村上義清を倒さなければ、時間切れとなり、逆に村上と越後が同盟してともに武田へ襲おそいかかってくるだろう。

　そこまで先を読めば、村上との決着を急ぐ晴信の焦あせりにも、感情にも、道理はあるのだった。だからこそ勘助は晴信を強く止めることができない。あの歳としで不意に恋心に目覚めた横田備中がなにか奇き跡せきを起こしてくれるのではないか、と信じたくもなる。お互たがいに長年己おのれの家族を持たずに狂犬として異国で生きてきた男同士として、応おう援えんしたくもなる。

　それこそが情であり、鬼謀への道を閉ざすものなのだと、勘助は知っていた。知ってはいたが、晴信の心情を推おし量ると、どうしても振ふり切ることができなかった。

　勘助は「それがしがこの場で献けん策さくできるとすれば、それは致ち命めい的てきな負けを逃れる窮きゆう余よの一策くらいですな」とうなずいた。

「……かくなる上は、真田どのが放った佐助たち真田忍群が三日以上ねばってくれることを期待する他はなし」




　　　　※




　砥石城から葛尾城の村上義清のもとへと放たれた使者を巡めぐり、信濃の山中でも激げき闘とうが繰り広げられていた。

　真田忍群と、戸隠忍群。

　武田方と村上方。

　戸隠山を祖とする同じ信濃忍しのびが、葛尾城へ連なる山々の尾お根ねで互いの気配を探り、相手を消そうと体力と智ち力りよくと術の限りを尽つくして暗あん闘とうしていたのだった。

「真田め。ずいぶんと手て駒ごまを投入してきたものだ。だが、それはこちらも同じことよ」

　戸隠忍群を率いる加藤段蔵は、選よりすぐりの手勢を率いて砥石城から出立し、村上義清に後詰めを乞こう使者として山中を駆かけてきた。

　真田の網あみは、山々の至るところに張られていた。

　山全体が真田の結界と化していた。

　さもあろう、もともと砥石城は海うん野の一族に仕えていた真田の出城。それを村上義清が奪ったのだ。つまりこのあたり一帯は真田の旧領なのだ。

　白い霧きりに覆おおわれた山中。一いつ本ぽん杉すぎの頂上に立つ加藤段蔵は、数を減らした味方の忍びを数えながら、「真田の忍びも減っている」とうそぶいていた。

　猿さる飛とび佐助は忍びでありながら人を殺すことを嫌きらう小こ娘むすめだが、この俺を生かして葛尾城へ辿り着かせるか否かに武田七千の将兵の命がかかっていると言っても過言ではない。今回こそはやつの猿飛の術と俺の鳶とびノ術、同種の術の優ゆう劣れつを決定づけることになりそうだ。

「あの真田の『双ふた子ご』。あの力があれば、大おお幅はばに時間を短縮できそうだが。だが、しょせん『双子』の能力にも『有効範はん囲い』という足かせがある。山ひとつ越えた彼方かなたにまで、『双子』の声は届かぬ。俺の鳶ノ術に時間の制限があるのと同じにな──」

　北信濃最大の霊れい山ざん・戸隠山。その奥の院で、戸隠忍びは生まれる。

　杉すぎに覆われた参道を越えた奥の院の果てに、山の切れ目の奥底に、「ご神体」と呼ばれる「石」がある。

　これこそがかの「天あまの岩いわ戸と」そのものであるという伝承を持つ「石」だが、その正体は天から落ちてきた星、すなわち「飛石」なのだともいう。

　食くい扶ぶ持ちのない子供たちが、山に捨てられる。生き延びるためには奥の院へ辿り着かねばならぬと教えられて。運良く奥の院に辿り着き、「石」から見えないなにかを浴びた子供のうち八割は死ぬが、二割は生き延び、「力」を得る。その二割の子供のうち、己の「力」を忍びの術と精神力によって制せい御ぎよすることを可能にした者だけが、戸隠忍びになれる。

　戦乱の世となり、修しゆ験げん道どうの霊山としての戸隠山は荒こう廃はいしたが、それでもなお選りすぐりの戸隠忍群は山を守護し続け、外部からの介かい入にゆうを阻はばんできた。戸隠忍群は自由を謳おう歌かし、山を守ってきた。時には己の術と力を試したいがために武家が持ち込むその場限りの仕事を請うけて働くこともあったが、決して心まで武家に染まることはなかった。

　ところが、いつの頃ころからか「山の民たみ」あがりの信濃国人・真田幸隆が、戸隠の忍びを「家臣」として次々と召めし抱えはじめたのだ。佐助などは、加藤段蔵と並ぶ最強の術を身につけながら、真田の庄しようでの農民と変わらぬ暮らしに馴な染じんで戸隠山を去ってしまった。

　佐助は放置しておいてもよかったが、真田が戸隠忍群を配下にしはじめたことは、「武家同士の争いなどくだらぬ」とあくまでも戸隠で自立することを至上としてきた加藤にとっては捨ておけなかった。戸隠山の崩ほう壊かい、武家による霊山の侵しん掠りやく、霊山を霊山たらしめてきた「石」の喪そう失しつ──戸隠終しゆう焉えんへの第一歩となることは間違いなかったからだ。

　そして今やその真田が、諏訪家を滅ほろぼしたあの武田晴信と結んだ。

（真田め。戸隠を、甲か斐い源げん氏じなどに引き渡わたすつもりか。そうはいかぬ。信濃は──戸隠は神々の墓標よ。戸隠から諏す訪わにかけての山脈の地下には、長大な身体を持つ「九く頭ず竜りゆう」が眠ねむっている。天あま津つ神かみよりも国くに津つ神かみよりも古い、日ひノ本もと土着の龍りゆう神じんだ。ひとたび目覚めれば日ノ本の大地を崩壊させるまで荒あれ狂くるう巨きよ大だいな地ち龍りゆうだ。国津神を祀まつる諏訪の御おん柱ばしらと、天津神を祀る戸隠山の「石」とが、信濃を南北に貫く地龍を押さえ込んでいるのだ。聖なる木、つまり御柱は耐たい用よう年数に限界があり交換せねばならぬが、天から飛来したというあの「石」はほぼ無限に力を放ち続ける代わりに、換かえがきかない。武田晴信のような現世の欲よくと野望に憑つかれた女が戸隠を奪えば、平然と「石」を戦いくさに用いるだろう。やつは、戦に勝ちたいがために地龍すら起こすかもしれぬ。神氏である諏訪頼重すら殺せる女だ）

　加藤は、やまと御ご所しよに討とう伐ばつされ滅ぼされた古き民、まつろわぬ民の末まつ裔えいを任じている。

（この日ノ本が滅びようが俺には関係がないが、そうなれば戸隠の山も滅びる。なによりも、戸隠が無数の子供を犠牲にして地龍を封ふうじてきた闇やみの歴史そのものが無意味だったことになる。地龍が完全に覚かく醒せいすれば、大地は揺ゆれ、港は波に吞のまれ、日輪は黒こく煙えんに覆われてその光を消す。「天岩戸隠がくれ」だ。九頭竜を封じている「石」を破は壊かいしてはならないからこそ、われらは天津神の神話に「石」を結びつけてまでその価値を高め、戸隠に集つどう修験者と僧そう兵へいと忍びたちの力によって二重三重にも守らせねばならなかったのだ）

　このような途と方ほうもない話を、鳶ノ術すなわち猿飛の術を会え得とくした際に山の長老から知らされた佐助は「うきゃ。それはたぶん神話でござるよ、迷信でござる。石を割ってみればわかるでござるよ」と陽気に笑って真田の庄へ走ったという。

　佐助からこの秘事を知らされた真田幸隆は「九頭竜は、はじめは、天津神や国津神の一族に侵しん入にゆうされて先祖伝来の地を奪われた信濃先住民たちの怨おん念ねんが生んだ復ふく讐しゆう神だったのではないかしら。湖の畔ほとりの街道沿いに開かれていた諏訪では形けい骸がい化して物語そのものは忘ぼう却きやくされ、山中に籠こもり続け密教や修験道の信しん仰こう体系を取り込み続けることで怨念を風化させなかった戸隠ではいつしか、地龍こそが動かしがたいこの世の真理、一大秘事になっていったのでは」と理屈で解かい釈しやくしたのだという。真田幸隆は「石」の「力」は信用するが、「石」に付ふ随ずいする神話は……「物語」は信じないのだ。だから武田に賛同したのだ。

　たしかに、そうかもしれない。誰だれも九頭竜だの地龍だのをその目で見たことがないのだ。さりとて真しん偽ぎを確かめることもできない。もしもまことであったなら、まことであると確認したその時が戸隠が地龍の目覚めによって滅びる時となるのだから。そして、もしも偽いつわりであったと判明しても、やはり戸隠は地龍の神話を失って終わるだろう。

「見つけたでござるよ。加藤段蔵どの。三日ほど眠っていてもらうでござる！」

　ついに来た。

　戸隠忍群の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱした佐助が、一本杉の根元から猿さるのように這はい上がってきた。

　さすがに強い。あどけない顔にも若々しい身体にも、傷一つ負っていない。

「わざわざいちばん見えやすい場所に陣じん取どってやった俺の誘さそいに乗る気か、猿飛佐助。お人よしがすぎたな。貴様は、ここで死ぬ。俺はできる限り女は殺さぬ主義だが、武田晴信と戸隠を抜ぬけた貴様は別だ」

「ずいぶんと『別』枠わくが多いでござるなあ。武田晴信どのは話せばわかる御ご仁じんでござるよと言いたいところでござるが、話し合いの余地はなさそうでござるな」

「諏訪頼重を殺した鬼き女じよを信用するはずがなかろう。へらず口はいい。さっさと登ってこい。その時が貴様の終わりよ」

「餌えさは自ら動けぬのが不便でござるな。木を登らずとも、近づけるでござる！」

　佐助が、「力」を放った。

　宙へと自らの身体を飛ばし、「猿飛の術」を用いて加藤の視界から消えた。

　加藤は、なおも一本杉の頂上に足をかけて、動かない。

　佐助は、加藤に接近し「間合い」に入ればなんらかの罠わなが自分を襲うことを知っている。

　ゆえに姿を消し、「死角」から加藤に一いち撃げきを加えようとしている。

　だが、それは誰の「死角」なのか？

　加藤は、「餌」である。

　加藤以外に、誰かがいるのだ。

　佐助が間合いに入った瞬しゆん間かんに攻こう撃げきを放つべく潜ひそんでいるなにものかが。

　佐助はその「誰か」の正体がわからぬままに、猿飛の術を駆く使しして宙を高速で出で鱈たら目めに舞まった。あらゆる方角から「死角」になるべく己の軌き道どうを追つい尾びも予想もできぬように。

　無意識によって放たれる酔すい拳けんの出鱈目な動きを、拳けん法ぽうの達人が推測できないように。

　修練を積んだ忍びは、その修練が徒あだとなって佐助の出鱈目な滑かつ空くうの軌道を見切れないはずだった。

　加藤段蔵の背後に忽こつ然ぜんと出現した佐助が、忍にん者じや刀の柄つかを加藤の首筋に激げき突とつさせようとしたその時──。

　佐助が放った忍者刀は、虚こ空くうを打っていた。

　手応えがなかった。

　そこにいるはずの、見えているはずの加藤の姿には、実体がなかった。

「うきゃっ？　朧おぼろッ!?」

　忍者刀を一いつ閃せんさせると同時に、佐助の鼻先に水しぶきがあがった。

　幻まぼろしは、かき消えた。

　霧だ。山中の霧に、加藤段蔵の姿が映り込んでいたのだ。ほんものの加藤は、この一本杉のすぐ近くに隠れていたのだ！

「霧を鏡代わりに用いたでござったか!?　もしや霧きり隠がくれの術！　隠おん形ぎようだけでなく、このような使い方が!?」

　素早く身を翻ひるがえして一本杉の頂上から離り脱だつしようと飛んだ佐助の正面に、金きん髪ぱつをたなびかせた碧あおい目の南なん蛮ばん娘むすめが姿を現していた。忍び装しよう束ぞくに包まれたその胸には、南蛮渡と来らいの十じゆう字じ架かが輝かがやいていた。




「……霧きり隠がくれ才さい蔵ぞう、見参。佐助、お前を斬きる」




　いかなる目的があるのか定かではないが、唐とう突とつに戸隠に流れてきて無む謀ぼうにも「霧隠の術」を身につけ、空中に漂ただよう水分を自在に操るという南蛮人の戸隠忍び。まるで菩ぼ薩さつ像のように端たん整せいで美しい少女だが、決して笑わず、誰にも媚こびず、群れることもない。彼女はキリシタンたちからさえ「異い端たん」と恐おそれられていた。教会から破門されて焼き殺された、忌いまわしき異端の魔ま女じよの家系なのだと。故郷を追われ、ようやく見つけた異端の宗徒たちが暮らす安住の地にも十字軍に蹂じゆう躙りんされた傷きず跡あとが生々しく残り、一族は弾だん圧あつされ続けた。それ故ゆえに彼女は東方へ、東方へと逃とう亡ぼう生活を余よ儀ぎなくされ、ついには日ノ本の戸隠まで流れてきたという。だとすれば、やはり戸隠は神々の終しゆう焉えんの地、なのかもしれなかった。

「いやいや才蔵どのお久しぶりでござる。なんとも綺き麗れいな、めんこい娘さんでござるな……って、それどころではないでござる！　うきいっ!?」

「……そう。それどころでは、ない」

「フフフ。もらった。背中を取ったぞ。もう逃にげられぬ」

　才蔵の出現に気を取られた一いつ瞬しゆんの隙すきを、つかれた。

　加藤段蔵が、鳶ノ術を用いて、佐助の背後へと出現していた。

　忍びにとって、背後を奪うばわれるということは即そく、死を意味する。達人同士の戦いであればなおのこと、例外はない。

　佐助は滑空しながら、前後を恐るべき手て練だれの二人に挟はさまれていた。

　仮に目の前の才蔵は振ふり切れても、背後の加藤は振り切れない。加藤が背後にいるという絶望的な態勢を逃のがれるべく身体を反転しようとすれば、才蔵に殺やられる。このまま飛べば、才蔵を振り切る前に加藤に始末される。

　この時、加藤は、勝利を確信した。

　だが。

　この時、霧に覆われた山中に──。

　南蛮渡来の最新兵器・種たね子が島しまの銃じゆう弾だんが放たれる音が、一発、鳴り響ひびいていた。

　才蔵と加藤は、佐助に致命の一撃を繰くり出す寸前に身体を翻して、佐助のもとから離脱していた。種子島の放ち手がどこにいるか、わからない。霧のために視界が悪い。二人は無言で森の中へと姿を消していた。

「ふい～。助かったでござる。才蔵どの、種子島のからくりが拙せつ者しやが仕し掛かけたインチキだと知れば怒おこるでござろうなあ」

　佐助は、万が一の時のために、種子島を潜ませていた。刻限が来ると自動的に弾たまが放たれるように仕掛けをして。才蔵と加藤に「撃うち手」が潜んでいると思わせ、離脱させるために。幸隆直伝の「生き残り戦術」である。

　噓うそのように霧が晴れてきた。すなわち、佐助の視界を霧で満たしていたあの霧隠才蔵は、すでにこの山中を抜けたのだ。

「にんにん。今から追っても、もう加藤どのには追いつけないでござるな。このままでは、村上義清が砥石城へ後ご詰づめに出るでござる！　急がねばならないでござるよ」

　佐助は表情を引き締しめて、「力」を全面解放していた。

　一刻も早く、武田軍に「結界を突破された」と報告しなければならなかった。三日間結界を守り通すという仕事を請け負おっておきながら、突破された。このままでは武田勢が多数討うち死にし、武田晴信が命を落とすと思うと、佐助はさすがにやりきれなかった。拙者が加藤どのを殺す覚かく悟ごで戦っていればあるいは……そう思うと柄にもなく己おのれの甘さを恥はじ、そして、加藤段蔵と霧隠才蔵という強力な二人の術者を前にして、燃えた。

　だがしかし、村上義清の領内では、戸隠忍群が誇ほこる情報伝達網もうの速度は佐助たち真田忍群のそれを上回っている。佐助が「結界突破」の一報を晴信にもたらすよりも早く、「武田軍、砥石城攻こう略りやくを開始」の急報が葛尾城の村上義清のもとに届いたのである。




　　　　※




「村上義清自らが率いる後詰めが、われらの背後に現れました！」

　その報告が砥石城を包囲していた晴信本ほん陣じんにもたらされた時、佐助はまだ真田の「双ふた子ご」の片割れのもとにようやく到とう達たつしたところだった。

　晴信が佐助から「結界を突破されたでござる」との報告を受けるよりも、葛尾城から出しゆつ撃げきした村上義清が戦場へ到とう着ちやくするほうが、一歩早かったということである。

　そもそも、晴信はこの事態を恐れて城攻めを急いでいたのだ。前方の砥石城に総力を注いで強引な攻撃を続け、完全に疲ひ弊へいしきっていた武田軍は、たちまち総そう崩くずれとなった。

　山本勘助にも、にわかになにが起きているのか理解しがたかった。

「これはいったいどういうことだ……仮に真田忍群の結界が突破されたとしても、あまりにも村上義清の到着が早すぎる！」

　真田幸隆が、腕うで組ぐみしながら思考を巡めぐらせる。

「村上義清の領内に、加藤段蔵は完かん璧ぺきな情じよう報ほう網もうを構築していたのでしょう。こちらの結界を突破されてまもなく、村上方へと情報が伝わってしまっていたのでしょうね」

「加藤段蔵は一いつ匹ぴき狼おおかみだと思っておったが、戸隠の『石』を守るためならばそれほどに執しゆう念ねん深く奔ほん走そうし、忍しのびどもを束ねることのできる男であったか……『石』の、守護者なのか」

　上田原では、堂々の野戦を戦った。

　武田軍は多くの犠ぎ牲せいを出したが、村上軍も壊かい滅めつ寸前となる打だ撃げきを受けたのだ。

　しかし、今はまるで違ちがう。

　あの常勝を誇った武田軍が、一方的に叩たたかれ、斬られ、動どう揺ようし、崩くずれに崩れていた。

　上田原では、村上義清個人の武勇と、槍やり衾ぶすまという村上方の新戦術に敗れた。戦略的には、晴信は致ち命めい的てきと言えるほどの失敗を犯おかしてはいない。

　だがこの戦いくさでは、晴信は完全に裏をかかれた。

　砥石城から、城兵が逆落としをかけてきた。今や武田軍は、背後の村上義清と前方の砥石城から挟きよう撃げきされていた。これは、戦略上の致命的な失敗だった。

　砥石崩くずれ。

　晴信は死を覚悟した。「運命」を乗り越こえることはできなかったのか。晴信は、横田備中の情熱に希望を見た。しかし、その希望を見み出いだした者は、恋こいを知らない少女・武田勝千代ではなかったのか。甲か斐いの国主・武田晴信は、そのような個人的でささやかな希望と、国盗とりの合戦という「公」としての現実とを、決して混同してはならなかったのだ。

（あたしはただ、横田備中に「今のあたしは信濃しなの盗とりにすべてを捧ささげている。お前の気持ちに、あたし自身として応えてやることも拒きよ絶ぜつすることも許されないのだ。すまない」と一線を引いて詫わびるべきだったのだろう。それができなかったのは、やはり、はじめてのことに戸と惑まどいどこか舞い上がっていたからなのだろう。どこかで希望と現実とを混同していたのか。「運命を超こえる」という言葉に囚とらわれてはき違えていたのか。横田の想いを、戦場でともに運命を超えるというかたちで果たしてやりたかったのか。それとも……あたしは、戦場に己の「情」を持ち込んだのだ。その情が、勘助と幸隆の戦略を曲げさせて、狂くるわせたのだ。板垣と甘利を失ったあの上田原での敗戦を取り戻もどそうと、焦あせっていたのだ。甲斐の国主の座が、これほどに重いものだったとは……父上……）

　しかもこの死は、晴信一人の死、勝千代という個人の死、己の死だけでは済まされない。七千を誇る武田軍、そのすべてが死の運命に晒さらされていた。

「愚おろか者め！」という信虎の𠮟しつ責せきの声が聞こえてきた。激しい目め眩まいと吐はき気けに襲おそわれて、晴信は倒たおれそうになった。だが、かろうじて大地を踏ふみ支えて耐たえた。信繁が、晴信の背中にそっと手を回して支えてくれていることに、ようやく気づいた。

「……勘助。このままでは武田軍は壊滅する」

　やっと、その言葉だけを、口から発した。

　山本勘助は「お察しいたしまする。この勘助がもっと、男と女の情の世界に通じておりますれば……精通してなどいなくとも、せめて人並み程度に」とうなだれながら、「全軍すみやかに諏す訪わへ撤てつ退たいせよ」と叫さけび、真田家の「双子」の一人・真田昌まさ輝てるを筆頭とする情報将校たち──「むかで衆」を四方へと飛ばした。

「勘助。幸隆。村上義清はこんどこそ、あたしの首を盗ろうと遮しや二に無む二に追つい撃げきしてくるだろう。諏訪までの道のりは遠い。いかがする」

　真田忍群は結界を張るために「双子」以外みな出で払はらっております、と幸隆が嘆たん息そくし、そして勘助は鬼おにの形相で「それがしにお任せあれ」とうなずいていた。




　崩れていた。

　横田備中高松は、前後から殺さつ到とうする村上軍の挟撃を受けながら、晴信本隊を戦場から離脱させるべく殿しんがりとなって戦い続けた。

　ともに砥石城を攻せめていた小山田出羽はすでに重傷を負って戦線から撤退していた。

　原美濃の姿も、雲うん霞かの如ごとく現れた敵兵の中に紛まぎれて、見えなくなっている。

　横田備中自身が率いる部隊も、壊滅的な打撃を被こうむっている。

　一人として、傷を負っていない者はいなかった。

　それでもなお、これまで横田備中とともに幾いく多たの戦場を生き抜ぬいてきた男たちは、脱だつ落らくしなかった。わずかばかりとなった晴信本隊の背後を守り、人間の壁かべとなって村上義清の猛もう襲しゆうを少しでも食い止めようと戦い続けていた。

「みな、すまん。最後の最後に、どうやら俺は運を摑つかめなかったらしい。上田原で死に損なった俺は、柄にもなく欲よくを出したのだろうな」

「誰だれだって、いつかは死ぬ」

「それが今日だったということだ、大将」

「大将も、一人の男だったってことよ」

　そう笑いながら、男たちは次々と倒れた。敵兵に背中を向ける者はいない。みな、前のめりに倒れて、そして死んでいった。

　横田備中自身、全身に矢を浴び、刀傷を負い、その視界は赤い血に染まっていた。すでに馬も失っている。甲斐に流れ着いてきた頃ころの端は武む者しやのように、己の足で地を駆かけ、槍を振るい、すぐ背後を行軍する「諏訪大明神」の軍旗を掲かかげた晴信本隊を守り続けた。

　馬上の村上義清の姿が、前方に見える。

　こんどこそ、晴信を斬きるつもりなのだろう。

「諏訪大明神」の旗を見つけたらしい。

　急接近してくる。

　やらせるか、と横田は吼ほえた。俺としたことが、御おん大将にあのような言葉を。ほんとうに、血迷っていたとしか思えねえ。まるで初はつ恋こいに狂った子供のようだった。四郎さまに舞まい上がって夢中で仕える山本勘助のようだった。俺はこんな馬ば鹿かな男ではなかったはずだ。そのような甘い夢を見るには、あまりにも多くのものを失いすぎていたはずだった。

「貴き殿でんが横田備中か。すでに戦は武田の負けだ。なにゆえに、そこまでして戦う」

「てめえの、知ったことか。俺はな、主あるじのために槍を振るう犬よ」

　目前に迫せまった村上義清へと槍を繰り出しながら、横田備中は吼えていた。徒かちだった。馬上の義清までは遠い。せめてこちらも馬上で構えてのやり合いならば、この首と引き替かえに義清に一太刀浴びせられたかもしれない。それだけが無念だった。己の口から熱い血が溢あふれてくる感かん触しよく。腹に一いち撃げきを食らった、と知った。

「……ざまあねえ。俺としたことが。だが、この首をはね飛ばさない限りは俺を止めることはできんぞ。村上義清」

　片かた膝ひざをつきながら、横田は「まだまだ」と笑い、再び槍を構えていた。

　だが。

「諏訪大明神」の旗まで、諏訪法ほつ性しようの兜かぶとを被って馬で敗走する晴信の背後まであとわずかと迫ったところで、村上義清の表情が、一変した。

　そして。

「……武田晴信……またしても、命を拾うか。どうやら俺は、お前に敗れるのだろう。横田備中、見事な忠義であった。この戦、貴殿らの勝ちだ──さらばだ」

　突とつ如じよとして、村上義清は馬首を翻ひるがえしていた──。

　村上義清が、兵をまとめて退たい却きやくしていく。

　失血が多すぎて俺は幻まぼろしでも見ているのだろうか、と横田は思った。

　大おお粒つぶの雨が、横田の額めがけて落ちてきた。

　もはや、動けなかった。

　視界がぼやけてきた。

　御大将に詫びを。村上義清は退ひいたと、報告を。

「……横田、備中」

　前のめりに崩れようとしていた。その血に塗まみれた身体を、抱だき留とめられていた。

　諏訪法性の兜を被った姫ひめ武将が、馬から下りて、横田の身体を抱き留めていた。

「……あんたは……そうか。村上の野や郎ろうは、一いつ杯ぱい食わされたんだな。ざまあみやがれ、だ」

　横田は、笑った。なあ、あんたはなぜ泣いている。それとも、にわか雨が頰ほおを伝っているのか。

「ごめんね。わたし、姉上によく似ている？」

　ああ。ほんとうによく似ている。顔を見るまで気づかなかった。いや、こうして間近で顔を見てもなお、見み間ま違ちがえそうになったぜ。この俺を欺あざむくとは、よくもここまで影かげ武む者しやとしての修業を積み上げてきた、と横田はその少女を手放しで褒ほめたかった。晴信の影武者として村上義清を欺き、晴信を無事に諏訪へと逃にがしきったのであろう、孫六を。

「……ほんとうに、ごめんね」

「いや。これでよかったんだ。死に場所に」

　一輪の花、だ。勝ち戦を届けられなかった俺には、有り難すぎる。思い残すことはねえと、横田は孫六の腕うでに抱かれながら静かにつぶやき、そこで命が尽つきた。



















　　　　※




「己おのれの命を捨てて守ろうとしていた者が。最後に見たあたしが、影武者だと。孫六だと、横田備中は死ぬ間際に気づいたそうだ」

　武田晴信は、またしても敗れた。横田備中討うち死に、と伝令から聞かされながら、それでも逃げねばならなかった。声を上げて泣いている時ではなかった。諏訪路を。横よこ殴なぐりに降る雨の中を駆けながら、晴信は溢れそうになっている感情をかろうじて抑おさえていた。声を詰つまらせていた。

「仕方がなかったのです。兵は詭き道どうなり。敵を欺くには、まずは味方から……横田どのは御屋形さまを守るために必死だったのです。孫六さまのほうを振ふり返る余よ裕ゆうはなかったのです。だからこそ、村上義清も土ど壇たん場ばまで孫六さまを影武者だと気づけなかったのです。己の眼めで、孫六さまの姿を確認するまで」

　横を進む山本勘助が、仏頂面でうなずいていた。彼もまた、己の感情を抑え込んでいた。己の軍師としての未熟さを悔くいるのは、横田備中の命を賭とした恋こい心ごころを利用してそして裏切るというあまりにも非情な策を用いたことを晴信に詫びるのは、諏訪に晴信を帰き還かんさせたその時でいい。

「横田は、あたしを恨うらんでいるだろうか」

「さような男ではござらぬ。強い、男でした」

「しかし死んだ。今までどれほど過か酷こくな戦も生き延びてきた男が、あたしへの情ゆえに。泥どろに塗れて死んでいった。勘助。恋は……人を弱くするものなのだろうか。それとも」

　勘助は答えられなかった。

　真田幸隆ならば答えられるはずだった。だが幸隆はむかで衆とともに先行し、諏訪への逃とう走そう経路を準備している。滅ほろぼされた佐久衆の残党や野の伏ぶせりが、敗残の晴信を襲しゆう撃げきしないように。

　村上義清が孫六の正体を見切った時のために「二人目の影武者」として諏訪法性の兜をつけていた信繁が、「わたしは恋を知らないけれど、きっと、血を分けた家族への情と同等に強いものよ」と代わりに答えていた。

「横田備中は主に飼われる犬としてではなく、人として、男として死んでいったわ。きっと、後こう悔かいなんてしていない。姉上、願わくばわたしも死ぬ時はあんなふうに──」

　晴信は、長い髪かみを振り乱みだしながら馬上で耳を塞ふさいでいた。兜は、外している。信繁に被らせている。

「次郎……もうやめて！　死ぬ、死ぬ、死ぬって……もう……」

「……姉上」

「どうして。あたしは、武田家の家族を、家臣団を守るために当主になったはずだったのに。どうして。なぜ……これがあたしの運命なの、勘助？　父上を追った罪が、こうして生きる限りあたしを捉とらえて放さないの？　ほんのひとときでも、乙女おとめのような夢を見てはならなかったの……!?」

　大打だ撃げきを被った武田軍はしばらく立ち上がれませぬ。ですが村上義清もついに御屋形さまの首を盗とれませんでした。はじめの戦略に戻もどり、真田忍群を動かし、調略で砥石城を奪うばいまする、と勘助は震ふるえる声で晴信に伝えていた。

「忍しのびだって人間でしょう。大勢が、死ぬのでしょう」

「御ぎよ意い。ですが、軍と軍を激げき突とつさせて戦うよりは、死人の数はずっと少なく済みまする。真田忍群の総力をあげて戸隠忍群の結界を破り、砥石城へと突とつ入にゆうさせ、城内の内応者と呼応して一夜にして城を落としまする」

　それがしも佐助たちとともに調略部隊に加わります、と勘助は言った。塩尻峠でかろうじて崩ほう壊かいを免まぬかれた武田軍は、またしてもその名声を村上義清によって叩たたき落とされた。同じ相手に三度目の敗北は絶対に許されない。

「御屋形さま。今にして思えば、たとえこの戦いくさを避さけて調略一本でことを進めていたとしても、われらは負けたかと思われます。敵は義清の圧あつ倒とう的な武と、そして戸隠の二者なのです。同時にこの双そう方ほうを倒そうとしていたのが間ま違ちがいだったのです。まずは戸隠に勝つのです。村上義清の武を力で倒すことができずとも、加藤段蔵率いる戸隠忍群に勝てば、いにしえの神々の国である信濃しなのを人の国、武田家が治める新しき国へと変える道筋はつきましょう」

　勘助は、次の作戦に真田忍群全員と、そして己自身の生命を賭したのだ。




「武田に真田の夢を託たくした幸隆どのにも、そのお覚かく悟ごをしていただきます」










　最さい後こう尾びを囮おとりとして行軍していた孫六を救出してきた飯富兵部と義信の部隊が、諏す訪わ上社へと到とう着ちやくしつつあった。

　飯富兵部も太郎も傷つき、疲つかれ果てている。

　武田四天王のうちの三人が、逝いった。

　生き残った四天王は、飯富兵部一人となった。

　義信は、不安そうに目を潤うるませていた。

「なあ兵部。お前も死んじまうんじゃねえだろうな？」

「太郎。あんたより先には絶対に死なねえよ。あんたは戦場で暴れるしか能のない馬ば鹿か野や郎ろうだからな、お守もり役がいなくちゃ一日もやっていけねえ」

「……そっか」

「ああ、そうさ」

「……なあ兵部……駿する河がにいる定の命も、尽きようとしているようだ。敗戦を重ねている武田は、今川と手切れすればそこで終わる。俺は今川の姫との祝言を、いずれ請うけなければならなくなったな……」

「……そうだな。太郎、あんたも少しは大人になったみてえだな」

「兵部。あのさ。ほんとうは、俺は」

「守り役は生しよう涯がい、守り役だ。あんたとあたしはなにがあってもずっと一いつ緒しよだ。最後の最後まで、太郎。あんたと一緒にいてやる。約束する。だから、気にすんな」

　飯富兵部と義信。馬上で手を繫つなぎかけながらためらっている二人の姿をその隣となりで見つめながら。

　鶴つる亀かめを描えがいた艶あでやかな雨あま傘がさを差しながら馬上を揺ゆれる孫六の頰から顎あごへと、雨あま粒つぶが一ひと滴しずく、二滴、したたり落ちていた。







　第二話　砥と石いし城調略







　真さな田だ一族が、信濃小ちいさ県がたの海うん野の家に仕える新興の武家だったことはすでに触ふれた。その海野家が武たけ田だ・村むら上かみ・諏す訪わの連合軍によって滅ぼされたため、所領・真田の庄しようを失った真田幸ゆき隆たかとその一族は上野こうずけへ落ち延びたが、武田信のぶ虎とらを追放してその娘むすめ・晴はる信のぶを甲か斐いの守護の座につけた山やま本もと勘かん助すけからの再三の勧かん誘ゆうを受け、今はこうして武田に仕えている。

　幸隆は、なんとしてでも真田の庄を奪だつ回かいしなければならなかった。

　真田の庄奪回のために必要な城。それが、かつて幸隆が守りの要として縄なわ張ばりした砥石城だった。この城を奪い返せば、小県における村上の勢力を封ふうじ込める。局地戦では村上義よし清きよ相手に連戦連敗を喫きつしてきた武田が、戦略によって村上に勝てる。

　この日。幸隆は一族と、そして「真田忍にん群ぐん」を集結させていた。

「母者。調略で、砥石城を奪う上で」

「最大の障害は、加か藤とう段だん蔵ぞう率いる戸と隠がくし忍群」

　白はく蠟ろうのように透すき通った肌はだを持つ、信のぶ綱つなと昌まさ輝てるの「双ふた子ご」。

　真田幸隆の娘にして、戸隠で異能の力を身につけた異色の姉妹しまい。

「あの仏ふ蘭らん西す娘むすめの霧きり隠がくれまで、あちらについたでござるよ。ということはかなりの人数が加わっているでござろうな。拙せつ者しや、霧隠のようなめんこい乙女とは闘たたかいたくないでござるが、先日の砥石崩くずれは拙者の落ち度でござる。武田のために骨折りするといたすか」

　バナナをほおばりながら畳たたみに寝ねそべっている、猿さる飛とび佐さ助すけ。

　真田幸隆が見み出いだした山育ちの天才忍にん者じや。もうお年とし頃ごろになったというのに、相変わらずの野生児である。出自不明の者が多い真田家の中でも、もっともその出自は謎なぞに満ちている。なにしろ、幸隆が見出すまでは戸隠山であろうことか猿さるに育てられていたのだ──しかし、どこか人間の暗い部分をすべて置き忘れてきたかのような天てん真しん爛らん漫まんな佐助がいると、どれほど殺さつ伐ばつとした空間も賑にぎやかになり、みな救われた気持ちになれる。謀ぼう略りやくと調略に明け暮れている真田家においては、決して欠かすことのできない者となっていた。

「山の民たみも農民も武家も分け隔へだてなく生きられる公く界がいを真田の庄に築く」という真田幸隆の志に共感して真田に仕えた戸隠出身の忍びのうち、この無む邪じや気きな佐助が、飛び抜ぬけた異能力を持つ実力者だった。さらに、情報の伝達や敵てき陣じんからの内応といった地味な活動には「双子」が活かつ躍やくしてきた。

　そして、もう一人──砥石城調略のために動員された、真田忍びがいた。

「……私ごときが晴信さまのお力になれるのでしたら、この術を捧ささげてみせます。足手まといになるとは思いますが、皆みなさん、どうかご容よう赦しやください」

　物静かで幸さち薄うすそうな、盲もう目もくの巫み女こ。

　望もち月づき千ち代よ女め。

　彼女は、信濃小県の名族・望月家の姫ひめだった。

　主家の海野家が滅びた際に、望月家も運命をともにした。

　望月家は忍びを束ねる「上じよう忍にん」の一族という性格をも持っていた。佐助や霧隠才さい蔵ぞうのように直接戦場へ駆かり出されて忍にん術じゆつを駆く使しして戦う忍びたちは、いわゆる下忍である。上忍とは、忍び社会における元もと締じめの一族であり、忍びの里そのものが侵おかされない限りは自ら戦うようなことはない。望月千代女はその上忍の一族の姫だった。本来ならば、戦う必要のない立場にあった。が、その望月家は滅んだ。

　千代女は、生きていくために下忍のように自ら術を得て戦うしかなかった。

　一族再興のために、千代女は、戸隠の山に入った。

　そして、「ご神体」の光を浴びた。

　全身の穴から血を噴ふきだし、倒たおれた。

　千代女はかろうじて生き延びたが、「ご神体」の「力」の影えい響きようで、視力を失ったのだった。視力と引き替かえに、忍びとして生きていける異能力を得たのだ。

　むろん、視力を失ったことは、忍びにとっては致ち命めい的てきといえる。千代女が忍びとして最前線で活動できるようになるまでには、言語に絶する苦く闘とうがあったはずだ。

「……お、お優しい晴信さまに守られていなければ、私は盲めしいた自分に絶望して山中でこときれていたはずです。ご恩を返す時が来ました」

「千代女はぎりぎりまで隠かくれていなさい。あなたの力は、真田忍群の切り札。村上方に誰だれが参戦しているのかもわからない現状では、お互たがいに手の内を隠しながら慎しん重ちように札を切っていかないと危険ですわ」

　千代女は失明する以前から気が弱く引っ込み思案な姫だった。千代女よりも年下の佐助のほうが、はるかに騒さわがしい。

「あちらには、拙者と同等の術を用いる鳶とび加藤こと加藤段蔵どの。空中の霧を操る霧隠才蔵どの。そしてあと一人、『移動』に特化した忍びがいるでござるな。加藤どのを囮として、その隙すきに葛かつら尾お城へと走った者が」

「それが何者なのかわからぬままに戦わねばならぬとは。厄やつ介かいですわね、佐助」

「うきゅきゅ。面白いではござらぬか、幸隆どの。砥石城内部にはすでに内応者がいるでござるよ。武田の甲こう州しゆう金をたっぷりとばらまきましたからなあ。にゅ、ふ、ふ。一夜にして内応勢が内側から城門を破は壊かいして、砥石城を一気に陥かん落らくさせる。村上義清が後ご詰づめに来る暇ひまを与あたえぬうちに。その手品の種は、これにある『地じ雷らい火び』でござるよ──」

　先ほどから、佐助が茶ちや釜がまのように弄もてあそんでいる金属製の球体。

　唐から風ふうに呼べば、地雷火。

　和風に言えば、埋うずめ火び。

　すなわち、内部に火薬を詰つめ込んだ地雷兵器である。

　南なん蛮ばんの最新技術を採り入れたこの真田の地雷火は、従来の埋火よりもはるかに爆ばく発はつ力が激しく、しかも導火線に頼たよることなく「好きな時に自在に爆ばく破はできる」というおそるべき利点を持っていた。地雷を敵に踏ふませる必要はない。時限爆ばく弾だんとも違ちがう。術者が「今こそ」と判断したその時に、起き爆ばくできるのだ。むろん戸隠で特別な異能力を得た、選ばれた忍びだけが、地雷火を起爆させることができる──。その者が、真田にはいた。その忍びの正体は隠されている。仲間内では、暗号で『地じ雷らい也や』と呼ばれていた。

「内応者の手引きで拙者が城に潜せん入にゆう。地雷火を砥石城の山体の要かなめに埋うめて、『地雷也』どのが爆破させるでござる。無理矢理に地ち龍りゆうを叩き起こし、地じ震しんを起こすでござるな。砥石城は崩くずれに崩れ、守備兵どもは右往左往、武田が夜や襲しゆうをかけて城門を突とつ破ぱしてきたと思わせて混乱させるでござる。幸隆どのの謀略家ぶりは、まさに外道。うぷぷ」

　地雷火と真田忍びの特異な力とを組み合わせて新たな「兵器」を実現するという発想もさることながら、大地を揺らし地龍を暴れさせるなど、まっとうな信濃の「山の民」が思いつくことではない。下手をすれば次々と信濃の霊れい山ざんに連なる地龍の背中が連動して暴れはじめ、信濃の国そのものが灰かい燼じんと化す恐おそれすらあるのだ。

　真田幸隆は「その地雷火を茶釜のように乱暴に弄んでいる佐助、あなたほどではありませんよ」と笑っていた。

「うふ。どこまで地龍に打撃を加えるのか。よい加減で止められるのか、やりすぎてしまうのか。その具合は、爆破の勢いと地雷火を埋める場所の正確さ次第。危険な綱つな渡わたりですが、これ以上、武田家の武将から犠ぎ牲せい者しやを出すわけにはいきませんもの。晴信さまのお心が壊こわれてしまいますから。町や村は復興できても、人の心はそう容易たやすくは再生しないもの」

「だが加藤段蔵が率いる戸隠忍群が、必ずや妨ぼう害がいに出てくるはず」

「忍しのび同士の暗あん闘とうに勝たねば、こたびの調略もまた失敗に終わる」

「双子」が、互いの掌てのひらを押し付け合いながら、声を合わせた。

　真田と戸隠。互いの手を知っている忍び同士の暗闘になる。鍵かぎは「地雷火」を目的の場所へと設置できるかどうかにかかっていた。佐助では面が割れている。むろん、目が見えない望月千代女には地雷火を正確な位置に運んで埋めるという仕事は果たせない。他の忍びにしても、そのほとんどは戸隠から来た者だから、佐助と同様である。ここはなんとしても、裏の裏をかかねばならない──。

「幸隆どの。こたびはそれがしも砥石城へと潜入し、『囮』の役目を果たしましょう」

　真田の庄を訪れてこの軍議に出席していた軍師・山本勘助が、口を開いていた。

「幸隆どのが理想とする真田の庄建築の夢と、ただ己おのれの才覚を戦国の世に知らしめたいと欲ほつするそれがしの野望とは、重なり合うものではござらぬ。われらは長らく、お互いの力を必要としながらもつかず離はなれずの関係でありました。ですが、御お屋や形かたさまを村上義清にこたびこそ勝たせねばならないという点で、両者の決意は一いつ致ちしております」

「勘助どの。そう、露ろ悪あく的にならずとも。お互いに武田家という主君を必要としている点では、われわれは同志であるはずですよ。それに今のあなたは片足の自由を失った身。忍び働きは、危険な任務となりますよ」

「真田を武田に引き入れたのはそれがし。その真田の者どもをこれほどの危機に追い詰め、命いのち懸がけの仕事をさせるとなれば、それがしも男として責任を取らねばなりますまい」

「ふふ。戦いくさに、男も女もありませんが……宿すく曜よう道どうの占うらないでは、なんと見ます？」

　幸隆が、問うた。

「残念ですがお味方は占いませぬ。まして術者自身の星は、見たくとも見ること、かないませぬ。なんとなれば宿曜道の技術もまた、術者自身の心によってその結果と解かい釈しやくを左右されるものでありますれば」

「ならば村上義清の、星は？」

「冬の北天に輝かがやける天てん狼ろうの星。天上のいかなる星とも交わらぬ、激しくも孤こ高こうの星にござる。あの者の運命は誰よりも孤高なものゆえに、宿曜道をもってしても容易に読めませぬ」

「星を見る軍師・山本勘助との相性も最悪というわけですわね。なるほど、二度も敗れるはず。ですが、次こそは勝たねばなりませんわ。みたび敗れれば、武田も真田も信濃しなのから追われましょう。もう、後はありませんよ」

「承知。なにしろ塩しお尻じり峠とうげでわれらに敗れた守護の小お笠がさ原わら長なが時ときが、村上義清のもとに身を寄せております。村上がみたび武田を破れば、信濃は村上のもとに一つにまとまりましょう──しかしこの勘助が、決してそうはさせぬ。信濃は。神の国は。御屋形さまが、統すべなければならぬ。そうでなければこれまでの御屋形さまの苦く渋じゆうに満みちた決断の連続が、すべて無意味であったということになってしまう……おのれ。ただ孤高を貫つらぬくというそれだけの意地のために御屋形さまの覇は道どうを妨さまたげおって。村上義清……！」

「うきゃ。軍師どのの面相は相変わらずおそろしいでござるな」

「そなたに言われずとも、わかっておるわ！」

　佐助が、地雷火を放り投げながらきゃっきゃっと笑った。そんな佐助がよそ見をしながら危うく地雷火を取りこぼしかけた時、さしもの勘助も思わず顔色を変えた。

「これっ佐助！　落としたらなんとする！　われら全員消し飛んでしまうではないか！」

「その時はその時でござるよ。うぷぷぷ」

「そなたと話していると、どうにも緊きん張ちよう感かんが萎なえてしまうわ！」

　幸隆が「決死の対決前夜だというのに、佐助ってほんとうに幸せそうで羨うらやましいですわね」と微び笑しようし、望月千代女は「人間が求めるある種の理想の境地に、佐助さんは達しておられるのです。羨ましい限りです」と静かに微笑ほほえんでいた。

「さて、みなの衆。調略決行は、新月の夜。段取りを決めて、実行に移しますわよ。鍵となる『地雷火』の設置を最優先。全員が呼吸を合わせて臨機応変に戸隠忍びたちに対処できるかどうかに、この調略の成否がかかっていますわ」




　　　　※




「鳶加藤」こと加藤段蔵は、「戸隠山防衛」という彼の宿願に呼応して集まってきた腕うで利ききの戸隠忍びたちとともに、闇やみに覆おおわれた山中を進み砥石城へと向かっていた。

「武田晴信め。戸隠忍群と真田忍群を闘とう犬けんの如ごとく嚙かみ合わせるつもりか。懲こりぬ女だ……村上義清は、二度も戦場であの女を破っておきながら、自分は武田晴信には勝てぬ、最終的には晴信の強きよう烈れつな野望の前に敗れ去るだろうと思い込みはじめている。砥石城が落ちれば、村上義清は対武田戦の継けい続ぞくをあきらめかねん。真田幸隆がいかなる詐さ術じゆつを用いようとしているかはわからぬが、砥石城は落とさせぬ」

　木々の隙すき間まを縫ぬいながら駆ける加藤たちの行軍は、霧きりに覆われている。

　こたびは神々の戦いになるな、と南なん蛮ばん忍びの霧隠才蔵がつぶやいていた。

　いかにも南蛮人らしい金きん髪ぱつと碧へき眼がんを持つ異相の少女忍び・霧隠才蔵は、南蛮にある「仏蘭西ふらんす」という国から流れてきた。

　一応は下級貴族であるが、先祖代々、異い端たんである。邪じや宗しゆう門もんの家系である。

　およそ百五十年前に、始祖が「異端の魔ま女じよ」としてルーアンなる土地でカトリック教会の手によって焼き殺されて以来、才蔵の一族は「異端の魔女の一族」と忌いみ嫌きらわれて仏蘭西国内を転々とした。カトリック以外を異端とする教会に承服できなかった才蔵は仏蘭西を捨て、イスパニアからガレオン船に飛び乗って印イン度ドへと亡命。その印度で、「八や百お万よろずの神々が住まう」という極東の島国ジパングの存在を知り、ジパングの神々の痕こん跡せきを追った。博はか多たの港から天あま津つ神かみの一族が降臨した高たか千ち穂ほへ、さらに国くに津つ神かみの一族が支配していた出雲いずもへ、そして最終的にはその国津神が逃にげてきた信濃へと渡わたって戸隠山に出会い、異教の神の力が実在するか否かを確かめるために命を賭として「異能力」を手に入れたのだった。

「霧隠。南蛮人のうぬにとっては、武田晴信と村上義清の所領争いなど無む縁えんなもののはずだが、なぜ戦う？」

「私は、カトリックが標ひよう榜ぼうする唯ゆい一いつ神しんというものが妄もう想そうにすぎないという証しよう拠こを失いたくないのだ。いにしえの神々はジパングに、この信濃に実在する。極東の島国に、生き延びている。その証拠である戸隠を破壊させたくないのだ。ジパングにカトリックの教えを持ち込もうとやってくる宣教師どもに『ご神体』を突つきつけてやりたいのだ、カトー」

「戸隠山が大地の九く頭ず竜りゆうを封ふうじていることに、貴様、気づいているな？」

「ドラゴンならば、ヨーロッパにもいたぞ。すでに、セントジョージたちキリシタンの活かつ躍やくによってヨーロッパのドラゴンは平らげられ滅ほろび去ってしまったが……ヨーロッパの先住民たちも、ドラゴンを封じるために、ドラゴンの背中に当たる大地の要の地点に巨きよ石せきを立てていた。巨石を用いた神しん殿でんや、山の如き高い石の塔とうを」

「ふん。南蛮もまた、外の世界からやってきた異民族どもに征せい服ふくされたのだったな。その侵しん略りやく者どもによって地龍もまた完かん璧ぺきに封じられたか。貴様もその南蛮の先住民の子孫か？」

「知らない。貴族に列せられた始祖さま以前は、わが家はただの羊飼いの家だった。ヨーロッパでは、すでに先住民と侵略者の血が混じり合っている。仏蘭西では特にそうだった。だが、私にはガリア人の血が入っているかもしれないな……ガリア人はみな、私のような金色の髪かみを持っていたそうだ。が、血などどうでもいいことだ。私はジパングにおけるカトリックの布教を阻そ止ししたい。奴やつらはジパングの神々の痕跡をも消してまわろうとするだろうからな。だから、戸隠の『ご神体』を武田に奪うばわせはせん。それだけだ」

　日ひ頃ごろは無口な才蔵だが、カトリックと異端の話になると、饒じよう舌ぜつになる。

　神がただ一柱しか存在しないとはな。切きり支し丹たんというのはどうにも非寛かん容ような連中らしい、と加藤は笑った。

「貴様はどうする。われらに加勢するか、それとも敵対するか？　敵対するならばこの場で殺す、由ゆ利り鎌かま之の介すけ」

　大木の幹に張り付いて陰おん形ぎようの術を用いていた、美しい少年忍び──いや、その柔やわらかい声は少女のものだった──が、

「なあんだ、バレていたの。ボクは戸隠忍びではないもんね。見物しにきただけだよぉ」

　と、はじけるように笑っていた。

　由利鎌之介。

　その名の通り鎖くさり鎌がまの使い手だが、彼女の「力」は鎖鎌とは無縁である。戸隠ではなく、飯いい縄づなで鎌之介は「管くだ狐ぎつね」を手に入れた。いわゆる北ほく信しん五ご岳がくは、戸隠・飯縄（飯いい綱づな）・黒くろ姫ひめ・妙みよう高こう・斑まだら尾おの五山。伝承によればそれぞれが信濃の大地を貫く地龍「九頭竜」の背中の隆りゆう起きであり、とりわけ飯縄山は戸隠山と並ぶ修しゆ験げん道どうと忍にん術じゆつの聖地である。なにしろ日ひノ本もとの忍術の起源は、この飯縄山にあるとすら言われている。

　戸隠は天あまの岩いわ戸との「石」を「ご神体」として祀まつっているが、飯縄は「飯縄権ごん現げん」を名乗る狐に乗った烏からす天てん狗ぐを祀っており、信濃に生息する野生の動物「管狐」を使役する邪じや法ほうを伝承していることで知られていた。

　管狐──すなわち、飯縄。

　この管狐を飼い慣らし、狙ねらった人間を「呪じゆ殺さつ」させるという忌まわしい術こそが、鎌之介の「力」だった。むろん、管狐が並の人間に懐なつくことは絶対にない。鎌之介が発する、人間には聞こえぬ独特の声が、管狐の神経を麻ま痺ひさせて操るのだという。

　戸隠忍びには持ち得ない異能力であった。

「貴様、まだ男装ごっこをしているのか。鬱うつ陶とうしい。いくら男装をしても男にはなれんぞ」

「趣しゆ味みでやっているんじゃないよ。飯縄の法力を保つために、清らかな乙女おとめの純潔を守るために男の子のふりをしているわけ。飯縄の法はね、禁きん欲よくが必ひつ須すなんだ。そんな憎にくまれ口を叩たたくのなら、管狐をつけるよ、加藤段蔵さん」

「ふん。いずれはほんものの男になりおおせられると信じているのではないのか？」

「いやあ、ボクは女の子がいいなあ。かわいいからね。でも、今回は日和見させてもらう。飯縄山は今のところ武田と村上との争いとは無縁だし、ボクは武家の争いには興味はない。もっとも、ボクが本気になれば、敵てき陣じんに単身潜せん入にゆうして死人の山を築けるけれどもね」

「ちっ。貴様が飼っている管狐を用いれば、武田晴信の暗殺も容易なのだがな」

「ま、気が向いたら加勢してあげるよ。真田忍群も本もとはといえば戸隠出の忍びだ。こんな田舎の戦いでせっかくの戸隠忍びたちが潰つぶし合うのはいかにも惜おしいものね。飯縄忍びと戸隠忍群には、きっともっと華はな々ばなしい出番があるのだから──ボクの夢は、ボクの飯縄の術を破ることのできる最強の敵と戦うことなんだ」

　由利鎌之介はそんな台詞を残し、加藤たちの視界から忽こつ然ぜんと消え去っていた。

　才蔵は、思わずつぶやいていた。

「カトー。あの飯縄忍びは、処女を守るために男装しているのか？　私の始祖も、神から与あたえられた力と純潔を守るために男装して戦う少女だったと聞くが、そのために異端として火か刑けいに処されてしまったという……」

「ふん。異なる神をいただく仏蘭西と日ノ本、離はなれてはいても似たような呪法があり、術者がいる。越えち後ごの長なが尾お景かげ虎とらも不ふ犯ぼんを貫いているというが、もしや飯縄の術者なのかもな」

　武田晴信はいずれは飯縄山も狙ってくるだろうか、と才蔵が尋たずねた。段蔵は「飯縄山には晴信が奪うべきご神体の『石』はない。だが、善ぜん光こう寺じ平だいらから戸隠山への通り道にあたる。だから、いずれは併へい吞どんしようとするだろう」と答えていた。

「……砥石城が、見えてきたぞ。感じるか。真田忍群が、近くに潜ひそんでいる。猿飛佐助は確実に、その中にいる。俺の鳶とびノ術を封じられるのは、あやつだけだからな」

「真田が砥石城でなにを企たくらんでいるかを突き止めて、封じねば。敵の出方を見定めるために、城内に散ろう」

「才蔵。信濃には、火を自在に操り南蛮仕込みの『地じ雷らい火び』を自在に爆ばく破はさせる力を持つ伝説の忍しのび──『地雷也』がいるという。今宵こよいの真田陣じん営えいにその地雷也がいるかもしれん。真田幸隆が地雷也という切り札を隠かくし持っているとすれば、今宵こそ、その切り札を使ってくるに違ちがいない」

「種たね子が島しまを用いる連中だ、ありうる。しかし『地雷火』で山城を崩くずせるのか、カトー？」

「山そのものを破は壊かいする力はあるまい。だが……大地の底の地龍に衝しよう撃げきが届けば」

　そうか。まさかきゃつらは、砥石城の兵士を内応させて城門を内側から開く、というだけではなく──九頭竜の背中に、地龍に地雷火で打だ撃げきを与えて目覚めさせるつもりか!?　と、加藤段蔵は思わず呻うめいていた。

　信濃しなのの大地を貫く九頭竜とはなにか。

　現代の地学用語でいえば、九頭竜とは、日本列島の東西に位置する巨きよ大だいな二枚のプレートとプレートが衝しよう突とつしている地ち溝こう帯、「フォッサマグナ」である。

　そのフォッサマグナの西側を走る巨大な断層線。親おや不知しらず‐黒姫山‐諏す訪わ湖こ‐安あ倍べ川かわへ至る、いわゆる「糸いと魚い川がわ‐静しず岡おか構造線」こそが、九頭竜と呼ばれる長大なラインであり、信濃の諏訪湖と黒姫山周辺にその九頭竜を目覚めさせる「要」と呼べる地帯がいくつかある。

　諏訪神社および、黒姫山・戸隠山・飯縄山をはじめとする北信五岳は、九頭竜の活動を封じ込めるために霊れい山ざんとして聖別・特化され、神人や修験者たちが施ほどこした様々な手段によって九頭竜を調ちよう伏ぶくし続けてきた。

　中でも諏訪神社の「御おん柱ばしら」と、戸隠山の「ご神体」すなわち天岩戸なる天から飛来した「石」こそが、その九頭竜封じのための最大の「要」なのだ。

　そして──上うえ田だの砥石城もまた、「要」としての規模は小さいとはいえ、その九頭竜封じの「要」の山に建てられているのだ。「山の民たみ」である真田幸隆は、上田もまた九頭竜の背中の上にある「要」であると知っているのだ。砥石城と千曲ちくま川がわを隔へだてた別所の地には「九頭竜権現」が祀られているではないか！　しかも、上田を本ほん拠きよとしていた真田家もまた「白はく山さん大権現」を祀っている。白山大権現とは、九頭竜神の別名なのだ！

「真田め。武力で落とせぬならばとばかりに、おのれの産うぶ土すな神がみであるところの地龍を駆かってまで砥石城そのものを破壊するつもりか！　一つ間ま違ちがえば、砥石城が崩ほう壊かいするどころでは済まん。下手をすれば信濃の国が滅びるぞ。たかが城盗とりのためにそこまでやるのか」

「ドラゴンの目覚めか。ヨーロッパではまず起こりえない光景だな……カトーよ、地雷也はお前が倒たおせ。佐助は私が斬きる。あの、現世での苦く悩のうのいっさいを忘れて生まれてきたかのような無む邪じや気きな娘むすめは、どうにも苦手だ……己おのれの罪深さを見み透すかされているかのような気になってしまう。あるいはわが始祖さまは、あのような娘だったのかもしれない……」

「フフ。憧あこがれの念が裏返って憎しみと化したか。では、忍びの戦いをはじめよう。散！」

　加藤段蔵が長い指を天に突き出すとともに、才蔵たち戸隠忍群の姿が、闇の中に消えた。




（地雷也が操る「地雷火」は、南蛮の技術を次々と採り入れて刻々と姿形を変えているという。この俺をもってしても見切れぬ。爆破するとすれば砥石城の「要」となる山さん麓ろく、丑うし寅とらの方角──が、敵も「地雷火」を運んでいる本命が誰だれかを容易には絞しぼらせまい）

　加藤段蔵は音もなく山城の内部へ潜入すると、才蔵たち戸隠忍群を四方へと向かわせ、自らは「鳶ノ術」を用いて本命である丑寅、すなわち北東の方角へと突き進んだ。

　体内で「気」を練りながら、夜の闇の中を高々と跳ちよう躍やくする。

　呼吸を乱せば、気が乱れる。気が乱れれば、術は破れる。己の心身の限界を超こえて術を使い続けた時にも、やはり爆ばく死しする。

　互たがいに、山城の各方角へ忍びを散らしての、総当たり戦である。

　空を舞まう途と中ちゆう、砥石城の険しい山道を、片足を引きずりながら必死で這はい上っている初老の男を、眼下に見た。

（軍師・山本勘助か……まともに走ることもできぬ男が、無様な。おおかた砥石崩くずれの敗軍の責を負って囮おとり役を志願したのだろうが、「要」となる丑寅の方角とは真逆を進んでいる。素人めが。殺そうと思えばいつでも殺せる雑魚よ。相手をする時間すら惜しい）

　山本勘助を無視して、加藤段蔵は地龍の「要」である「丑寅」の方角へとそのまま一足飛びに飛んだ。




　一方、山の東へ走った霧隠才蔵は、深い森の中で「双ふた子ご」と遭そう遇ぐうしていた。

　真田信綱と、真田昌輝。

　肌はだの色が、異様に白い。

　前方に、一人。

　後方に、一人。

　自分が完全に挟きよう撃げきされていることに気づいた才蔵は、霧を呼びながら（どちらだ。どちらかは影かげだ）と碧へき眼がんに「気」を集中しながら二人を見比べた。だが、わからない。

「完璧なまでの分身の術だ。本体はどちらだ」

　違う！　まるで分身の術のようだが、そうではない！

「そうか。真田の『双子』か！　だが、いつ私の背後を取った!?」

「われら『双子』は、以心伝心の術を用いる」

「別々の場所にいながらにして、お互いの言葉を飛ばし合っている」

「片方が敵を見つければ、もう片方は即そく座ざにその敵の背後を取れる」

　日ノ本の娘には見えぬが、「石」の力を浴びた影えい響きようで肌の色素が落ちたのもしれぬ、と才蔵は思った。いずれにしても、才蔵は今、死地に陥おちいっている。

「だが、『双子』の体術は並の忍びなのだろう？　接近戦に持ち込めば私のほうが上だ。すでに、視界を霧で塞ふさいだ」

　才蔵は、鎖くさり帷子かたびらの狭せまい隙すき間まをも貫かん通つうする刺し突とつ専用の南なん蛮ばん剣けんを抜ぬいた。その形状は、後世のレイピアに近い。忍びが着込んでいる鎖帷子をも貫通する。日本刀とも忍にん者じや刀とも違う、初見殺しの剣だった。

　しかも霧隠の術は、陰形の術でもある。

　濃こくなった霧が早くも、「双子」の視界を完全に塞いでいた。

　前後から挟撃している今の絶対的有利な態勢を、崩された。特異な「初見殺し」の体術を持ち得ない「双子」は、一転、不利となった。

　そのはずだった。

　しかし、「頭脳と意思が一つで、身体が二つ」という利点は、二対一という状じよう況きよう下でこそ、最大限に有効となるのだ。

　双子が、うなずき合った。

「姉者」

「おう」

　双子が、前後から同時に突とつ進しんしてきた。

　その動きは、完全に同期していた。まるで一つの意思によって動いているかのようだった。

「速いッ!?」

　才蔵は、かろうじて「姉」が繰くり出してきた初しよ弾だんの蹴けりを前ぜん腕わんで捌さばいた。が、その「姉」の足の爪つま先さきに、刃は物ものが仕込まれていた。鎖帷子を切り裂さかれていた。飛び退のいて逃にげようとすると、背後から「妹」が忍者刀で背中をめがけて突ついてくる──霧で覆おおわれた視界の中でありながら、「双子」の連れん携けいは奇き怪かいなまでに完かん璧ぺきだった。

　才蔵は「この二人の呼吸の合い方は、術だけではない。長年寝しん食しよくをともにしてきた『双子』ゆえに、互いの呼吸音と体熱を感じるだけで、互いの位置を把は握あくし、しかも互いの考えがある程度通じるのだ。たとえ視界を塞がれても」と見切っていた。

「まずいぞ！　二対一では、とてつもなく厄やつ介かいな相手だ！」

　そのことに才蔵が気づいた時にはすでに、才蔵は「双子」の接近を許し、間合いを詰つめられていた──逃げ場はない。

（この「双子」は明らかに私を足止めするための囮だ。地雷火を持っている者はおそらく猿飛佐助だ！　カトーだけでは防ぎ切れぬかもしれない！）

　私一人でこの二人を同時に倒すことは不可能だ。だが、この包囲を突とつ破ぱし佐助のもとへ到とう達たつする方法はある、と才蔵は瞬しゆん時じに冷れい酷こくな忍しのびとしての判断を下していた。

「『双子』は、二人揃そろっていてこそ、双子なのだ。ならば、ここで私が倒れてもいずれか一人を倒せば、それはわれら戸隠忍群の勝ちに等しい！」

　いかなる鎧よろいや鎖帷子をも貫通する、一いち撃げき刺し殺さつの剣。

　才蔵が、自分の背中を「姉」の面前に無防備に晒さらし、「妹」の正面へと突進していた。

「姉者」

「……妹よ」

　妹を見捨てることのできない姉と、姉のために踏ふみとどまりわが攻こう撃げきを受けようとする妹。「双子」の意思に、齟そ齬ごが生じたはずだった。

　ほんのわずかながらに隙すきができた、と才蔵は確信していた。

「双子」の動きが、ついに、同期を失って乱れるはずだった。

　挟撃を突破できる好機を、才蔵は摑つかんだ。

　片かた腕うでぐらいは犠ぎ牲せいにしなければならないかもしれないが、「妹」が必殺の刺突を避さけようとするまさにその時こそ、絶体絶命の窮きゆう地ちを才蔵が突破する最初で最後の機会だった。

（姉妹しまいの情を利用せねばならぬか。忍びとは、アサシンの如ごとき非情の稼か業ぎようだな）

　才蔵はしかし、「双子」の以心伝心の術の神しん髄ずいを、まだ知らなかった。

「妹」が、動かない。

　才蔵の刺突を、自らの身体で受けるつもりなのだ。

（私の身体の軌き道どうを固定するために！　自分を盾たてにして、私を「姉」に殺させるつもりなのだ！　しまった！）

「姉」が忍者刀を振ふり下ろしてくる気配を、才蔵は、すぐ背後に感じていた。




「フフフ。俺には見えるぞ。砥石城における地龍──九頭竜の『要』は『丑寅』の方角にあり。『砥石』は一名を『戸石』とも書き記す。『戸』こそは、人間の世界と神々の世界とを結びつける『要』の場所を示す名なのだ。戸隠と砥石はすなわち、いずれも天岩戸の古事にまつわる伝承の地。九頭竜の背中の急所よ。そして猿飛佐助、やはり地雷火を運ぶ『本命』は真田忍群最強の貴様であったな！」

　砥石城の東北側に位置する山麓──木々と岩とに覆われた急きゆう斜しや面めんを、加藤段蔵は平地を走るかの如き勢いで駆けた。その視線の先には、地じ雷らい火びを抱かかえた猿飛佐助が身体を四十度ほども傾かたむけながら走っている。

「おっ、加藤段蔵どのでござるか！　厄介なのが出てきたでござるよ、にんにん。才蔵どのはいかがいたしているでござるか？」

「捨て石に用いた。知らぬ。おおかた、『双子』と戦っているところであろう」

「南なん蛮ばんからはるばる渡わたってきた、めんこい娘子を……ひどいでござるな！　これ以上、遊んでおられぬでござる！」

「ただの忍しのび同士の遊びを、これほどの大事にしてしまったのは武田晴信と真田幸隆よ！　地龍の背中を地雷火で叩たたいて目覚めさせようなど、武田のやり口は外道にもほどがある！」

「武田には、地龍を覚かく醒せいさせて信濃を滅ほろぼすつもりなどござらぬ。いい塩あん梅ばいに火薬量を調整しているでござる、少々大地が揺ゆれるくらいで済むでござるよ──その地揺れの際に内応した城兵が門を開き、城主と足軽どもを城より逃がせば、それで砥石城を巡めぐる修しゆ羅らの戦いの日々は終わりでござる。たぶんね♪」

「信じられるか！　貴様の言葉がまことだとしても、地雷火の設置場所を誤ればなんとする！　城を盗るというのであれば勝手に武士同士で殺し合えばよい！」

　加藤段蔵は、斜しや面めんを走りながら、鳶とびノ術を発動させた。

　瞬しゆん間かん、加藤段蔵の身体は大地に引かれる力──重力から解き放たれる。

　宙を舞い、佐助の前方へと回り込もうとした。

　その加藤の「気」が爆ばく発はつする感かん触しよくを背中で感じ取った佐助もまた、同じ術──猿飛の術を用いて、瞬時に宙へと舞い上がっていた。

　加藤段蔵は、「武田晴信という人間に信濃しなのを簒さん奪だつさせてはならぬ」と確信していた。

　日ノ本に、信濃の地に、神々はおわす。

　九頭竜はしかし、この日ノ本の大地を生みだした創造神であるとともに、その大地を再び激げき震しんせしめすべてを灰かい燼じんに帰きす力をも持つ祟たたり神でもある。

　天津神でもなく、国津神でもない、この古き九頭竜の神を鎮ちん魂こんし大地を鎮しずめるために、戸隠があり、「ご神体」が──天より飛来せし「石」があるのだ。

　この砥石城が落ちれば、村上義清は北信濃に踏みとどまれなくなるだろう。

　村上義清が敗走すれば、武田晴信はいよいよ戸隠へと近づく。

　善光寺平へと進出し、飯縄山をも押さえ、戸隠の「ご神体」へと接近するだろう。

　憎にくむべきは、武田晴信という「人間」のために門外不出の戸隠の秘術や知識を戦いくさに用いてまで砥石城を奪うばおうとする真田幸隆！

　きゃつが理想としている公く界がいなど、しょせんは武家の庇ひ護ごがなくば自立できぬ夢物語よ。そんなものは、俺は信じぬ！　人間の夢などは、うつろう幻まぼろし。「石」のみが不変なのだ！

　加藤段蔵が追いかけ、佐助が逃げる。

　お互いに持てる「気」の限りを尽つくして、重力から己おのれの身体を解放し、全速力で宙を駆かけていた。

　もしもこの時、砥石城の城兵たちが夜空を見上げていたら、そこに二匹ひきの天てん狗ぐが闇やみを舞まっているかのように見えただろう。

「佐助！　今宵こよいこそは、もはや逃のがさぬ！　俺の鳶ノ術と、貴様の猿飛の術。どちらが長く耐たえられるかの戦いよ！」

「しつっこいでござるよ！　共とも倒だおれになるでござる！」

「フフフ。どこまで飛んで逃げるつもりだ？　『丑うし寅とら』の『要』からぐんぐん遠ざかっているぞ佐助！　俺の勝ちだな！」

「それは違ちがうでござるよ、加藤どの。拙せつ者しやは地雷火の爆発に巻き込まれるとまずいので、逃げているだけでござるよ。にん、にん」

「地雷火ならば、貴様が持っているではないか！」

「うきゅきゅきゅきゅ。ここまで来ればもう不要でござるな。あげるでござる、それ」

「な、なにっ!?」

　ぽん。

　佐助が不意に、すぐ背後と迫せまっていた加藤段蔵の目の前へ、地雷火を放り投げていた。

「貴様、導火線に火を？　このような宙空で爆ばく破はすれば地龍を起こすことなどできぬぞ!?」

「そいつは偽にせ物ものでござる。が、中に詰まっている火薬はほんものでござる」

「なんだと？　俺は、地雷火は『要』の地に埋うめるまでは爆破できぬと思い込んでいた。しかも、よもや偽物だとは……抜かった！　猿飛、佐助……！」

「忍びの世界は騙だまし合いでござるな。まあ、これしきで死ぬ加藤どのではないでござろう。じゃ、またね。にんにん」

「待てっ猿飛！　『要』の地には誰だれも到達していないはずだっ！　いったいどうやって地雷火を埋めるというのだっ!?」

「うきゅきゅきゅ。秘密でござる」

　佐助が投じた偽物の地雷火──とはいえ、火薬を詰めたほうろく玉ではあった──が爆はぜた。

　ドンッと衝しよう撃げき音が天空に伝わって、加藤段蔵の身体はその風圧によってはじき飛ばされていた。

「ぬっ!?」




「くっくっく。兵は詭き道どうなり！　戸隠忍群の警けい戒かい網もうをかい潜くぐって『要』の地に直接地雷火を埋めることは、いかなる忍びといえどもできぬ。ゆえに、片足の不自由なそれがしが、いかにも囮おとりであるかのような無様で無力な姿を晒したそれがしが、策を用いて地雷火を『要』の地へと運んだのだ。それがしは丑寅の方角とは真反対の方角へと山を登り、麓ふもとの『要』へと流れる地下水脈の上流に地雷火を投げ落とした。ほんものの地雷火には、導火線など不要。鉄を用いて完全に密閉してあり、川であろうが地下水脈であろうが自在に流すことが可能なのだ」

　わがことなれり。こんどこそ、砥石城は陥かん落らくする！

　漆しつ黒こくの闇の中。

　山頂に屹きつ立りつした山本勘助が、高笑いしていた。

　加藤段蔵は、ほんものの地雷火を背負っていた「その者」を発見していながら、見み逃のがしていたのだった。

　地下水脈の上流へ勘助が投じた地雷火は、この時、ついに山さん麓ろくの『要』へと流れ着いていた。到達していた。

　砥石城の東側に流れる千曲川の支流・神かん川がわの畔ほとり。

　地雷火の気配を感じ取った「地雷也」が、その力を発動させて地雷火に点火していた。

　自在に、火を操る力──。

　だが彼女には、才能が足りなかった。体内の「気」を存分に錬ねれなかった。だから、ごくわずかな、小さい小さい炎ほのおを熾おこすことしかできない。

　彼女が自らの視力と引き替かえに手に入れたその絶望的なまでにちっぽけな力を、真田幸隆は、南なん蛮ばん渡と来らいの新兵器「地雷火」と組み合わせることで、日ノ本忍にん術じゆつ史上最大の殺傷能力と破は壊かい能力を彼女に与あたえたのだった──。




「──着火、します」




　望月千代女が九字を切ると同時に。

「要」に到達した地雷火が、水中にあるにもかかわらず、完全に密閉されているにもかかわらず、起き爆ばくしていた。




「佐助、待てい！」

　加藤段蔵が風圧を食らって宙を回転し、体勢を立て直そうとしていたまさにその時。

　加藤がつい先刻まで駆けていた丑寅の山麓……地龍の『要』でも、地底からの爆発が起きていた。

「わからぬ。佐助には絶対に仕し掛かける暇ひまなどなかった！　いったいどうやって仕掛けた!?」

　地龍が、九頭竜の背中が、揺れた。大地が揺れた。

　砥石城全体が激しく上下に跳はね、崖がけは崩くずれ、岩は転げ落ち、木々は薙なぎ倒たおされていった。

　武田方に内応していた城兵が、城門をいっせいに開いた。

「内応だ！」

「地崩れがはじまった！」

「すぐに武田騎き馬ば隊が攻せめ寄せてくる！　皆みな殺ごろしにされるぞ！」

　次々と城兵たちが、斜面を転がり落ちるように逃にげ惑まどっていく。

　すべては、夜の闇の中の出来事であった。

　恐きよう怖ふと流言飛語と疑ぎ心しん暗あん鬼きによって、同士討ちすらがはじまっていた。

　この混乱のさなか。

　加藤段蔵が「結けつ！」と唱えながら千曲川の北岸へと舞まい降りてきた時には、すでにこの修しゆ羅ら場ばをかろうじて生き延びた霧隠才蔵たち戸隠忍群が再集結していた。大地の震しん動どうが収まりつつある中、夜間を強行軍してきた武田騎馬隊が混乱する砥石城を激しく攻め立て占せん領りようしていくさまを、加藤段蔵たちはなすすべもなく眺ながめているしかなかった。

「そうか。真田の本命は山本勘助だったか。直接『要』の地に地雷火を埋めるのではなく、地下の水脈を用いて運んだのか。俺の負けだ！　知ち恵えでは、あの男には敵かなわぬ！」

「カトー。われらも一刻も早く逃げねばまずいぞ。武田晴信はわれらを見逃すまい。城の占領はまもなく終わる。残党を、真田忍群と騎馬隊とを総動員して追ってくるぞ。ここで佐助たちと真田忍群との決戦に及およぶか？」

　いや、今後はいよいよ武田軍から戸隠の「石」を守る者が必要だ。全ぜん滅めつは避さけねばならんと歯がみする加藤の足下に、ぴょこん、と首を出した小さな動物がいた。

「おおっ、管くだ狐ぎつね!?」

　ずいぶんと楽しい戦いになったみたいだね。参加すればよかったかなぁと笑いながら、川向こうで筏いかだを準備して待機している少年忍びがいた。いや、男装しているが少女である。

「ボクに任せておきなよ。追っ手は管狐たちに防がせる。霧隠の術が必ひつ須すだけれどもね」

「ふん。獣けものどもを煙えん幕まくに用いるか。霧と組み合わせれば、いけそうだな。だが、凶きよう暴ぼうな祟り獣である管狐をいったい何匹飼っているのだ、うぬは？」

「飼っているのは一いつ匹ぴきさ。ボクが飼い慣らしている管狐をひとたび動かせば、野良の飯縄たちも操れるんだ。とりわけ今宵こよいのように地じ震しんが起こると、山から大量の飯縄が逃げてくるからね。だから地龍が暴れている時こそ、飯縄忍しのびの力は最高潮に達するんだよ」

　唇くちびる亡ほろべば歯寒し。飯縄忍びと戸隠忍びは好敵手同士だけれど一心同体のようなものだから、当面は仲良く共きよう闘とうしなくちゃね～、と由利鎌之介は微笑ほほえんでいた。

「地震が来た時に、管狐の術は最凶きよう最悪の厄やく災さいと化すわけか。ふん……砥石城を奪われた以上、村上義清はもはや北信濃を維い持じできぬ。次の戦線は、千曲川をさらに北上した川かわ中なか島じま・善光寺平となろうが、村上の剛ごう勇ゆうをもってしても持ちこたえることは困難だな」

　しかし、これほどの暗あん闘とうを繰くり広げていながら、ついに「地雷也」が誰であるかを見極めることは加藤にはできなかった。山本勘助が上流から地下水脈を経由させて地じ雷らい火びを運んだであろうことから考えれば、どうやらたとえ水の中であろうが構わずに地雷火を爆破できる驚おどろくべき術者であるらしい。

　であれば、戸隠の「ご神体」たる「石」を破壊することさえ地雷也ならば可能だ。いずれ必ずや正体を割り出して始末せねばならんと、加藤段蔵は危機感を新たにした。

「さて。善光寺平を突とつ破ぱされればいよいよ飯縄、戸隠だね。壮そう絶ぜつな合戦になりそうだよね～。ふふ。ボクを倒すことのできる最強の敵は、武田か、真田か、それとも……」

「由利鎌之介よ。うぬは、まるで倒されることを待ち望んでいるかのような口ぶりだな」

「……敗れてしまえば、飯縄の法からも管狐からも自由になれるかも、しれないからね」

　由利鎌之介が筏の上で腰こしの竹たけ筒づつを開き、「暴れておいで」と囁ささやきながら子飼いの管狐を解き放っていた。




　　　　※




　砥石城、一夜にして陥落。

　謀ぼう将しよう・真田幸隆の「調略」によって、あの村上義清方の最前線・砥石城がついに武田の手に落ちた──。

「一戦も交えることなく、手品のように砥石城を奪い取ってしまったという」

「小笠原に続いて、村上義清までもが武田に敗れた！」

「小県一帯は、もはや武田晴信の手に落ちた」

「もう村上義清をもってしても、葛尾城を支えることはできぬだろう」

　信濃しなの全土の国こく人じん衆しゆうが震しん撼かんする中、しかし、武田晴信による村上義清との最終決戦は行われなかった。「砥石城陥落」の朗報を聞いた晴信が勢いに乗って義清の本城・葛尾城へと攻め上ろうとした時、躑躅つつじヶが崎さき館やかたで出家し楽らく隠いん居きよしていた母・大おお井いの方（大井夫人）がにわかに倒れたのだ。

　晴信が自分の夫・信虎を追放する際にも、晴信の過激な行動を黙もく認にんし、「両親をともに追放するなど、あってはならぬこと。わたくしは、わが娘むすめ・晴信のもとに残りましょう」とそのまま甲か斐いに留まってくれた。しかも上うえ田だ原はらで晴信が村上義清に大敗した時、晴信に書状を送って撤てつ兵ぺいを決断させてくれた。その、母だった。

　晴信と次じ郎ろう信のぶ繁しげは出しゆつ陣じんを断念し、大井の方のもとへと急いだ。

（あたしはついに砥石城を得た。板いた垣がき信のぶ方かた。甘あま利り虎とら泰やす。横よこ田た備びつ中ちゆう。三人もの股こ肱こうの臣を失い、惑い続け、ついには真田忍しのびの調略を用いて搦からめ手てで勝利し、今やっと村上義清を堂々と戦場で倒し乗り越こえる時が来た。そのはずだったが……またしても、城と交こう換かんで、あたしの家族が失われようとしている。それも、わが母上が）

　大魚を逸いつすることはわかっていた。窮きゆう地ちに追い詰つめた村上義清を今討うたねば、あの男は北方へと逃れ、そしていずれ蘇よみがえってくる。だが、母を捨てて葛尾城へ攻め寄せることを、晴信は自分に許さなかった。

「姉上。気をしっかりもって。砥石城落城によって、信濃の国人衆はほぼすべて姉上に恭きよう順じゆんした。村上義清はもう葛尾城にはいられない。武田による信濃統一は、達成されたわ。母上にそのことをご報告すれば、きっと持ち直していただけるはず」

　並んで廊ろう下かを進みながら、信繁が晴信を励はげます。

　姉妹しまい二人で、部屋へ入った。

　晴信が部屋へ入る折に、入れ違ちがいとなった薬くす師しから、もはや助かりませぬ、と小声で見立てを伝えられた。

　すでに起き上がれなくなっていた母の枕まくら元もとへ、晴信は駆かけ寄っていた。

「……晴信。わたくし自身が筆を執とって、あなたの一代記を書き残し後世に伝えていく。それが、わたくしの最後の仕事と思い定めておりましたが……もはや、書けませぬ」

　枕元には、硯すずりと紙が置かれてあった。

　なにかを書こうとしていた。あるいは毎晩、睡すい眠みん時間を削けずって書き続けていたのか。

「母上？　そのお身体で、そのような仕事など。なぜ、命を削られるような真ま似ねをなされたのです」

「あなたは世間に誤解されています。自分の父親を駿する河がに追放して国主の座を奪うばった悪逆非道の野望の女だと……母親であるわたくしが、後世に、真実のそなたの姿を書き残したかったのです。わが子晴信のまことの姿を。ですが、母のひいき目ゆえか、感情ばかりが先走ってうまく書けませなんだ」

「……そのような」

「春日かすが弾だん正じようどのに、武将働きの合間を縫ぬってそなたの一代記を新たに書き起こすよう、伝えておきました。春日どのならば、やり遂とげてくれましょう」

　これで信濃の平定は終わりましたね晴信どの。いずれ信虎どのと和解なさいませ。武田の上じよう洛らくがなった暁あかつきには、駿河より甲斐にお戻もどりいただきなさい。それでそなたの悪名も消えましょう、と大井の方は微笑んでいた。

「……次郎」

「はい！」

「よく晴信を支え続けてくれましたね。父子きょうだいが血で血を洗い家か督とくと土地を奪い合い続けてきたこの戦国の世では、希け有うなことです。晴信の功績の半ばは、次郎、そなたが姉に尽つくしてきてくれたおかげです」

「母上。わたしはただ、姉上をお慕したいしているだけです。尽くしてきたなどという意識は、わたしにはありません。父上を追放することになったのも、姉上の意思というよりも、わたしの意思です。父上が駿河へ去ってくれれば、わたしは誰だれにはばかることなく、姉上とともに生きることができると……そう、思って……」

　ですから姉上の悪名も、ほんとうはわたしのものです、と信繁は声を詰まらせていた。

「そなたも晴信も、今は双ふた子ごのように寝しん食しよくをともにしておりますが、いずれは独り立ちせねばなりませんよ。二人とも、婿むこを取りなさい。姫ひめ武将は、ともすれば合戦に明け暮れて婚こん期きを逃のがし、世よ継つぎを作るきっかけを失ってしまいます。急ぎなさい。よろしいですね」

　晴信は、妹の禰ね々ねから夫を奪い、追い詰め、死なせた。晴信を「国盗とりの野望と家族家臣とは交換である」という呪のろいから解き放とうとした横田備中をも死なせた。最後は、孫まご六ろくを自分だと思わせて横田備中を騙だまし、戦場で捨て殺しにした。「承知いたしました」と言うべき場面なのに、どうしても、言えなかった。

　そして信繁は、

「母上。わたしは生しよう涯がい、姉上ただ一人に仕えます。父上を追放すると決めた時から、そう思い定めています。夫は要いりません」

　もっと明確に、婿取りを拒きよ絶ぜつした。

　なにごとにも寛かん容ようで、決して我を出さない信繁が、危き篤とくに陥おちいっている母親に反はん抗こうするとは、晴信は想像もしていなかった。驚いていた。

「……次郎どの。それは、いけないことですよ。晴信どのを、縛しばることになります……姉妹といえども、別々の魂たましいを持った異なる人間なのです。そなたたちは信虎どのによって恣し意い的てきに差別され、仲なか違たがいするように育てられ、引き裂さかれて苦しめられてきました。今はそれゆえに、晴信どのと別れがたいと思い定めておられるのでしょうが、次郎どの。あなたは次郎信繁として、生きねばなりません。それが、お互たがいのためです」

「いいえ。わたしは何年かかっても、姉上との時間を取り戻します。わたしは元々、父上から家督を譲ゆずられるはずの立場でした。自立などすれば家中をまた二つに割り、いずれわたしと姉上とが争わねばならなくなります。そんなことになるくらいなら、そのような苦しみを姉上に与あたえねばならなくなるくらいならば、わたしは生涯、姉上の影かげでありたい」

「……次郎どの……晴信どのよりも、幼いあなたのほうがより多く、傷ついておられたのですね……」

　晴信は、（あたしは自分が父上に愛されないことばかりを気に病やんで、一人で勝手に苦しみ続けていた……父上にえこひいきされる側だった次郎が内心ではこれほどに傷ついていたことに、気づいてあげられなかったのか……いや、自分のことで精せい一いつ杯ぱいで、そのような余よ裕ゆうがなかったのだろう。しかし、これからは）と自分の心の冷たさを恐おそれ、後こう悔かいし、次郎の手をそっと握にぎっていた。

「影になどしない。次郎。武田が海へ出て、上洛を果たせば、武田の故地である甲斐信濃は次郎にすべて委ねる。あたしが都を治め、次郎が東国を治めればいい。源頼より朝ともも、足あし利かが尊たか氏うじも、東西に兄弟が割かつ拠きよしたことから仲違いして殺し合ったが、あたしと次郎とは別だ。次郎は、絶対にあたしを裏切らない。だから、影になど、なるな」

「……姉上。わたしが欲しいのは、国ではなくて……姉上と過ごす、時間なの。一いつ緒しよに、いたいの」

　わかった。ならばずっと一緒に行こう。ともに海へ出よう、と晴信はうなずいていた。

　目の前で、母親が死のうとしているのだ。

　突つき放せば、信繁がどうなってしまうかわからない。

　だが、母を安心させることも必要だった──姉妹ともに生涯独身を貫つらぬくなどとは、決して言ってはならなかったし、疑わせてもならなかった。

「母上。お世継ぎに関しては、ご心配なく。もしもあたしが子を産めねば、次郎が家督を継つぎます。ですが、いずれ折を見てしかるべき婿を得て、あたし自ら子を産みます」

　信繁がぴくりと背中を震ふるわせたが、晴信はその次郎の背をさすって、暗に（言葉の上だけよ、安心して）と信繁に伝えた。

「……その言葉を聞いて安心しました。よき相手が、いるでしょうか。晴信どの」

「広大な信濃を併へい吞どんした武田は今や、北ほう条じよう、今いま川がわと肩かたを並べる東国を代表する強国となりました。上洛を果たせば、引く手あまたとなりましょう。天下人としての地位を固めるべく、よき相手をこちらから選びます。信濃を平定した今、武田は北の海にも南の海にも出られます。海へ出れば、あとは武田騎き馬ば隊を率いて瀬せ田たに武田菱の軍旗をはためかせるだけです。五年、いや三年で上洛は成りましょう。ご心配なさらぬよう」

　晴信はこの時、よもや自分と山本勘助の遠大な天下盗りの策が、越えち後ご初の姫武将によって阻そ止しされることになるとは夢にも思っていなかった。

　信繁もそして母も、うなずいていた。

　そこに、太た郎ろう義よし信のぶが。孫六が。次々と、駆けつけてきた。

「母上！　なんてこった、葛尾城で村上義清と最後の決戦をはじめるって時に、まさか母上が！　巡めぐり合わせが悪すぎらぁ！」

「太郎。縁えん起ぎの悪いことを言うもんじゃないサ」

「あああっ、なんでこうなるんだよう！　甲斐を追われた親父どのは駿河で側室を迎むかえてぴんぴんしてるってのによう！　子供まで産ませたって噂うわさだぜ！　これ以上、弟とかいらねえっての！」

「だから太郎。母上がご重体だというのに、ここはそういう話を振ふるべき場面じゃないサ。あんたはもう、ほんとに、しょうがないねぇ。いつまでも子供だねえ」

「……そうだった！　悪かった孫六っ！　だーっ！　俺はどうしてこうもバカなんだああああ！　母上、申し訳ねえっ！」

　末妹の禰々はもう死んでしまって、ここにはいない。しかし、駿河に義妹として入った定さだを含ふくめて、武田家にはなお五人の姉弟がいる。大井の方は、五人のうちでいちばんできが悪い義信の慌あわてぶりを目を細めて眺ながめながら、

「……太郎。今後も、武田家の当主である晴信どのに忠実にお仕えするように。かんしゃくを起こして暴れてはなりませんよ。そなたがいちばん心配です。ほんに、しょうのない子……ふふふっ」

　義信と孫六の顔を見て、張はり詰めていた気が、いちどに解放されたのだろう。

　それが、大井の方の、最期の言葉となった。

　四人の姉弟たちは、しばし瞑めい目もくし、母の死に顔に白い布を被かぶせていた。四よ隅すみをそれぞれの指で持ちながら。

　信繁に耳元で「姉上。ここは、わたしたちが。姉上は軍議へ。山本勘助が待っているわ」と囁ささやかれた時、（また失った。信濃一国と引き替かえに、あたしはついに母まで失ったのだ）とうなだれていた晴信の目つきが、「軍議」という言葉を聞いた瞬しゆん間かんに一変していた。

「山本勘助が？　なにがあった、次郎」

「わたしも詳しよう細さいは聞いていないけれど、もしかしたら想定外の事態が起きたのかも」




　晴信は、評定の間へと駆けた。

　母を失った悲しみに暮れている時間すら、武田家の当主にはなかった。

（母上。これが戦国大名として生きるということのようです。申し訳ありません）

　母に詫わびながら、平へい伏ふくしている勘助の前へと躍おどり出ていた。

「どうした勘助！　村上義清に動きがあったか！　まさか、あたしの母が危篤だと知って、一か八ばちかの逆転を求めて攻せめ寄せてきたか？　そういう男ではないと思うが」

「は。それが、それがしの想定外の事態となりました。関東の上野こうずけにて異変が」

「上野？　上野にはまだ、関東管かん領れい・上うえ杉すぎ憲のり政まさが踏ふん張ばっているはずだが。佐さ久くでさんざん叩たたいてやってからは、半分死んだようになっているがな。もしや上杉憲政が、北条氏うじ康やすについに滅ほろぼされたか？」

「ははっ。その上杉憲政が──北条氏康に滅ぼされるくらいならばと、上野を捨てて、越後の長尾景虎のもとへと亡命いたしました！」

「越後の長尾景虎!?　噂の、戦いくさにめっぽう強い姫武将か。だが越後長尾家といえば関東管領家の宿敵ではなかったのか!?　かつて長尾家は関東管領と戦いこれを殺したのだぞ？」

「関東管領家と相争っていた者は、下げ克こく上じよう上等をむねとしていた先々代の長尾為ため景かげどのでございました。長尾景虎は、父親の為景とはまるで真逆。義と秩ちつ序じよを重んじる姫武将。長らく長尾家の傀かい儡らいとなっていた越後守護の上杉定さだ実ざねからも景虎はまことの義将と覚えめでたく、上杉家の人間ではないにもかかわらず、越後守護職を与えられたとのこと」

「ふん。力ずくで奪ったのだろう」

「それが、そうではないようなのです！　上杉定実自身が景虎の人物に惚ほれ込み、越後を統一できる英えい雄ゆうは景虎しかいない、守護職を景虎に継つがせると自ら進んで越後中の国人どもに言ってまわったのです。これにより、下か越えつの揚あが北きた衆しゆうや分家の長尾政まさ景かげら独立心旺おう盛せいなうるさ方も、みな守護職という大義名分を得た景虎にひれ伏ふして、越後全土は今や景虎のもとにまとまっておるとのこと」

　いったいどのような姫武将なのだ長尾景虎とは、と晴信は腹立たしい思いを抑おさえながら勘助に問うた。

「長尾景虎は、生まれた時から父親の為景に疎うとまれ続けておりました。為景晩年の、末子です。己おのれの実の子ではないと、為景はずっと疑っておったようです。その外見も、奇き怪かいなものであると伝わっております」

「奇怪？」

「兎うさぎのように赤い瞳ひとみと、雪のように真っ白い肌はだ、そして銀色に輝かがやく髪かみの持ち主なのだとか。それゆえ、長尾景虎は父親に遠ざけられ、寺に押し込められていたのですが、家督を継いだ病弱な兄に代わって戦場に立つや否や、おそるべき強さで戦に勝ち続け、ついには越後諸将に担がれて兄から家督を継いだのです」

　要は、父親に愛されなかった娘むすめが、兄を追い落として武力で家督を奪うばっただけではないのか、あたしとなにが違ちがうのだ？　と晴信は思わずつぶやいていた。

「野望にまみれた姫武将ではないか」

「それが、評判はまるで逆なのです。景虎自身は家督にも守護職にもまるで興味などないにもかかわらず、常に、周囲が勝手に景虎を押し立てていこうとするのです。長尾景虎は無私無む欲よくにて、されど戦においては神の如ごとき采さい配はいを振るい、自ら常に先頭に立って敵てき陣じんに斬きり込み、その武勇はまるで──北方の守護天・毘び沙しや門もん天てんの化身そのものであると。しかも常に敵を許し降伏した将は決して殺さず、城を奪うこともない、希け有うな義将だと」

　その義将としての評判が信しん頼らいとなり、周囲が景虎に権力を持たせようと動くのです、と勘助が冷ひや汗あせにまみれながら述べた。父を甲か斐いから追放して家督を奪い、「野望の女」という悪名にまみれた晴信にとっては、聞きたくもない話であることは明白だからだ。

「偽ぎ善ぜんにもほどがある。敵を倒たおしながら必ず許し城を奪わぬなど笑止だ。それでは、いつまでも城盗りの合戦が繰くり返されて、堂どう々どう巡めぐりになるだけではないか。長尾景虎という姫武将は少しばかり、どうかしているのではないか？」

「たしかに、どうかしているのかもしれません。自らを、毘沙門天の化身であると信じて疑わぬそうです。ゆえに、戦場においても甲かつ冑ちゆうをつけることすら滅めつ多たにないと。矢や鉄てつ砲ぽう玉だまのほうが、景虎の身体を勝手に避よけていくと」

「神がかりか」

「だが、強いです。あり得ぬほどに、強いのです。まるで、天に目を持っているかのような采配ぶりだといいます。軍師役の宇う佐さ美み定さだ満みつも、景虎の戦場における天才ぶりを一目見て理解し、以後はなにも口を挟はさまなくなったのだとか。これほどに強い武将は日ノ本の歴史においても源義よし経つねと長尾景虎だけだと、越後では言われております。景虎はなにぶん越後初の姫ひめ武将であったゆえ、諸将の驚おどろきは激しいものがあるとのこと」

「源義経も、戦が強いだけで政治というものをまるで理解していないバカではなかったか？　そういう、娘か」

「はっ。ですが景虎は義経よりも厄やつ介かいですぞ。直なお江え大和やまとなる策士が景虎の背後に侍はべり、景虎の政治感覚のなさを補っておりますゆえ」

「では、越後の海へ出るのは少々難しくなったということか、勘助」

「いえ。それだけではござらん。事態は、さらに大きく動きました。その長尾景虎のもとに関東管領上杉憲政が救いを求めて逃にげ込み、しかも──あろうことか関東管領職を景虎に譲ると言いだしているのです！」

「関東管領職を!?　それは、東国の王の座ではないか!?　越後守護職などとは重みが違うぞ！　上杉家の血をひかぬ者に、まさか。あり得ん！」

「宿敵の北条氏康に関東管領の座を奪われるくらいならば、いっそ義将・長尾景虎に託たくそう、と決めたようです。景虎は、弱者に救いを求められれば決して断らない義将。関東管領就任の件は辞退しつつも、関東管領の復権という上杉憲政の悲願は自らの手で果たそうと決意した様子。関東遠えん征せいを視野に入れはじめているようでございます」

　ならば、北信濃しなので戦う武田にとっては好都合ではないか？　越後の長尾景虎の目が関東へ向かえば、村上義清は孤こ立りつ無む援えんとなる。村上義清を叩き潰つぶし、信濃を完全に支配する絶好の機会といえる、なぜそうも慌てているのだ勘助、と晴信はいぶかしんだ。

「違います。御屋形さま。御屋形さまと長尾景虎とは、ほんとうに水と油のようになにもかもが逆なのです。長尾景虎が、北条家という大敵を背負い関東管領という厄介な名分を抱かかえている上杉憲政の亡命を受け入れたという噂を聞いた村上義清もまた、われら武田と最後の一戦を戦うと宣言して兵を挙げると同時に、越後に援えん軍ぐんを要よう請せいしたのです！　しかも、もしもこの武田との決戦に敗れれば、北信濃の自力防衛を断念して越後へ落ち延びたいと、亡命までをも打だ診しんしたと言います！」

「……あの、孤こ高こうの男が!?」

「村上義清のもとに居候いそうろうしている信濃守護の小笠原長時が、長尾景虎に出兵を乞こい、武田軍を信濃から甲斐へと押し戻もどさせ、信濃守護の座に復帰したい、と考えているそうです。村上義清は、長尾景虎という奇き妙みような義将に興味を抱いだき、いったいどれほどに強い姫武将なのか、武のみを頼たのみに生きてきた男として、一目見てみたいと」

　それでは長尾景虎は、関東と信濃の二正面作戦を強しいられることになるではないか！　いくら戦に強くとも、そのような無む謀ぼうは不可能だ！　武田と北条を同時に敵にまわして、勝てるはずがない！　越後は滅びる！　と晴信はいらだちを隠かくせなくなり、怒ど鳴なっていた。

「信濃をほぼ併吞した武田とて、北条と今川を同時に敵にまわせば生き延びられぬ！　それゆえ、われらはけんめいに三国同盟の準備を進めてきたのではないか勘助。それを、長尾景虎は……己の領土など一寸も増えぬ頼まれ事の戦を、二つも同時に抱えるというのか？　負け犬どもを次々と抱え込んで、武田と北条を敵にまわして戦うと？　役にも立たぬ名ばかりの守護たちを復権させるためだけに？　戦国の世を、舐なめているのか!?」

　あるいは、兄から家か督とくを奪った心の負い目を糊こ塗とするために、義戦などという偽善を持ち出して、引っ込みがつかなくなっているだけだ！　とてつもない愚おろか者だ！　と、晴信の罵ば倒とうは止まらなかった。

　それほどに激高していた。

　母を失ったその日に、これほど許しがたい話を聞かされるとは。

「勘助。長尾景虎はほんとうに、北信濃へ出てくるか!?」

「いかに軍神とはいえ、関東遠征にはそれなりの準備が必要でしょう。すぐには行えませぬ。ですが、北信濃は景虎の居城・春日かすが山やま城から近く、すぐに軍を率いて遠征できます。善光寺平から川中島にかけてが、戦場となりましょう」

「川中島、か！　戸隠の山も、近いな。勘助。加藤段蔵は、戸隠山にあたしを近づけたくなかったようだが」

「このままでは加藤段蔵率いる戸隠忍群や善ぜん光こう寺じの僧そうどもも、こぞって長尾景虎方につきましょうな。あれらは、神の国・信濃における古き神々に仕える者どもでございます。諏す訪わと同様に、武田が押さえねばなりませんぞ」

「勘助。真田忍群を動員して北信濃に結界を張り、越えち後ごへの亡命の道を断て。砥石城陥かん落らくによって、信濃の国人衆のほとんどは武田方に付いた。村上義清にはもう、大軍を率いる力は残されていない。武田はついに村上義清に勝てる。だが、もしも村上義清を信濃で仕留め損ねれば……越後に亡命され、長尾景虎と北信濃を巡めぐって抗こう争そうせねばならなくなる」

「はっ。困難ではありますが、それがしと幸隆どのとで、やってみましょう」

「あたしは母上の葬そう儀ぎを終えたらただちに村上義清と決戦しこれを破り、そして川中島へ向かう。戦場となる場所を視察し、地理を頭に叩き込んで、軍略を練りたい。相手が戦の天才であれば、なおのことだ。長尾景虎はあの村上義清よりも、強いのだろうか？」

「……おそれながら、一いつ騎き打うちにおける強さは別論として、義清どのなどは景虎に比べることもできますまい。景虎なる者、戦をやらせれば比類なき天才にございます。軍師すら必要としないのです。毘沙門天の化身と豪ごう語ごしながら、越後の猛もう将しようどもが誰だれ一人ひとりその言葉を疑わず、数十年にわたる内戦をやめていっせいに恭きよう順じゆんいたしました。これだけで──」

「もうよい。貴様のような傲ごう慢まんな男がそこまで言うのならば、ほんとうなのだろう、勘助」

　ただし、一騎打ちにおいても、景虎はそれまで越後最強と呼ばれていた猛将・長尾政景を自らの剣けんで倒しております。しかも、とどめを刺ささず命を救っております。いずれは一騎打ちの腕うで前まえでも村上義清以上の強つわ者ものとなりましょう、と勘助は自らが練り続けてきた周しゆう到とうな策が一人の天才によって一気に崩くずれ去ろうとする予感に震ふるえていた。




「長尾景虎。神がかりの偽善者め。信濃はすでに神の国ではない。このあたしが支配する、人間の国なのだ。乱世は、神がかりの武将などを求めてはいない。現世を生きる人間こそが、乱世を終わらせることのできる唯ゆい一いつの存在なのだ。そのことを、知らしめてやる！」




　母を失った。禰々を失った。四天王を三人までも失った。信濃の平定と「人間の国」としての新たな国造りを、越後の神がかりなどに邪じや魔まはさせない。父に愛されず、兄から家督を奪った野望の姫武将が、自分となにも変わらぬ野心の塊かたまりのような戦争狂ぐるいの小こ娘むすめが、義将だの軍神だの毘沙門天の化身だのと周囲の男武者たちから持ち上げられていい気になっている姿を想像するだけで、晴信は、怒いかりと悔くやしさのあまり目から溢あふれてくる涙なみだを抑えられなかった。







　第三話　関東への道







　武たけ田だ晴はる信のぶと山やま本もと勘かん助すけが、北信濃しなのの村むら上かみ義よし清きよを相手に壮そう絶ぜつな戦いを繰り広げていたその頃ころ。

　越えち後ごでは、あの野望の将・長なが尾お政まさ景かげが再び、長尾景かげ虎とらに反旗を翻ひるがえしていた。

　景虎に越後守護職を譲ゆずると宣言していた、越後のご老公──越後守護の上うえ杉すぎ定さだ実ざねがついに没ぼつしたことが、発ほつ端たんだった。

　室町幕府の若き将軍・足あし利かが義よし輝てるは、畿き内ないの実権を握にぎる戦国大名・三み好よし長なが慶よしとの抗争のために京を追われて近江おうみに逃のがれることたびたびという苦難の人生を歩んでいたが、上杉定実の要請に応じて、長尾景虎にすみやかに「白しろ傘かさ袋ぶくろと毛もう氈せんの鞍くら覆おおいの使用」を許可したのだった──これはつまり、足利将軍が、景虎を越後の正統な守護＝国王として認めたということである。

　越後初の姫武将・長尾景虎が父親・為ため景かげをも超こえる「軍神」らしいという評判は、すでに、畿内にも鳴り響ひびいていたのだ。

　宰さい相しよう・直なお江え大和やまとの工作が功を奏したのだ。

　さらに直江大和は、景虎を電でん撃げき的に上じよう洛らくさせて天下に大号令をかけさせるという大計画を立て、「景虎上洛」を実現すべく、やまと御ご所しよや足利幕府などへの工作を進めていた。もっとも、景虎自身は上洛にはさほど乗り気ではないのだが──。

　そんな折、失しつ脚きやくした宇う佐さ美み定さだ満みつが越後国内における反景虎派を糾きゆう合ごうし、兵を挙げたのだ。

　これまで長尾家はあくまでも「越後守護代」であり、越後の国人たちの代表という立場にすぎなかった。その長尾家が「越後守護」すなわち越後の「王」になってしまったのだから、景虎があまりにも急激に強大になってしまうことを危き惧ぐする国人たちも出てきた。

　直江大和との権力争いに敗れて景虎政権から外された宇佐美定満が琵び琶わ島じま城で兵を挙げたことから、越後は再び二つに割れたのだった。

　宇佐美定満は、これまでも何度も敵味方の間をうろうろとしてきた、叛はん服ぷく常ない武将だ。

　長尾政景も、この男には何度か煮にえ湯ゆを飲まされている。

　うかつに信用はできないが、ある夜、宇佐美に乗って景虎に反乱を起こすか否か政景が逡しゆん巡じゆんしていた坂さか戸ど城へ宇佐美自らが単身乗り込んできて、

「政景。オレはよ、直江の野や郎ろうの首を盗とる！　景虎にはいっさい恨うらみはねえが、直江が純じゆん朴ぼくな景虎を騙だまして越後を横取りしやがったのが許せねえのよ！　共同戦線を張るぜ！」

　と騒さわぎ立てたので、政景の心は大いに動いた。

「宇佐美。貴様の軍師としての役目は終わった。悔しいが景虎は戦いくさの天才。軍師などいらん。直江がいようがいまいが、寝ね返がえり常習者のお前は景虎の政権から外される運命だった」

「そいつはてめえも同じことだ、政景。景虎はオレたちを粛しゆく正せいしたりはしないが、直江大和は違ちがうぜ。軍師役を奪うばわれて失脚したオレは、いずれ直江に暗殺される。てめえもだ。直江は、政治に興味のない景虎をお飾かざりの軍神として、自ら越後の独裁をもくろんでいる」

　芝しば居いか、と政景は疑った。

　宇佐美と直江は最初から八百長を仕込んでいて、俺をたばかっているのではないか、と。

　しかし、宇佐美のこの言葉が、政景を切れさせた。

「マジだぜ！　直江の野郎がなぜあの歳としまで独身を貫つらぬいてきたか、わかるか？　あいつは、越後を独裁しようとしているだけじゃねえ。景虎を娶めとるつもりだ。景虎の兄貴代わりのオレと、景虎に求愛し続けているてめえは、そういう意味でもあいつにとっては邪じや魔ま者ものなんだ！　オレのほうは、とんだとばっちりだがな！　時間が経てば経つほど直江の権力は増大する。互たがいに生き残れねえぜ！」

「……景虎を、娶る？　直江が？　あいつは為景の小こ姓しようあがりで、衆しゆ道どう趣しゆ味みの持ち主ではないのか？　女になど興味はないとばかり」

「いやいや。あいつが女に興味を持たない振ふりをしているのは、すべては景虎の隣となりに侍はべっても周囲に疑われないための演技なんだ、最初からすべて計算ずくなんだよ！　思いだせ政景。かつて三さん分ぶ一いち原はらの合戦の折に、てめえと、景虎の親父・為景とが他ならぬオレの仕切りによって和わ睦ぼくしようとしていた際、その和睦会議に割って入ってオレを排はい除じよし、てめえと景虎との噓うその祝言をでっち上げたのは誰だ？」

「……直江大和だ」

「そうだ。あの時直江は、景虎だと偽いつわって、てめえのもとに景虎の姉・綾あやさまを送りつけた。景虎は直江の手で林りん泉せん寺じへとかくまわれ、仏の教えにかぶれ、潔けつ癖ぺきな男嫌ぎらいの娘むすめに育っていった。てめえが自分の身代わりに綾さまを奪い取ったことが心の傷になったんだな。以来、景虎のてめえへの印象は最悪になった。だが──」

　それは誤解だ。俺は景虎の代用品としてあいつから姉の綾を奪い取ろうとするような男ではない、直江の策さく謀ぼうに俺は引っかかっただけだ、と政景は吐はき捨てていた。

「……もっとも、綾をぞんざいに扱あつかうこともしなかったがな……あれはあれで、健気な女だ。俺の子も産んだ……あれほどの覚かく悟ごを背負って嫁とついできた者を、飼い殺しにして捨ておくことはできなかった。が、景虎にとっては、俺は景虎に求愛しておきながら、姉の綾を奪い取り、子まで産ませた裏切り者だな……」

「直江大和が姉妹しまいをすり替かえたあの時、てめえは、直江にはめられたんだ。綾さまを妻とし、子まで生なした以上、林泉寺で潔癖に育てられた景虎は、てめえのものにはならねえ」

　政景は用心深く、人を容易には信じない男だが、景虎が妻としてやってきたはずがいざ対面してみたら景虎の「姉」だったというあの一件は、今思いだしても腸はらわたが煮えくり返る。綾に対しては憐れん憫びんこそあれ憎にくしみなどない。が、鬼き畜ちくにももとる直江大和の所行は──。

「直江の独裁体制を崩すには、一旗揚あげるしかねえぜ。黙だまっていれば、あいつは景虎になにも伝えずに独断でオレたちを処分しちまう。政権から排除されたオレと、一門衆の最下位へと席次を落とされたてめえとの、政権中ちゆう枢すうへの復帰が、今回の反乱の落としどころだ」

「フン。相変わらずだな宇佐美。俺は落としどころなど考えていない。戦うからには、景虎に勝つ。俺が越後最強だと国人どもに知らしめ、越後守護の座を実力で奪うまでよ。俺が単独で景虎と戦ったならば勝敗は五分五分だが、琵琶島城の貴様と坂戸城の俺とで景虎軍を南北から挟きよう撃げきすれば、勝ち目は大いにある」

「勝ち目があるのか？　ならば勝ったあと、景虎をどうするつもりだ？」

「むろん、妻にするのよ」

「そいつは無理だろう。てめえには綾さまがいるし、子供だっている。てめえの世よ継つぎ、上うえ田だ長尾家の嫡ちやく男なんがよ」

　坂戸城の御ご殿てんには、妻の綾と、そして生まれたばかりの嫡ちやく子し・義よし景かげがいる。本来ならばまだ幼名で呼ぶ習わしの赤子だが、政景はこの長男に早くも武将としての名を与あたえていた。自分に似た猛将に育て上げるためであり、将来に期待をかけていた。

　もしも俺が景虎を娶らなければ、自らを毘び沙しや門もん天てんの化身と信じる景虎は誰とも祝言を挙げられまい。生しよう涯がい不ふ犯ぼんを貫くだろう。しかしそうなれば、景虎の代で長尾宗家たる春日かすが山やま長尾家は断絶する。その時には、せめて景虎の甥おいにあたるわが子を後こう継けい者しやに──俺の子は誰にも「裏切り者の血筋、上田長尾の血筋」などとは呼ばせぬ。そんな思いもあった。

　が、景虎にとっては、自分に求愛していながら実の姉を娶り孕はらませた政景の行動は、薄うす汚ぎたない所行に映っているはずだった。

「フン。まあいい。勝ったあとのことなど、今から計算したところで皮算用だ。勝つまでは手を組んでやる。勝った瞬しゆん間かんからは、再び敵同士よ。宇佐美定満」

「神将の景虎を粉ふん砕さいできるか？」

「どうせあいつはぐだぐだと迷って、俺と貴様を相手に本気では戦えん。兄の晴はる景かげと戦った時のように、無む駄だに時間を浪ろう費ひするだろう。その間に包ほう囲い網もうを完成させてしまえばいい。わが坂戸城は越後から三み国くに峠を経て関東へ連なる南の要所。貴様の琵琶島城は海に面した中ちゆう越えつの要所。春日山城から景虎が進軍してくれば、両軍で挟撃できる。犬けん猿えんの仲だった長尾政景と宇佐美定満が組んだとなれば、こちらにつく国人も増えるかもしれん。が……まだ、足りぬな。下か越えつの揚あが北きた衆しゆうを引き込めれば、三方向から景虎を包囲できるが」

　政景は、立つと決めた。宇佐美は、例によって例の如ごとく「落としどころ」を探るために戦をして、ほどほどのところで和睦に持ち込むつもりらしい。だからこそ、「いつもの宇佐美のやり口だな」とむしろ信用できた。それに、もしも宇佐美が直江と裏で手を結んで自分を謀む反ほんに駆かり立てて滅ほろぼそうとしているのだとしても、戦場で景虎を破ってしまえばそれでよいのだ。すべては「武」によって決着がつく、それが越後という国なのである。

　それに、宇佐美定満は、いかなる悪あく謀ぼうを練ろうとも「暗殺」だけはやらない。命を活かすための謀略しか実行しないのだ。「義」の精神とやらがこいつを縛しばっているのだ、と政景は冷笑していた。

　暗殺をやらかすとすれば、むしろ冷血の宰相・直江大和のほうだろう。

「揚北衆は難しいな。神将の景虎に合戦で勝つことは難しいと信じている。しかし、直江をうかつに手助けして中越を仕切るオレたち二人を潰つぶしてしまえば、次は下越の揚北衆の独立性が脅おびやかされる。揚北衆はだから、しばらくは傍ぼう観かんを決め込むようだ」

　すでに、宇佐美も軍師の表情に切り替わっていた。越えち後ごの地図を開きながら、宇佐美が敵味方の城に駒こまを配置していく。

「宇佐美。戦局を優位に持っていけば問題ない。春日山城は上じよう越えつにあり、信濃しなのと越えつ中ちゆうに隣りん接せつしているが、関東と奥おう州しゆうからは遠い。なにしろ、関東への道はこの坂戸城が塞ふさいでいる」

「関東はダメだ。上野こうずけの関東管かん領れい上杉家は北ほう条じようの圧あつ迫ぱくを受けて、もう死に体だぜ。越後の合戦に引き込むのはとても無理だ」

「奥州がある」

「天てん文ぶんの大乱で懲こりている伊だ達てはもう越後には関わってこないだろう。あいつらは越後守護に伊達家の者を送り込む件で揉もめて親子で相争って、奥州をぐちゃぐちゃにしちまった。名実ともに奥州の覇は者しやとなる目前だったのにな。惜おしいことだぜ」

「いや、伊達ではない。会あい津づの蘆あし名な家を引き込むのよ」

「……会津か……！　蘆名家は今、伊達のくびきを逃れて、独立大名としての力をつけようとしているところだ。越後の内乱に首を突つっ込ませれば……だが、蘆名を説得できるか？　蘆名は今、常陸ひたちの佐さ竹たけと対立しているようだが」

「フン。それがわれらに幸いしているのよ。背後に上田長尾家という強力な同盟相手が現れれば、佐竹との争いも有利に運べるというもの。蘆名と同盟を結ぶならば、今だな。会津の蘆名が動けば、揚北衆も日和見はできまい。景虎が、姉上の夫を討うつことはできないだの、宇佐美とは戦いたくないなどと、いつもの調子でぐずぐずと躊躇ためらっているうちに──この俺が戦略的に勝つ」

　宇佐美定満が、「そうか。てめえには、武人としての才だけでなく、軍略の才もあったんだっけな。これで直江をへこませることができるぜ」と笑った。

「しかし越後の王に求められるものは、あくまでも武だ。最後は、合戦で決着をつける」

　政景は公然と景虎・直江大和政権に反旗を翻ひるがえし、ただちに会津へと向けて使者を放った。




　だが──。




　政景が会津へと放った使者が、蘆名家のもとに到とう達たつすることは、なかった。

　宇佐美定満が密かに放った軒のき猿ざる──上杉定実が残していった忍しのびたちが、この使者を妨ぼう害がいし、一人残らず捕とらえ、抵てい抗こうしたものは斬きったからである。

　またしても宇佐美に引っかかった、と気づいた政景が「宇佐美のやつめ！　殺してやる！」と激高した時にはもう、宇佐美はけろりとした顔で「蘆名からの援えん軍ぐんは来ねえな。やっぱりオレ、景虎陣じん営えいに戻もどるわ」と、坂戸城へ向けて出立していた景虎軍に合流していたのである。

　こういう時、寝返り癖ぐせがあると思われている武将はかえって動きやすいのよね、うひひ、と宇佐美は久々に再会した直江大和の前でうそぶいていた。




「宇佐美。お前のことだからどうせ素知らぬ顔で戻ってくるとは思っていたが、よりによって政景を焚たきつけて挙兵させておきながら、のこのことわが陣じん営えいへ戻ってくるとは……お前は、ろくな死に方はしないぞ」

　断腸の思いで坂戸城を包囲した景虎は、直江との小芝居を重ねて政景を蜂ほう起きさせ、坂戸城に孤こ立りつさせるという計略を終えて戻って来た宇佐美に思わず苦言を呈ていしていた。

「そうは言うがよ、景虎。ほんとうは政景を殺してもよかったんだぜ。そこをよ、命を奪わずに、手打ちで済ませようとしているんだ」

「そなたには無理だろう。政景は荒あれ狂くるう虎のような男だぞ」

「相打ち狙ねらいならば、殺せるさ」

　不ふ吉きつなことを言うな、と景虎は顔をしかめた。

　景虎の本ほん陣じんからは、戦場が見み渡わたせる。魚うお野の川がわの清流が広がり、その清流の向こうに坂戸山がある。坂戸城はこの山を城じよう塞さい化した巨きよ大だいな山城である。

「坂戸城にはわが姉上と、その子もいるのだぞ」

「お嬢じようさま。お嬢さまが正式な越後守護として国人たちの上に君臨するためには、どうしても最大にして唯ゆい一いつの政敵である長尾政景を反乱させ、かつ抑おさえねばなりません。これはお嬢さまが越後守護、すなわち越後の女王になるための儀ぎ式しきのようなものです。政景に反乱を起こさせるためには、宇佐美さまに暴れてもらうしかなかったのです」

　直江大和が、無表情のまま景虎に告げた。景虎も、宇佐美と直江がよもや本気で仲なか違たがいしているとは信じてはいなかったが、はじめから政景を騙だまして蜂起させるための芝しば居いだったと知って、頰ほおを膨ふくらませていた。

「お前たちは、越後の女王であるわたしに無断で勝手な謀ぼう略りやくを練る。今後は、このような真ま似ねは許さない。姉上に万が一のことがあったら、いったいどうするのだ。越後の国主の座など、わたしはいつだって捨てていいのだぞ。本来、長尾家のわたしが越後の守護になることじたいが、僭せん越えつなのだ」

　政景は愚おろか者ではありません。ある程度こうなることを予想していながら、敢あえて蜂起しているのですよ、と直江は笑った。
















「どういうことだ直江？」

「お嬢さまが晴景さまから守護代の座を、そして上杉定実さまから守護の座を移い譲じようされる際には、合戦らしい合戦は行われず、一ひと滴しずくの血も流れませんでした。あまりにも平和裏にことが運んだため、かえってお嬢さまをまことの越後守護と実感できない者が多いのです。どうしても国内の強敵を相手に一戦する必要があり、しかも阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで和睦を結びお嬢さまに臣従を誓ちかえる、そのような便利な敵が必要だったのです。宇佐美さまでもよかったのですが、宇佐美さまのお血筋では、お嬢さまと戦う反乱軍の旗頭にはなれませんからね」

「……それが、『儀式』か。直江。だがなぜ、またしても謀反した政景が今いま更さらわたしに臣従すると言い切れる。あの男は姉上に続いてわたしを無理矢理妻にするために、意地でも戦い続けるかもしれないのだぞ」

「いいえ。本人は認めないでしょうが、あれはお嬢さまを越後の王にするために自ら悪役となってあくせく動いている男です。気位の高すぎる男故ゆえに、自分がなにに突き動かされているかに気づいていないだけです。ですので遠えん慮りよなく利用させていただいたのです──お嬢さまが守護代から守護へと駆け登のぼるための登とう竜りゆう門もん役になっていただいたのです」

　お前はほんとうに血が通っていないな、まるで蜥蜴とかげのような男だ、と景虎はいよいよ憤ふん慨がいした。

　宇佐美が、「だが最後の最後になって、想定外の事態が起こっちまった」と頭を搔かいた。

「あとは、政景が奥方の綾さまと息子を春日山城に人質として差し出せば丸く収まるんだがな。それが、いくら使者を送っても承知しねえ」

「なぜだ、宇佐美」

「どうやら、生まれたばかりの息子が、大病を患わずらったらしい。身体の弱い赤子にはよくあることだが……間が悪かったな」

「……病!?」

「景虎。赤子の何割かは、体力がなく、生まれてすぐに死ぬ。それが人間という生き物の定めだ。生きて成人できた者は、身体が強いということだ。お前だってそうだ。お前は生まれながらにひ弱いが、それでも成人できた。が、政景の子は、そうではなかったらしい」

　お嬢さま。男武将が正妻以外に側室を複数とる習わしも、子が無事に成人する確率が低いためです。血筋を絶やさぬために多妻が慣習となっているのです、と直江が付け加えた。

「幸い、綾さまのほうはご無事なようです。運が悪ければ、出産の際に母子ともに死んでしまいますからね。出産とはそれほど危険な作業なのです」

「……いずれにしても、少々辛つらいことになりそうだぜ。子はまた作ればいいが、死んじまった子は二度と戻ってはこない」

　そうか。それであの好戦的な政景が、一戦も交えずに坂戸城に籠ろう城じようしたままでいるのか、と景虎は肩かたを落としてつぶやいていた。

「……わたしは、姉上を不幸にしている。これ以上、坂戸城を包囲していては……」

「お嬢さま。もはやわれらが包囲していようがいまいが、赤子の病とは関わりがありません。これは残念ながら、天命です」

　だがまだ死んではいないのだろう、と景虎は告げた。

「死んではおりませんが、それ故にかえって事態が混乱しているのです」

　赤子が死んでくれれば幸いだと言いたげな物言いはやめろ、と景虎は思わず直江の肩にぴしりと青竹を振ふり下ろしていた。

　景虎は、すでに子供ではない。少女に……乙女おとめになっている。

　望めば、子を生なせる身体になっている。

　むろん、生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓った身として、自分が子を産む姿など想像したこともない景虎だが、政景に嫁とついだ綾が文字通り自分の命を賭として赤子を産み落としたこと、その子が生まれてすぐに命の危機に瀕ひんしていること、綾がかつて病弱だった自分をあやし育てるかのように自分の子を介かい抱ほうしているであろうことを思い描えがくと──到とう底てい、これ以上政景との合戦を続ける気にはなれなかった。

　そのような戦いくさは不義であり、慈じ悲ひの心に欠けた悪行だ、と思った。

「わたしの身代わりとして政景に嫁とつがされた姉上を、この戦を機に春日山城へと取り戻したい、というわたしの思いは、私し欲よくにすぎなかったのかもしれない。姉上はすでに、一人の女として……大人の女性として政景を夫と認め、子まで生したのだ。これ以上坂戸城を囲み続け、姉上のお子が命を落とせば、わたしがその子を殺したも同然ではないか」

　越後の外の国ではすでに大勢輩はい出しゆつされている「姫ひめ武将」──特に国主を務める姫大名は、婚こん期きを逃のがし子を産めずに生涯を終える可能性が高いという。戦に次ぐ戦の日々。その合戦の合間に、子を孕はらみ産みそして育てるという「もうひとつの合戦」を同時に行えるほど、心身ともに強い人間は、そうはいないのだろう。

「わたしは決めた。宇佐美。直江。坂戸城の包囲を解き、春日山城へ戻るぞ。この戦は水入りとする。長尾政景から、人質は取らない」

　それはなりません！　と直江が青ざめながら、景虎の袖そでを摑つかんでいた。

「宇佐美さまのお働きで、会津の蘆名と政景との同盟を水際で阻はばみ、こうして坂戸城を包囲できたのです。今、兵を帰しては、蘆名と政景の同盟が成立してしまいます！　それでは台無しです！　この芝居としてはじめたはずの越後の内乱が、会津を巻き込んだ大がかりな大乱となってしまいます──」

「人々に慈悲を示せとわたしに教えたのは、直江大和、お前だ」

「包ほう囲い網もうを解いても、綾さまのお子さまの運命は変えられません。お嬢さま。あなたは越後の統一と平和という大名としての大義名分よりも、ご自分の情を取るのですか？」

　宇佐美さまもなにか言ってください。お嬢さまは政略というものをまるで考こう慮りよしてくださいません、と追い詰つめられた直江が宇佐美に助け船を求めた。

「最大の政敵である政景を謀む反ほんさせてこれを鎮ちん圧あつ。政景を恭きよう順じゆんさせて後こう顧この憂うれいを断ち、なるべく早いうちにお嬢さまを上じよう洛らくさせて天下にその武名を轟とどろかせるという遠大な計画が、これでは」

　直江大和ほどの者でも、これほどうろたえることがあるのだ、と知った宇佐美定満は、苦笑するばかりだった。

　たしかに、直江と宇佐美が練りに練ってここまで進めてきた計画を、景虎はひっくり返そうとしているのだ。

「いつだってものごとは計算通りにはいかねえさ、旦だん那な。必ず、不測の事態が起きて頭の中でこしらえた計算は反ほ故ごにされてしまう。だが、計算通りにいかない遠回りの道に見えて、実は、景虎が進んでいる道こそが──もっとも『正解』に近い道なのかもしれないぜ」

「合戦に関してはそのとおりでしょう。お嬢さまは戦の天才です。われわれが口を挟はさめることなど、戦場においてはなにもありますまい。ですが、お嬢さまはまつりごとに関しては、まるで童女のままです」

「そういう厄やつ介かいな主君だからこそ、仕えがいがあるってもんだぜ。一人でなんでもできちまう主君ならば、宰さい相しようや軍師などいらねえ。そうじゃねえか？」




　景虎軍が、包囲を解いて、退いていく。

　一方的に、景虎から坂戸城の政景のもとに「この合戦は終わった。政景を不問に付す」という「終戦報告」の書状が届き、いきなり、越えち後ごの真の王を決定する最後の決戦が打ち切られてしまったのだ。

　坂戸城の御ご殿てんで、妻の綾とともにわが子を介抱していた政景は、

「あの小こ娘むすめめが……なんという愚か者なのだ！」

　と激高していた。

「なんのために俺を策にはめて謀反させたのだ！　この坂戸城は、越後と関東との間に立ちふさがる要所だぞ。ここで俺を見み逃のがして、会津と俺との同盟を成立させれば、景虎は春日山に押し込められて追い詰められる。越後は再び麻あさの如ごとく乱れる！　自分がなにをやっているのか、わかっているのか。これでは宇佐美も直江も、やりきれんだろう……！」

「景虎は、この子を、義景を案じてくれたのね。この容体では、人質に取られることが命取りになりかねないと……」

「なにが人質だ。お前の実家に──春日山城に戻もどるだけではないか」

　綾が、高熱を発して泣くことすらできなくなっているわが子を抱だきながら、「武将としては景虎は優しすぎるの。あの子も、幼い頃ころから身体が弱くて、いつ死んでもおかしくなかったから……この子が忍しのびなくなったんだわ。坂戸城を合戦の重苦しい空気が覆おおっている限り、この子の容体は持ち直さない、と思ったんだわ。もう、これ以上、景虎と戦うのはやめて」と政景に懇こん願がんしていた。

　政景の心中に宿る景虎への執しゆう着ちやくは、いまだ断ち切れず、それどころかいよいよ炎ほのおのように燃えさかっている。

　だが、綾を、景虎の代用品だと思う気には、なれない。

　これが夫婦というものかもしれん、と政景は思った。

　悪いものではなかった。

　ただ戦場で殺さつ伐ばつとして荒あれ狂くるい、敵兵の首を盗とり、命を奪うばうだけだった政景の日々に、綾は「家族」というものを持ち込んできた──野望と現実の狭はざ間まで荒あらぶる政景を癒いやすことを、妻である自分の使命だと信じて、政景に尽つくしてきた。

　裏切り者の家系・上田長尾家に生まれてきた自らの血と運命を呪のろう政景を、越後守護代の家である春日山長尾家に生まれた綾は、まるで二つの長尾家をひとつに束ねることで救済しようとしているかのようだった。

　今、命が尽きつつある義景は、政景にとっても綾にとっても、分ぶん裂れつした長尾家をひとつにするための大切な子供であるらしい。

（妙みような話だ。俺は、綾と子を生す仕事を……嫌いやだとも、当主としての避さけ得ない義務だとも思わなくなっている）

　ならば、俺の、景虎への執着は──ただの男と女の仲というものを超こえた、なにか違ちがう性質のものなのかもしれない、と政景は思った。

　だが、綾にそのことをうまく伝える言葉を、政景は持たない。

「フン！　俺はいちど、戦場であの娘むすめっ子こに一いつ瞬しゆん心を奪われて、不覚を取った。あれ以来、俺の武名は地に落ちた！　どうしても、武名を取り戻したかった。たとえ宇佐美の謀反の誘さそいが罠わなだとしても、それでもこの機を捉とらえて再戦したかったのだ！」

「ならば、春日山城へ引き返そうとしている今の景虎に、追い打ちをかけるの？」

「いや。景虎は本気で合戦を終えたつもりになっているだろうが、宇佐美と直江は、景虎に無断で俺を討ち取るためにさらなる罠を仕し掛かけているかもしれん」

「罠にひるむあなたではなかったはずよ。謀反を起こしていながら、結局は景虎と決戦せずにこうして坂戸城に籠こもったのも、この子を案じてのことだったのでしょう？」

「それは、宇佐美に蘆名との同盟を阻そ止しされたからだ」

　どうする。

　このまま景虎を帰しては、俺もまた、子こ煩ぼん悩のうの甘い男だと越後諸将に舐なめられるのではないか。

　景虎を、追つい撃げきするか──。

　そうなれば景虎も、むざむざ俺に討うたれはすまい。無抵てい抗こうのまま、自軍を壊かい滅めつさせたりはすまい。

　無理矢理に、玉ぎよく砕さい決戦に持ち込んでやるか。こんどこそ、越後最強がどちらであるかを諸将に知らしめるために──。

（しかし、もしも敗れれば──綾とこの子はどうなるのだ。俺が討ち死にすれば、綾は自害するかもしれん。ちっ。妻子など、合戦にすべてを賭かける俺のような男にとっては足手まといになるばかりだ。これでは、生涯不犯を誓ちかい合戦にすべてを捧ささげている景虎には勝てん！　今の俺は……綾とその子に、牙きばを抜ぬかれつつある）

　そうか、直江大和め。俺を「家族」によって縛しばったな。あの男は、合戦を采さい配はいできる軍師ではないが、もっと厄介ななにかだ。

　政景は、迷った。必ず景虎に勝てる自信はない。敗れれば失うものが大きすぎるのだ。

　そして、景虎には、失うものがない。

　景虎が戦死によって失うものはただ、自分の命だけだ。

（毘沙門天の化身にとって、戦場での討ち死にこそが、唯ゆい一いつ許される死に方なのかもしれん。だとすれば俺が奴やつを倒たおせば、奴の『毘沙門天の化身として生きて、そして死ぬ』というくだらん願いを、手助けすることになる）

　だが、政景が逡しゆん巡じゆんするうちに、事態は誰だれも予想していない方向へと急展開したのだった。




「なんだか長尾家同士で内輪もめをしていたみたいで足止めを食らっていたが、やっと越後に入ることができたよ。きみが坂戸城主の政景くんかい？　ずいぶんと頭が高いね。僕ぁ、関東管かん領れい上杉憲のり政まさだ。名前くらいは知っているだろう？　越後に亡命してやるから、さっさと景虎のもとに僕を案内するんだ。いいね？」




　坂戸城包囲戦の勃ぼつ発ぱつによって越後入りを阻まれていた、若き関東管領上杉憲政が、景虎が撤てつ退たいした直後にその坂戸城へとわずかな手勢を率いて転がり込んできたのだった。

　政景が屈くつ折せつする理由となった「血筋」という点では、東日本において、関東管領上杉憲政ほど高貴な血筋をひいている人間はいない。例外は足利将軍の分家である関東公く方ぼうだけだが、足利将軍や関東公方などは、政景にとってはやまと御ご所しよの姫巫み女こにも似た冒おかしがたい存在で、最初から嫉しつ妬とできるようなものではない。ただの武家を超こえた貴い身分だからだ。政景が「同じ武家でありながら」と嫉妬できる身分の上限は、関東管領である。

　政景がこれまで憎ぞう悪おしその地位を奪うことを渇かつ望ぼうしてきた春日山長尾家など、関東管領上杉家の分家である越後守護上杉家の、そのまた家臣筋にすぎないのだ。

　越後守護上杉家はすでにその血筋が途と絶だえ、景虎が越後守護職を継いでいる。

　長尾家の生まれでありながら主筋の上杉家から守護職を譲ゆずられた景虎にとって、もはや、彼女の「上」に立つ存在は、関東管領のみだ。

　その関東管領・上杉憲政が、なぜ俺の坂戸城に転がり込んできたのか？　と政景はいぶかしんだ。これも直江の罠か？　いや。直江は景虎を上洛させて将軍に謁えつ見けんさせ、箔はくをつけさせようとは画策しているが、関東管領に関してはなにも工作していない。なにしろ、景虎の親父・為景がかつて関東管領を攻せめ殺しているのだから、関東管領家にとってその為景の子である景虎は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵なのだ。工作など、できようはずもない。

　わが子の容体が気がかりではあったが、上杉憲政は坂ばん東どう武者の頂点に立つ貴種であり、主筋である。形の上ではすでに景虎との合戦が終わった以上、会わないわけにはいかなかった。「上野こうずけへ追い返せ」と怒ど鳴なりたかったが、耐たえた。

　綾からも、「きっと、越後に、あなたと景虎に、重大な転機が訪れたのよ。義景のことはわたしに任せて、関東管領さまにお会いして」と勧すすめられた。

　だから、会った。

　気き障ざな男だった。まだ若い。九歳にして名ばかりの関東管領に就任し、数年をかけて関東管領としての実権を奪だつ取しゆしていった貴公子だ。その、涼すずしげだが嫌みったらしい笑顔を張り付けた外見も、色白の肌はだも、武家の棟とう梁りようというよりもむしろ公く家げだった。

「俺が坂戸城主、長尾政景だ。越後に亡命とは正気か？　関東管領といえば、北条と武田を相手に敗戦を繰くり返し、上野の平ひら井い城に巣ごもっていたのではないのか」

　越後に野や獣じゆうが二匹ひきいる。老いた野獣が長尾為景、若い野獣が長尾政景と聞いていたが、たしかに人というよりもきみは虎だな、と上杉憲政は笑った。高こう慢まんな笑い方だ。人に頭を下げたことのない貴種の笑い方だ、と政景は思った。このような男を前にすると、腸はらわたが煮にえくり返る。

「武田晴信に佐さ久くで大敗した結果、平井城も維い持じできなくなったのでね。北条氏うじ康やすと武田晴信は、関東管領などに価値を認めない。彼女たちはさしずめ、女の皮を被かぶった獣けものだよ。北条氏康は相模の獅し子し、武田晴信は甲か斐いの虎、といったところだね。むろん、小娘は小娘。北条、武田の強さは、いずれも先代の働きが大きいのだけれどもね……残念ながら、越後の梟きよう雄ゆう・長尾為景との合戦で当主が討ち死にして以来、関東管領上杉家は没ぼつ落らくの一いつ途とさ」

「フン。お前が関東管領を継ついだ時にはもう、上杉家はすでに死に体だった、だから武蔵むさしどころか上野を維持することもあきらめて、はるばる越後まで逃にげてきたということか？」

「ふふふ。残念だが、世間的には河かわ越ごえ夜よ戦いくさで北条氏康に敗れた僕の責任だね。あの戦いくさでは関東中の諸将を呼び集めて大軍をかき集めたが、坂東武者はどいつもこいつも身勝手で、統制など取れたものじゃなかった。あの戦に敗れたことが、転落の契けい機きさ。連中は、こぞって北条へと寝ね返がえっていったよ。上野から静かに退去して武田へ寝返った真さな田だなどは、まだましなほうだよ。城を奪ってはいないからね」

　僕が籠もっていた平井城はもう落ちたよ、関東管領上杉家はもう事実上滅ほろびたんだよ、と上杉憲政はそしらぬ顔で口走っていた。

　ならば、こいつはもはや落ち武者ではないか。俺ならば屈くつ辱じよくのあまり切腹したくなるほどに無様な境きよう遇ぐうだが……貴種たる者は、こういうものなのかもしれん、と政景は顔をしかめていた。

「待ちたまえ。平井城は失ったが、上杉家の拠きよ点てんがすべて陥かん落らくしたわけではないんだよ。僅わずかに残った忠臣たちが、まだ上野に踏ふみとどまって北条への抗こう戦せんを続けている。越後の長尾景虎を頼たよれ、と彼らにも勧められてね。父親は主筋を主筋とも思わぬ虎こ狼ろうだったが、景虎は違うと。必ず主筋を敬い義を貫つらぬいてくれる、義将であり神将だと。僕自身も常々そう思っていた。なにより、生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓っている点が、信しん頼らいできるね」

　この男──己おのれの血筋と美び貌ぼうを利用して、景虎を籠ろう絡らくするつもりだと、政景は気づいた。

　よもや景虎がこのような上っ面と血筋だけの男に騙だまされるとも思えんが、虫が好かん。

　なにより、関東の騒そう乱らんに景虎を引き込もうとしているのが気にくわない。

（直江大和は景虎を上じよう洛らくさせ、畿き内ないを統とう括かつする天下人への道へつけようと動いているのだ。関東など捨て置けばいいと思っているのだろう。仮に俺が景虎の参さん謀ぼうだったとしても、同じことを考える。この乱れた世で、関東と畿内を同時に望むのは、無理だ。人間は、身体をひとつしか持たぬのだからな。たとえ景虎が神がかりだとしても、同じことよ。そして、景虎が義将として生きるというのであれば……優先すべきはむろん天下であり、畿内だ）

　上杉憲政を、くびり殺すか──。

「政景。僕ぁ平井城落城以来、放ほう浪ろうの身でくたくたなんだ。早くしてくれたまえ。もう揉もめ事は終わったのだろう？　きみと景虎とは何度も戦っているそうだが、いつだって景虎の越えち後ご国主としての名を挙げるための八百長のようなものだったと聞いているよ。きみは、自ら望んで景虎の引き立て役を演じているのだと。天あつ晴ぱれな忠義心だねえ。春日山城の景虎のもとに僕を案内したまえ。あとね、僕は腹が減っているんだ。湯ゆ漬づけを所しよ望もうするよ」

「それは誤解だ。俺と景虎は、真に不俱戴天の敵同士だ。景虎の左右に、直江大和と宇佐美定満がいる限りはな。しょせん上田長尾家なぞ、春日山の景虎家臣団にとっては裏切り者であり鼻つまみ者よ。今や景虎は越後の守護だぞ。それに引き替かえ、俺は……」

「……ならば関東管領たるこの僕が、きみの後ろ盾だてになろうじゃないか」

「フン。所領も失ったお前が、か？」

「僕には関東管領という地位がある。越後守護は、越後国内では王だろうが、関東管領に仕える家臣だ。その関東管領をきみが擁ようしている──越後におけるきみの力は大おお幅はばに増大することになるよね。どうだい？」

「……なるほどな。この俺が関東管領と結べば──宇佐美と直江も、俺を容易には排はい除じよできなくなる」

「そういうことさ。この坂戸城が関東と越後の境界にあったことが、きみにとっては幸運だったわけさ。僕に感謝するんだね」

　あまりにも一方的で、そして、これっぽっちも自分に負い目がないと信じている男だった。奇き矯きようと言えば奇矯だが、これが貴種なのだ。

　政景は、上杉憲政を殺さずに景虎と嚙かみ合わせてみるか、と考えを改めた。

（フン。虫が好かない男だが、殺そうと思えばいつでも殺せる。景虎がこいつをどう遇ぐうするかを見てみたい気もする。あいつがまことの義将であり続けられるかどうか、毘沙門天の化身だとかいうくだらん戯たわ言ごとを、この男を前にしても貫けるかどうか、確かめてやる）

　もしも「関東管領」という輝かがやかしい肩かた書がきに目を眩くらまされて、上杉憲政なぞに籠絡されるような馬ば鹿かな娘であれば──その時こそ、俺は景虎に見切りをつける。もはや景虎に憧あこがれ続ける意味などなくなるからだ。ともどもに殺して、俺が越後の王になる──。

（景虎が、武も持たず、血筋と美貌だけを頼たのみに生きているこのような無能な男に籠絡などされるはずがない。どこかで俺はそう信じたいのだろうな）

　まるで恋こいする乙女おとめのような甘さだなと己自身をあざ笑いながら、政景は「承知した。俺と景虎とは些さ細さいなことで合戦に及およびかけたが、その行き違ちがいは解けた。俺と景虎とはそもそも、義理の兄と妹よ。わが妻は景虎の甥おいを産んだばかりだ──越後の両長尾家はすでに本日よりひとつとなった。上杉憲政。貴様が、関東管領として俺と景虎の関係を取りなすのだ。そう約束するならば、貴様を景虎のもとへ紹しよう介かいしてやろう」とうなずいていた。

　わが子が死の運命に直面し、綾が憔しよう悴すいしている。景虎との決戦に踏み切れなかったのも、関東から「主殺し」の娘のもとへ逃げ込んできた上杉憲政などを受け入れたのも、すべては「間が悪い」ためだ。家族は、殺さつ伐ばつとした合戦の日々でささくれた男の心を癒いやすと同時に、野望を果たそうとする際には重い足かせになる諸もろ刃はの剣つるぎだ──と政景は思った。

　が、不思議と、それが苦痛ではなかった。

　あの主殺しを繰り返した「鬼おに」の長尾為景ですら、晩年は、歳としの離はなれた妻・虎とら御ご前ぜんを慈いつくしんでいた。そうせねば、正気を保てなかったのだろう。為景は、老いてから唐とう突とつに生まれてきた異形の景虎をわが子ではないのではないかと疑いながらも、ついに景虎を殺すことができなかった。自ら妻子を得た今になって、わが子の死という運命を前にして、為景の老いとそして人としての迷いとが、痛いほどにわかる。

　むしろ、己を毘沙門天の化身と信じるためにあの若さで生涯不犯を誓う景虎と、その景虎に宰さい相しようとして付き従うために自らも独身を貫いている直江大和の主従のほうをこそ、哀あわれに思う自分が、政景は不思議だった。

　かくして、関東管領上杉憲政が、長尾景虎と対面する運びとなった。

　政景はのちに（やはり憲政が俺のもとへ転がり込んできた時にくびり殺しておくべきだった。はじめての子を失いかけていて、あの時の俺はらしくもなく、弱気になっていたのだ）と悔くいることになるが、父親が殺した「関東管領」を自らの義と武によって復権させるという景虎にとっての「運命」は、政景がたとえ初対面の場で憲政を殺していたとしても、逃のがれられないものだったろう。なぜならば、「関東管領殺し」という為景の罪をあがなうことに景虎が囚とらわれていると察した直江大和が、景虎の心を関東から引き離すべく京の都へと上洛させてもなお、その「運命」はかえって景虎をより深く関東へと縛り付けることになったのだから──。

「やあ政景、虎狼のような男だと聞いていたが、存外に律りち儀ぎじゃないか。いいとも。越後への亡命を認めてくれたお礼に、きみと景虎とのこじれた仲をこの僕が仲裁してあげよう。関東管領の名のもとにね。そうだとも。北条と武田の北進を防ぐべく、越後は今こそひとつにならねばならないんだよ。景虎ときみとの内ない紛ふんは、これで打ち止めだ。これより越後は安あん泰たい。やっと僕も、安心して眠ねむることができる。は、は、は」

　この時、若い野心家であり自分の血筋と美貌に酔よいしれていた上杉憲政は、景虎を籠絡して越後を乗っ取ることで頭がいっぱいだった。景虎は、彼にとっては家臣筋にすぎず、しかも「主殺し」の娘むすめにすぎなかったのだから。




　　　　※




　春日山城。

　宰相・直江大和は「坂戸城の包囲を解いたことが、このような事態を招くとは……」と柄がらにもなく舌打ちしていた。

　北条氏康に追われ、上野から逃げ延のびてきた関東管かん領れい上杉憲政が、こともあろうに坂戸城の政景のもとへと転がり込んでしまった。

　政景にとっても、直江にとっても、この「亡命者」の登場は想定外だった。上杉憲政が北条勢に押されて青あお息いき吐と息いきとなっていることは知っていたが、まさか関東を捨てて越後へ亡命してくることにはなるまい、とお互たがいに考えていたのである。

　律儀な景虎が「関東管領さまをお迎むかえして、御お館たてに住まわせるよう。すぐに対面させていただく」と喜んだことも、直江にとっては頭痛の種だった。

　直江は、対政景戦と並行して景虎上洛の準備を進めていた。およそ二千の精せい鋭えいを率いて上洛し、景虎を幕府の要人ややまと御ご所しよの姫ひめ巫み女こに拝はい謁えつさせ、越後の支配権を公式に認めさせるという計画を練っていたのだ。

　最大の政敵・政景を坂戸城に追い詰つめて帰順させた直後に電でん撃げき的に敢かん行こうされるこの上洛は、景虎政権にとって効果絶大のデモンストレーションになるはずだったのだ。

　直江は、できることならば景虎を畿内へ──天下へと近づけたかった。関東には興味を抱いだかせたくなかった。三代を経て「関東の覇は者しや」の地位を固めている北条家と関東を舞ぶ台たいに戦えば、泥どろ沼ぬまの戦いになる。

　それなのに、景虎は「関東管領は主筋だ。わが父上がかつて関東管領に叛そむいてこれを討うち果たしたことが、関東管領上杉家の没落を招いた。父にずっと監かん禁きんされていた越後の先の守護・上杉定実さまは、わたしに守護職を譲ゆずってすぐにみまかられてしまった……しかし、上杉憲政さまはまだお若い方と聞く。丁重に府中へとお迎えし、忠節を尽つくさねばならない」と、上杉憲政を迎え入れてしまった。

「お嬢じようさまの悪あく癖へきが出てしまったようですね。宇佐美さま。いかがいたしますか。わたくしは、お嬢さまが関東出兵などに駆かり出されぬうちに上杉憲政を暗殺してしまうべきだと考えています。ようやく牙きばを抜ぬいたはずの政景が憲政を担いだという状じよう況きようも最悪です。上杉憲政は、政景を政権中ちゆう枢すうに復帰させよ、長尾一族は関東管領の家臣として結束すべし、とお嬢さまを説得するつもりのようです。転んでもただでは起きない男です、政景は」

　焦あせる直江大和の隣となりにあぐらをかきながら、宇佐美定満はあくびをしていた。

「直江の旦だん那な。こうなった以上は、仕方ねえよ。てめえの計算通りにはことは運ばない。景虎は、為景の旦那が叩たたき潰つぶしてしまった関東管領家を復興したい、そのために働きたいとずっと毘沙門天に祈いのっていた。これも、天命だろう。だいいち、憲政が今いきなり死ねば、先の越後守護の爺じじいの死まで、景虎がやったことだと疑われる。義将の名声は地に落ち、親子二代続いて関東管領を殺す下げ克こく上じようをやらかした謀ぼう将しようだと囁ささやかれるようになっちまうぜ。それじゃあ、景虎は救われない」

「……関東出兵のほうがまだしも、お嬢さまのお心の安あん寧ねいにとっては、よい選せん択たくだと言われるのですね」

「最善手とは言えないがな。父親の代の恩おん讐しゆうを捨てて、関東管領が景虎に頼ったとなれば、景虎の義将としての評判はうなぎ登りだ。上洛前の景気づけとしては、これはむしろ幸先よしだぜ。問題は、関東出兵を本格的な規模に広げちまわないことだ……関東の大地の広さは尋じん常じようじゃねえ。あの身体ではるばる遠く小お田だ原わらまで遠えん征せいなどということになれば、景虎の体力が危うい」

「まことに」

「しかし、関東管領を拾い上げちまうと、さらに厄やつ介かいなことになるかもしれねえな……」

「武田晴信に圧あつ迫ぱくされている北信濃しなのの諸将までもが越後へ亡命してくるのでは……ということですね、宇佐美さま」

「そうだ。景虎の義将としての名声が高まれば高まるほど、火中の栗くりを拾わされる機会も増える。武田晴信と北条氏康を同時に敵に回して二正面作戦なんぞやらかせば、いくら景虎が戦いくさの天才でも、もたないぜ」

「お嬢さまは義と慈じ悲ひという観念によって動かれるお方ですから、現実的な計算などできません。常識ではありえない二正面作戦も、義のためならば平然とやりかねませんね」

「オレたちがそういうふうに育てちまったんだから、しょうがねえ。あとは、上杉憲政の野や郎ろうが景虎を口説こうとした時に、どのあたりで止めるか、だが」

　お嬢さまは、男の地位や、まして容よう貌ぼうに惑まどわされるお方ではありませんよ、と直江は久々に笑っていた。

「わたくしという美青年がずっと隣に侍はべっていても、まったく興味を持ちませんからね」

「それは冗じよう談だんで言っているのか、それとも本気で言っているのか？」

「さあ。どうでしょう。むしろ憲政が無ぶ粋すいな真ま似ねに及ぼうとしてくれたほうが、殺す理由ができてわたくしにとっては好都合ですが、九歳で関東管領となった上杉憲政はほとんど公く家げのようなものです。残念ながら、そのような野暮な真似はやらかさないでしょう」

　それにしても、坂戸城の包囲を解いていなければ、こんな厄介な事態にはならなかった。宇佐美定満は「やっぱり天命としか言いようがねえな。関東管領と景虎とは、切っても切れない縁えんがあるようだ」とつぶやいていた。




　景虎はため息をつきながら、上杉憲政との対面の間へと廊ろう下かを進んでいた。

　政景と綾の子は、かろうじて命を取り留めたらしい。

　坂戸城包囲の中断によって少しでも生き延びられる可能性が出てくれば、と景虎は祈っていた。

　だが、景虎が坂戸城へ出しゆつ陣じんしている間に、こんどは兄・晴景の容体が悪化していた。

　景虎が政景と再び相争いはじめたことを気に病やんだために、なにも食べられなくなったらしい。

　薬くす師しの見立てでは、衰すい弱じやくが著しく、もう長くないという。

（兄上はお優しすぎるのだ……わたしは兄上の言うとおりに、武将をやめておくべきだったのだろうか……だが運命は、わたしのもとに関東管領さまを。定実さまに尽くせなかった分も、憲政さまには尽くさねばならない。父上の犯おかした下克上の罪を、わたしが）




　愁うれいに満ちた表情で、小こ柄がらな景虎が対面の間に姿を現した時。

　琵び琶わを弾ひきながら退たい屈くつを紛まぎらわしていた上杉憲政は、思わず絶句していた。

　琵琶を教え歌を教え、「源げん氏じ物語」の講義などもしてやれば、景虎という戦しか知らない小こ娘むすめはおよそ簡単に籠ろう絡らくできるだろう、と憲政は甘く見ていた。いくら「越えち後ごに並ぶもののない美び貌ぼうの持ち主」と言われてはいても、そんなものはおべっか交じりの田舎武士たちの噂うわさにすぎない、と。関東で、憲政はいわゆる美人などは腐くさるほどに見てきた。誰だれもが自分の高貴な血筋と美貌とそして関東管領という目映まばゆいばかりの肩書きとに、結局は靡なびく。女はたいてい、そのようなものだと思っていた。さすがに戦場で戦う姫武将ともなれば、北条氏康がそうであるように、もっと現実主義的な者が増え、扱あつかいづらくはなるが、越後の外の世界を知らない景虎はそうではないだろうと思っていた。

　しかし、ほんものの景虎は、まるで人間ではないもののように見えた。

　あの食わせ者の上杉定実が越後守護の座を景虎に譲った理由も、わかる気がする、と驚きよう愕がくした。

「憲政さま。わたしが、長尾景虎です。畏おそれ多くも、越後守護の名みよう跡せきを継つがせていただいています──越後へ来られたからには、二度と憲政さまに危険が及ぶようなことはさせません。北条氏康はこの景虎が誅ちゆうします。これよりしばしの間、憲政さまには府中の御館にてお暮らしいただきます。本来は、定実さまのために建設していた御ご殿てんでしたが……」

　そうか、と憲政はやっと声を発することができた。

　景虎の赤い目。異形の瞳ひとみ。

　まるで魔ま眼がんだ。

　毘沙門天の化身と呼ばれるのも、当然だった。

　到とう底てい、簡単に口説き落とせるような娘ではなかった。

　この天女のように美しい少女が、五年もの間、不ふ犯ぼんを貫つらぬくと決めているとは。

　なんと、惜おしいことか──。

　が、それもやむを得ないことだ、と憲政は理解した。婿むこを取ると迂う闊かつに宣言すれば、この少女を巡めぐって、越後の国人たちはばらばらに割れてしまうだろう。政景などは、景虎の姉を妻としていながら今なお景虎に執しゆう着ちやくしているのだという。

　ならば関東管領であるこの僕こそが、彼女を妻にするに相応ふさわしい唯ゆい一いつの人間なのかもしれないと、そのように憲政が考えたのは、生まれながらの名族だからだろう。

「長尾景虎、大儀である。そなたの関東管領への忠義、まことに殊しゆ勝しよう。そなたの父の罪は、僕が許そう。過去は水に流し、ともに関東管領家復興のために北条と戦ってくれるかい」

「委細承知」

「即そく答とうしていいのかい？　きっと越後の国こく人じん衆しゆうが反対するよ」

「構いません。憲政さまの領国である上野こうずけは、この景虎が奪だつ回かいいたします」

「上野を僕のために奪回しても、きみの領土は寸分も増えない」

「わたしは甲か斐いの武田晴信とは異なります。もとより、他国を侵おかすための戦いはいたしません。義と秩ちつ序じよのためにのみ、この景虎は戦います」

「軍を率いての三国峠越ごえは、大変な難行軍になるよ」

「坂戸城の政景に先導役を命じ、山道を整備させ、関東へとすぐにでも出兵いたします」

　景虎には、政治感覚というものはないに等しい。

　頼たよられれば、考えもせずに、受ける。

　ことに、父の罪を許す、と関東管領じきじきに伝えられたことに景虎は激しく感動しているらしく、大きな目を潤うるませていた。

　憲政の心は（なんということだ。戦の天才と聞いていたのに、心はまるで童女だ。一国を束ねる大名としては、途と方ほうもない馬ば鹿かだと言ってもいい。この者を極限まで利用し尽くせば、関東管領家は復興できる）という打算と、（それは関東随ずい一いちの名門の御おん曹ぞう司しである僕が取る行動としては、あまりにも無粋じゃないか）という逡しゆん巡じゆんの間で、揺ゆれ動いていた。

　家臣は主君のために働き死ぬものである、それが関東の秩序というものの本質であり、北条氏康はその秩序を無視して関東を侵しん食しよくする下克上の輩やからである、僕のために戦って死んでくれる家臣だけが良い家臣である。

　それが、貴公子・憲政の信念であった。

　むろん、憲政は知っている。そのような都合のいい、楠くすの木き正まさ成しげのような家臣など現実の関東にはいないのだ。空想の世界にしか存在しない、幻まぼろしなのだ。だからこそ、関東管領家は無残に凋ちよう落らくした。

　だが、いざ目の前に、長尾景虎という、ほんとうに「僕のために北条と戦って死ね」と命じれば迷いもせず言うとおりに死んでいくであろう、希け有うな姫武将が現れてみると──。

　利用し尽くさせてもらう代わりに、せめて、こちらからも人間らしい返礼をせねばならないな、と憲政ほどの貴人が戸と惑まどった。

　この姫武将は、おそらく、生しよう涯がい、こうやって僕のような者に利用され尽くし、消しよう耗もうし、そして自分自身の人生というものを見つけることなく虚むなしく死んでいくのではないか。

　それに、明らかに、長生きできる身体ではない。

　そう思うと、憲政は憐れん憫びんの情を覚えずにはいられなかった。

　自分のような高貴な者にもそのような感情があることに、憲政は驚おどろいていた。

（返礼はしよう。だが、利用はさせてもらうよ。いずれ──彼女の心を僕のものにできるかもしれないという、打算もある。そう。僕は恋こいに落ちたのではない。あくまでも、関東管かん領れいとしての打算が、僕を動かしているのさ）

　恋などではないと自分に言い聞かせなければ、僕のほうがいつか景虎のこの赤い魔眼の虜とりこにされてしまう、と憲政は思った。

　すべてを見み透すかしているかのような、それでいて相手の心の中の醜みにくいものをなにも認識できていないかのような、景虎の瞳。

　河越夜戦での勝利によって、すでに北条の覇は権けんは揺るがない。そんな関東になど景虎を出兵させてはならぬ、彼女の生涯を台無しにしてしまうという躊ちゆう躇ちよと、関東管領として北条討とう伐ばつはどんな手段を取ってでも成し遂とげねばならないという義務感。

　それに──先ほどから、軒猿の気配をも、感じていた。

　僕が景虎に無粋な真似をすれば、即そく座ざに理由をつけて殺すつもりだろう、と気づいた。

　おそらく軒猿をこの部屋の周囲に配置した者は、長尾政景の政敵、宰さい相しようの直江大和。

　その手には乗らないよ、と憲政は苦笑した──三歳で父を失って以来、何度も暗殺の危機をかいくぐってきた。修しゆ羅ら場ばには、慣れている。

「景虎。お礼に、折を見てきみに琵琶を教えよう」

「有り難き幸せ」

「合戦は、人の心を荒あらし、虎こ狼ろうのように貶おとしめてしまう。故ゆえに、武将たる者、風流趣しゆ味みは必ひつ須すなんだよ。琵琶を鳴らせば、戦場では慰なぐさめとなり、いずれきみが上じよう洛らくした際には都人との交際の席で役に立つよ」

「……げ、『源氏物語』などは、多少、たしなんでおりますが……」

　景虎は、そのような自分の乙女おとめ趣味を恥はじているらしい。

　雪のように真っ白い頰ほおがほんのりと桃もも色いろに染まっていた。

「ならば上洛した折に、都の源氏物語通たちの講義を聴きいてくればいい。僕が紹しよう介かい状を用意しよう」

　だが、関東出兵が先だね、と憲政は微笑ほほえんでいた。

「承知しております。ただちに上野へと出兵し、遠えん征せい中の北条軍を急きゆう襲しゆういたします。この一戦で北条氏康を捕とらえれば、関東の秩序を回復させることができるでしょう」

「最初の一戦で倒たおせなければ、越後と北条との関係は泥どろ沼ぬまになるけれどもね。たとえ神将といえども、はるばる小田原城まで逃にげる北条を追つい撃げきすることはできないからね。覚かく悟ごはできているのかい？」

「はい。父が壊こわした関東の秩序を再興するためならば、この景虎、生涯を賭かける覚悟です」

「平井城はすでに北条の手に落ちている。僕の家臣団は沼ぬま田た城に籠ろう城じよう中だが、その沼田城もまた陥かん落らく寸前だ。沼田城が落ちればもう、上野全土が北条のものとなってしまうよ。そうなれば、関八州すべてが北条に靡く」

「坂戸城で睨にらみ合っていたわたしと政景が和わ睦ぼくできたのも、憲政さまのご威い光こうのおかげです。ただちに沼田城を救きゆう援えんし、平井城を奪だつ還かんいたしましょう」

　こともなげに、景虎がうなずいた。

「きみはほんものの義将のようだね、景虎。だが、きみが予想している以上に北条は大敵だ。情勢によっては──きみに、関東管領職を譲ゆずってもいい。北条から関東管領家が関東の覇権を奪うばい返せるのであればね」

「関東管領職を!?　憲政さま、それはなりません！　わたしは上杉家に仕える長尾家の人間です。まして、わが父は先の関東管領を戦場で討うち果たした、そのような血筋の──」

「ほんとうに、きみは、ほんもののようだ」

　上杉憲政は、（まるで赤子のような心根の娘むすめだ。僕は上杉定実のような爺じいさんとは違ちがう。まだ二十代になったばかりの若武者だ。景虎の武力を、関東管領復興のために利用させてもらうよ。もしも景虎を僕の妻にできれば、関東管領家はいよいよ盤ばん石じやくのものとなる。宰相の直江が祝言までの期限と定めている五年のうちに、僕が景虎を……）と笑っていた。

　だが、どこか、苦い笑いだった。

　政治的な駆かけ引きの交こう渉しようではなく、いずれ、老境の上杉定実がそうしたように、「僕の関東管領の位を、きみに譲る！　上杉家の名跡もなにもかも、きみに与あたえよう！　僕のすべてを、持っていけ！」と自分が景虎の前にひれ伏ふして叫さけぶ日が来ることになるとは、この時の憲政は予想すらしていなかった。もちろん、（憲政さまはそこまでわたしを頼ってくださるのか。父上の汚お名めいをついにそそぐ機会を、わたしは毘沙門天より与えられた。たとえ関東で死ぬこととなっても、憲政さまを上野へお戻もどしする。あくまでも関東管領職は、憲政さまのもの。なんとしても、北条を倒す──）と感かん涙るいにむせんでいる景虎自身も。




　長尾景虎、運命の関東出兵──。

　柿かき崎ざき景かげ家いえや北きた条じよう高たか広ひろら越後の国人衆は「おお。ついにはじまったか、義戦の日々が。なんの得にもならぬ戦いくさをはじめられるか。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」「合戦をやれば兵ひよう糧ろうが減る。いくら義戦といえども、少しは稼かせがせてもらわねば困る」と驚き戸惑った。だが、上杉憲政の尽じん力りよくで長尾政景との内戦が終結した以上、もはや敵は越後の外にしかいないのである。

「今こそ父の汚名をそそぎたい」と景虎が訴うつたえたことも、諸将の心を動かした。

　そうだ。景虎さまは亡き父上の汚名をそそぐために戦われるのだ。この関東出兵で大功を挙げれば、景虎さまの心を摑つかめるやもしれぬ、と張り切る者も続出した。

　とりわけ、揚北衆の中で最年少の少年武将・本ほん庄じよう繁しげ長ながは、はじめて景虎の姿を見て以来、景虎をまことの毘沙門天さまと崇すう拝はいし、「ああ。なんという美しい人なんだろう。景虎さまにお仕えできるボクは幸せ者だ！　も、もしも、あのお方の婿になることができれば、どれほど幸せだろうか……早く景虎さまのもとで手て柄がらを立てたい！」と日夜景虎の像を拝み続けるくらいの熱ねつ烈れつな景虎崇拝者となっていたから、「関東の土つち塊くれとなってでも戦い抜ぬくぞっ！」と本庄一族の全軍を召しよう集しゆうして、いの一番に三国峠へと向かっていった。

　下か越えつの揚北衆は、独立心が強い国人の集合体であり、長尾家の威い名めいをもってしても容易には従わない厄やつ介かいな武ぶ闘とう派は勢力である。

　その揚北衆の中でも一、二を争う有力な国人である本庄繁長が、景虎の唐とう突とつな関東出兵指令に真っ先に従い、喜び勇んで出立してしまったのだから、こうなってしまえば宇佐美も直江も、景虎の「関東管領さまのご命令で関東へ出兵し上野を奪回する。これは義戦である」という命令を阻そ止しすることはできなかった。

　ただ、ひとつ、大きな問題があった。

「お嬢じようさま。武田晴信の猛もう攻こうを受けている北信濃しなのの村上義清と小お笠がさ原わら長なが時ときからも、援えん軍ぐん要よう請せいが来ております。これより最後の一戦を試みるが、武運つたなく敗戦した時には越えち後ごへの亡命を許可してほしいとも。こちらは、いかがなさいます」

「北信濃からも援軍の要請が？　直江？　ほんとうか、宇佐美？」

「ああ。景虎。いくら神将といえども、関東と北信濃との二正面作戦は無理だぜ」

「そうだな……たしかに、わたしの身体はひとつしかない。武田と北条とを同時に討つのは無理だ。直江と宇佐美とで、北信濃をしばらく安定させる方策を考えてほしい」

　直江が、即座に策を出した。景虎が関東出兵すると宣言した時のことを想定して、宇佐美とともに練っていた策だった。

「それでは、村上・小笠原の要請に応じて、北信濃へも援軍を派は遣けんいたしましょう」

「直江。武田晴信は倒すべき敵であり、懲こらすべき悪だ。しかし今、わたしは関東へと出兵しようとしているのだぞ。兵を二手には割れぬ」

「あくまでも村上義清の戦いに少数の『見せ兵』を貸すのです。これ以上北信濃を蹂じゆう躙りんすれば越後軍が相手になる、北信濃は緩かん衝しよう地帯として残しておいたほうが武田のためにもなると、武田軍を牽けん制せいするためです」

「ああ。景虎、武田晴信は智ち将しようだ。越後軍には関東で北条を相手に暴れさせておいたほうが得策。わざわざ北信濃に呼び込むことはない、と兵を退ひくはずだぜ」

　直江と宇佐美が考えだした、一種の軍事的デモンストレーション策だった。

「この『見せ兵』の効果は絶大です。おそらく、現在更さら級しな八や幡わたで村上軍と武田軍との間で行われている合戦は、さほど大規模な戦せん闘とうになりますまい。越軍の旗を見た武田軍は、即座に撤てつ退たいするはずです。越軍の援えん兵ぺいが見せ兵だと即座に見破ると同時に、その意味をも理解し、村上勢を越後へ完全に追い落とす愚ぐを悟さとるはずです」

「そうか。武田晴信は、兵を退くか。宇佐美も同意見か？」

「ああ。愚ぐ将しようは扱あつかいづらいが、智将ってのはかえって先が読めるもんだ。必ず退く」

　そうか、それで武田晴信が北信濃への野心を捨てればそれでいい、と景虎はうなずいた。




　春日山城下に「毘」の旗が掲かかげられ、三国峠の山道には「憲政に恭うやうやしく仕えるのだろうとは思っていたが、まさかいきなり北条とことを構えるとは、本気なのか。あの小こ娘むすめめ……俺の予想をことごとく覆くつがえしてくる」と舌打ちしながら政景が先導する先せん鋒ぽう隊が溢あふれ返り、そして景虎は生まれてはじめて越後の外へと軍を率いて出ようとしていた。

　粛しゆく々しゆくと三国峠へと向かう景虎本隊の中で──。

　わたくしと宇佐美さまとが政景を操ることで達成させた越後統一が、あまりにも早すぎたようです、と直江大和は自じ嘲ちようするしかなかった。

　あとしばらく政景との間で芝居の内ない紛ふんを続けていれば、関東へ出兵する余よ裕ゆうなどなかったのだ。

　しかも、越後を統一した景虎は関東管領のみならず、今や北信濃からも頼たよられている。

　彼らの願いにいちいち義で応えていれば、景虎の身が持たない。

　すべてがうまくいきすぎたのです、お嬢さまが一気になにもかもを手に入れてしまったその反動なのです、と直江は反省しきりだった。

「策士は策に溺おぼれる──そしてお嬢さまは、自ら望む運命を引き寄せる力をお持ちのようですね」

「武田晴信のほうは心配ねえが、とにかく問題は関東だ。景虎が文字通りの戦の天才だと知られる前に、最初の一戦で北条氏康を討つしかねえな。最初の合戦で逃がせば、以後は小田原城へ籠こもられる。越後から小田原までの補給線は長く、景虎は身体が弱い。長期間に及およぶ包囲はできねえ……そうなれば、景虎は少なくとも十年は関東に引きずられる」

　宇佐美も、ため息をついていた。

「上野こうずけを長尾家の領国にしてしまえば、長期戦も可能ですが。お嬢さまは、『国盗とり』はなさらないでしょうからね」

「ああ。父親を追放し、信濃を侵しん食しよくする武田晴信を蛇だ蝎かつのように嫌きらっているからな。『義戦』か……ありえない矛む盾じゆんを、景虎は成し遂げようとしている。あいつの生涯が、壮そう大だいな徒労に終わらなければいいんだが」

「あなたとわたくしが、お嬢さまを育成したのですからね。われらがお嬢さまの矛盾に満ちた不可能を、可能となせるよう、支えていくしかありませんね」

「景虎のために死ぬ覚悟は、いつでもできているさ。オレの後こう継けい者しやも見み出いだしてある」

「ほう？　どなたです。琵琶島城に大勢抱かかえている姫ひめ武将候補のうちのお一人ですか？」

「ああ。樋ひ口ぐち村生まれの幼い娘だ。いずれ、旦だん那なの養女にしてえんだ。宰相を育成する手しゆ腕わんにかけては、情が深くちゃらんぽらんなオレよりも、冷血の旦那のほうが向いている」

　馬上でふらふらと揺ゆられていた宇佐美定満も、覚悟を決めた。




　　　　※




　上野に出兵し、上杉家の本城である平井城を落城させた北条氏康率いる北条軍は、矢や継つぎ早ばやに北上野における関東管かん領れい派の拠きよ点てん・沼田城攻めにかかっていた。

　平井城は、上野と武蔵の境界に近い位置にあった。関東管領上杉憲政は、この平井城を拠点に、いずれ北条家から武蔵を奪だつ回かいしようと考えていたのだ。

　合戦に対してきわめて消極的で慎しん重ちよう派を任じていた北条氏康だったが、平井城の陥落はその氏康をして「一気に関東から上杉家の勢力を一いつ掃そうする絶好の機会が来たわ」と狂きよう喜きさせるに十分な大成果だった。

　絶体絶命の危機を奇き襲しゆうによって勝利へと導いた「河越夜戦」以来、ついに関東管領上杉家の勢力を関東から消し去る時が来たのだ。

　北条家はすでに伊い豆ず、相模さがみ、武蔵の三ヶ国をほぼ平定しており、関東管領の勢力を駆く逐ちくして上野を平定すれば、広大な関東の西半分をことごとく手に入れることになる。そうなれば、もはや関東には北条家に独力で対たい抗こうし得る勢力は存在しない。半ばまで制してしまえば、あとは転がるように統一へと向かう。

　北条三代の悲願「関東平定」が、目前となっていた。

　氏康は「この勝機を見み逃のがす手はないわ」と軍を沼田城へと北進させた。

　沼田城は、利と根ね川がわ上流の山城である。

　川向こうに陣じんを敷しいた氏康は、珍めずらしく上じよう機き嫌げんだった。

「河越城を包囲された時には、もう北条家も私の代で終わりかしらと嘆なげいていたものなのに。あの一戦で、すべてが変わったわ。これも、武田晴信の斡あつ旋せんで今いま川がわ義よし元もとと和睦を結んだおかげね。その晴信は信濃で村上義清相手に苦戦していて、いい気味だわ。北条家にとっては、なにもかもがいい具合に進んでいる」

　でも……この上じよう州しゆうの空っ風は嫌ねえ、それに海の幸が採れないのは困るわ。早く沼田城を落として小田原に帰りたい、と氏康らしい言葉を付け加えることも忘れないが、そういう言葉をつぶやきながらも氏康はずっと笑顔である。

　思えば北条家の家か督とくを継ついで以来、久しく氏康は心の底から笑ったことがなかった。常に、北条家を守り「関東独立王国」の建国という北条三代の悲願を達成するために、全身全ぜん霊れい、姫大名としての仕事に打ち込んできた。氏康自身が合戦に出しゆつ陣じんする機会は少ないが、風ふう魔ま衆しゆうとともに常に諸国の情報を集めて分ぶん析せきし、次々と謀ぼう略りやくの手を打っていく氏康には、寝ねる時間もない。その上、領民を慰い撫ぶするための内政にも氏康は徹てつ底てい的に力を入れていた。「武」の力で一時の勝利を得て城を奪うばっても、領民を慰撫できなければ、一いつ揆きを起こされ、あるいは隣りん国ごくに逃ちよう散さんされ、長期にわたって安定的な支配を実行することは不可能である。政治家としての天才的な感覚を生まれながらに持っていた氏康は、合戦だけでなく謀略と内政を駆く使ししてじわじわと領国を広げ、領民を慰撫していく、そのような気の長い方法論で関東の覇は者しやになろうとしていた。

　あとは、沼田城だけだ。この城さえ落とせば、関東管領・上杉家は歴史の表おもて舞ぶ台たいから消しよう滅めつする。関東の覇者・北条家が、新たな関東管領家となるのだ。すでに、古こ河が公く方ぼう（関東公方）の位には、氏康の姪めいにあたる足利義よし氏うじをつけてある。先代の古河公方・足利晴はる氏うじは河越夜戦での敗北の痛手から立ち直ることができず、公方の位を泣く泣く北条家に譲ゆずり渡して下しも野つけの古河城に逼ひつ塞そくしている。むろん、上野の平定を終えれば、氏康はすみやかにその古河城をも取り上げるつもりだった。足利晴氏をいつまでも古河城で遊ばせておくつもりなどない。公方の位を奪った以上、すでに用済みである。どうせいずれは北条に反旗を翻ひるがえそうとする男だから、相模にでも幽ゆう閉へいしてしまえばいい。

　旧関東の秩ちつ序じよそのものだった二大勢力、関東管領と関東公方とがともに消えれば、あとは黙だまって小田原城で寝ていても、関東八州のすべてが北条の傘さん下かに収まる──容易に服従しそうにない勢力は、常陸の名族・佐竹家と、「反北条」を徹底している安あ房わの里見家。この両家だろう。が、東関東の諸勢力を順々に恭きよう順じゆんさせていけば、この両家もいずれは膝ひざを屈くつするしかない。関東管領の位と公方の位をともに北条が握にぎってしまえば、佐竹にも里見にも北条と戦い続ける大義名分などないのだ。

　なにしろ、北条を悩なやませてきた駿する河がの今川も、甲か斐いの武田も、今では北条の味方なのだ。今川は上じよう洛らくを目指して尾お張わり三み河かわで戦い、武田は信濃統一のために戦い続けている。背後を気にすることなく関東攻こう略りやくに専念できるのだから、氏康にとっては赤子の手をひねる如ごとき容易な戦いくさが続いていた。

「沼田城にはもう覇は気きがない。主君の上杉憲政が逃にげてしまったのだから、当然だわ。勝ったわね。城代は、つな（義ぎ妹まい・北条綱つな成しげ）にしましょうか。それとも、実妹たちから選びましょうか。なんなら、おばばが城代を務める？」

　その氏康の隣となりでは──。

「ふぉっふぉっふぉっ。お嬢よ、常に慎重なそなたらしくもない。上野を奪うならば、こたびは平井城までで止めておくべきであった。上野全土の支配を急いで沼田城を囲んでしもうたがために、えらいことになってしもうたぞよ」

　初代北条早雲以来、北条家の重じゆう鎮ちんとして居座っている大長老。「おばば」こと北条幻げん庵あんが、もりもりと小田原ういろうを食らいながら大笑していた。

「えらいことって、なにかしら？」

「風魔を直接束ねている者は、このおばばじゃ。お嬢に報告が入るよりも一足先に、おばばのもとに風魔からの一報が入るようになっておる」

「知っているわ。いちいち私自身が風魔の報告をすべて聞いていたら、時間が足りないもの。なにか気がかりなことでも？」

「上杉憲政の亡命先がわかったぞえ」

「あら。古河城の足利晴氏のもとへ逃げたのでしょう？　足利晴氏から古河城を取り上げる絶好の口実だわ」

「それがのう。古河城へ逃げた関東管領は、影かげ武む者しやじゃった」

「……なんですって。それじゃ、ほんものの上杉憲政は、どこに？　まさか仇きゆう敵てきだった武田晴信のもとへ逃げ込めるはずもないし。そんなことをすれば、あの女に容よう赦しやなく首を刎はねられるわよ。いくら憲政が無能な馬ば鹿かでも、そんな愚おろかな真ま似ねは」

「越えち後ごじゃ。越後の長尾景虎のもとに逃げ込んでおったのじゃよ。上杉憲政は戦は下手じゃが、お嬢が考えているほどには愚かではない。あれは、公く家げのような育ちの男じゃからのう。なかなかに、したたかなものじゃ。風魔をもまんまと騙だましおったわ」

　それこそ天地がひっくり返ってもありえない話だわ、と氏康は信じなかった。

「長尾景虎の父・為景は、かつて関東管領を殺した下げ克こく上じようの男よ。関東管領家がかくも無様に没ぼつ落らくしたのも、為景のせいと言ってもいいわ。それなのに、いくら窮きゆうしたからって、関東管領たる者が逆臣の長尾家を頼って越後へ亡命するだなんて。これまでの長尾家と上杉家とのいきさつを考えれば、助けてもらえるはずがないでしょうに」

　それは違ちがうぞえお嬢じよう、と幻庵が首を振ふった。

「長尾景虎は、父親とは真逆の姫武将よ。頼られる者はすべて助け、悪を討うち正義を実現するために戦うと宣言している、義将じゃ。天下にも国盗りにも興味はなく、領土を奪うための合戦はしないという。一種の奇き人じんじゃな。そして、景虎はこの世の秩序に異様にこだわっておる」

「秩序……？」

「関東には坂東武者の棟とう梁りようとしての関東公方が君臨し、関東管領上杉家がこれを実効支配し、関東の諸将は関東管領に従う。これこそが関東の正しい秩序であり、下克上をものともせずに関東を切り取り続けている北条家は関東の秩序を乱す逆臣であると、常々そう言っておったそうじゃ」

　それは長尾家のことでしょう！　どういうつもりなの、長尾景虎という娘むすめは!?　と、氏康は思わず金切り声で叫さけんでいた。

「長尾家は、越後守護を殺し、関東管領を殺した、とてつもない悪逆の家でしょうに。たしかにわが北条家は、下克上を上等として関東の旧権けん威いを相手に戦い続けてはきたけれど、それでも主殺しの汚お名めいを被かぶることだけはできる限り避さけてきたわ」

「ともあれ──上杉憲政を迎むかえ入れた長尾景虎は、即そく座ざに憲政の要よう請せいに応じて軍を編成し、越後を出立。三国峠より、すでに越後軍の先せん鋒ぽう隊が攻せめ寄せてきておるそうじゃ。この沼田城をまっしぐらに目指してな」

「まさか。春日山城からの三国峠越ごえは容易ではないわ。どれほどの距きよ離りがあると思っているの、おばば」

「たしかに春日山の景虎本隊は、まだ峠とうげを越こえてはおらぬ。じゃが、揚北衆がすでに三国峠を越えておる！」

「揚北衆？　長尾の命令など聞かず、下か越えつでめいめいが独立している連中でしょう？　武家というよりも、半ば山さん賊ぞくのようなもので……それに、三国峠を越えるためには、上田長尾家の坂戸城をとおらねばならないはず。上田長尾家は、春日山長尾家とは不仲で……」

「かーっ！　氏康、まだわからぬか！　その揚北衆と上田長尾家が、景虎の関東出兵の号令を主命として受け入れ、戦意まんまんで上野に攻め寄せてきたと言っておるのじゃ！」

「まさか」

　風魔衆が、いつの間にか音もなく氏康の背後に侍はべっていた。

　三国峠を越えて上野に出現した越軍先方の旗印は──。

　揚北衆の本庄繁長と、上田長尾家の当主、長尾政景。

　春日山からの景虎本隊を待つことなく、われらを急きゆう襲しゆうするつもりでおります。

　淡たん々たんと、にわかには信じがたい情報を、氏康に告げてきた。

「どうやら長尾政景は、謀む反ほんを許されたばかりで『いきなりの関東出兵など急ぎすぎる』とぼやきながらも義理を果たすためにやむを得ず参戦しているようですが……本庄繁長は玉ぎよく砕さいするつもりでこの北条の大軍を恐おそれることなくまっしぐらに突つき進んで来ます」

「兵どもも、なにか異常です。まるで、本ほん猫びよう寺じ一揆衆のような」

「武家の軍勢というよりは……みな、宗教一揆の如き目つきなのです」

「さらに、北条高広、柿崎景家ら越後屈くつ指しの猛もう将しようどもが、次々と三国峠を目指して殺さつ到とうしているようです」

　長尾為景の代の越後とはまるで違う！　長尾景虎はあの若さで、広大な『国人衆の国』である越後を統一したというの？　と、氏康はにわかに青ざめていた。

　胃が、きりきりと痛んだ。

　河越夜戦の時の恐きよう怖ふとも違う。なにか、異様なものを敵に回してしまった、決して戦ってはならないものを敵にしてしまった、そんな本能的な恐怖が、氏康を絶句させていた。

「お嬢。それほどに長尾景虎は越後の男武者どもに支持されておる！　越後国内で国人どもを相手に延々と内ない紛ふんを繰くり返してきた父親とは違うのじゃ！　兄が持っていた守護代の位に続いて越後守護の位までをも平和裏に与あたえられ、今また関東管領を迎えて忠誠を示すべく関東に迷いなく出兵しておる。われら坂東武者の常識の通じぬ、義将じゃ」

　幻庵は、怯おびえる氏康の手を握りながら、説いた。

「大義は──関東管かん領れいは今、長尾景虎のもとに。いかんぞえ、お嬢。景虎と戦っては、関東平定は夢のまた夢となろう。わかるのう？」

「説明は無用よ、おばば。上杉憲政……！　大人しく北条の軍門に降くだっていればいいものを、この関東になおも戦乱をもたらそうというのね！　どれほどの兵の血が流れることになるか、わかっていないの？　それとも、領民や家臣の命などはどうでもいいの？　やっぱりあの男は、愚ぐ物ぶつだわ！　遠えん慮りよせずに、風魔を用いて殺しておけばよかった！」

　いかがいたす。お嬢？　北条家にとって、河越夜戦以上の試練の時ぞ。そなたの知ち恵えの見せ所は今ぞ、と幻庵が氏康の決断を促うながす。

　このように追い詰つめられた時、氏康の頭脳は最大の力を発揮する。

　氏康の武将としての才能は、攻こう撃げきよりも、防衛に特化しているのだ。

「越後軍との衝しよう突とつは回かい避ひ。沼田城攻略は中断。場合によっては、いったん平井城を放ほう棄きしても構わないわ。上野こうずけから撤てつ兵ぺいするのよ！」

　越後軍の戦意は異様じゃ。逃げても追つい撃げきしてくるぞえ、と幻庵が釘くぎを刺さしたが、氏康は「だいじょうぶよ」と微笑ほほえんでいた。

「長尾景虎が、弱き者の味方で、隣国の秩序などというどうでもいいもののために戦うことを惜おしまない義将だというのであれば──秩序を踏ふみにじる強者と──武田晴信と嚙かみ合わさせましょう」

「北信濃しなのでか！　あくどいのう、お嬢。実にあくどい。いい笑顔じゃのう」

「ええ。晴信の北信濃攻こう略りやくは、あと少しで達成できる段階に入っている。晴信はきっと、村上義清と小笠原長時を北信濃から越後へと逃がさぬように真田忍にん群ぐんを総動員して結界を構築しているでしょうね。そこで──」

「村上義清と、そして村上のもとに居着いている小笠原長時を、救うのじゃな」

「ええ。信濃に居場所がなくなった小笠原と村上の両武将を、生きて越後へと脱だつ出しゆつさせる手引きを、風魔にやらせるのよ。むろん風魔の正体は隠かくすわ。戸と隠がくし忍しのびに化けさせるの──武田、村上ともに真田忍群と戸隠忍群を抱かかえて暗あん闘とうしているのでしょう？　そこに風魔を送り込んでやれば、一時的に村上方の忍びの力が有利になる。越後へ落ち延びさせることが可能になる。いくら愚ぐ直ちよくな義将といえども、北条と武田を同時に敵に回してのほんとうの二正面作戦など採れるはずもない」

「じゃが、景虎はおそらく信濃よりも関東を優先するぞえ。関東管領と信濃守護の小笠原では、家格が違う。越後守護はもともと関東管領の家臣であるしのう」

「そうはならないわ。関東は春日山城からはるかに遠い。三国峠の彼方かなたの世界なのだもの。でも、北信濃は春日山城に近接している。北信濃が武田晴信のものとなれば、春日山城は喉のど元もとに匕首あいくちを突きつけられるも同然。だから、景虎は北信濃を放置できないわ」

　それに──と、氏康は言った。
















「武田晴信と長尾景虎は、ともに自分の家族から家か督とくを奪うばった姫ひめ武将同士でありながら、まるで水と油。景虎が古き世の秩ちつ序じよを馬鹿みたいに重んじる義将ならば、晴信は新しき世の秩序を自ら作るために諏す訪わ氏であろうが小笠原であろうが平然と滅ほろぼせる野望の将。景虎が兄から平和裏に守護代職を譲ゆずられたのに対して、晴信は父親を甲斐から追放して家督を奪った女。私と景虎が相あい容いれない以上に、あの二人が相容れるはずがないわ。きっと不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士となって、何年にもわたって北信濃で消しよう耗もうし続けてくれるはずよ」

「ふぉっふぉっ。武田は事実上の同盟国じゃというのに、お嬢は怖こわいのう」

「ええそうよ。晴信が越後の神がかりと嚙み合っている隙すきに、私はさっさと関東を平定するのよ」

　長尾景虎──上杉憲政のような負け犬の頼たのみをあっさりと入れて、いきなり三国峠を越えて関東で私と決戦しようだなんて、どうかしているわ。絶対に、戦ってはならない相手だわ──これまで、氏康はその臆おく病びようさを武将としての「武器」にすることで生き延びてきた。危機を事前に察知し、回避する能力である。なにごとも絶対に楽観しない。いつ何時、運命は暗転するかわからない。それが戦国の世の定めだからだ。その氏康が、「沼田城まで攻めたのは短たん慮りよだったわ」と唇くちびるを嚙みしめていた。まさか、長尾景虎がこれほどに愚かしい武将だとは想定していなかった。が、たしかに、沼田城まで軍を北上させれば、越後軍を関東に呼び込んでしまう可能性はわずかなりともあった。上杉憲政から平井城を奪った段階で満足しておくべきだったのだ。あとは、長尾景虎を刺し激げきせぬよう、じわじわと上野を簒さん奪だつしておけばよかった。いや、先に景虎と晴信を嚙み合わせておくべきだった。

「……おばば。まだまだ私も甘いわね。もしかしたら……もう、すべては手て遅おくれになってしまっているような気がするわ。長尾景虎は……武田と北条を同時に敵に回して二正面作戦をやらかすような、そんな常じよう軌きを逸いつした女かもしれない……そうなる予感がするの。そうなれば、私が生きているうちに、北条三代の悲願を達成する夢は……」

　氏康は破れそうに痛むお腹を押さえながら、上州の空っ風を浴びていた。

　これから先の私の生しよう涯がいにおいて、心の底から笑える日はもう来ないのではないか、そんな気がしたのだ。

　だが、北条家を継ついだ時から、その覚かく悟ごはもうできている。

　今さら気弱なことを考えても無む駄だよ。これが私の運命なのだから、と氏康は思い直した。

　問題ない。そなたがたとえ志半ばで死んでも、おばばは死なぬ。安心して戦うがよいぞ、ふぉっふぉっふぉっ、と幻庵が笑った。

「おばばは、あと百年は生きるつもりじゃからのう」

　私もおばばのような気楽な性格の女に生まれてきたかったわね、と氏康は苦笑いを浮うかべていた。







　第四話　川かわ中なか島じま







　長なが尾お景かげ虎とらの運命──北ほう条じよう氏うじ康やすの運命──そして、武たけ田だ晴はる信のぶの運命。

　同じ時代に東国に生まれた三人の姫武将の運命は今、劇的な速度で重なり合おうとしている。

　景虎は、三み国くに峠とうげを越えられなかった。

　越えつ軍の先鋒隊と北条軍が激げき突とつする直前になって、北条軍が沼ぬま田た城の包囲をいきなり解き、いっせいに武蔵むさしへと退たい却きやくしてしまったからだ。

　乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負は、ならなかった。

　氏康に、矛ほこ先さきをかわされてしまったらしい。

　電でん撃げき的に出兵した越軍には、はるばる武蔵へ、ましてや相模さがみの小お田だ原わら城へまで遠えん征せいする準備はない。

　氏康が一目散に上野こうずけから兵を退ひいたことを三国峠の入り口で知った景虎は、（関東管領家を滅ぼそうとするほどの野望の武将が、軟なん弱じやくな）と思わず天へ向けて青竹を振ふっていた。

　それだけではなかった。

　景虎が兵を率いて春日かすが山やま城を出立してまもなく、越えち後ごを巡めぐる事態が急変したのだ。

　ひとつは、長らく病を得て伏ふしていた兄・晴はる景かげが危き篤とくに陥おちいったこと。

　もうひとつは──「見せ兵」の策によって撤兵したはずの武田晴信が、再び北信濃しなのへと猛もう烈れつな進しん撃げきを開始していたことだ。これまでの合戦とは異なり、今回は村むら上かみ・小お笠がさ原わらの一族を根絶やしにせんばかりの勢いで炎ほのおのような侵しん略りやくを開始しているという。

　どうやら晴信は越軍の「見せ兵」を、「北信濃を緩かん衝しよう地帯にしよう」という提案として受け取ったのではなく、「長尾景虎からの挑ちよう発はつ」と解かい釈しやくしたらしかった。直なお江え大和やまとにも宇う佐さ美み定さだ満みつにも、この展開は予想外だった。

　武田晴信という姫武将に対して、景虎は長らく憎ぞう悪おと言っていい感情を抱いだいていたが、いまや個人的な憎悪だけでは済まされない情勢となっている。北信濃を武田軍が制圧すれば、春日山城の目と鼻の先までことごとく武田の領土となってしまう。これまで北信濃には景虎を支持する親長尾派の国人などもいたのだ。そのため、北信濃は長らく越後と信濃諸将との緩衝地帯として機能していた。その緩衝地帯が、国盗とりの野望に燃える武田晴信率いる武田軍と越後とが接する最前線となってしまうわけだ。

　少なくとも、晴信は北信濃を「緩衝地帯」とする意志をすでに放棄している。

　宇佐美定満が「ひとたび憲のり政まささまにお約束したからには、関東出兵を中断することはできない。したくない」となおも三国峠越ごえにこだわる景虎を制止したのも、当然だった。

「急いで引き返せ。どうやら北条氏康は想像以上に用心深い武将だ。乾坤一擲の勝負は、ならなかった。氏康を追って小田原まで遠征するためには、あらゆる意味で周しゆう到とうな準備が必要になる。今すぐには無理だ。関東へ援えん兵ぺいを入れたことで、上うえ杉すぎ憲政への義はひとまず果たした。今は、北信濃の武田軍の動きを止めろ」

　直江大和も、同意見だった。越後からはるかに遠い関東などで真しん剣けんに戦う必要はない。少なくとも関東の切り取りに奔ほん走そうしている北条氏康には、景虎と本気で戦おうという意志はない。北条軍が北上してくるごとに三国峠から兵を出して牽けん制せいすれば、それで済む。

「その一方で、武田晴信は越後の海を狙ねらっているようです。北条氏康にそう宣言したのだそうです。信濃も甲か斐いも山国で、海を持ちません。武田が勇ゆう躍やくするには、越後か、あるいは駿する河がへと出なければならないのです──ですが武田と駿河の今いま川がわ家とは同盟関係にありますから、越後を盗れると確信すれば、武田晴信は即そく座ざに越後へと攻せめ入って参ります。南北に長い越後全土の平定は武田には無理でしょうが、春日山城を盗ってしまえば越後の西半分──少なくとも上じよう越えつは奪えます。武田は、直なお江え津つの港を欲ほつしているのです」

「最終的に海を欲しているとしても、わたしが関東の奥深くまで乗り込んでいる隙を見て空き巣となった越後を攻めればいいものを、なぜこうも猛もう然ぜんと北信濃を侵略してくる？　直江。武田晴信は智ち者しやではなかったのか？」

「わたくしにも予想外でした。晴信ほどの智者であっても、どうにもならない感情というものがあるのやもしれませんね。晴信とお嬢じようさまとは、反そりが合わないのでしょう」

「わかる気がする。わたしも、武田晴信が嫌きらいだ。晴信も、わたしを嫌っているのだろう」

　上杉憲政を擁ようして正式に景虎と和わ睦ぼくし、再び一門衆の上席に返り咲ざいた長尾政まさ景かげもまた、「こんどばかりは宇佐美、直江の二人と同意見だ」と景虎に具ぐ申しんしてきた。

「貴様が関東管領を押し立てて関東に秩序だの義だのを再興するというのならば気が済むまで勝手にやればいいが、ただいちどの野戦で広大な関東を切きり従えられるほど坂ばん東どう武者たちは甘くない。『武』だけでは『義』など成り立たんぞ。北条は、たとえ何度貴様が関東へ出兵しても、小田原城へと逃にげるぞ。やるのならば、上野と武蔵を切り取って領国化しろ。関東諸国を貴様の国とするのだ。それ以外に北条を潰つぶす道はない──北信濃も同じことだ。たとえ武田を追い払はらっても、村上や小笠原には領土を返すな。北信濃を長尾家の領国としろ。そうしなければ、いつまでも守り切れるものではない。それが戦国の世の理ことわりというものだぞ、景虎。無駄な義戦を繰くり返しても、この世はなにも変わらんし、今は貴様の美び貌ぼうに酔よいしれている越後の国人どもも次第に醒さめていき謀む反ほんを起こすことになる。人はな、義だけでは動かせぬのだ。利で釣つらねばならん。馬ば鹿かな真ま似ねは慎つつしめ」

　平素であれば景虎はかっとなって政景の肩かたを青竹で打っていただろうが、この時ばかりはそれどころではなかった。

　景虎は「ともあれ兄上のもとへ行き、すぐに小笠原長なが時ときたち北信濃の武将と謁えつ見けんする──まだ彼らは越後には入れていないようだ。兄上のご容体が持ち直してくれればいいのだが」と焦あせりながら、軍を引き返し、兄・晴景のもとへと舞まい戻もどっていた。

　実の妹に恋こい心ごころを抱くような異常の兄である。二度とは会わないと誓ちかったはずだったが、土ど壇たん場ばになってみると、妹としての情が勝った。

　姉の綾あやも、晴景を見み舞まいに行こうとしたが、これは実現できなかった。赤子の容体が再び悪化していたためだ──母・虎とら御ご前ぜんこと青せい岩がん院いんも、綾のもとにつきっきりとなっている。このため、景虎は二人きりで晴景と対面しなければならなかった。

　それでも景虎は、勇気を奮い起こして、晴景のもとを訪れたのだった──。




「上杉憲政は、関東管かん領れい職を譲ってもいいなどと甘かん言げんを弄ろうし、そなたを籠ろう絡らくして越後を奪い取るつもりだ。関東に再び君臨するために……仮にそなたに管領職を譲っても、そなたの婿むこになってしまえば同じことなのだから。僕はもう死ぬが、命の炎が尽つきつつある今になって、ようやく長い長い迷いから目が覚めた思いがする。なぜ、血を分けた妹に対してあのように惑まどっていたのだろうか……愚おろかな兄を許してくれとは言わないが……兄としての最後の遺言をどうか、覚えていてほしい」

　体調を崩くずしてから、晴景は酒を断った。酒を断ったことで、物静かで温厚だった頃ころの思考力をようやく彼は取り戻していた。

　断酒したところで壊こわれてしまった内臓が蘇よみがえるわけではなく、時すでに遅おそしではあったが、人生の最期に、景虎に会えた。景虎は、自分のようなあさましい兄を、許してくれたのだ。それだけで晴景は（救われた）と満たされていた。

　ただ、景虎をこのまま現世に置いていくことだけが、悔くいとなっていた。

「兄上。関東管領さまを押し立てて関東の秩序を復興することは、わたしにとっては天命のような仕事です。上杉憲政さまには琵び琶わや歌を教えていただいていますが、関東管領職を譲り受けるつもりはありませんし、決して男女の関係にはなりません。ご安心ください。直江は五年ののちにわたしに婿むこを取らせると言っていますが、あれは越後衆を黙だまらせるための方便で、わたしは生しよう涯がい婿を取りません」

「僕の愚かな煩ぼん悩のうのせいか。それとも、毘び沙しや門もん天てんとやらの声に従ってのことか」

「……兄上のせいではありません。兄上は病と酒とで、惑っておられただけです」

「……ご老公が……上杉定さだ実ざねが今しばらく生きていてくれれば……上杉憲政の亡命は、景虎、そなたの生涯を確実に狂くるわせる。越後の守護職を譲られるのとはわけが違ちがう。関東管領職を受けてはならない。父上の所行のことは、忘れよ。忘れてくれ……」

　忘れることはできません、と景虎は力なくうなだれていた。

　次々と、家族が死んでいく。

　父・為ため景かげは越えつ中ちゆう一いつ揆き討とう伐ばつの際に奇き襲しゆうを受けて戦死し、為景亡きあとに父代わりとなってくれるはずだった上杉定実も、そして、兄・晴景もまた。

「兄上……政景との和睦ののち、回復する気配を見せてくれていた姉上のお子も、長くはなさそうです……これも、わたしが越後へと引き返した理由のひとつです。政景を従軍させるべきではなかったのです」

「……政景は、宇佐美たちと異なる意見を持っていた。武田が猛然と北進してくると予想していた。理由はただ、武田晴信がそなたを嫌っているからだ、と……そこまで計算して、関東出兵に従軍したのだろう。あの男は……自分では理解していないが……景虎。お前を想っている。お前の、自分に自分で鞭むち打うつような生き方を、深く案じている……それが、あのような怒いかりの感情になって表れるのだ」

「わたしに政景の愛あい妾しようになれと言うのですか、兄上は。政景は、姉上の夫です。それだけはできません」

「そうではない。だが、長尾家という家族は、どうしようもなくこじれてしまった……景虎。僕には世よ継つぎがいない。お前までもが生涯独身を貫つらぬけば、春日山長尾家の嫡ちやく流りゆうは断絶するのだぞ。どうか、そなたがこの男をこそと頼たのんだ者と、結ばれてくれ。生涯不ふ犯ぼんの誓いなど捨ててくれ。その誓いがある限り、そなた自身がますます苦しむことになり、そして越後はいよいよ乱れる。やはり、僕のしでかした愚かな真似を、許せないのか」

「許すも許さないもありません。兄上。わたしは、兄上をお慕したいしておりました……」

　景虎は、それ以上言葉が出てこず、ただ涙なみだを流していた。

　晴景は思った。

　ああ。この瞳ひとみだ。僕が狂ったのは、この赤い瞳のせいだ。

　死を目前にして、己おのれの煩悩のすべてが燃もえ尽きた今にして、ようやく言える。

　ただ、美しい、と──。

　この瞳が、美しいのではない。赤いから、綺き麗れいなのではない。

　景虎の心根が、美しかったのだ。

　母上が。綾が。宇佐美が。直江が──景虎を、あまりにも美しい心のままに、育ててしまったのだ。

（その結果、景虎は類い希まれな少女に育った。だが、純じゆん粋すいすぎるあまりに、景虎は人ではないものになりつつある。毘沙門天の化身に……神に、なってしまいつつある。景虎を地上へ引きずり下ろそうとあがいていた男は、政景だけだったろうが……その政景も、この無む垢くな瞳を前にすれば、なにもできまい。あらゆる男を激しく惑わせると同時に、その煩悩の炎をかき消してしまう、そんな力を持つ瞳だ。家族親族が互たがいに殺し合う戦国乱世に、なぜ、景虎のような者が生まれてきてしまったのだろうか）

　美しいままに生き、美しいままに死んでいく。この世のあらゆる汚お濁だくに塗まみれることなく。女神として、散っていく。それが景虎の運命なのだろうか。あるいは、それでいいのかもしれない。同族同士が命を奪うばい合うこの戦国の日ひノ本もとに、このような義将が実在してくれるというだけで、人々は乱世に生きる希望を見み出いだせるのかもしれない。

（だが、景虎は……景虎自身は。わが妹は。それで、幸せになれるのだろうか？　ただ美しい理想と醜みにくい現実との狭はざ間まで、誰だれにも理解されない、義など実現できない、と苦しみ続けるだけではないのか。さして長くもないだろう命を……徒労のうちにすり減らしてしまったと悔いながら寂さびしく……独りきりのまま、死んでいくのではないのか。この僕のような愚かな兄が妹に看み取とられながら逝ゆけるというのに、こんなことがあっていいのか）

　死後も魂たましいだけの存在となってでも、この雪のように白い妹を守護することができれば、僕は鬼おにになってもよい、と晴景は思った。

「……景虎。そなたは、毘沙門天ではない。人間の、娘むすめだ。僕は兄としてそなたを導くどころか、むしろ惑わせてしまった愚か者だが……人として、生きてくれ。人とは、清せい濁だくいずれの心をも持つ者のことだ──神も魔まも聖も穢けがれも、すべては人の心の中に。いずれ、そなたにもわかる時が来る。それが、僕の」

　これが晴景の最期の言葉となった。




　景虎は、兄を失った。

　姉あね婿むこと、実の兄。道ならぬ関係を求めてくる男たち。親族たち。家族たち──それでもなお、晴景を憎にくむことは、景虎にはできなかった。

　ああ。ほんとうに、お優しい兄上だったのだ、これまでは病で惑われていただけなのだ、それとも、このわたしがこのような罪深い姿に生まれてきたばかりに……なぜ、あれきり兄上を放置して逃げてきたのだろう。もっと語らっていれば、あるいは兄上は、まだ生きられたかもしれない。そう自分を責めながら、景虎は（そなたは毘沙門天ではない。人として生きてくれ）という兄の最期の言葉を、胸に刻んでいた。

　妹を想う誠実な声と、慈じ愛あいに満ちた表情だった。

　聞き流すことも、忘れ去ることも、できなかった。

　人として生きるとはどういうことなのだろうか、と景虎は激しく戸と惑まどっていた。

　宇佐美はわたしに義を教え、直江は慈じ悲ひを教えた。父上は、わたしがなりきった毘沙門天の言葉によって救われた。だからわたしは──毘沙門天の化身として生きると決めた。

　もしも、わたしが人として生きれば、兄上の魂は救われるのだろうか。

　人として生きながら、義の合戦を戦い抜ぬくことは、できるのだろうか。

　人が戦いくさをすれば、結局のところ、武田晴信のように野望に憑つかれていくのではないか。父上と同じ過ちを繰り返すだけになってしまうのではないか。人とは、清濁いずれの心をも持つ者──言葉の上では、理解できる。しかし人の心がひとたび汚けがれれば、清流はすべて濁にごってしまうのではないか。国を奪えば新たに国を奪わねばならなくなり、敵を殺せば新たな敵を殺さねばならなくなり、そしてひとたび恋こいに落ちれば──。

（お優しい兄上。あなたがわたしの兄上でなかったら、あるいは。兄上の最期の遺言にすら、「承知いたしました」と微笑ほほえんで答えられなかったわたしを、どうか許してください。ですが、兄上のお優しいお言葉は決して忘れません。今は、なにもわからないわたしですが……答えを求めて、越えち後ごの外の世界を見聞して参ります）

　景虎は慟どう哭こくを抑おさえながらかろうじて立ち上がり、襖ふすまを開いて廊ろう下かへと飛びだしていた。

　視界に、庭園が開けると同時に──景虎は、本来ならば人がいるはずもない己の頭上に、気配を感じた。鳥ではない。鳥には、このような「殺気」はない──。

　曇くもり空ぞらである。

　景虎は、黒い「気」が渦うず巻まく方角を、見上げていた。

「誰だ!?」

　その者は──。

「……おおっ!?　うぬは……その、赤い瞳は……!?」

　景虎の赤い瞳に射すくめられた、黒ずくめの忍しのびは──。

　天から引き墜おとされ、景虎の足下へと、倒たおされていた。

「俺の、『鳶とびノ術』が破れた!?　馬ば鹿かな！」

　その、蜘く蛛ものように細長い手足を持つ、長身の男は。

　戸と隠がくし忍にん群ぐんの長おさ。

　通つう称しよう「鳶とび加か藤とう」。加藤段だん蔵ぞうだった。

　いわゆる天足の術、宙を飛ぶ「鳶ノ術」を、景虎の瞳に凝ぎよう視しされた瞬しゆん間かんに破られたのだ。

　加藤段蔵は、絶対の自信を持っていた「鳶ノ術」を、忍びの術などにはおよそ無む縁えんなこの小こ柄がらな姫ひめ武将に一いつ瞬しゆんで破られたことに衝しよう撃げきを受けて、無言で景虎を見上げていた。

　景虎のほうが、先に、口を開いた。

　敵なのか味方なのかも、判然としない、この土蜘蛛めいた年ねん齢れい不ふ詳しようの男の形相に、景虎は黒々とした怨おん念ねんと言葉にならない怒りを感じ取っていた。

　が、景虎には、この忍びを殺すつもりはない。

　戦場以外の場で、殺生はしない。戦場ですら、直接相手を斬きり殺す真ま似ねは、極力避さける。できる限り、峰みね打うちや、死なない程度の怪け我がを負わせる程度で留めたい。何度も実際に合戦を経験していてもなお、景虎は「不殺」にこだわっていた。

「そなたは、化生の者か。軒のき猿ざるではないな」

　加藤段蔵が、ようやく我に返ったような表情で、うなずいた。

　虚うつろのような目をしている。瞼まぶたと瞼の間が、漆しつ黒こくの闇やみに塗ぬりつぶされているような……まるで白眼の部分というものがないような、異相だった。

　全身が白く、赤い瞳を持つ景虎とは、まさしく好対照とも言える異形の者だった。

　景虎が「白」ならば加藤段蔵は「黒」。

　景虎が「聖なるもの」であれば、加藤段蔵は「魔なるもの」。

　決して相あい容いれないはずの二者が、出会っていた。

「……貴様が、長尾景虎だな。俺は、戸隠忍群を束ねる加藤段蔵。村上義よし清きよと小笠原長時を越後へ亡命させるために、先行して春日山城へ乗り込んできたのだ」

　加藤段蔵は、落ち着きを取り戻もどしていた。景虎が、殺気を放たなかったからだ。

「入るならば正面から来ればよいものを。無ぶ粋すいな真似を。わたしは、かかる非礼が嫌きらいだ」

「急いでいたのだ。『鳶ノ術』を用いれば門番どもを無視して、貴様に直接会えるのでな。俺のこの術を破った者は貴様がはじめてだ、長尾景虎よ」

「鳶ノ術……天てん狗ぐの法か？　修しゆ験げん道どうを究めれば、空を飛ぶ天狗の法を身につけることができるという」

　かつて、足あし利かが将軍を廃はいして自分の傀かい儡らいを将軍位につけるなど、専横を極めていた細ほそ川かわ政まさ元もとという実力者がいた。関東管かん領れいではなく、都の幕府における管領である。

　しかしこの細川政元は、「半将軍」とさえ呼ばれ、将軍を自在に操れる立場にいながら、現実の世界のまつりごとにも合戦にも嫌いや気けが差し、次第に修験道の熱ねつ烈れつな修行者となっていった。修験道は、日ノ本古来の山さん岳がく信しん仰こうに密教などの新しい外来信仰が融ゆう合ごうされて生まれた中世日ノ本独自の信仰体系である。この修験道においては、「禁きん欲よく」が尊ばれる。細川政元は独身を貫き、飯の代わりに土を食い、ついには天狗の法を会え得とくして空を自在に飛んだとも言われていた。政務を放ほう棄きし、奥おう州しゆうを目指していきなり失しつ踪そうしてしまったこともある。奥州には出で羽わ三さん山ざんをはじめとする修験道の霊れい山ざんが数多く存在するからだ。

　景虎には修験道の修行経験はないが、信濃しなのの戸隠山や飯いい縄づな山界かい隈わいに天狗の法に似た外道の術を体得している者たちがいるということは知っていた。

「フフ。修験道で言うところの天狗の法と、俺の鳶ノ術とは、本質は同じだが流りゆう儀ぎが少し違ちがう。魔ま法ほう半将軍・細川政元は『愛あた宕ごの法』と『飯縄の法』を修行したそうだ。きゃつの『飯縄の法』は、戸隠山系ではなく、飯縄山系列の術よ。管くだ狐ぎつねを式神の如ごとく用いて、敵に取りつけて殺すという邪じや法ほうよ。いずれにしても、政元は修行を完成させることはできなかったようだが。結局は、細川家の内ない紛ふんに巻き込まれて暗殺されてしまったからな」

「それではそなたが用いた鳶ノ法とは、戸隠忍群の術なのか」

「そうだ。戸隠には『石』がある。天あまの岩いわ戸との扉とびらだったとされる、天から飛来したご神体だ。そいつからは、見えない『気』が発せられている。たいていの者は、この石に近づけば、全身から、あるいは目や鼻から血を流して死ぬ。選ばれた子供だけが生き延び、己の体質に見合った術を会得することができる……鳶ノ術は、戸隠においては究極の術でな。会得できた者は、今生きている忍しのびでは、俺と猿さる飛とび佐さ助すけだけだ」

「猿飛、佐助？」

　景虎はあやかしの力も妖よう術じゆつも魔法も信じない──いや、人じん智ちを超こえた神仏の力がこの世にあることは信じているが、決してその力には頼たよらない。だが、まつりごととも合戦とも異なる不可思議な「忍び」の世界に、「神々」の息い吹ぶきを感じ、そして、興味を抱いだいた。

「猿飛佐助とは、関東管領家から武田晴信に寝ね返がえった真さな田だ幸ゆき隆たかが飼っている山やま猿ざるよ。もとは俺と同じ戸隠忍びだが、今や戸隠忍群は真っ二つに割れている。武田方に仕えて土地と侍さむらいとしての身分を得ようとしている者。あくまでも戸隠山に籠こもり『石』を守り、自由を謳おう歌かし続けようとする者。俺は後者だ。そして今、武田晴信に敗れ去ろうとしている」

　武田晴信。

　父親を駿する河がへと追放し、甲か斐い一国を奪い、今また信濃を侵しん略りやくし併へい吞どんしようとしている野望の姫武将。

　北条との電でん撃げき的な決戦をかわされ、兄を失い、戸惑っていた景虎の心はこの時、まだ見ぬ「武田晴信」への憎ぞう悪おともいらだちとも言えない感情に占しめられたと言っていい。

「その武田晴信がいよいよ北信濃を併吞し、戸隠山をも奪い取ろうとしているのか？」

「そうだ。手始めに、戸隠山の表おもて玄げん関かんとなっている善ぜん光こう寺じ。次に飯縄山、そして最後には戸隠山を。『石』を破は壊かいするか、あるいは、武田のために戦う異形の忍びを生みだす場とするか、いずれにしても戸隠山の独立性は奪われる。晴信は、諏す訪わ氏を滅ほろぼして諏訪の社をわがものとしてしまった女だ。戸隠に対しても、容よう赦しやないだろう」

「それで、そなたは村上義清側についたのか」

「そうだ。その村上と小笠原が、今、越後への亡命を望んでいる。すでに両りよう雄ゆうともに、北信濃における拠きよ点てんのほぼすべてを失った」

　北信濃の村上義清たちが越後への亡命を企き図としていると知って激げき怒どしていた武田晴信は、越後軍が「見せ兵」を北信濃へ送り込んだことでいったん退たい却きやくしたものの、かえって「越後が北信濃の紛ふん争そうに関わるというのか」と景虎への憎しみを強くしたらしい。景虎が上杉憲政の要よう請せいに応えて関東へ出兵しようとしていた隙すきに、再び軍を興おこした晴信が北信濃へと激げき烈れつな攻こう勢せいをかけたため、再起を期していた村上義清は北信濃における拠点を次々と失い、今や落ち武者同然となっているという。

「受けるか否かは、貴様次第だ。すでに越後軍の先せん鋒ぽう隊は関東へと出兵してしまったと聞く。ならば、俺の春日山城への到とう着ちやくは一歩遅おそかったということだな……真田の包ほう囲い網もうをかいくぐるのに、手間取った。不意に結界の一部が破れたので、ようやく辿たどり着けた」

「……北信濃に『見せ兵』ではないほんものの援えん軍ぐんを出せば、いよいよ武田晴信と戦うことになるな。わたしは、上杉憲政さまを関東へお戻しするために北条氏康と戦うと決めたところだったが……」

　村上義清と小笠原長時からの書状を、加藤段蔵は景虎に差し出してきた。

　村上義清の書状は「すでにいちど助けてもらっている。断られてもそなたの義の精神を疑うものではない」とそっけなく簡素なもので、一方の小笠原長時の書状は「もうダメだ！　あれしきの見せ兵だけじゃ足りねえ！　信濃守護の俺さまを本気で助けろ！」と尊大極まる文面だったが、両家ともにもはや武田晴信には太刀打ちできないところまで追い詰つめられていることだけは共通していた。小笠原長時はかなり以前に本城を捨てて、村上のもとに亡命していたのだ。どうやらその小笠原が、執しつ拗ように村上義清に「越後の長尾景虎ちゃんのもとに行こうぜ！」と勧すすめているらしい。村上義清のほうは、滅ぶなら滅ぶまでだ、最後まで武田晴信と戦う、それだけだ、と決戦の覚かく悟ごを固めていたが、景虎の義将としての評判がまことかどうかを見極めたくて、景虎を一目見たいと心を動かされたらしい。

　景虎はしかし、城の取り合いよりも、戸隠山の『ご神体』を晴信がどう扱あつかおうとしているかということに興味を抱いた。もとより、景虎に領土欲よくはない。それよりも、『石』だった。どうやら『石』は、聖なるものらしい。しかし同時に、加藤段蔵の如き魔ま物ものを生むものでもある。聖と魔とは、常に表裏一体なのだ。景虎が自らその化身を名乗る毘沙門天もまた、魔族である夜や叉しやや羅ら刹せつを従えている。「力」に聖せい邪じやはない。「力」を手にした者の意志が、聖邪を決めるのだ。ならばこそ、武田晴信に『石』を渡わたしてはならない、と景虎は思った。

「……武田晴信は戸隠山の『石』に挑ちよう戦せんし、自ら天狗の力を得ようとすると思うか、加藤」

「いや。歳としを経てからでは、『石』には適応できん。幼子でなければ、生き延びられる可能性はなくなるのだ。それに奴やつは、天狗の力を自ら欲ほつするような女ではない。そのような力は、忍びの者が会得すればいい、武家の大将たる者には無用、と思っているだろう」

「そうか。加藤段蔵。わたしが『石』の前に立っても、適応はできぬか。わたしは死ぬか」

　貴様には「石」など必要ない、と加藤段蔵は意外なことを口走った──どこか、景虎を畏い怖ふしているかのような、口ぶりだった。

「無用だ。貴様は、生まれながらにして、『胆きも』が開いている希け有うな体質の持ち主だ」

「『胆』？」

「密教で言うところの『輪りん』のことだ。貴様は、通常の人間ならば『石』の試練を乗り越こえねばならない力をはじめから身につけ、しかもすでに使いこなしている。貴様のような者は百万人に一人もおらぬ。忍びなど、どれほど修行を積もうとも貴様の足下にも及およばぬ」

「わたしには、覚えがないぞ。そもそも、わたしは空など飛べぬし、なんの力もない。日の光を浴びるだけで倒れてしまうような身体だぞ」

「長尾景虎。貴様のその『目』が、しるしだ。その赤い瞳ひとみは、『破は邪じやの瞳』だ。その瞳で睨にらまれた戸隠忍びは、みな、その瞬間に気を散らされ、『力』を奪うばわれる。先刻、俺の鳶ノ術を貴様が破った時に、貴様がもっと長く俺を凝視し続けていれば、あるいは殺意をこめて俺を睨んでいれば、俺の五体は空中で爆ばく発はつしていただろう。俺は術を瞬しゆん時じに解かれたことで、かろうじて生き延びたのだ。それが、貴様の力よ」

「……ではわたしは、まるで化け物だな」

　貴様はまことに毘沙門天の化身なのだろう、と加藤段蔵はつぶやいていた。

「修験道の開祖は、孔く雀じやく明みよう王おうの呪法を会得し前ぜん鬼きと後ご鬼きを使役していた役えんの小お角づのだが、その役小角が摂せつ津つに開いた本ほん山ざん寺じは、小角自身が彫ほった毘沙門天像を祀まつっている──どうやら修験道と忍びと毘沙門天とは、はじめから深く結びついていたらしい」

「面めん妖ような言葉を。わたしを操るつもりか、加藤段蔵」

「いかなる者であれ、貴様の前に立てば、貴様の放つ圧あつ倒とう的な力に不干かん渉しようではいられまい。操るのか、操られるのかは、貴様次第よ。だが、俺にはわかる。異形の者に──神の化身に生まれついた以上、貴様は武田晴信とは決して相容れまい」

「なぜだ」

「武田晴信は、徹てつ頭とう徹てつ尾び、人間だからだ。あれは人間としての野望に憑つかれた人間の娘むすめ。神々の力をも、己おのれの野望のために利用し尽つくし、用済みとなれば捨てるだろう。長尾景虎とは、なにもかもが真逆よ。その両雄が今、国境を接しようとしている。晴信が欲しているものは、忍しのびを生みだす戸隠山ではなく、海だ。貿易によって巨きよ額がくの利を得て、上じよう洛らくのための軍資金を稼かせぐ。それが晴信の信濃侵しん略りやくの最大の目的。だが、越えち後ごの海へ到とう達たつするには、戸隠山とこの春日山城を併吞せねばならん。晴信は必ず越後へと攻せめ寄せてくる。関東管かん領れいがどう言おうが、越後の守護としては──武田の北上を阻そ止しする他はあるまい」

「……加藤段蔵。貴様の言葉に操られはしない。だが、わたしも常々そう思っていた。武田晴信を捨ててはおけぬ、と」

　しかしそなたを信じたわけではない。そなたの黒い瞳には、なにやら澱よどみが見える。わたしを裏切り、あるいは謀たばかろうとするのであれば、いくら不殺を誓ちかう身といえども容赦はできない、と景虎は再び加藤段蔵を睨みつけていた。

「わたしは、人の心の黒い部分には無む頓とん着ちやくだが……そなたにだけは、必ず将来裏切られる予感がする。妙みようなものだ」

「俺と貴様とはいわば神と魔、陰いんと陽、光と影かげ。お互たがいに異形の者同士だからだろう。だが、お前は本来、戦乱の世に苦しむ民たみの心を救う仏ぶつ陀だへの道を歩むべき者であったのに、酔すい狂きようにも人の命を奪う武将になるとはな。惜おしいことだ。フフフ」

「わたしとて出家したい思いにずっと憑かれている。だが、義も慈じ悲ひもすべては合戦によって果たさねばならない。それが乱世だ。わたしは、細川政元の愚ぐを繰くり返したくはない」

「貴様のその瞳は『石』にも匹ひつ敵てきし、あるいは凌りよう駕がする。俺が守護すべきものだ。出家したいという思いが勝った時には俺を呼ぶといい。どこの霊山にでも連れて行ってやろう」

「そして、わたしをかどわかすつもりか？」

「かもしれんな。永遠不ふ滅めつの実体ではあるがものいわぬ『石』を守り続けるよりも、生きた人間でありながら『神』の力を顕けん現げんさせた貴様をかどわかしてどこぞへ落ち延びてこそ、『石』に縛しばられてきた俺の怨おん念ねんも晴れるかもしれぬ。その時には、鳶加藤は二度と天へと飛び立てぬただの凡ぼん夫ぷに成り下がっていようがな……破邪の瞳を持つ貴様といる限り、鳶ノ術は使えないのだから。だが魂たましいの救済とは、案外そのようなものかもしれん。フフフ」

　景虎は、戸隠山の荒あらぶる神の力を身に帯びた加藤の、黒い瞳の奥に潜ひそむ澱みの正体を察した。それは権力欲でも権けん勢せい欲でもなく──悠ゆう久きゆうの時を戸隠山に封ふうじられた『石』そのものの怨念だった。天から降ってきたという『石』は、もはやこの地上に留まることを望まず、己自身の「力」から解放されたがっているのだ──。

「フフフ。『俺の女』に相応ふさわしい女人は、わが鳶ノ術を破った貴様だけだ、長尾景虎。貴様のためならば、『石』を捨て去っても構わぬ。俺も『石』もその時こそ、自由になれる」

「……黙だまれ加藤！　わたしは毘沙門天の化身だ。誰だれの『女』にも、わたしはならない！」

　景虎が怒ど気きを発すると同時に。

「村上義清と小笠原長時が、まもなく越後へ入る。ここに越後と北信濃の連合は成ったぞ」

　声だけを残し、加藤段蔵の姿が、消えていた。

　景虎の気が乱れた一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、鳶ノ術を再び用いたのだろう。

（まさに魔ま性しようの者だ。心の隙間に入り込まれれば、操られる。だが、毘沙門天は夜叉をも羅刹をも調ちよう伏ぶくした。わが怨おん敵てきは『石』を祀る戸隠忍群にあらず。諏訪に続き、戸隠山、飯縄山、善光寺をもわがものとするために、我が欲よくの戦いくさを続ける姫ひめ武将──武田晴信）

　越後は広い国だ。上じよう越えつ、中ちゆう越えつ、下か越えつの三国が数珠じゆずつなぎになっていると言ってよく、国境線が長い。北条との戦いを関東で遂すい行こうしながら、同時に武田の北上をも阻止せねばならない。しかも武田・北条の両家は、事実上同盟している。武田は信濃しなのと越後の海を望み、北条は関東の平定を望んでいる。利害が一いつ致ちしているのだ。両家と同時に戦うことは可能なのだろうか、と景虎ほどの武の持ち主が逡しゆん巡じゆんした。

（いや、可能か不可能かではない。やるのか、やらないのか、それが重要なのだ。義戦とは、そういうものだ。兄上からの道ならぬ求愛をわたしは拒こばんだ。五年後の祝言の話も、祝言を引き延ばすための方便で、最初から誰の求愛を受けるつもりもない。この上、他国からの救きゆう援えんの声すらも拒んでは……義将として失格ではないか。ならば、わたしは人でもなければ神でもない、得体の知れない化け物になってしまう。あの、加藤段蔵のような……ただ、奇き妙みような「力」に支配され、そのような自分自身の運命を呪じゆ詛そする異形の者になってしまう。わたしは……）

　わたしは、毘沙門天の化身として、義戦にこの生しよう涯がいを捧ささげるしかないのだ。

　この時、景虎は「北信濃に自ら出兵し、武田晴信を追い払はらう」と決意した。




　　　　※




　加藤段蔵から遅おくれて三日後、春日山城に、北信濃からの敗将たちが登城した。

　兄・晴景の葬そう儀ぎを慌あわただしく終えてまもなく、景虎は、彼らに謁えつ見けんした。

　直江大和と宇佐美定満も侍はべっている。

　母や姉とともに晴景を失ったことを悼いたむ時間すら、景虎には与あたえられなかった。

　景虎が越後の守護職を継つぐや否や、関東と信濃とでほぼ同時に旧体制が崩ほう壊かいし、関東管かん領れいと信濃守護が次々と越後へと亡命してきた。

　景虎も、直江も宇佐美も、これは偶ぐう然ぜんではないと理解していた。

　越後でも、関東でも、信濃でも、時代は大きく転てん換かんしようとしている。

　いわば、日ノ本の戦国時代は、「下げ克こく上じよう」によって旧体制が崩壊していく初期から、武田や北条のような戦国大名が隣りん国ごくを侵しん略りやくし、武力で旧支配者から領国を奪い取る中期へとさしかかっていた──。分ぶん裂れつした日ノ本の再統一への機運が高まっているのだ。

　が、景虎は、あくまでも旧秩ちつ序じよの復興にこだわっていた。

　戦国大名になどならぬ、他国の領土など奪わぬ、と景虎は固く誓っている。武田家は、源げん氏じの一門にして甲か斐い守護職を務めてきた旧勢力を代表する家いえ柄がらでありながら、信のぶ虎とら・晴信の二代のうちに隣りん国ごく信濃を容よう赦しやなく攻め落とす戦国大名となった。まして、今川家の家臣から身を起こして関東を乗っ取ろうとしている北条家など論外である。北条家とは僭せん称しようにすぎず、その実体は伊い勢せ家にすぎない。

　ともあれ──。

　景虎は、北信濃の諸将に声をかけていた。

「よく越後へ来てくれた。面おもてをあげよ」

「……旧葛かつら尾お城主、村上義清。今は、流る浪ろうの身だ。武田晴信を二度までも戦場で討うち損じ、こうして生き恥はじをさらしているが、長尾景虎という武将に興味があって、落ち延びてきた」

　北信濃の狐こ狼ろう、村上義清。すでに初老にさしかかっているが、気力体力ともになおも満ちている。

　これが、奸かん智ちに長たけた武田晴信を二度までも戦場で撃うち破った勇将か。敗将となりながらも、まるで媚こびていない。景虎は、村上義清の誇ほこり高さに同じ武士として好意を抱いだいた。

　しかし一方の、信濃守護の小笠原長時。

「うおおおおお。これが景虎ちゃんか！　聞きしに勝まさる美少女だ！　がはは、この俺の嫁よめにならないかッ！　村上は真面目な顔をしているが、実は十人以上もガキを儲もうけている性せい豪ごうだぞ！　こういう裏表のある男がいちばん信用ならんのだ。その点、俺さまは正直者！　いい女はぜんぶ俺のものにして抱くッ！　わが言葉に、一点の曇くもりなし！　その上、越後守護と信濃守護とが結ばれれば鬼に金棒だーッ！」

　外見はそれなりに上品な貴公子に見えるのに、口を開くとなんとも下品な男だった。

　景虎は（な、なんだこの男は……な、長尾政景よりも酷ひどいな。小笠原家と言えば礼れい儀ぎ作法に五う月る蠅さい名門だったはずだが）と啞あ然ぜんとした。上杉憲政のような雅みやびな貴公子を想像していたのに、まるで違ちがう。

　さしもの村上義清も煙けむたそうに目を半開きにして、小笠原を睨みつけている。

「お、小笠原長時。わたしは越後の国主となってより五年は誰とも祝言を挙げないと決めている。世よ継つぎを儲けるよりも、義戦を遂行する仕事が先だ。わたしは救いを求められればどこへでも出兵し、そして勝つ。武田晴信と戦い、北信濃の領地を奪だつ回かいする。次は、見せ兵ではなく、ほんものの軍団を率いて」

「おおっ!?　ありがてえ、景虎ちゃん！　関東でことを構えていて忙いそがしいんじゃなかったのか？　そうかそうか。俺さまに惚ほれたのか、がはは」

「み、淫みだらな発言は控ひかえよ、小笠原。わたしは毘沙門天の化身である。この身を汚けがそうとする者は仏敵と見なして容赦なく青竹で打つぞ──不殺の誓いも、貞てい操そうを守るためならば破ってもやむを得ないとわたしは近ちか頃ごろ考えを改めた。わたしが越後守護となって以来、お前のような輩やからが増えたからだ」

「……ちっ。そう簡単には押し倒たおせそうにねえな。まあいい。景虎ちゃんが処女だということは間ま違ちがいないのだ。必ずや俺さまが最初の男になってやる、ぐふふ」

　景虎は、これほど露ろ骨こつな男に出会ったのははじめてだった。頭痛がした。

　武田晴信は強い、容易には打ち払えぬ、と村上義清が漏もらした。

「村上義清。そなたは二度、武田晴信を倒したのではなかったか？」

「たしかに俺は、局地戦では勝ちを重ねた。正面対決で晴信に負けたことはない。だが、晴信の首を盗とることはついにできなかった。その結果──真綿で首を絞しめられるように付け城を徐じよ々じよに奪われ、孤こ立りつさせられ、越後へ亡命する他はなくなっていた」

　そうだ。俺さまたちは合戦では武田に負けちゃいねえ。山やま本もと勘かん助すけの悪あく謀ぼうと真田の忍びどもにやられたんだ！　と小笠原が鮫さめのように尖とがった歯をむき出して怒ど鳴なっていた。

　村上義清が「小笠原軍は武田と正面きって戦って塩しお尻じり峠とうげで大敗したではないか」と小笠原を再び睨んだ。

「うるせー黙れ。景虎ちゃんへの俺の印象が悪くなることを言うなこの好色爺じじいが。神将の景虎ちゃんは、合戦に強い男が好きなのだ！　だがしかし越後国内には景虎ちゃんに勝てる武将などいねえ。となると景虎ちゃんの婿むこ候補は俺か貴様しかいないのだっ！」

　俺にはもう妻も子もいる、黙ってくれ頭が痛い、と村上義清は額を押さえながら小笠原の口を閉じさせた。小笠原が転がり込んできて以来、毎日この調子なので辟へき易えきしているらしい。水と油のように合わない二人だ、と景虎は思った。小笠原ではなく村上義清が信濃守護であれば、信濃はかくも無残に武田などに侵略されずに済んだものを、と惜しんだ。

「真田忍群はいかにしてそなたを破ったのか、村上義清」

「……加藤段蔵からすでに聞いているとは思うが、真田忍群とは、戸隠忍群から分かれて真田家に仕えた一派だ。異形の力を使う連中だが、いずれにせよ戸隠忍群の異形の力は、わずかな時間しか使えぬ故ゆえに、合戦場ではさほどの役には立たぬ。が、諜ちよう報ほう、攪かく乱らん、暗殺などの影の仕事をやらせれば、諸国の忍びよりはるかに役に立つ。武田晴信はその真田忍群を用いて、わずかな手勢だけで砥と石いし城を落とした。『砥石崩くずれ』の敗戦を忍びどもの活かつ躍やくだけで取り戻もどし、ついには俺を北信濃から追い落としたのだ」

　汚いやり方だ、と景虎は憤いきどおった。

「武田晴信は、はかりごとをもって城を奪うばい国を盗る姫武将か」

「いや。はじめは二度までも、俺に正面から仕し掛かけてきた。そこまでは、父親・信虎にも似た猪いのしし武む者しやだった。だが、二度続けて俺に敗れ、武田四天王のうちの三人までもを失った。それから、戦い方を変えたのかもしれん。決戦するたびに人材を失っていては、城は奪えても人が減っていく。それでは武田家は保もたぬ、と悟さとったのかもしれん。どうせ城を盗るなら、死ぬ人間の数は少ないほうがよほどいい。晴信は俺のような故郷を守ることしか知らぬ田舎者とは違う。長い目で見れば──天下をうかがうほどの野望を抱いているであろう晴信は、城と人の命とを交こう換かんしたくはないのだろう」

　愚おろかな話だ。正面から戦えば将を失うのは、晴信が弱いからだ、と景虎は憤った。わたしは、こたびの急な関東出兵では出で遅おくれたが、合戦に臨のぞんでは常に自ら先頭を駆かける。本ほん陣じんに隠かくれて諸将を前線へ送り込んだりはしない。大将自らが先せん陣じんを切って戦えば、自らが討ち死にしない限り、諸将や足軽たちの命を次々と失うようなことはない。戦場で晴信の陣に自ら突とつ撃げきをかけたという村上義清も、自分と同じ種類の「いくさびと」なのだろう。

「村上義清。真田幸隆とはいったい何者なのだ」

「真田氏を名乗ってはいるが、もとはどこから来たのかわからん。武家ではあるまい。戸隠山の忍しのびや『山の民たみ』たちを真田の庄しように定住させ、『山の民』どもと農民と武家とがともに暮らせる公く界がいを作ろうとしている妙みような女だ。いちどは俺が信濃から追い払ったが、武田方の軍師・山本勘助を通じて、武田晴信に服従した」

「山本勘助の野や郎ろうも、隻せき眼がんで片足が萎なえている上に、得体の知れない宿すく曜よう道どうなどという術を用いる奇妙な男だからな。がははは。まるで、たたら師のような野郎だ。武田晴信ちゃんは──にっくき俺の敵ではあるが、俺さまはかわいい女の子は敵であろうがその美しさを素直に愛めでるのだ──神みわ氏しを滅ほろぼし守護職を追放する一方で、あんなたたら野郎みたいな奴やつを軍師として重用し、真田のような忍びの一族を直参同様の待たい遇ぐうで召めし抱かかえる。変わった女だぜ！」

　小笠原長時が、笑った。

　そうか。晴信は、武家だろうが忍びだろうが「山の民」だろうが、ひとたび「武田家」に所属するとさえ誓ちかえば徹てつ底てい的に平等に扱あつかう。身分による差別をしない女らしい、と景虎は気づいた。

　人は生まれながらに本来は平等であり、身分や血の価値などは能力や志に比べれば一段劣おとる、と信じているのだろう。その考えじたいは、景虎も理解できた。だがその理り屈くつは、あくまでも自らが「正義」の範はん疇ちゆうにいてこそ有効なのである。己おのれを律してこそはじめて、旧秩序を踏ふみ越こえることが許されるのだ。そうでなければ、「自分が父親より優れているのならば、父親を隣国へ追放して国を奪ってもいい」ということになる。

「その理屈が、甲斐源氏の嫡ちやく流りゆうでありながら、武田晴信を下克上の戦国大名にしてしまったのか──不ふ埒らちな。わたしは、これ以上武田晴信を捨て置けない。自分の父親を国から追い払うなど言語道断だ。直江。宇佐美。ただちに北信濃へと出兵する。春日山城からは、北信濃は近い。こんどはわたし自身がじきじきに先陣をきる」

　村上義清が「越えち後ご守護が自ら戦場へ？」と声をあげていた。

「北信濃へ出兵するというのか。北条氏康とことを構えていながら、さらに武田晴信と戦おうというのか。いくら神将でも」

「村上義清。北条はしばらく上野こうずけへは出てくるまい。わたしはこれより武田を北信濃一帯から蹴け散ちらし、そなたたちの領土を奪回する」

「俺の言葉を聞いていなかったのか。今の武田晴信は武辺だけの姫ひめ武将ではない。謀ぼう略りやくと武とを織り交ぜて変へん幻げん自じ在ざいの戦いくさをやる。この俺と幾いくたびも死し闘とうを繰くり広げていくうちに、武田晴信はとてつもなく強くなった。戦略なしに決戦を挑いどめば、晴信の思う壺つぼとなるぞ」

「野望と欲よくに身を焦こがされている人間の女などに、毘沙門天は敗れぬ」

「ではせめて、約束してほしい。北信濃しなのへ出兵したらただちに、奪回した城を直ちよつ轄かつ領にしろ。かつての俺の領土……旧村上領をもだ。旧主たちに城を返へん却きやくしたところで、もはや北信濃の諸将は武田から自分の城を守り切れん。それでは堂どう々どう巡めぐりになり、ついには晴信の異様な妄もう執しゆうの前にお前は敗れる。ただ故地を守れればそれでよい、と恬てん淡たんとしていた俺がこうして敗れ去ったように。俺と小笠原には、越後の片かた隅すみに捨すて扶ぶ持ちでも与えればよい」

　小笠原長時が「なにを言うんだてめえええ！」と村上義清に突つっかかったが、村上義清は聞いていない。義清はひとえに、景虎を武田との終わりのない抗こう争そうへ巻き込むことを危き惧ぐしていた。まさか、対面したその席で景虎が「北信濃へ出兵し晴信と対決する」と即そつ決けつするなどとは思っていなかったのだろう。

　景虎は、その村上義清の言葉と心に、義を見た。義には義で応えねばならない。

「村上義清。わたしは毘沙門天の化身である。北信濃の領土を奪ったりはしない。それでは、わが戦もまた欲の戦となり、人の戦となり、晴信と戦う大義名分を失する。わたしが求めるものは、乱世に秩序と義を回復することのみだ」

「武田晴信は強い。晴信には、真田忍群を縦横に用いる山本勘助という食わせ者の軍師がいる。北条氏康もまた、したたかな女だ。この両りよう雄ゆうと同時に戦い、かつ、一寸の領土も奪わないなど──そのようなことが、できるはずがない。お前のその夢は、徒労に終わる」

「徒労に終わるかどうかが問題なのではない。生きているうちになにをなそうとしたか、その道程こそがすべてなのだ。村上義清」

「……そなたは……ほんものの、義将だな……もはや、亡国の将にすぎぬ俺の言葉では止められまい。越後の古参たちに任せるしかないな。直江大和と宇佐美定満に」

　直江大和と宇佐美定満は、顔色を変えていた。村上義清・小笠原長時の両者と対面した景虎が義ぎ憤ふんにかられて「北信濃出兵」を唱える。予想できていたことではあったが、あまりにも景虎は性急すぎる。晴景があとしばらく存命でいてくれれば、景虎とて春日山城に留まってくれただろうが──むしろ、兄・晴景を失った喪そう失しつ感かんを、景虎は戦場に出ることで忘れようとしているのかもしれなかった。

　景虎自身、自覚があった。しばらく、この春日山城から離はなれたかった。早く、戦場を駆けたかった。敵と、戦いたかった。さもなければ、やりきれなかった。

「お嬢じようさま。お待ちください。すでに上じよう洛らくの日が迫せまっているのです」

「景虎。お前が武田晴信を嫌きらっているのは知っているが、北条と武田を同時に敵に回しての二正面作戦など正気の沙さ汰たじゃねえぞ！　落ち着け！」

　直江と宇佐美の小言には慣れている。景虎は、（二人の理屈と情は痛いほどにわかっている。だが、譲ゆずれない）と微び笑しようして受け流した。

「これは義戦だ。越後守護となった今、隣りん国ごくの救きゆう援えんに応じねば、わたしもまた武田晴信と同じ簒さん奪だつ者となってしまう。口先だけならば、いくらでも綺き麗れい事を言うことができる。だからわたしは、己の口にした言葉をまことにするために、行動するしかない」

「なあ、景虎。武田晴信が見せ兵の謎なぞかけを無視して攻せめてきたということは、徹底的に越えつ軍と戦うと決意したってことだ。北条氏康のようにあっさり撤てつ退たいしたりはしねえぞ！」

「やむを得ない宇佐美。宿敵・村上義清を制したことで、武田晴信は己こそ戦国最強の武将であると思いあがっていることだろう。放置しておけば、これまで以上の非道をやるに違いない。だからこそ、武田晴信に毘沙門天の戦を見せてやるのだ──神の戦を。なにが悪で、なにが義かを、あの野望に取りつかれた女に知らしめてやるのだ」

　さすが景虎ちゃん！　と小笠原長時が歓かん声せいをあげ、村上義清が「……俺はあるいは、生しよう涯がいの主君を得たのかもしれん。だが、しかし……」と複雑な思いで目を細めていると。

　お待ちくださいませ！　と景虎を制止した者がいた。

　父の代から長尾家に仕えている、財務方の官かん僚りよう武将、大おお熊くま朝とも秀ひでだった。

　見た目も商人風の優やさ男おとこで、越後の国人の多くは合戦のたびにこの男に銭ぜにを借りている。

「戦には、戦費というものが必要です。わが国は国こく人じん衆しゆうと直参の諸将を関東出兵に動かしたばかりで、しかも景虎さまは上野において防衛した城をすべてそのままにして、彼らに恩賞として分け与あたえていませんから、ありていに言えば諸将は赤字なのです。この上、間かん髪はつを容いれずに北信濃への出兵を命じれば、戦費を捻ねん出しゆつできずに首が回らなくなる者も出て参りますし、謀む反ほんが起こる恐おそれもございます」

　景虎は、戦費のことを深く考えたことがなかった。越後は途と方ほうもなく豊かな国だったし、内政については宰さい相しようの直江大和に任せきってある。

「関東で手て柄がらをあげた本ほん庄じよう繁しげ長ながは、領土など得られずとも、わたしから感状を与えられて喜んでいたが」

「お嬢さまからの感状など、彼らにとっては要は恋こい文ぶみのようなものです。一時しのぎにすぎません！　土地の代わりに恩賞として感状を渡わたすという行こう為いを何度も繰り返せば、いずれ感状は紙切れ同然となってしまいます。なぜならば武家たる者、家臣を食わせねばならないのです。せめてあと半年、お待ちください」

「……北信濃へは、わたし自身が出兵する。問題はない。国人衆は、余よ裕ゆうのある者だけが参戦すればよい」

「景虎さま！　戦は遊びではありません。人の命も、兵ひよう糧ろうも、銭も失われるのです。いくらわが国が青あお苧その貿易で荒あら稼かせぎしているとはいえ、財源は有限なのです！」

「大熊。わたしは商売人ではないぞ。武士だ！　兵は一人たりとも無む駄だ死じにさせぬ。わたし自身が軍を率い、勝つ。勝つための銭勘かん定じようはそのほうが宰相の直江とともに知ち恵えを絞しぼって考えよ！」

　直江大和が、「他国を助けるための義の合戦などは銭がかかるだけです！　土地なり城なり人なりを奪わねば、黒字にはなりません！」と激高する大熊朝秀を「上洛の折には、その青苧の販はん路ろをさらに拡大するための工作も予定しております」と宥なだめた。

「大熊どの。お嬢さまの武名が畿き内ないにて鳴り響ひびけば、巨きよ額がくの利が保証されましょう」

「しかし直江どの。今、北信濃で合戦をはじめれば、上洛の計画そのものが流れてしまうではありませんか！」

「そのお言葉は、ごもっともです。合戦の期限を切りましょう。それに、もともとお嬢さまはお身体がお弱い。長い遠えん征せいには、耐たえられませんのでね」

「期限内に、武田晴信を倒たおせますかな？」

　武田晴信が決戦に挑んでくれば、倒せる、と景虎はうなずいていた。

　義だけでは人は動かせない──この「真理」を潔けつ癖ぺきな景虎が実感するまでには、まだ、しばらくの時間がかかる。大熊朝秀はなおも納得できないようで歯がみしていたが、直江大和の凍いてついた視線が強引に彼の口を封ふうじてしまった。

　見かねた村上義清が、「武田軍と戦うならば善ぜん光こう寺じ平だいらの南、川中島だ」と進言した。

「砥石城と葛尾城を落とした武田晴信は、俺が越後へと落ち延びている隙すきに犀さい川がわを渡り、善光寺を接収するつもりだ──善光寺は、戸隠山の表おもて玄げん関かんにあたる。さらに、諏す訪わ神社が南信濃の民衆にとって特別な聖地だったのと同じで、北信濃の民衆にとっての聖地といえば善光寺だ。たとえ武力で国を強ごう奪だつしても統治は難しいが、その土地に住まう民衆の信しん仰こう心を摑つかめば、侵しん略りやく者の武田晴信であろうとも奪うばった国を治めることができる」

「わたしは、国など奪わぬ。晴信め。人々の信仰心まで利用して、領土を拡大しようとは。卑ひ劣れつな女だ」

　常の晴信ならば慎しん重ちように戦うが、今の晴信は越後の「見せ兵」によほど立腹しているようで「城を奪えるだけ奪え」とばかりに北信濃を蹂じゆう躙りんしている。どうしても決戦するというのならば、晴信の戦意が高こう揚ようしている今こそがその時期だろう、と村上義清は告げた。

「が、この決戦が成らねば、関東に続き北信濃での戦局も泥どろ沼ぬまになるぞ。長尾景虎。その覚かく悟ごは、あるのか」

「ある。関東はわが父の汚お名めいをそそぐために鎮ちん撫ぶしなければならない宿命の地であり、決して捨て置けない。しかし同時に、この春日山城の目と鼻の先で自らの父親を追放した女・武田晴信が侵しん掠りやくを繰り返しているさまを放置していては、義将は名乗れない」

　景虎が、立ち上がった。

　背後から、そんな景虎を揶や揄ゆする声が、飛んできた──。

「フン。上杉憲政に、小笠原長時と、己の国も守れぬ屑くずどもを次々と集めて城も奪わぬ外がい征せいを繰り返すとは。いったいなにがしたいのだお前は。有う象ぞう無む象ぞうを集めても、せいぜい村上義清を犬として戦場で使い潰つぶすくらいしか使い道などないぞ。馬ば鹿かにも程がある」

　長尾政景だった。

「……姉上のもとにいるのではなかったのか」

「俺の子はもう助からん。晴景に続き、葬そう儀ぎをやらねばならんな。だが、子などはまた儲もうければいい」

「しかしまだ助かる可能性はあるのだろう。北信濃への遠征には出なくてよい。姉上のもとから動くな、政景。春日山城での留守役を命じる」

　宇佐美定満が「おいおい。この狼おおかみに春日山城を預けるのか？」と予想外の景虎の言葉に慌あわてたが、「これくらいの大役を任さねば、この男は姉上のもとに留まらない」と景虎は首を振ふった。

「フン……晴景は結局、世よ継つぎを残せなかった。このまま貴様が生涯不ふ犯ぼんを貫つらぬけば、俺と綾の子が次代の越後守護ということになるな。俺の子のために、なんの益もない合戦を繰り広げてくれるというのか。ご苦労なことだ」

「……政景。お前には国主の資格はないが、姉上の子であれば、義を貫く名君になってくれるだろう。それで、なにも問題ない」

　馬鹿が、と政景は吐はき捨てるようにつぶやいていた。

　その政景に、短気かつ傲ごう慢まんな小笠原長時が突っかかっていったので、場は騒そう然ぜんとなった。政景は常に全身から殺気を放つ武ぶ闘とう派はだが、小笠原長時も剣けんを抜ぬけば剛ごう勇ゆう無む双そうである。

「待て、待て待て待て～い！　何様だぁてめえは！　俺さまの景虎ちゃんに馴なれ馴れしくするんじゃねー！　だいいち、生涯不犯とはなんのことだ！　五年のうちに俺さまが景虎ちゃんを口説き落として、そして子を産ませるのだ。がははは」

「……雑魚が……国も城も失っておきながら、女を奪って帳ちよう尻じりを合わせようなどと。ゲスの本性を隠かくし抜く演技力くらいは持っている上杉憲政以下だな、貴様は」

「はあ？　うらなりの上杉憲政なんぞと一いつ緒しよにするな！　俺さまにとっては、城より女のほうがだいじなんだーっ！　てめえ、俺さまと尋じん常じように勝負しろっ！」

「双そう方ほうとも、内輪もめなどしている場合ではないぞ。諸将が仲間割れすれば、武田晴信に切り崩くずされる。小笠原よ、慎つつしめ。俺たちにできることは、新たな主君となった長尾景虎の指揮のもとで死力を尽つくして戦うことだけだ。貴様も亡国の将ならば、分をわきまえろ」

　村上義清が、二人の間に割って入った。

（見覚えのある光景だ。以前、北きた条じようと柿かき崎ざきとの間でも、同じようなことが……）

　景虎は（宇佐美と直江のケンカは芝しば居いだったが。なぜこうも、男どもは仲間割れを好むのだろうか。解げせない。姫武将であるわたしとはものの感じ方、考え方が異なるのだろうか……直江はわたしの祝言の期限を引き延ばしたが、このままでは五年ももたないのではないか）と寂さみしげに眉まゆを下げながらも、憂うれいを振り切り、出しゆつ陣じんを命じていた。

　北信濃しなのへ。

　ついに、長尾景虎、軍を率いて──川中島へ。

　景虎はまだ、川中島で己おのれを待つ者を、自らの運命を、知らない。

　宇佐美定満も、直江大和も、この北信濃での戦いが景虎にとってどれほど巨きよ大だいな運命の分ぶん岐き点となるかを、予測できなかった。

　景虎は、まだ見ぬ武田晴信の姿を思い描えがきながら、小こ姓しようへと告げていた。

「この景虎自身が出陣したことを武田に知らしめるために、毘沙門天および、懸かかり乱みだれ龍りゆうの旗を掲かかげよ」




「毘」と「龍」の旗の下に集結した男たちは、それぞれ、動きはじめた。




　出陣前夜。

　ひとたび景虎が川中島で義戦を開始すると決めると同時に、「こいつは景虎にとってはじめての国外での本格的な合戦となる──しかも相手はとてつもない強敵だ」と覚悟を固めた宇佐美定満と猛もう将しよう・柿崎景かげ家いえは、敗将となり越えち後ごに屋や敷しきを与えられた村上義清を招いて、武田晴信の独特の軍法や戦術、その思考の癖くせまでをも聞き出そうと質しつ問もん攻ぜめにした。

「なあ、村上の旦だん那な。景虎に、欲よくの戦ではなく義戦をやれと教育したのはこのオレなんだ」

「噂うわさには聞いていた。一族の仇かたきである長尾為景の娘むすめに誠心誠意仕えている越後の風変わりな軍師のことは──宇佐美定満。あんたは、いい軍師だ。景虎を一目見れば、わかる。あれはこの乱世では奇き跡せきとも言える、希け有うな武将だ」

「だがオレは甘くてな。どうやら景虎を純じゆん粋すいに育てすぎた。それに対して、村上の旦那。あんたは、期せずして武田晴信の師になっちまったようだな。晴信の強さの大部分は、あんたとの死し闘とうによって培つちかわれたものだ」

「どうやら、そうらしい」

「二度も戦場で晴信を敗走させておいて、なぜあんたほどの猛将が晴信を殺せなかった？」

「……わからん。ひとたび戦場に出れば、武士は武士。俺は、姫ひめ武将に情けをかけるような男ではない。言葉では言い表せぬなにかが、俺を阻はばんだのだ。あるいは……」

「あるいは、景虎と武田晴信を出会わせるために、オレもあんたも、奔ほん走そうしてきたのかもしれねえな。そんな気がするぜ。あの二人の対決は、逃のがれられない宿命だったのだろうさ」

「だとすれば、俺はもっと早く敗走しておけばよかったな。北信濃で粘ねばれば粘るほど、文弱な姫武将だった晴信に戦い方を教え込んだことになる。越後最強の景虎といえども、晴信との戦いは容易ではないぞ」

「あんたがこの合戦の種を持ち込んできたんだろうが。戦場では、責任を取ってもらうぜ」

「承知している。この恩義は息子や孫の代に至っても決して忘れぬ。村上一族は越後で生き、戦場で死ぬ。毘沙門天の旗の下で」

「猛将は、戦場で討うち死にできるから、いいな。オレのような陰いん謀ぼうを巡めぐらせる軍師は、その死に様すらきっと、薄うす暗ぐらい」

「それでこそ軍師だ」

　宇佐美と義清は、盃さかずきを交わしながら笑い合っていた。

　柿崎景家が「村上どの。笹ささ団だん子ごをどうぞ。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ」と奇き異いな菓か子しを勧すすめてきた。笹ささの葉で餅もちをくるんでいる。その笹の結び方が、まるで兎うさぎの耳のように見えた。

「オレと柿崎が景虎に食わせるために考案した団子だ。あいつは生まれつき大豆が食えない身体でな。酒ばかり飲んでいるので、なんとかして飯を食わせたくてよ」

「……あんたは、いい軍師だ。景虎はまるで越後のかぐや姫だな。それで、兎が軍師役か」

「景虎は戦いくさの天才。戦場でオレがあいつに教えられることはなにもないが、だがまさか、北条と武田との二正面作戦をはじめることになるとはな……村上の旦那。武田の武器は真田忍群だけじゃあねえんだろう。忍しのびの力だけで国が奪えるほど、乱世は甘くない。武田のもうひとつの武器は？」

　いくつもあるが、ひとつは緩かん急きゆう。山の如ごとく不動と見せかけて、勝機を摑めば風の如く進軍してくるその速度──つまりは『騎き馬ば隊』。そしてその騎馬隊を縦横に用いるための『道』の整備だ、と村上義清は答えていた。

「甲か斐いも信濃も山国。本来は騎馬隊の速度を活いかすことが難しい地勢だ。それを晴信は覆くつがえした。軍師の山本勘助は、信濃の地理を知り尽くしているらしい」

「『道』か。景虎が関東へ本格的に出兵する折には、三国峠の山道を整備しなくてはならねえな……雪が、敵になるな」

「それに武田家には、人の和がある。主君・晴信のためならば、宿将たちは平然と戦場で己の命を捨てがまってくる。晴信の采さい配はいひとつで、武田の全軍が即そく時じに陣じん形けいを変へん更こうできるのだ。山本勘助という男は、鶴かく翼よく、魚ぎよ鱗りんなど、諸しよ葛かつ亮りようの兵法と称しようした臨機応変の陣形を実戦に取り入れ、徹てつ底てい的に兵たちを鍛きたえ上げた。その点、どうやら越後は一枚岩ではないらしい。景虎はまさしく無私の義将だが、長尾政景や上杉憲政に対して甘すぎる。関東遠征派と信濃遠征派とに、国人どもが割れねばよいのだが」

　残念ながらもう割れつつある、だが内ない憂ゆうに対しては外征で解決する、これは国の統治の初歩とも言える、と柿崎景家が口を開いていた。

「悲しきことではあるが、先の守護さまに続き、晴景さまがお亡くなりになった今、国外に敵を求めて戦うことこそが越後をひとつにする最善の道かもしれぬ。南無阿弥陀仏」




　同じ頃ころ。長尾政景のもとには、この北信濃での無益な合戦に反対している男たちが集つどっていた。

「川中島を奪だつ回かいしても、村上と小笠原に領土を返すというのなら、われら越後の国人たちはただ消しよう耗もうするのみだ。関東遠えん征せいに続いて、二度までも無む駄だ働きをさせられる羽目になった。やれやれ。政景どの、もっと強く景虎さまを諫かん止ししていただかねば困る」

　景虎さまには早く上じよう洛らくしていただかねばならない、合戦とは武士どもと足軽たちが稼かせぐためにやるものであって、差し引きが赤字になるような義戦はなるべく回かい避ひしたいとぼやいている北条高たか広ひろ。

「まったくです。景虎さまは、経済というものをわかっておられない。銭ぜになどは無む尽じん蔵ぞうに湧わいてくるとでも考えておられるのでしょうか。たしかに越後は甲斐などとは比べものにならぬ大国ですが、限度がございます」

　川中島出兵が決定して以来、ずっと青ざめている大熊朝秀。

「人としてたいせつな礼節をすべて捨ててきたような小笠原などは放置しておいてもいいだろうけれど、村上義清は厄やつ介かいだね。景虎は、ああいう無骨な武辺者とは馬が合うだろう。義清はもう老境で、不犯を誓ちかっている景虎が警けい戒かいせねばならぬ男でもないしね……関東管かん領れい家の復興は越えつ軍の力なくしては不可能。僕にとっても、頭の痛いことになってきたよ」

　景虎が三国峠を越こえられなかったために、なおも越後に留まらねばならなくなった上杉憲政。景虎が川中島へ出兵し、武田晴信との戦いを本格化させれば、景虎の関東遠征計画は遅ち延えんすることになる。上杉憲政としては、北条氏康にあまり時間を与あたえたくない。北条の関東支配体制が盤ばん石じやくのものとなる前に景虎と氏康と嚙かみ合わせねば、関東奪回は間に合わなくなる。

「いやあ長尾政景。きみは春日山城での留守居役を命じられて、羨うらやましいよ。あれだけ派手に謀む反ほんしておきながら、景虎はきみには特別に甘いね。やはり、姉あね婿むこだからだろうか？」

「……フン。くだらんことを言うな。あいつは誰だれに対しても平等に甘い。万人に慈じ悲ひを与える毘沙門天を気取っているのだからな」

　政景は、吐き捨すてるようにつぶやいていた。

（北条をはじめとする多くの国人にとって、関東遠征とは要は隣りん国ごくへの出で稼かせぎのようなものなのだろう。川中島出兵に反対し関東遠征に賛成するのは、肥ひ沃よくな関東ならばいくらでも稼げるが川中島では奪うばえるものなどないからだ。いずれにせよ「義戦」を掲げる景虎とは必然的に対立することになる。計算高い北条や財務にしか興味のない大熊はもちろん、今は景虎の武威に心服している下か越えつの揚あが北きた衆しゆうとて、景虎の義戦とやらが宗教的高こう揚よう感かん以外になんの利益ももたらさないと気づけば、そのうち暴発するかもしれん）

　政景は、上杉憲政の盃に酒を注ついで、言った。

「上杉憲政。貴様には、景虎に琵び琶わと和歌を教える時間がある。なんとしても景虎を説得して、さっさと上洛させろ。直江の計画を後押しするのは不本意だが、川中島などに張り付かれるよりはずっといい。あれは、頼たのまれれば嫌いやだとは言えない娘だ」

「関東遠征ではなく、上洛が先だというのかい？」

「景虎はいちど承知した以上、関東遠征は必ずやる。必ずだ。しかし川中島での戦いも決してやめまい。二正面作戦の愚ぐを補えるほどの絶対的な名分を得るとなれば、上洛し、御ご所しよの公く家げどもや幕府から『お墨すみ付つき』を手に入れるしかない」

　村上義清に引きずられぬよう僕が景虎の心を奪うという道もあるよ、なにしろ芸事を教えるために二人きりになる時間があるんだから、と憲政がちらりと野心を覗のぞかせたが、政景は「そのような下心を露あらわにすれば、以後は、小笠原も貴様も景虎の目には同類に映ることになるぞ」と取り合わなかった。

「……それはまずいね。たしかにいちどしくじれば、取り返しがつかなくなりそうだ……だが、景虎は小笠原をよく斬きらないね。彼は景虎の寝ね込こみを襲おそうかもしれないよ」

「あれは、不殺縛しばりとやらで己を縛っているのだ。馬ば鹿かな娘だ。が、寝込みを襲っても無駄だ。宇佐美と直江が用いている腕うで利ききの軒猿たちが、景虎の寝しん所じよに結界を張っている」

　北条高広が「景虎さまが許しても、無礼千万な小笠原どのはいずれ少々痛い目に遭あうかもしれませんな」と苦笑いを浮うかべた。

「いや北条。小笠原は傍ぼう若じやく無ぶ人じんな男だが、殺すことはならんぞ。上洛の折には、あれでも役に立つ。信じがたいが、奴やつは小笠原流礼法の継けい承しよう者なのだ。田舎者の景虎にとって、あいつの礼法の知識は必要なものだ。憲政の琵琶と和歌だけでは、まだ足りん」

　上杉憲政は（政景が景虎を憎にくんでいるのか、それとも越後の女王として育てようとしているのか、僕にはよくわからないよ）と腕うで組ぐみしていた。

　ただはっきりしていることは、景虎を力ずくで襲ったりすれば宇佐美、直江、政景たち越後諸将の逆げき鱗りんに触ふれて自分の命はたちどころに奪われるだろう、少なくとも生しよう涯がい幽ゆう閉へいされることになる、ということだけだった。

　無む理り強じいができないとすれば──小笠原の礼法教育と、僕の風流手習い。いずれの時間が景虎の心を奪えるかという勝負なのかもしれない。だとすれば僕の勝ちだ、小笠原はいくら礼法を身につけているとはいえしょせんは山やま猿ざるだからね、その点、僕は内なる衝しよう動どうを制せい御ぎよして優ゆう雅がに立ち振ふる舞まえるほんものの貴公子だ。九歳にして関東管領職を継ついだ経歴はお飾かざりじゃないさ、と憲政は思った。

（景虎自身が己の意志で僕を選べば、政景もなにも言えまい。むしろ小笠原が下品に振る舞えば振る舞うほど、僕の魅み力りよくが引き立つというものだよ。ふふふ）

　景虎は戦には強いが、男どもの求愛にはどうだろうか。かぐや姫のように無理難題を与えて、ことごとく蹴け散ちらしてしまえるのか。政景は、いつしか自分が景虎とかぐや姫とを同一視していることにふと気づいて、苦虫をかみつぶしたような表情で酒を呷あおっていた。




　宰さい相しよう・直江大和の館の庭園には、黒装束の加藤段蔵が侍はべっていた──。

「わたくしが命じた直江家の宝ほう剣けんの盗ぬすみ出しには、成功したようですね。採用です。以後は戸隠忍群と併あわせて、軒猿衆を率いるよう──宝剣は元の蔵へ戻もどしておくように。ですが、お嬢じようさまのもとへ無断で侵しん入にゆうしたことはとがめねばなりません。お嬢さまへの非礼を繰くり返せば、あなたを殺すことになります」

　俺に軒猿衆を預けて構わんのか、と加藤が不敵に笑いながら問うた。

　直江大和は、涼すずしい顔で「これよりお嬢さまの武術師し範はんを務めるよう」と加藤の挑ちよう発はつを無視して告げていた。

「先の頭領が高こう齢れいで引退したところでしたのでね。それに──お嬢さまに護身のための体術を教えられる人材を探していましたから。刀や槍やりを用いて相手を『殺す』ために戦う武士や剣けん豪ごうよりも、徒と手しゆ空くう拳けんであっても『護身』のために戦う術に長たけた忍びのほうが、お嬢さまの師範としては相応ふさわしいのです」

「鳶ノ術は相伝できるものではない。だが、戸隠に伝わる秘伝の体術ならば伝授できる。敵の殺意を受け流し、そのまま相手へとはじきかえす術だ。本来、忍びとしての死の調練を潜くぐり抜ぬけておらぬ武士などが身につけられるものではないが、あの者は特別だからな」

「それは重ちよう畳じよう」

「しかし、俺はいずれ長尾景虎をかどわかし、攫さらって越えち後ごから逃にげるかもしれんぞ」

「攫ったところで、あなたはお嬢さまに指一本触れられませんよ。それよりも、小笠原長時の夜よ這ばいを警戒するように。あの男には、お嬢さまが放つ『気』の力も通じますまい。しょせん人の力も神仏の力も、干かん渉しようする相手の器次第で強くもなれば弱くもなるのです」

　フフフ。一いつ介かいの忍びにすぎぬ俺を小笠原よりも大物と値ね踏ぶみしてくれるのは有り難い、と加藤はまた笑った。

「だが覚えておけ直江大和。俺の血筋は日向ひゆうがより東とう征せいしてきてやまと御ご所しよの祖となった天あま津つ神かみの一族でも、まして出雲いずもに王国を築いていた国くに津つ神かみの一族でもない。俺は、出雲を追われた建たけ御み名な方かたの神かみが信濃しなのに落ち延びてきて諏す訪わに亡命王朝を開く以前から東国に土着していた、もはやこの国の誰にも語られぬ滅ほろび去った民族の末まつ裔えいよ。俺だけではない。修しゆ験げん者じやや忍びなど、まつろわぬ『山の民たみ』の多くは日ノ本の歴史の闇やみに葬ほうむられた者たちなのだ。やまと御所にも、武士にも、仕えぬ。俺が求めるものは、俺自身の居場所であり、自由よ」

　戸隠の「石」を守ることがあなたの自由なのですか？　と直江は問うた。

　加藤は、否、と答えた──。

「怨おん念ねんが『石』の形となって、俺たち戸隠の忍びを縛っているのだ。この国の表の歴史より抹まつ殺さつされて以来、俺の身体に流れる古代日ノ本人の血そのものが、怨念と化したのだ。しかしその怨念の象しよう徴ちようを打ち砕くだけば、俺はもはや何者でもなくなってしまう。『石』に対しては愛あい憎ぞう半ばする、といったところか……あれは、あくまでも俺たち戸隠忍群のものだ。決して武士には、武田晴信などには渡わたさぬ。歴代の戸隠忍びを生み続けてきた『石』を、武田の走そう狗くを量産するための『場』などにはさせぬ」

「陰おん陽みよう道どう、修験道、呪じゆ術じゆつの類いは、わたくしの専門外ですが……砥石城調略のあらましを調べているうちに、いくらか戸隠山の秘密を握にぎることができましたよ。武田晴信が砥石城でやったように、戸隠で『石』を壊こわして地ち龍りゆうを駆かり立てれば、あるいは日ノ本そのものを滅ぼせるのではありませんか？　加藤段蔵。あなたには、平たいらの将まさ門かど公のようにこの国を破は壊かいする怨おん霊りようそのものになりたいという誘ゆう惑わくはないのですか」

　いかに俺の血筋に怨念が溜たまっていようとも、その怨念の濃こさは公家や武士ほどではない、と加藤はうそぶいた。

「俺は、しょせんは忍しのび。いざとなればどこへでも逃げ去ることができる。地龍を駆り立てたいほどの怨念に囚とらわれているのは貴様だろう、直江大和。貴様は越後の宰相の地位へと上り詰つめるために、なにを失い、なにを捨ててきた？　武士とは不自由なものだ、フフ」

　わたくしには、信じるべき慈悲の光が見えていますから、あなたのように惑まどうことはありませんよ加藤段蔵、と直江は微笑ほほえんでいた──。

「景虎か。その景虎が俺のような男に穢けがされれば、その時こそ貴様は鬼おにとなるのだろうな。むしろ、なぜ他の男に奪われる前に、奪おうとせぬ」

「言葉でわたくしをたばかることはできませんよ。人が生きる限り、怨念は生じます。怨念とは、己おのれの意志を貫つらぬけないこの世界に対する憤ふん懣まんであり後こう悔かいなのですから。ですがその怨念の意味は、当人自身が定めるのです」

「貴様も景虎も宇佐美も、見けん当とう違ちがいの実現不能な観念に酔よいしれて人生を棒に振る定めらしいな。そして、貴様らにはその覚かく悟ごもできているようだ。小笠原から景虎を守る任務は必ず果たそう。が、俺自身が『石』よりも景虎をこそ俺の怨念を浄じよう化かしてくれる宝だと思い定めた時には、どうなるかわからぬぞ。フフフ」

　加藤の姿が闇に消えると同時に、直江は「与よ六ろく」を呼びつけていた。

「……はい。義ち父ち上うえ」

　宇佐美定満が推挙し、新しく直江大和の義ぎ娘じようとなった、樋ひ口ぐち村出身の幼女である。利発だが、よほど宇佐美のもとでの居心地がよかったのだろう。冷れい淡たんな直江大和にはまだ心を開いていない。

　次代の宰相として育てる以上、与六を甘やかしてはならない。しかし、幼い娘子に理り不ふ尽じんな暴力を振るってもいけない。その暴力が、新たな怨念を生んではならない。それでも与六の資質や性格によっては、必要な暴力を罰ばつとして与えねばならないこともあるだろう。このあたりのさじ加減が難しい。与六は宇佐美に見み出いだされたことを自負していて、気位が高い。「私はこんなところに来とうはなかった」という与六の困った口くち癖ぐせを改めるためには、どうすればいいのか。加藤段蔵のようにすでに怨念に満ちた年配の輩やからを使うほうが、まだずっと簡単だった。独り身のわたくしには子育てとは難しいものです。直江大和はため息をつきながら、与六に命じていた。

「来きたる川中島での戦いくさに結着がつき、お嬢さまが無事に春日山へ帰き還かんされた暁あかつきには、小こ姓しようとしてお嬢さまに侍はべるように。それまでは、武術の修練と学問にいそしんでもらいます。あなたには、自由時間はありません。お嬢さまのために生き、そして死ぬのです。それが──越後の宰相に与えられた使命なのですよ」

　この与六を義娘にしたということは、義父上はもう妻帯なさらないのですか、と与六が尋たずねてきた。あまりにも利発すぎるところがある、と直江大和は思った。

「お嬢さまが不ふ犯ぼんの誓ちかいを撤てつ回かいすれば考えましょう。夫だの妻だの世よ継つぎだのについて語るには、お前は幼すぎます。わたくしは宇佐美さまとは違ちがいますよ、覚悟しておくように」

　与六は──後に「直江兼かね続つぐ」と改名する幼い娘は、「早く私も景虎さまとともに戦場に赴おもむきたいです」と瞳ひとみを輝かがやかせながら、うなずいていた。







　第五話　邂かい逅こう







　上うえ田だから千曲ちくま川がわ沿いに北上すると、千曲川と犀さい川がわとに挟はさまれた広大な扇せん状じよう地・川かわ中なか島じまに出る。さらに北上し犀川を渡って善ぜん光こう寺じ平だいらまで進むと、北信における諏す訪わ神社に比すべき善ぜん光こう寺じ。その善光寺の北には北ほく信しん五ご岳がくが聳そびえている。修験道と忍びの山である飯いい縄づな山。飯縄山のさらに北には、まるで龍の背中の如ごとき山が天を塞ふさぐかのように聳えている。

　戸と隠がくし山──。

　戸隠忍群の聖地であり、かつては叡えい山ざん・高こう野や山さんと並ぶ霊れい山ざんであった神の山。




　この日の早朝。

　北信濃しなのに兵を進めていた武たけ田だ晴はる信のぶは、「あたし自らが斥せつ候こうをやる。一人で戸隠山に登る」と言いだして山やま本もと勘かん助すけを慌あわてさせた。

「なななんと。たしかに戸隠山からは、越えつ軍との決戦場となる川中島を山上から見下ろせます。しかし、御お屋や形かたさま自らがお一人で、とはどういうことですか!?　佐さ助すけを送れば済むことでござろう!?」

「軍事視察も目的のひとつだが、なによりも戸隠の忍びたちを生みだした戸隠山を自分の目で確かめたいのだ。噂うわさの『石』とやらが、まことの力を持つのかどうかも知りたい」

「ぐぬぬ。戸隠の『石』には近づいてはなりませぬぞ御屋形さま。月のものがある大人の女が近づいて『石』の力を浴びれば助かりませぬ！」

「それは勘助、お前自身の趣しゆ味みで言っているのではないのか？」

「あいや、違います！　大人の身体では耐たえられぬのは、男とて同様。いずれ戸隠山は武田が支配せねばなりませぬ。ですが、『石』の扱あつかいには慎しん重ちようを要しまする。決して近寄ってはなりませぬ！　ただ……」

「ただ、なんだ？」

「山の民どもから聞いた話ですが、不思議なことに、甲こう州しゆう金山に導入した最新技術の『灰はい吹ふき法ほう』にも用いる『鉛なまり』の匣はこで『石』を覆おおい隠かくすことで、致ち死し性の『石』の力をある程度防ぐことができるそうです。おそらく戸隠の『石』は、『鉛』の匣に納められておりましょう。そうせねば、『石』を守護する戸隠忍びどもたちも全員死んでしまいますからな」

「……鉛の匣、か……まるで浦うら島しま太た郎ろうの玉手箱だな。戸隠の山とは、竜りゆう宮ぐうのような世界なのかもしれんな」

「ですが、その匣を開いて直接『石』を見れば、命はありませんぞ。いわゆる『祟たたり』などとは違います。人間の精神力などとは無関係に、問答無用の毒の光を放つのです。どうしても『石』を見聞したいのならば止めませぬが、くれぐれも妙みような好こう奇き心しんを抱いだかぬように」

　無論、勘助が晴信をほんとうに単独で敵地に入れるはずはない。晴信に気取られぬ形で、真さな田だ忍にん群ぐんに結界を張らせることとした。

「鳶とび加か藤とう」こと加藤段だん蔵ぞう率いる戸隠忍群が晴信の正体に勘づいて暗殺を謀はかったとしても、真田忍群が阻そ止しするはずであり、しかもその戦いは晴信自身にもうかがい知れぬ闇の中で行われるはずだった。

　だが、加藤段蔵は仕し掛かけてこない、と晴信は知っていた。

　段蔵がたとえその気になっても、長なが尾お景かげ虎とらが暗殺を許さないだろう。

　長尾景虎は、武将と武将との争いは堂々の合戦で決着をつけねばならないと信じている。

　晴信にしてみれば、愚おろかなことだった。

　合戦ともなれば、無む駄だに兵士たちの血が流れ多くの命が失われるのだ。

　だが、それだけ景虎には自信があるのかもしれない。決戦すればすなわち必ず勝つ、と。




　ほぼ同刻。

　春日かすが山やま城を出しゆつ陣じんして北信濃に進軍し、陣じん中ちゆうで宇う佐さ美み定さだ満みつ特製の景虎専用料理「けんちん汁じる味み噌そ抜ぬき豆とう腐ふ抜き」をいただいて身体を温めていた長尾景虎もまた、宇佐美に対して突とつ然ぜん、「戸隠山単独視察」を切りだしていた。

「今日は一日中曇くもり空ぞらで、太陽の光は地上に届かない。わたしはこれより一人で戸隠山へと登る。戦場となる善光寺平・川中島を高所から視察したい。それに……」

　それに、戸隠の「石」に、山の神に呼ばれているような気がする、と景虎は告げていた。

「おいおい景虎。また、意味のわからないことを……今は戦の最中だぜ」

「意味はある。聖なる山の高みに昇のぼれば、空気が澄すむ。澄めばわたしは、より遠くまで敵軍の『気』を感じ取ることができる。地上からでは、近くの『気』しか感知できないらしい。春日山の毘び沙しや門もん堂どうに籠こもると精神を集中できるのと理り屈くつは同じだ」

「うん？　毘沙門堂立てこもりに、そんな意味が？　あれは単に男から夜よ這ばいをかけられることを警けい戒かいして引きこもっているんじゃなかったのか？　てっきり、人目を避さけて一人でお人形遊びしているのだとばかり」

「違う！　お前は失敬だぞ宇佐美。び、毘沙門堂には兎うさぎの縫ぬいぐるみは置いてあるが、決して『頭の中のお友達』の役目をあの縫いぐるみに務めさせて一人で会話をしているわけではないぞ！」

「それをお人形遊びと、人は言うんだぜ？」

「うるさい。青竹でぶつぞ」

「……お前は言いだしたら聞かないから、止めても無駄だろうな。戸隠忍群に密かにお前の警護役を命じておこう。ただオレは、お前が戸隠の『天界』に登ると同時に俗ぞく世せへの執しゆう着ちやくを捨て去って出家しちまわねえか、それが心配だ。戸隠は修しゆ験げん者じやや山やま伏ぶし、忍びたちの心を捉とらえて放さない神の世界だからな……」

　目の前に迫せまる武田晴信との戦いを捨てて出家などせぬ、問題ない、と景虎は頰ほおを膨ふくらませていた。

「ただ……気分を鎮しずめねばならない。わたしはいつになく昂たかぶっている。まるで晴信に呼ばれているかのように。仇きゆう敵てきが相手だからこそ、わたしは怒いかりの戦をしてはならないのだ」




　武田家に膨ぼう大だいな金を与あたえてくれる最さい新しん鋭えいの灰吹法。

　戸隠の「ご神体」こと「石」。

　金も石も、いずれも「鉛」を用いることで人間が制せい御ぎよしているらしい。

　山の民たみとの交流が深い山本勘助の言葉を繰くり返しながら、武田晴信は馬を進めて戸隠の山を登り続けた──ついに、中社の前に辿たどり着いた。

（なるほど。どちらも鉛によって操れるが、より純度の高い金を鉱石から取り出す灰吹法とは逆。「ご神体」の正体は、目に見えぬが実在する「力」を発する鉱石というわけね……その石の力が、人体になんらかの影えい響きようを与えるというだけ。浴びた者の多くは死に、耐えきった者のみが忍びとしての技を得ることができる。やはり、この世界にほんものの「神」などは存在しないのかしら）

　白い霧きりが、深い。

　馬から下りつつ、戸隠の「石」をいかにするべきか晴信が思案しながら顔をあげると。

　鳥居の左右に、高い杉すぎが伸のびていた。

　その杉の下に、真っ白い行ぎよう人にん包づつみをすっぽりと頭から被かぶった、小こ柄がらな少女がいた。

　晴信よりも数歳年下だろうか。

　顔の大部分を行人包で隠しているが、肌はだが白く、瞳が、赤い。

　白い霧の中に、うっすらとその白い肌と赤い瞳とが、浮うかび上がっている。

　無数の小鳥たちが、その少女の身体を守るように飛び回っていた。

　これは現世の光景なのだろうか、と晴信は息を吞のんだ。

　視線が、合った。

　ぺこり、と少女が頭を下げた。

「……こんにちは。綺き麗れいな、人……」

　消え入りそうな、しかし凜とした声だった。

　綺麗なのはあたしではない。この子だ。

　まるで雪の精のような、と晴信は思った。

　この世に神などいない、という晴信の信念が、揺ゆらいだ。

（もしもこの世界に神がいるとすれば──このような姿で顕けん現げんするに、違いないわ）

　言葉が、出てこなかった。

　晴信は、自分が敵地に潜せん入にゆうしていることを、しばし忘れた。

「こ、こんにちは」

　かろうじて、言葉を返していた。

　自分は戸隠の山の神に出会っているのだろうか、と疑った。

　小柄な少女もまた、晴信を驚おどろいたように凝ぎよう視ししている。

　だが晴信のような恥はじらいは、その視線にはない。

　この少女こそ、なにかに呼ばれる声を感じて戸隠の中社まで馬を進めてきた、長尾景虎だったのだ。

　景虎もまた、唐とう突とつに出会った晴信を前に戸と惑まどい、言葉を失っていた。

（……ほんとうに、綺麗な人。背が高くて凜々しくて……そして、とても意志の強そうな瞳ひとみ）

　景虎は夢を見ているかのような純じゆん粋すい無む垢くな視線を晴信に向けていた。

　晴信に、憧あこがれの気持ちを抱かずにはいられなかった。

　見つめられている晴信のほうが、恥ずかしくなった。

　ともあれ、相手が誰だれであれ、お互たがいに隠おん密みつ行動中の立場である。偽ぎ名めいを名乗らなければならなかった。とりわけ馬ば鹿か正直な景虎は、宇佐美から「山中で誰かと鉢はち合あわせしても、絶対に本名を名乗るな」ときつく言いつけられている。
















　景虎は、晴信の顔をうっとりと凝視しながら、必死で偽名を考えた。

「……わたしの名は……え、ええと……けんちん汁じる……」

「えっ？」

　景虎は越えち後ご守護となった今も、噓うそが苦手なのだ。

「あ、ううん。わたしの名前は、けんしん。『見神』と書くの」

　見神。それは、越後で広く信しん仰こうされている山の神の名だった。

　正式名めい称しようを、大おお山やま津つ見みの神かみという。

　神話にいわく、天あま津つ神かみ一族が天てん孫そん降こう臨りんした際に、天津神の長おさである瓊に瓊に杵ぎの尊みことは、地主神である大山津見神の二人の娘むすめ、木この花はなの開さく耶や姫びめと磐いわ長なが姫ひめを娶めとったという。

　つまり大山津見神は、天津神以前の古い地主神であったらしい。北信五岳の美しさと神聖さに惹ひかれた景虎は、これより川中島で合戦をはじめなければならない己おのれの業と罪を、戸隠の山の神に伝えねばならなかったのだ。

　唐突に景虎に出会った晴信は、「けんしん」が彼女自身の名なのだ、少女の姿に生まれてきた山の神なのだと信じたかった。現実主義者で学がく者しや肌はだの晴信は、神の実在など感じたことがなかった──たった今まで。この雪の精のような少女と、出会うまでは。

「あなたの名は『けんしん』というの？　奇き遇ぐうね。あたしの名は……『しんけん』よ。ちょうど、逆になっているわね」

　晴信はとっさに相手の名をひっくり返して名乗った。偽名を用いて彼女を騙だましたくはなかった。自分がほんとうに、甲か斐いの国主武田晴信ではなく、ただの山の民の少女であれば、と晴信は思った。

「……しんけん……ちゃん」

　景虎は、ぽっと頰を赤らめていた。彼女の肌は、雪よりもずっと白い。感情がそのまま顔の色になって表れるのだ、と晴信は気づいた。

「……わ、わたしは、同年代の女の子とはあまり話したことがないの」

「あたしは戸隠のご神体──『石』があるという奥社方面へ向かっているのだけれど、あなたは？」

「……わたしも、奥社まで行くつもりだったの。『石』の光を浴びてはならないらしいけれど、できるだけ近づいて『石』の息い吹ぶきを感じ取りたくて」

「それじゃあ、一いつ緒しよに行きましょうか。けんしんちゃん」

「ええ。鬼おにごっこをしながら」

「お、鬼ごっこ？」

「わたしは山育ちなのだけれど、山で鬼ごっこをして遊んだことがなかったから。いちど、やってみたかったの。わたしが鬼ね。奥社に着くまでに捕つかまえたら──あなたの勝ち」

「ちょ、ちょっと待って。危ないわ」

　小柄な景虎が、駆かける。岩から岩へと、まるで身体に重さがないかのように軽々と飛び跳はねていく。晴信は山登りが苦手だった。見知った山道を馬で進むことは得意だが、自分の脚あしで駆けることは滅めつ多たにない。体力も歩ほ幅はばも晴信のほうが上回るはずなのに、なかなか追いつけない。

「待って。岩が苔こけむしていて、滑すべりやすくなっている。気をつけて！」

「ふふ。わたしはだいじょうぶ。ちっちゃくて、軽いから──大人みたいな身体つきのあなたこそ、気をつけて」

「あ、あたしは太ったりしていないわ！」

「知ってる。とても女の子らしくて、綺麗な身体──わたしは自分が女の子に生まれてきたことを忌いまわしく思っていたけれど、気が変わったわ。わたし、あなたのような美しい女の子に、なりたかった」

「あたしはそんなんじゃ……あっ。待って。待ちなさい！」

　景虎は、自分が感じたことをまっすぐに言葉として伝えてくる。

　晴信がそのあまりのまっすぐさに戸惑うと、詰つめていた距きよ離りをまた引き離はなされてしまう。

「あははっ。鬼ごっこって、楽しいのね！　これで雪が積もっていたら、あなたに雪まんじゅうを投げつけられるのに」

「けんしんちゃん。あたしのほうばかり見ていないで、前を見て！」

「だいじょうぶ……あっ」

　景虎が、足を滑すべらせた。晴信は「危ない」と滑り込んで、景虎の小柄な身体を抱だき留とめていた。

「ふう。だから、危ないと言ったのに」

「……捕まっちゃったわ。次はあなたが鬼ね」

　ほんとうに、軽い、と晴信は驚いていた。

「け、けんしんちゃん？　追いかけっこも楽しいけれど、どんどん山道が急になってきている。ここからは、一緒に並んで進みましょう」

「慎しん重ちような性格なのね」

「ずいぶんでたらめに走ったから、奥社への道がわからなくなっちゃったわ」

「平気よ。小鳥たちが、教えてくれるわ。行きましょう」

「鳥、が？」

　晴信は勘助から戸隠の地図を託たくされていたが、必要なかった。景虎は「戸隠にははじめて来たの」と笑いながらも、道を間ま違ちがえなかった。景虎には、太陽の位置を確認せずとも──この日は朝から曇くもり空ぞらで、太陽が見えなかった──東西南北が正確にわかるのだ。常人とは異なる感覚を持っている。やはりこの子は、山の神なのだろうか、と晴信は胸をときめかせた。

「しんけんちゃん。戸隠には社がいくつもあるの。その多くが、天あまの岩いわ戸と開きの神話に登場する天津神の神々。火ひ之の御み子こ社しやには、天岩戸に隠かくれた天あま照てらす大おお神みかみを引き出すために踊おどった天あめの鈿うず女めの命みことが祀まつられている。わたしたちが出会った中社には、天岩戸開きを立案した知ち恵え者の天あめの八や意ごころ思おもい兼かねの命みことが。奥社には、天岩戸をその腕うでで開いたという怪かい力りきの神・天あめの手た力ぢから雄おの命みことが。高たか千ち穂ほから放り投げられた天岩戸は信濃しなのに落ちたんだって。その天岩戸こそが、この戸隠山そのものなの──」

　けんしんちゃんは──人間の世よりも、神々の世のほうに惹かれているみたい、と晴信は思った。ほんとうに、楽しそうに話している。だがやはり、身体が弱い。やがて景虎は山道の途と中ちゆうで息が切れ、辛つらそうに座り込んだ。

「……うう。はしゃぎすぎたみたい……はあ、はあ……」

　晴信は、景虎の手を取った。

「けんしんちゃん、だいじょうぶ？　お腹がすいたのなら、ほうとうを炊たくわ」

「ううん。だいじょうぶ、ありがとう。にぎりめしがあるから。日ひ頃ごろはお米は苦手なのだけれど、山を登るとなると食べないと保もたないみたい」

　奥社へと登る山道の途中、景虎はおにぎりを懐ふところから出して、はむはむと頰ほお張ばりはじめた。

（……は、白米!?）

　甲斐育ちの晴信にとって、白米は祝い事の席でしか口にしない貴重なものだ。

「全部は食べきれないから、しんけんちゃん。あなたに半分あげる」

「あ、ありがとう。食が細いのね」

　景虎が半分かじったおにぎりを、晴信は照れながら口に入れた。白米を弁当に用いて、しかも半分残すだなんて。甲斐では考えられない。

　まさかこの子は、「越後」から来た少女なのだろうか。

（赤い瞳。雪のような白い肌。異形の姫……）

　もしかして……まさか。

　晴信は（この子があの長尾景虎なのだろうか）という疑ぎ惑わくを、けんめいに振ふり払った。「けんしん」は、心に一点の穢けがれもない、神の子のような少女だった。姫大名として合戦に明け暮れている景虎であるはずがない。姫大名として生きれば、たちどころに手を汚よごし、心まで汚れる。合戦で敵味方の将兵の命を奪うばい、捕とらえた敵兵たちを奴ど隷れいとして金山へ送り込まねばならない。家臣の謀む反ほんを疑わねばならない。忍しのびたちを操らねばならない。

　すべて、晴信自身が味わい尽つくしていることだ。

　長尾景虎は、兄から越後守護代の位を奪い、主家の越後上うえ杉すぎ家から守護の位まで奪った。その両者とも、景虎に自分の位を奪われてすぐに死んでいる。用済みとなったので暗殺されたのだという噂うわさもあった。

　噂がほんとうならば、父親を追放した晴信よりもはるかに罪深く、そして野心に満ちた姫大名だということになる。

　雪の精のような儚はかなげなこの子が、そのような存在であるはずがない。

　この時景虎も、（もしかしてこの綺麗な人は、武田晴信なのではないかしら。ほうとうは、甲斐の主食だと言うわ。甲斐では、武士であろうとも滅多に白米は食べられないのだとも……）と気づいてしまった。

　だが、違ちがう。違うはずだった。武田晴信は実の父親を追放して甲斐一国を奪い取り、諏す訪わ氏を裏切って諏訪神社をわがものとした悪逆非道の姫武将のはずだ。

　その晴信が、こんなに優しい瞳でわたしを見つめてくれるはずがない。

　もしもわたしが景虎ではないかと疑えば、即そく座ざに殺すはず。

　違う。人ひと違ちがいだ。違っていてほしい。景虎は祈いのった。




　中社から奥社まで、二人は、手を繫つなぎながら登った。

　お互いに、言葉は要いらなかった。

　もう、武田晴信も長尾景虎も、ない。

　今はただ、こうして偶ぐう然ぜん巡めぐり合った「お友達」と、一緒に過ごしていたい……二人はそう願っていた。不思議だった。まるで生まれながらの親友同士だったかのような懐なつかしい感覚を、二人は抱いだいていた。

（あたしは……まるで……この子と出会うために、この地上の世界に人として生まれてきたかのような……）

（なぜ、こんな気持ちになるのだろう。たぶん「源げん氏じ物語」に描えがかれている恋こい心ごころとも違う）

（次じ郎ろうちゃんたち家族に抱く感覚とも違う。わからない。でも）

　でも、とても幸せだわ、と二人の少女は思った。これが「友情」なのかもしれない、とも。二人の間には、身分も主従関係も血けつ縁えんもない。ただこうして、一緒に寄り添そっていたいという想いだけがあった。武田家の嫡ちやく子しとして生まれてきた晴信がはじめて築いた関係とはじめて知った感情が、越後にただ一人きりの姫ひめ武将として春日山の毘び沙しや門もん堂どうに引きこもって孤こ独どくに耐たえてきた景虎が味わったことのない感覚が、そこにあった。




　戸隠山の登山道の入り口に鎮ちん座ざする奥社へと登りきった時、景虎が口を開いた。

「しんけんちゃん。ここが奥社──この奥社の中には、決して立ち入ってはならない『龍りゆう窟くつ』があるの」

「龍窟？　地主神が祀られている洞どう窟くつね」

「そう。九く頭ず竜りゆう大神が封ふうじられているの。『石』によって。九頭竜大神こそもともとの戸隠の神で、天津神は天岩戸と呼ばれる『石』とともに後から来たんだって。龍窟に入ってみる？」

「ええ。一休みしてから、入りましょう。でも、妙みようね。諏訪神社の御おん柱ばしらの伝説と似ているわ。諏訪でも、出雲いずもから流れてきた国くに津つ神かみの建たけ御み名な方かたの神かみを主神として祀っているけれど、より古い地主神はミシャグチ神と言って、蛇へびと龍たつの神だったらしいわ。なんだか、鏡を合わせたかのように似た物語だわ」

「そう。諏訪のことはわたしはあまり。あなたは、諏訪に詳くわしいのね」

「……あたしが、というよりも、あたしの知り合いに、妙に山に詳しい人たちがいるの」

　その人たちの名が、山本勘助と真田幸ゆき隆たかだとは、晴信には言えなかった。こうしている間だけは、山の下の世界のことを……人間たちの世界のことを、忘れていたかった。

　二人は目の前に広がる北信五岳の雄ゆう大だいな姿を眺ながめながら、

「まるで龍の背中のように見えるのね」

「雪が積もると、もっと龍らしくなるんだって」

　と囁ささやき合った。

　晴信は、戸隠の山の奥底に閉じこもって俗ぞく世せを捨て、修しゆ験げん道どうの修行に生しよう涯がいを捧ささげる山やま伏ぶしたちの気持ちが、はじめてわかった気がした。一人では無理だろう。だが、隣となりにこの子がいてくれれば……人の世の合戦も謀ぼう略りやくも野望もなにもかもを捨てて、彼女と手を握にぎりながら山の神のもとで生きていけるならば、それはきっと──とても幸福なことなのだろう。

　もちろん、それはかなわぬ願いだった。父・信のぶ虎とらを甲斐から追放した自分には、決して選ぶことの許されぬ道だった。泣きたくなった。

「しんけんちゃん？　また、お腹がすいたの？」

「え？　ち、違うわ。あまりにも戸隠の山が綺き麗れいだから、つい」

「あなたのほうが綺麗だわ」

　もう一つ、新たにおにぎりを取り出した景虎が、「わたしは一口だけでいいから、あとはあなたが」と晴信におにぎりを差し出してきた。

「……わたしは、生まれた時から周囲がみんな殿との方がたばかりで、女の子のお友達がいなかったの。お姉さんはいるけれど、早くに嫁とついでしまったし。し、しんけんちゃん？　あなたが、わたしにとってはじめての女の子のお友達よ」

　ほんとうに、嬉うれしそうだった。表情と肌はだの色に、すべての感情が表れるのだ。もしかして長尾景虎ではないか、と疑った自分が恥はずかしかった。もしも彼女が「人の世」で名乗っている名が、長尾景虎だとしても──だから、なんだというのだ。

「……おにぎりをもらってばかりじゃ悪いから、ほうとうを炊くわ。甲か斐い味み噌そは美味しいのよ？　あたし、本国は甲斐なの。信濃には、善光寺参りに訪れているの」

　ほんとうは善光寺と川中島を奪うために武田軍を率いて乗り込んできた、とはとても打ち明けられなかった。彼女が長尾景虎であろうとも、そうでなかろうとも、彼女をこの合戦に巻き込みたくない、なんとかして合戦がはじまる前に川中島から越えち後ごへ帰してあげたい、と晴信は思った。だが、どうやって伝えればいいのだろうか。

　しかし景虎は、意外なことを口走っていた。

「あ、赤味噌は食べられないから、遠えん慮りよするわ。ごめんなさい……」

「え？　味噌が？　どうして？」

「……よくわからないけれど、大豆を口にすると、倒たおれてしまうの。身体が受け付けないの……日の光も、わたしの肌にとっては毒になるの。あまり長い時間浴びていると、肌が腫はれ上がってしまって。今日は曇ってくれたから、山に出られたけれど」

「……そう……だから行ぎよう人にん包づつみで顔を覆おおって。それで、お友達が少ないのね」

「日の光も苦手なのだけれど、この姿を人に見られて、気持ち悪がられるのが嫌いやで。殿方たちは、わたしを美しいとか言うけれど……その褒ほめ方が……なにか違う気がするの。わたしがあなたを綺麗だって思うのとは、ちょっと違う。うまく言えないけれど……殿方は、怖こわい」

「怖い？　どうして？」

「……わからない……でも……わたしは、誰だれにも嫁ぎたくないの。同性のお友達すらいないままに、殿方に嫁ぐなんて。わたしは……誰とも祝言を挙げたくない。わたしの子もまた、わたし同様に、兎うさぎのような白い肌と赤い瞳ひとみを持って生まれてきたらと思うと、不ふ憫びんで」

「不憫だなんて。あなたは綺麗だわ、けんしんちゃん」

「綺麗というのは……しんけんちゃん。あなたのような目鼻立ちが整っていて、健康そうな身体を持った女の子のことを言うのよ。わたしは、違うわ。人間の女の子として美しいんじゃないの。みんな、まるで、わたしを、人間ではないなにかを見るかのような目で……家族のような優しい視線でわたしを見てくれる殿方もいるけれど、それは幼い頃ころから一いつ緒しよだった一部の者だけで」

「殿方の視線が、敏びん感かんなあなたには痛いのね」

「あなたは、怖くない？」

「ええ。あたしは、父上に愛されずに育ってきたから。むしろ、殿方があたしを憧あこがれの目で見てくると、自分自身を誇ほこらしく思うわ。人はね。求められるよりも、相手にされないほうがずっと辛いのよ。愛されるよりも、嫌きらわれるほうが、ずっとみじめよ」

　あたしと勘助とを結びつけたものは、その「誰にも必要とされない」というお互たがいが抱いていた孤独感だった、と晴信は勘助との出会いを思いだしていた。

「そんなことが？　わたしも、父上からは遠ざけられて育てられてきたけれど……わたしの場合は、こんな見た目で、長くは生きられない身体だから、それも仕方のないことだと……でも、あなたが、どうして」

「あたしは、臆おく病びよう者だから。父上には、それが耐えられなかったみたい」

「そんな。あなたは、わたしがなりたかった理想のわたしそのものなのに。どうして」

「あなたのほうこそ。あたしがなりたかった、理想のあたしそのものだわ」

「……わたしに、なりたいの？　こんな不自然な身体に、なりたい？」

「あたしは、心が黒々と汚れているから。野望の炎ほのおのようなものに、あたしは憑つかれている。きっと、父上に愛されず遠ざけられていた反動で、そうなってしまったのだろうけれど。それとも、もともとあたし自身がそういう人間だったからこそ、父上に嫌われたのかも。あなたのような真っ白い綺麗な心が、あたしは、欲しかった」

「しんけんちゃん。身体は入れ替かえることはできないけれど、心はいつだって変わることができるわ。あなた次第で」

「……できるかしら」

「できるわ」

「でも心は、人と人との関係の中で生じてくるものよ。過去も未来も、すべての因いん縁ねんはその中から生まれいずる。だから……世を捨ててしまわなければ、すべての人との関係を断ち切ってしまわなければ、心を純化することはできないのではないかしら」

「世を捨てるだなんて。今日、こうして出会ったばかりなのに。そんなことを言わないで」

　晴信は、景虎が被かぶっている行人包をそっと外したくなった。きっと、想像もできないほどに美しい素顔の持ち主だ。同性であるあたしが「美しい」と言えば、この子は安心してくれるだろうか。喜んでくれるだろうか。

　しかし、彼女を守っている行人包を無理矢理に剝はがしてはならないと思った。そんな無ぶ粋すいな真ま似ねをして、嫌われたくはない、と。

（父上が言われたとおり、あたしは臆病なのだろうか）

　景虎の白く小さな手を握りしめながら、晴信は、自分自身の過去を、想いを、語り続けた。武田晴信だと知られても構わない、と思った。景虎もまた、越後の山に生まれ育った自分自身の昔話を、語った。お互いに、幼い頃から父親に愛されずに、捨て置かれてきた。そのような運命を背負った少女は、乱世に、大勢いただろうが──。互いに、繊せん細さいな性格と高い知性が、災いとなった。山本勘助──宇佐美定満──直なお江え大和やまと──自分を支えてくれる者たちに巡めぐり合いながらも、なにかが、足りなかった。

「わたしは、死にゆく父上の前で、罪を犯おかした父上を許す神さまになりきって、お芝しば居いをしたの。噓うそをついてしまったの。だから、その噓を、生涯、演じきらなければならなくなった。噓だと認めてしまえば、父上の魂たましいが救われないから」

「あなたは優しいのね。あたしは、父上と喧けん嘩か別わかれしてしまったわ。あたしが家から追い出されるか、あたしが父上を家から追い出すか。二択たくを迫せまられたあたしは、父上を家から追い出してしまったの……どうせあたしを愛さない父上なら、最初からいないほうがましだと……なぜ自分から身をひかなかったのか、よくわからない。いろいろと理り屈くつをこねたけれど……あたしは人として最低なことをしてしまった。でももう、取り返しはつかない」

　あたしの正体はもう、この子に気取られてしまっただろう、と晴信は恐おそれた。

　実の父親を追放する娘むすめなど、この乱世にも、二人といない。

「でも。お父上を殺さなかったのだから、あなたは優しいわ」

　景虎が、頰ほおを赤らめながらきゅっと晴信の手を強く握りしめていた。

（あたしのこれほどの悪行を、許す者がいるはずがないわ。ただ一人を除いて）

　彼女は──長尾景虎なのだと、晴信もまたこの言葉を聞いた瞬しゆん間かんに、確信していた。

　越後に生まれ、そして生涯、人間でありながら神の化身を演じきらねばならない少女。白い肌に、赤い瞳──。他に、いるはずもない。

　けんしんが、いや、長尾景虎が村むら上かみ義よし清きよに「見せ兵」を授けた時──激高して川中島で合戦をはじめてしまったことを、晴信は、深く悔くいていた。

　だが、川中島で合戦を開始していなければ、こうして自分が彼女と出会うことはなかった。それもまた、皮肉な事実だった。

　晴信と景虎。

　お互いに長年抱いだいていた見知らぬ仇きゆう敵てきへの憎にくしみは春の雪のように溶とけ、そして哀かなしみが溢あふれていた。生まれてはじめて出会った「親友」が抱く心の傷への哀しみ、そして生涯の親友と出会っていながら友として手を握って生きていくことのできない自分自身への哀しみ。

　もしも、どちらかが男であれば。越後長尾家と甲斐武田家との当主同士が祝言を挙げ、そして、両国がひとつになるという道も、あり得たはずだった。

　そうなれば、晴信はもはや今いま川がわ家と北ほう条じよう家の顔色をうかがう必要はなくなる。不敗の神将・景虎と智ち将しよう・晴信とが手を組めば、今川も北条も数年のうちに苦もなく倒すことができる。難なん攻こう不ふ落らくの小お田だ原わら城とて、越後と甲斐からこの両者が挟きよう撃げきすれば、守りきれるものではない。越後の海を手に入れた晴信が今川を追い落として東海道を手に入れ上じよう洛らくの兵を興おこし、同時に景虎は関東へ出兵して小田原城を落とし関東管かん領れい家を復興する──それで晴信は父・信虎に認められ、景虎は父・為ため景かげが壊こわした関東の秩ちつ序じよを復興できる。

　決して、不可能ではない夢だった。

　しかし、そのような利害関係など、どうでもよかった。ただいちどの出会いで、お互いに、これほど心を惹ひかれ合っていた。外見も性格も志も、なにもかもが正反対の二人だったが、お互いに、同じものを求めて地上を彷徨さまよい続けていると、知った。父親の愛情に餓うえて苦しみ続けている姫ひめ大名が、自分だけではないと、互いに知り得た。まるで、地上に生まれいずる際に失われた、自分自身の半身に邂かい逅こうしたかのような。

　だが。長尾景虎も。そして武田晴信も。姫大名、だった──。

「あたしの下界での名前は、武田晴信よ。あたしを廃はい嫡ちやくしようとした父上を……武田信虎を駿する河がへと追放して家か督とくを奪うばった不義不忠の娘。でも晴信は武将としての名で、ほんとうの名は、勝かつ千ち代よ」

「わたしは……長尾景虎。越後の春日山長尾家に生まれ、病身の兄上から家督を継ついだ姫大名。子供の頃は、虎とら千ち代よと呼ばれていたわ。あなたを騙だますつもりはなかったのだけれど」

「わかっている」

「……ほんとうに、わたしが、『けんしん』だったならば……」

「あたしも、武田晴信などではなく、ほんとうに『しんけん』だったなら」

「ずっと、一緒にいられたのに」

「この山を下りれば、あたしたちは──下界で、敵同士として戦わなければならないのね」

　まだ、戦わねばならないと決まったわけではないわ、と景虎は言った。

「まだ時間は残されているわ。洞どう窟くつを進みましょう。『石』がある場所まで。わたしは、暗くともだいじょうぶ」

　景虎はけんめいに、晴信を引き留めようとしていた。

　洞窟を進んだ。晴信には見えない闇やみの中を、景虎は日輪の下を進むかのように歩んだ。

　ついに、「石」に到とう達たつした。

　それは想像以上に巨きよ大だいだった。銅で造られた鐘かねのようなものに、厳重に覆われている。その「銅どう鐸たく」とも言うべき遮しや蔽へい物の高さは、優に景虎と晴信の身長を超こえている。格納されている「石」も、よほど巨大なのだろう。今まで誰も戸隠から運びだせなかったはずだ。あるいは、「石」の先せん端たんがこの洞窟内に露ろ出しゆつしているだけで、さらに大きな本体が戸隠山の中に埋うまっているのかもしれない。

　中の「石」を見たくても、女の子二人の力ではこの「匣はこ」は開けないわね、と晴信は苦笑いしていた。

「……『匣』がもっと小さければ、ここで『石』の力を浴びてあなたとともに天上の世界へと去ってしまえたかもしれないのに。運命は、残ざん酷こくだわ」

　景虎は自分よりも大きな異形の「銅鐸」にそっと指で触ふれながら、語った。

「わたしの父上はもう、この地上の世界にはいない。父上は越えち後ごの守護さまを殺し、関東管領さまを殺し、関東に尽つきることのない無秩序な戦乱を巻き起こした人。わたしが義のために戦い関東管領家の復興のために戦うのは、父上の罪を娘として償つぐなうため。毘び沙しや門もん天てんの化身となったのも、自らが犯した大罪を恐れて惑まどっておられた父上の魂を救うため。毘沙門天は、義戦のために生しよう涯がいを捧ささげよと。恋こいをすればわたしはその時、死ぬと……そう言われたわ。でもあなたとわたしは、同性同士。あなたとともに生きていくと決めても、恋に奔はしることにはならない。毘沙門天もきっと認めてくれる。わたしとともに、義戦を戦ってほしい……ううん。戦わなくてもいい。ただ、わたしとともに、生きてくれればそれで」

　晴信は「あなたとならば」と頷うなずきかけていた。

　だが、それは選べない道だった。

「毘沙門天なんて、どこにも存在しないわ。あなたの心が生みだした幻まぼろしにすぎない。でも……あたしの父上は、生きているのよ。生きて、自分を追放したあたしに、こう囁ささやいてくる。臆病者め。早く天下を盗とらぬか、早く上洛せぬか、と……いつまで信濃しなのごときに手こずっておる。いったいなんのためにこの父を甲か斐いから追放したのだ、と……」

「あなたが、お父上の野望を引き継ぐ必要はないわ」

「ううん。追放した瞬間から覚かく悟ごはしていたのよ。家臣領民を虫けらのように扱あつかう父上のやり方では甲斐一国を切り従えるのが限界。海も土地もない甲斐から天下をうかがうには、最強の軍団を編成するには、家臣領民を武田家の家族として分け隔へだてなく受け入れる当主が必要だと」

「その結果、諏訪家を滅ほろぼし、今また善光寺と戸隠を滅ぼそうとしているの？」

「信濃を支配してきた神の世を終わらせて、人の世を築き上げなければならないの。この戦乱を終結させるためには、仕方のない仕事よ。あなたがもしも、あたしとともに歩んでくれるのならば」

「父上を失ったわたしは、義という観念を地上に実現するために生きるしかなくなった。お父上が生きておられるあなたは、地上の野望を極めねばならなくなった。わたしたちは双ふた子ごのように似ていても、たった一点だけ異なる境きよう遇ぐうの持ち主だった。そういうことね」

「そういうこと、らしいわね。あたしの父上が病で没ぼつすれば、あるいは、あたしはあなたと同じ道を進めるのかもしれない。でも、父上はきっと、あたしよりもずっと長生きするお方だわ。とてもお身体が頑がん強きようだもの。精神力も凄すさまじいわ。兵を率いて合戦を続ければ、いずれ戦場で討うたれる可能性もあっただろうけれど、その道はあたしが塞ふさいだ。あたしは生きる限り、父上の視線に見張られながら……武田家当主・武田晴信として天下盗りの戦いくさを続けなければ許されないの」

「……わたしの父上は、越えつ中ちゆうの一いつ揆き衆との合戦で命を落としたわ。わたしはなにもできなかった。せめて、父上の前で毘沙門天になりきって、父上の罪を許すと告げることしか……あなたはお父上を戦死する運命から救ったのよ。もう、これ以上お父上に縛しばられずとも」

「それはあなたのほうよ。あなたのお父上は、もう、死んでしまった。死ねば魂もない。あの世など、ないわ。存在しないもののために義戦を続けねばならず、毘沙門天の化身になりきらねばならないあなたの徒労は、あなたの命が尽きるその時まで終わらない。そんな辛つらくて悲しい生き方をする必要なんて、あなたにはないわ」

「わたしが越後から逃にげれば、春日山長尾家の嫡ちやく流りゆうは絶え、長尾政まさ景かげが国主の座に就つくだけ。そうなればきっと越後は分ぶん裂れつして、関東をも巻き込み、わたしの父上の時代以上に乱れることに。自分の父親のまつりごとが民たみを苦しめ家臣たちを苦しめてきたことへの反省と後こう悔かいから、娘として父親の失策をあがなうべく国主となったのは……あなたも同じでしょう？」

　そのとおりだった。しかし、晴信が父親を追放して自ら甲斐の国主となってはじめて知ったこともある。一国の主あるじたる者は、時には自らの手を汚よごし罪を犯さなければならないということを。山本勘助や真田幸隆たちが晴信に代わってその薄うす暗ぐらい仕事を務めてくれているということを……。

　だが、景虎は違ちがった。越後一国の当主であり続けながら、あくまでも「下げ克こく上じようの男」だった亡き父・長尾為景とは真逆の生き方を貫つらぬこうと決めているのだ。

　そんなことが可能なのだろうか、と晴信は思わず尋たずねていた。

「わからない。でも、やるしかないの。わたしの父上はもうこの世界にはいないのだから」

「あなたは死んでいない。生きているのに。それなのに、死者に囚とらわれているのよ」

「そうかもしれない。でも、それを言うのならば、あなたは生者に囚われているわ」

「……義や慈じ悲ひであたしは救われない！　そんな言葉では！　父上は生きておられるのに！　物言わぬ死者の魂はいくらでも鎮ちん魂こんできるけれど、あたしの父上は生きている！　父上を追放したという苦しみは終わらない……！　観念では、あたしはこの苦しみから逃のがれられない！　戦国の世の人々の苦しみは、義では癒いやせない！　豊かな越後とは違う。甲斐の領民たちは、ずっとずっと洪こう水ずいや合戦や飢き饉きんで苦しんでいる。白い米すら食べられない！　甲斐の国主には『現実に抗あらがう力』が必要なの！　言葉ではなく、力が！　父から奪い取った甲斐を、あたしは捨てられない！　生きる限り、この苦しみは続くの！」

「……しんけん、ちゃん……」

「どうしてあなたは、女の子に生まれたの？　どうして。あたしたちが男と女として出会っていれば、お互たがいに欠けた部分を補い合うことができたはずなのに。どうして」

　晴信は、景虎の志を美しいと思い、そして、景虎もまた晴信の志を気高いと感じている。お互いに、相手に憧あこがれとそして尊敬の念を抱かずにはいられなかった。

　しかし、言葉は、すれ違った。

　この天上では──山の神々の世界では、想いがすべてだ。心と、魂たましいと、そして言葉だけが、ここには存在している。景虎と晴信は今、修しゆ験げん者じやたちのように飯縄や戸隠の山々に魂を惹ひかれ、そして二人でともに俗ぞく世せを捨てて神々の世界で生きたいと願っていた。

　だが人々が生きる地上の世界は、想いによってのみ成り立っているものではない。景虎は、それでもなお、神々の世界の美しさを手放すことなく、地上の世界に実現しようとしている。晴信には、その二つの矛む盾じゆんする世界を同時に生きることなど、人間にはとても可能とは思えなかった。しかし、景虎ならば可能かもしれない、とも思った。

　わからない。

　出会ったばかりなのに、もう、置いていかれてしまうのだろうか。地上の世界の理ことわりを景虎に知らしめることができれば──「合戦」に勝つことができれば、あるいは、景虎を地上の世界に引き下ろして再び手を繫つなぐことができるのだろうか。一人で行かないでほしい、ここに留まってほしい、と晴信は思った。景虎を抱だきしめて、そのまま戸隠の山々の中に閉じ込めてしまいたかった。そして景虎もまた、それを望んでいる。

「……わたしは王道を目指し、あなたは覇は道どうを目指している。話し合いを続けても、きっと、平行線ね。言葉では、あなたを癒やすことは……救うことは、できないのね」

「ええ。鬼おにごっこを再開しましょう。負けたほうが、勝ったほうの望みを聞くの」

「そうね。二人だけの遊びにしておきたかったけれど。川中島で、鬼ごっこを」

「将兵を無む駄だに死なせる意味はないわ。できうることならばこの戸隠の山で、二人きりで」

「この乱れきった日ひノ本もとに、古き秩序と義を復興させられるか、それとも新しき人の世を切り開けるか。二人だけで決めてしまいたいけれど……わたしは越後の国主で、あなたは甲斐の国主。お互いに大勢の家臣たちがいて、領民たちがいる」

「……鬼ごっこで負けました、では……とおらない、わね」

「……ええ。二人が揃そろって国主の座を、捨てない限り」

「あたしには、捨てられないわ。父上を追放した罪までも投げ捨てて逃げることになってしまう。それに、ね。地上の世界と神々の世界とは、共存することはできないのよ、景虎」

「地上の世界の理が毘沙門天の力に勝まさると、あなたがわたしに教えてくれるの？」

「鬼ごっこではなく、善光寺平で。川中島で。合戦で、あなたに勝てば──あなたは、認めざるを得ない」

「自信がある？　わたしは戦に負けたことがない。これからも、きっと、負けない。村上義清に二度惨ざん敗ぱいしたあなたが、わたしを打ち負かせる？」

「わからない。でも……きっと、あなたに追いついて、捕とらえてみせるわ」

「……戦をすれば、人が大勢死ぬわ。とりわけあなたの戦ぶりは、そう。わたしとは違うもの。残念だけれど、あなたにはわたしのような合戦の才能が、ない……たとえ、どれほどの犠ぎ牲せいを払はらうことになっても、わたしを捕つかまえるというの？」

「ええ。約束する」

「ほんとうに？　きっとそれは、とても辛いことだわ」

「……それでも」

「武田晴信。あなたは欲よくが深いのね。わたしとはほんとうに、真逆みたい。でも……そんなあなたが、わたしは羨うらやましい。あなたが、眩まぶしい……」

　時間が、流れていく。

　日が暮れるよりも早く、下山しなければならなかった。

　二人きりで語らっていられる時は、尽きようとしていた。

　晴信は、景虎の素顔を覆おおっている行ぎよう人にん包づつみを剝はぎ取ってしまいたい衝しよう動どうと戦いながら、「どこにも行かないで」と伝えたいという想いを抑おさえながら、景虎に告げねばならなかった。

「明日から直接戦うことに、なるわね。あたしは、川中島を──北信濃を、捨てられない。奪うばい取らなければならない。駿河するがへ出られぬ以上は、いずれ越後の海へと。父上を甲斐から追ったあたしにとって、武田家を戦国最強となし上じよう洛らくを果たすことだけが、父上に認められる唯ゆい一いつの道なのだから。そして、長尾景虎。あなたを神々の世界から引き下ろす唯一の道でもある」

　景虎は、そんな晴信の肩かたにそっと寄り添そいながら、答えていた。

「……わたしを戦で破ることは誰だれにもできないわ。わたしは、毘沙門天の、化身だから……父上の前で毘沙門天として振ふる舞まったあの時から、ずっとずっと。きっと、死ぬまで。誰にも、わたしを神の高みから引きずり下ろすことは、できないの……でも」

　もしかしたら、あなたならば、と景虎は顔を覆っていた。

「あなたならば、戦場で……わたしを殺してくれるかも……しれない。死んでしまえば……もう……戦で人々の命を散らす日々からも……解放される」

「いや……あたしは……あなたを守りたい。幸せに……したい」

「わたしも同じ気持ちよ。あなたはわたしにとって、はじめてのお友達だもの……」

「だったら」

「でも俗世を捨てない限り、それは……無理なお話だわ。次に会う時は、敵同士よ。わたしは、戦場でも敵兵を決して直接殺さず、そして敵が降こう伏ふくすればすなわち許すという不殺を誓ちかっているけれど……」

「……残念ながらあたしには、そのような悠ゆう長ちような戦い方は通じないわ。あたしはあなたほど戦に強くはないけれど、周しゆう到とうで執しつ拗ようなの」

「多大な犠牲を払いながら村上義清を最終的に打ち破ったのも、あなたのその執しゆう念ねん故ゆえね。わたしには、ないものだわ。とても、まぶしい」

「お互いに兵を率いて戦えば……問答無用で、互いの命を奪い合うことに、なるわ」

「……そのようね。それでもわたしは、不殺を貫くつもりだけれど」

　こうして戸隠の山で出会うまで、晴信は、会ったことのない景虎を、ずっと憎にくんでいた。しかしそれは結局──自分自身の影かげを憎んでいたのだ、と晴信は知った。ほんものの景虎は、これほどにいとおしい。景虎もまた、こうして邂かい逅こうするまでは晴信を不義不忠の女と憎んでいた。しかしその憎しみは、ほんものの晴信と出会い語り合ったことですでに溶とけて消えている。

「景虎。どうしても、村上義清たちのために、川中島で義戦を行うの？　あたしよりも、義という観念のほうが、あなたには大切なの？　あたしの望みには、応じてくれないの？」

「……村上義清や小お笠がさ原わら長なが時ときから、あなたは城と国を奪った。他国を侵しん略りやくする者は、毘沙門天にとっては許されざる敵なの」

「どうしても戦うのならば、せめて落とした城を長尾のものに。北条氏うじ康やすとあたしをともに敵に回して、領土も奪わずに、義戦を続けるだなんて。そんなことをしても、壮そう大だいな徒労でしかない。どれほど戦に強くとも、無駄だわ。いったいなにができるというの。そんな身体で……命を、縮めてしまう」

「わたしは、毘沙門天の化身。戦場で死ぬことしか、許されないの」

「……あなたはそうやって自分自身の観念の世界に生きているのね。神々の気配を感じることのできない俗ぞく人じんのあたしとは、真逆のようね……ともに同じ道を歩んで生きていくことは……」

「そのようね。あなたは、諏す訪わを滅ほろぼした。善光寺もそして戸隠も、滅ぼしてしまうでしょうね。加藤段蔵が言うには、諏訪と戸隠とが封ふうじている九頭竜を駆かり立てれば、この信濃しなのが、もしかすれば日ノ本そのものが滅びてしまうらしいけれど……あなたは、そのような神話など、信じないのでしょうね」

「……人間は人間よ。いにしえの神話に憑つかれれば、目の前の人間の世界を見失って、人でないものになってしまうわ。あなたが、毘沙門天になってしまったように。たとえこの戸隠の地底に九頭竜が実在するとしても、人間ごときの力で駆り立てることなどできない」

「戸隠の『石』を手に入れて、忍しのびを増やすのでしょう？　大勢の子供を犠牲にして」

「そんなことはしたくないわ。『石』は──いずれ甲か斐いへと持ち去って……ううん。この『石』はあまりにも大きすぎて持ち帰れないわね。壊こわすわ。そう、決めたわ」

「神を恐おそれぬ者ね、あなたは」

「ええ。父親をも恐れないのだから、神を恐れられるはずもない」

　そうではない。あたしは今、目の前にいるこの少女の中に、神を感じているはずなのに。そうでなければ、彼女の顔を隠かくしているこの白い行人包を剝ぎ取ってしまえるはずなのに。

　すでに晴信の正体を知っていながら、景虎はまるで無防備だった。いっさいの殺意も敵意もない。剝ぎ取ろうと思えば、いつでも容易たやすく剝ぎ取れる。

　それなのに、晴信には、どうしても手を伸のばすことができなかった。

　うぬは生しよう涯がいなにをも手にする勇気を持てぬ臆おく病びよう者よ、と信虎がせせら笑う声が、耳元で聞こえていた。

（うぬはな。己おのれの幸福をすら、恐れるのだ。幸せを手に摑つかむことすら、うぬの弱き心を傷つけるのだ。貴様の敵はわしではない。貴様自身なのだ、晴信よ）

　いいえ、違うわ。この神々の世界で景虎の行人包を剝ぎ取っても、意味がないの。地上の世界で──戦場で、剝ぎ取らなければ、景虎をこの手に捕まえることはできないのよ、と晴信は自分に言い聞かせていた。




　晴信と景虎は唯一無二の友として出会い、そして──宿敵として別れた。




　白い霧きりに覆われた戸隠の奥社から、二人が袂たもとを分かって下山していく中──。

　中社の鳥居を挟はさんで伸びる二本の杉すぎ。それぞれの頂上に、晴信と景虎を守る忍びが、立っていた。

「この霧は、才さい蔵ぞうどののご厚意でござるか。それともお二人の仲を邪じや魔まする哀かなしみの霧でござるか？」

　晴信を守護する、猿さる飛とび佐助。南なん蛮ばん貿易経由で駿河から入ってきたバナナを、手しゆ裏り剣けん代わりに握にぎりしめている。

「……私はなにもしていない。戸隠の山中に自然に湧わいてきた霧が、二人を引き裂さいたのだ。あの二人が偶ぐう然ぜん遭そう遇ぐうした時には、凄せい惨さんな殺し合いがはじまるのではないかと思ったが……分かちがたい友情が芽生えてしまうとは。悲劇だな」

　景虎を守護する、霧きり隠がくれ才蔵。

「よいことではござらぬか。憎み合うよりも慕したい合うほうが、ずっとよいでござるよ。今は敵国の姫ひめ大名同士であっても、いずれは……拙せつ者しやが抱いだく才蔵どのへの思し慕ぼの念もきっといつかは通じるでござる。にんにん」

「抱かなくてもいい！」

「いやあ。まさかうちの御屋形さまが、あの雪の精のような景虎どのに。どうやら人は、自分に似ていて、しかし決定的に自分とは異なるものを持っている相手に惹ひかれるらしいでござるな。そういえば才蔵どのも色白でござるな」

「……人はそうかもしれぬが、貴様は猿さるだ。だいいち私が色白なのは南蛮人なのだから当たり前だ。南蛮人はみな肌はだが白い……が、景虎が晴信に惹ひかれる理由は、わかる気がする。地上を己の脚あしで歩く者と、天上の世界を生きる者との違ちがいがまぶしいのだ……景虎は常に孤こ独どくだが、晴信は、孤独ではない」

「ということは才蔵どのも、お友達たくさんの拙者に惹かれているのでござるな。真田の庄しようは居心地がいいでござるよ。御屋形さまが隠し湯を次々と発見してくださるので、温泉にも浸つかり放題でござる。うきゃ」

　才蔵は佐助の相変わらずな緊きん張ちよう感かんのなさに、いらだちを隠せないらしい。

「黙だまれ佐助。そのバナナはなんだ、ふざけているのか。ここで決着をつけるか？」

「南蛮人の才蔵どのには懐なつかしい果物でござろう。あげるでござるよ」

「要いらん。それは、南蛮の果物ではない。どうやって腐くさらせずに信濃にまで運んだのだ……佐助。武田晴信と長尾景虎をこのまま帰してよいのか。ここでどちらかを始末せねば、合戦になる。川中島に無む駄だに血が流れるぞ」

「うきゃ。とはいえ、互たがいに忍び衆が結界を張り合っているでござるよ。抜ぬけ駆がけしたところで始末するのは無理でござろう。忍びの仲間同士が血を流すだけでござる、にんにん」

「……数千数万の兵が死ぬよりは、ましだ。あの二人にそんな業ごうを背負わせたくはないな」

「拙者は、才蔵どのと仲良くしたいでござるよ。日ノ本人にはおらぬ金きん髪ぱつと碧へき眼がんの持ち主で、美人ですからな、うぷぷ」

「貴様の目がおかしいのだ。私は日ノ本人どもから、天てん狗ぐと言われるぞ。鼻が高く彫ほりが深い顔つきが怖こわいらしい……というか女同士で気持ちの悪いことを言うな！」

　いやあ。男とか女とか、そのあたりの人間の種類の区別はサルに育てられた拙者にはよくわからぬでござる、と佐助が頭を搔かきながら「じゃ、またね」と霧の中に姿を消していた。

　才蔵が困ったように「人を食った娘むすめだ」と吐はき捨すてていると──戸隠中社に立った三本目の大杉の頂上から、由ゆ利り鎌かま之の介すけが声をかけてきた。

　善光寺と戸隠山の中間に聳そびえる飯縄山で術を手に入れた、飯縄忍しのびである。

「男も女も同じ人間だよ。むしろ女の子同士で仲良くするほうが、いろいろと面めん倒どうがなくていいかもね。男と女の愛あい憎ぞう劇は厄やつ介かいだものね、ふふ。ことに、姫大名にとってはね……だからこそ長尾景虎は生涯不ふ犯ぼんを貫つらぬくつもりだし、武田晴信は姫武将ばかりを育てている」

「貴様は相変わらず男か女かわからぬな。そして、長尾につくのか武田につくのかもわからぬ。そろそろ立場を決めておかねば、孤こ立りつするぞ」

「ボクはただ、忍にん術じゆつの元祖を誇ほこる飯縄忍びとして、いちばん強い武将に一いつ騎き打うちを挑いどみたいのさ。戦いくさの実力という点では、戦略と謀ぼう略りやくを用いる武田晴信と、神がかりの戦術眼を持つ長尾景虎。今のところ、どちらも甲こう乙おつつけがたいな。どちらと戦おうかな？」

「武田晴信は、飯縄山も支配下に収めるぞ。戸隠の『石』を壊すとあの女は宣言した。そして、川中島より進んで戸隠山を奪う道の途と上じように、飯縄山が立ちはだかっている」

「晴信は、長尾景虎を毘沙門天憑つきの呪じゆ縛ばくから解き放ちたいのだろうね──ボクは人に管くだ狐ぎつねを憑ける飯縄使いだけど、景虎は自らに毘沙門天を憑けている。奇き特とくな女の子だよね」

　そういう意味では景虎のほうが好敵手として面白そうだね、と由利鎌之介は笑っていた。

　だが才蔵は、笑わなかった。故郷の南蛮に生きる場所を見み出いだせなかった彼女は、笑顔というものを忘れていた。ただ、南蛮であろうとも日ノ本であろうとも人の哀しさは同じだ、と思うばかりだった。

　才蔵の家の「始祖」もまた、「神」に憑かれて武器を取り、戦場で戦った少女だった。そして、その神がかりの少女が辿たどった結末は──。

　才蔵は、「神」の命ずるままに戦いそして人間たちに裏切られ汚けがされ殺されていった自分自身の「始祖」と、毘沙門天の化身として義のために戦う長尾景虎とを、重ね合わさずにはいられなかった。景虎の容よう貌ぼうが、日ノ本人よりも南蛮人にずっと近かったためかもしれない。景虎の「生涯不犯の誓い」を守らせてやりたい、彼女自身が誓いを捨てると己の意志で決断するまでは、貫かせてやりたい。わが「始祖」のような悲劇を景虎には味わわせたくない……と才蔵は思った。

　才蔵の「始祖」は、神の遣つかい……聖女だった。故ゆえに、処女を守り抜いた。人間どもは、人間の男どもは、彼女を聖女から魔ま女じよへと貶おとしめるために、彼女を犯おかした。牢ろう獄ごくの中で何人の男に犯されたのか、わからない。衆人の前で火か刑けいに処されて焼けただれた彼女の遺い骸がいは、股またを開かされて、陰いん部ぶを公開され、「ただの人間の女」であることを証明されたという。

　真実なのかどうかはわからないが、才蔵は、一族の者からそのような「始祖」の末路を聞かされていた。この「武士道」と「姫武将」の伝統を誇る日ノ本では、そのような非道はあるまいが、それでも毘沙門天の化身として生きるために不犯を誓っている景虎が心配だった。

　景虎の貞てい操そうを狙ねらう男は、越えち後ごには何人もいる。不犯を誓えば誓うほど、神に近づけば近づくほど、その神を引きずり下ろしてやりたいと男たちを煽あおることになるのだ。

　もしも武田晴信が男であったならば。だがそれはもうどうしようもないことだ、と才蔵は景虎のために悲しんだ。

「……この合戦が、いちどで終わればいいのだが……決着のつかぬ合戦ほど虚むなしいものはない……長尾景虎と武田晴信。あの二人の戦いぶりは水と油。互いに嚙かみ合わず、何度も川中島で合戦が繰くり返されれば、二人の志はともに潰ついえてしまう」







　第六話　開戦







　長なが尾お景かげ虎とらと、武たけ田だ晴はる信のぶ。

　宿命の出会いを果たした二人が、ついに雌し雄ゆうを決する時が来た。

　野の尻じり湖から飯いい縄づな山の東を進んでいた越後軍本隊に合流した景虎は、「これより晴信と決戦する」と宇う佐さ美み定さだ満みつに命じ、まっすぐに善ぜん光こう寺じ平だいらへと出た。

　東西の山々の間に、千曲ちくま川がわの水の流れが彫り上げたかのような広大な平野が広がる。これが善光寺平である。善光寺平の南部で、西から流れる犀さい川がわと、上うえ田だ側から流れる千曲川とが合流し、この二本の川の間に扇せん状じよう地「川かわ中なか島じま」が形成されている。

　犀川以北、すなわち善光寺平の中心地は、善ぜん光こう寺じである。善光寺の別当たちの一部が戸と隠がくし山の修しゆ験げん者じやたちの代表をも兼かねており、善光寺は戸隠山の表おもて玄げん関かんとしても、そして戦時には要よう塞さいとしても機能していた。戸隠忍にん群ぐんの元もと締じめ的な立場にある加か藤とう段だん蔵ぞうを経由して、景虎率いる越えつ軍と善光寺とは連合している。

　善光寺の別当たちの間では「越軍か、甲こう軍か」「景虎か、晴信か」で真っ二つに意見が割れたが、「武田晴信が勝てば、善光寺の秘仏も戸隠の『石』も奪うばい取り甲か斐いへ持ち去るぞ」と説得に奔ほん走そうした加藤段蔵の尽じん力りよくによって、善光寺平は戦わずして越軍のものとなった。

　問題は、犀川以南の川中島である。すでに川中島には、武田方の先せん鋒ぽう、晴信の妹・武田次じ郎ろう信のぶ繁しげとその守もり役を務める老将・諸もろ角ずみ豊ぶん後ごの軍勢が姿を現しており、武田晴信自身も川中島の南側の入り口にあたる布ふ施せにまで兵を進めているという。

　先に、越軍の見せ兵を借りた村むら上かみ義よし清きよが武田軍と戦った際、村上義清は武田の守備隊を敗走させ、川中島から千曲川を北国街道沿いに南進して、かつての本城だった葛かつら尾お城を奪だつ回かいしようとした。しかし葛尾城はすでに武田・真さな田だの手によってほぼ破は却きやくされていたため、やむを得ず兵をさらに南へ。かつて武田軍を野戦で蹂じゆう躙りんして板いた垣がき信のぶ方かた・甘あま利り虎とら泰やすを討うち取った上うえ田だ原はらの南方に位置する山城・塩しお田だ城まで進んだ。

　しかし、敵中深く乗り込み塩田城へと進んだことが、村上義清自身を追い詰つめた。武田晴信自身が、突とつ如じよとして甲斐一万の軍勢を率いて猛もう然ぜんと反はん撃げき。激戦に敗れて塩田城から駆く逐ちくされた村上義清はそのまま一方的に押し切られ、上田から撤てつ退たい。北信濃しなのにおける拠きよ点てんをことごとく武田軍に奪い返されて、ついには越後の景虎のもとへと亡命を余よ儀ぎなくされた。村上義清はこの時、戦国武将・武田晴信がついに自分を超こえたことを痛感したのだった。

　今、長尾景虎は八千の越軍兵を率いて善光寺を出立し、犀川を渡わたろうとしていた。

　川中島で、武田軍と決戦するために。

　先鋒隊は、「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ」の旗を掲かかげる柿かき崎ざき景かげ家いえ。

　そして景虎自身が率いる旗本本隊も、その先鋒隊のすぐ隣となりを突つき進んでいた。

　景虎の戦いは常に、総大将の景虎自身が先頭に立つ。

　一いち撃げき決戦主義だった。

　武田晴信に敗北して越軍の降将となっていた村上義清が思わず景虎に具ぐ申しんしたのも、当然だった。

「一撃決戦には晴信は乗らない。先の合戦でたしかに俺は武田軍の先鋒隊を破り、勝ちに勝って千曲川を南進し上田まで深入りした──だが守るべき葛尾城はすでに半ばまで破却され、仕方なく塩田城に入った。それが俺の敗因だ。上田一帯はすでに山やま本もと勘かん助すけと真田幸ゆき隆たかの手によって、『敵兵を誘さそい込む死地』となっている」

　村上義清は「来月に上じよう洛らくを控ひかえているご主君には、これから葛尾城を再建する時間はない。北信濃で戦える時間は、あと三週間。上田に入ってはならない。この川中島で決戦するしかない。もしも晴信を取り逃にがしても、それ以上深入りするな」と景虎に訴うつたえた。

　この日は朝から日の光が弱い。顔を覆おおう行ぎよう人にん包づつみを外していた景虎は馬ば上じよう杯はいを掲げて酒を飲みながら、兎うさぎ耳の前立てをつけたひょうけた兜かぶとを被かぶる宇佐美定満に尋たずねた。

「……宇佐美はどう見る」

「加藤段蔵の諜ちよう報ほうによれば、武田晴信は実は上田に留まったままだ。つまり今、布施に陣じんを敷しいて越軍を待ち受けている武田晴信は、おそらく影かげ武む者しやだぜ。逍しよう遥よう軒けんとか名乗る、もう一人の妹だろう」

「影武者か。それが武田晴信の戦い方か。虚きよと実が入り交じり、なにがほんとうかを見せないようにする。布施に陣を構えて越軍の野戦決戦に応じようとしているのは、罠わなか」

「罠とも言えるし、そうではないとも言える。武田軍は、かつては村上の旦だん那なに何度も敗北した。その頃ころの晴信は兵法の常道を守り手て堅がたく戦う姫ひめ武将だったが、村上軍の槍やり衾ぶすま戦術と規格外の突とつ進しん力にはとても対たい抗こうできなかった。だが今は違う。敵軍の突進力をいなす戦術眼と、臨機応変に多様な陣じん形けい戦術を駆く使しする絶対的な統率力を身につけている」

「たしかに、村上義清ほどの豪ごうの者を一いつ蹴しゆうできるほどに武田軍は強くなった。川中島の武田軍を見るに、軍律は見事に統制され、武将たちはみな晴信を絶対的な主君として崇あがめている。見事な軍団だ。わたしとて油断慢まん心しんすれば敗れるだろう。だが、それほどの手て練だれであれば、なぜ影武者を立てる。なぜ晴信自身が堂々と川中島に出てこない？」

「おそらくは、ひとつには越軍の戦い方を知らねば決戦はできないと慎しん重ちようになっている。晴信はかつての村上軍との対決で、危険な一撃決戦には懲こりているからな。その村上の旦那以上に強いと噂うわさされるお前と安易に激げき突とつして大敗することを恐おそれている」

「わたしは勝っても、晴信を殺さぬ」

「敵味方入り乱れての大乱戦になれば、不殺の掟おきてなど守れないぜ、景虎」

「……つまりはわたしと互ご角かくに戦えると、晴信に思われているのだな」

「もうひとつの理由は、お前を怒おこらせて上田まで深入りさせるためだ、景虎。戸隠山で晴信と出会ったことは、お前にとっては不利に働くだろう。そして、晴信にとっては有利に働く──晴信はお前のように甘くはない。お前に純じゆん粋すいな友情を感じていようとも、いざ合戦となればその自らの感情をも戦略の駒こまとして用いることができる」

　それでこそ武田晴信だ、と景虎は思った。が、晴信が自分を倒たおすという気き概がいを剝むき出しにしてこないことが不満だった。

　二人が戸隠山で偶ぐう然ぜん出会ったことを景虎から聞かされた宇佐美定満は、それ以来、ずっと浮うかない顔をしている。景虎に同性の、しかも同じ姫大名という立場にいる友人など、滅めつ多たにできるものではない。越後には、景虎を除けば姫武将はいないのだ。ようやく出会った親友と即そく座ざに合戦をはじめなければならない景虎の心を思うと、景虎を姫武将への道にいざなった宇佐美の胸は晴れなかった──。

　しかも、父を救うことから義戦の道を歩みはじめた景虎と、父を追放することから野望の道を歩むことになった晴信とは、決して相あい容いれることはないだろう。

　この川中島での対たい陣じんは、もしかしたらこれから何度も繰り返されることになるかもしれない。景虎の志も晴信の野望もなにもかもが北信濃の川中島というこの狭せまい土地に閉じ込められることになるかもしれない。そう宇佐美は危き惧ぐしていた。

「……あの女は……わたしの義の戦を否定した。わたしとともに地上を歩む道を拒きよ絶ぜつした。わたしを戦場で破って、現世の理ことわりというものをわたしに知らしめるつもりなのだ。ならばなぜ、自ら出てこない。わたしと戦うと言ったのは、口だけか」

「だから、景虎。そうして怒っている時点ですでに、お前は晴信の手のひらの上だ」

　子供扱あつかいされているのか、と景虎は憤いきどおった。

　景虎は越後国内では無敵の神将だったが、越後の外へ出て異国の兵と本格的に戦うのは、これがはじめてである。

　対する晴信は、この信濃で何度も村上義清や小お笠がさ原わらを相手に激戦を繰り広げてきた。

　地の利は、圧あつ倒とう的に晴信にある。

　あるいは、「人」に関しても──。

　諜報を担当する直なお江え大和やまとと剛ごう勇ゆう無む双そうの長尾政まさ景かげ。あの二人がいれば、と景虎は思ったが、直江大和は兵へい站たんを維い持じするために後方部隊を率いている。長尾政景は越後に残してきた。政景と綾あやの長子の命が、尽つきつつあった。そのために景虎は、政景を召しよう集しゆうできなかった。代わりに北きた条じよう高たか広ひろと柿崎景家を召集したが、北条高広は「関東遠えん征せいに続いて信濃遠征にまで繰り出されるとは。わたくしは関東担当ではなかったのですか。せめて武田方から奪った土地を越後の諸将に恩賞として与あたえてくれねば、とてもやっていけぬ」と不満顔である。

　武田晴信は、合戦で奪った土地を惜おしみなく次々と諸将に分け与えるのだという。それ故ゆえに晴信は、父・信のぶ虎とらですらなれなかった「甲斐の絶対的な主君」になれたのだろう。

　早くも上うえ杉すぎ憲のり政まさ・長尾政景・北条高広ら「関東遠征派」と、小笠原長なが時とき・柿崎景家ら「信濃遠征派」とに分ぶん裂れつして対立しはじめている越後とは、あまりにも違ちがう。宇佐美定満と直江大和が両派は閥ばつの間に入って調整に奔ほん走そうしているが、「領土も奪わずして二正面作戦は不可能だ」という両派閥の意見はどちらももっともであり、景虎も苦く慮りよしていた。「領土を奪わない」という景虎の誓ちかいそのものに頑がん強きように反対する大おお熊くま朝とも秀ひでのように、いっさいの外がい征せいに異を唱える「非戦派」すらいるのだ。

　しかし晴信の振ふる舞まいは、潔けつ癖ぺきな景虎にしてみれば、他国を侵しん略りやくする下げ克こく上じよう行こう為いであり、明らかな「泥どろ棒ぼう」だった。晴信は甲斐の国主にすぎず、信濃の守護は……下品で短たん慮りよな男とはいえ……小笠原長時なのである。その小笠原長時を放ほう逐ちくして信濃を切り取り続ける晴信を、景虎は捨て置けない。

「武田軍だ。先鋒隊と本隊が合流している。七千はいるぞ、景虎」

　宇佐美定満が声をあげ、村上義清がうなずいた。

　犀川を渡り終えた──布施に、「風林火山」の軍旗を見つけだした。

　御お諏す訪わ太だい鼓この音が、鳴り響ひびいている。

　静まりかえっていた武田軍が、いっせいに動きはじめていた──。

「景虎。戦いくさは、鬼おにごっこじゃないぞ。長尾政景と内輪もめをしていた時とは訳が違う。相手は、甲斐から遠征して全信濃を平定しようとしている武田晴信だ。武田家は甲斐の守護の家いえ柄がらだが、もはや守護大名じゃない。他国切り取り放題、下克上上等の、戦国大名だ」

　宇佐美定満が「戦国大名」という言葉を口にした時、景虎の細い肩かたがぴくりと動いた。

　武田軍と戦い続けてきた村上義清は、越軍の誰だれよりも武田軍の陣じん容ように詳くわしい。それぞれの旗印を見るだけで、布ふ陣じんがわかる。

「ご主君。敵先鋒は諸角豊後。信虎時代からの老将だが、俺同様、いささかも心身に衰おとろえはない。諸角隊の背後には、武田の副将・武田信繁。晴信の妹だ。諸角は信繁の守り役だ、信繁の盾たてとなるべく気力を充じゆう実じつさせている」

「村上。お前はかつて武田四天王のうちの三人……板垣信方と甘利虎泰、そして横よこ田た備びつ中ちゆうを討ち取った。諸角がそれほどの大物であれば、なぜ武田四天王に繰り上がらぬのか」

「晴信は、先代に仕えてきた男武将よりも、自らが抜ばつ擢てきし育成した姫武将を新たな四天王としたい考えだ。姫武将ならば、忠義心と恋れん愛あいの情とを混同して武田家主君の座を脅おびやかす恐れがない。かりに恋こいに墜おちても女同士であれば、子を生なす可能性がないのだから、晴信が主君の座を乗っ取られることはない……姫大名という不安定な立場を守るためという目的は同じでも、方法はご主君とは逆だ。水と油だ」

「女同士で恋に墜ちたりなど、するものか。だが、晴信らしい。自分を脅かす者ははじめから近づけねばよい、というその用心深さが」

「いずれにせよご主君のほうに勝機はある。旗印を見るに、四天王最後の一人にして最強の姫武将・飯お富ぶ兵ひよう部ぶ虎とら昌まさがこの布施の戦場にはいない。ほんものの晴信とともに塩田城に籠こもっているようだ。山本勘助の姿が見えぬのが不気味だし、こちらも越えち後ご最強の突とつ破ぱ力を誇ほこる猛もう将しよう・長尾政景を欠いているが、政景の役は俺が担おう」

　村上。その必要はない、わたし自身が先せん陣じんを切る、と長尾景虎は答えた。驚おどろくほどに、そっけない即そく断だんだった。

「わたしは武田晴信と約束したのだ。決戦をして勝敗を明らかにする、と。わたしの王道と晴信の覇は道どう、いずれが正義か、わたし自身が証明する」

　村上義清が思わず宇佐美定満に「越後の国主が、この武田軍とのはじめての交戦で先陣を切るなど、あまりに無む謀ぼうすぎる。軍師として止めぬのか」と問うたが、宇佐美定満は「止めて止められるものじゃねえ。これが越後流さ」と苦笑いするばかりだった。

　先陣を切った中央に、長尾景虎。

　左さ翼よくに、本ほん庄じよう繁しげ長ながら揚あが北きた衆しゆう。

　右う翼よくに、北条高広。

　相手が何者であろうが、景虎の戦は常に「一撃決戦」主義であり、そこにはいっさいの迷いがない。

　長尾景虎が討ち死にする時が、越えつ軍が敗北する時なのである。

　自らの保身のために家臣団を的にしたり餌えさにするような卑ひ劣れつな戦いはせぬ、と景虎は決めている。

　たとえ、それが一国の主あるじとして、やってはならない非常識であろうとも。

　わたしは武田晴信とは違う、と。

　躊ちゆう躇ちよなく、突進した。

　いきなりの総そう攻ぜめを前にした武田軍はいささかも動どう揺ようすることなく鶴かく翼よくの陣形を取ろうと動くが、景虎は駆かけ続けた。川中島の平原に雨のように飛び交う矢も鉄てつ砲ぽう弾だんも、景虎には当たらなかった。

　速い、と村上義清は息を吞のんだ。

　景虎は小こ柄がらである。背が低いだけではない。驚くほどに体重が軽い。しかも、重い鎧よろいを着ることもない。それ故に、景虎を乗せた馬にしてみれば、誰も乗っていないかのように軽量なのだ。

「しかし。まっしぐらに敵中へと突き進んでいるが、良いのか宇佐美!?」

「景虎が突つこうとしているあそこが敵てき陣じんの『穴』ということだ！　者ども、景虎に遅おくれるな！　蹴け散ちらせ！」

「穴、だと!?　なぜ瞬しゆん時じにそれがわかる？　俺には、武田軍が敷いている堅けん陣じんの中に穴など見えぬ！」

「俺もさ、村上の旦那。景虎を動かしているものは軍学じゃねえ。あいつは生まれながらの戦の天才だからな──毘び沙しや門もん天てんの化身を気取るのだけはそろそろやめてほしいんだが、あいつには敵陣の穴が、隙すき間まが、『見える』のさ」

　そんなことが人間に可能なのか。それがまことなら、ほんとうに神がかりではないか、と村上義清は呆あきれ、衝しよう撃げきに打ち震ふるえ、そして「ご主君を散らさせはせぬ」と槍を構えて突進していた。

「おおお。景虎さまが突とつ撃げきなされる。柿崎勢も一気に行くぞ！　むううん。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」

　景虎隊の後衛を務めていた柿崎景家が、遅れてはならぬとばかりに続いた。

「うわはははは！　北ほう条じよう氏うじ康やすに矛ほこ先さきをかわされて逃げられた鬱うつ憤ぷんを、この川中島で晴らしてくれるわ！」

　相変わらず柿崎の旦那は戦場に出ると人変わりする、と宇佐美がまた苦笑した。

　武田の先せん鋒ぽう、諸角豊後隊のわずかな「死角」を、景虎は突いた。

　景虎率いる越軍は、八千。しかしこの八千が、自ら主力決戦の先頭に立つ景虎にとってはもっとも扱いやすい兵数なのだ。

「なんと!?　速すぎて、見えぬ!?　長尾景虎。噂以上の神将であったか!?　やらせはせん、次郎さまをやらせはせんぞおおおお！」

　諸角豊後の老いた叫さけび声が戦場に木霊こだました時にはもう、景虎率いる五百の精せい鋭えい騎き馬ば隊によって諸角隊は崩くずれはじめていた。

　やはり、この布ふ施せに陣じん取どっていた武田晴信は影かげ武む者しやらしい。武田軍は決戦を覚かく悟ごしていたようだが、それにしてはあまりにも手応えがなさすぎた。村上義清を破ったほどの晴信が、これほど脆もろいはずがない。総大将は、影武者の逍遥軒なのだろう。そして逍遥軒はどうやら、見極めがよく、逃にげ足あしが速い。殿しんがりを務めることが得意な姫ひめ武将らしい。

　諸角豊後の首などは盗とらないし、諸角隊の足軽たちを殲せん滅めつする真ま似ねもしない。景虎は迷わずに、第二陣じんへ──武田信繁の陣へと直進した。景虎にとって「勝利」とは、敵将の首でもなければ、足軽たちの命でもない。敵陣を壊かい乱らんさせ、潰かい走そうさせ、そして降こう伏ふくさせれば、それが勝ちなのだ。「義」を守る、「義」を破らぬ、と降伏した相手が誓えば、それで戦は終わる。敵味方の兵の命が散っていく光景を、景虎は、見たくはなかった。可能な限り避さけたかった。「義」のために戦えば戦うほど、「命」を散らさねば合戦は成立しないという矛む盾じゆんが大きくなる。勝利の快感は、命を失っていくという哀かなしみによってたちどころに吹ふき飛ばされてしまう。しかしそれでいいのだ、と景虎は思った。勝利の快感などに憑つかれてしまえば、それでは、武田晴信となんら変わらぬ──。

「……あれが……あの子供のような小さな姫武将が、長尾景虎……!?　総大将が先陣を切って、一気にここまで……!?　噓うそでしょう……？」

　丘おかの上に、武田信繁の姿が、ちらりと、見えた。

　晴信とよく似ている。やはり、姉妹しまいなのだ。

　しかしすでに信繁は馬上の人となり、「次郎さまああ！　ここは拙せつ者しやにお任せあれ！」と諸角豊後に追い立てられて退たい却きやくをはじめていた。

「でも諸角。あまりにも一方的すぎる。このまま引き下がっては、まるで大人と子供の戦いだわ。姉上に面目が……」

「いいえ！　次郎さまが討うち死になされてしまっては、この諸角の面目が立ちませぬ！　御お屋や形かたさまは言うまでもなく、川中島の死守よりも次郎さまのお命のほうを選ばれておられます。もしも越軍が噂うわさ通り村上義清以上の強敵であれば、必ず次郎さまと孫まご六ろくさまを戦場より即そく座ざに逃がせと仰おおせつかっております！」

「……長尾景虎……無敵不敗の、神将……毘沙門天……あなたが、姉上の心を、わたしから奪うばったのね……許せない」

　背を向けて逃げていく信繁と、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、視線が合った気がした。

　去りゆく信繁から、凄すさまじい憎にくしみの情を、景虎は、感じ取っていた。

（憎まれている!?）

　これほどの憎しみを、景虎は他人から受けたことがなかった。

　馬上で身体が一瞬、硬こう直ちよくした。

　だが、この合戦は景虎がはじめたのではない。

　武田晴信が北信濃しなのを奪い取ろうとしなければ、この戦もなかった。

　武田晴信は、合戦に、勝利に、他国の城と領土を奪い取る悪行に淫いんしているのだ、と景虎は憤いきどおった。しかしこの憤りが怒いかりになり、怒りが殺意になれば、わたしもまた合戦に淫する一人の武将に堕だしてしまうのだ……。

「……琵び琶わを持ってくれば、よかった。琵琶の音は、わたしの心を静めてくれる」

　殺さつ伐ばつとした戦場のまっただ中を駆けながら、景虎は布施から敗走しはじめた武田軍を「追つい撃げき」すると宣言していた。

「足軽は打ち捨てよ。首は盗るな。北信濃より武田勢を一いつ掃そうできればそれでよい。このままわれら越軍は──川中島を出て千曲川沿いに上田まで進しん撃げきする。ほんものの武田晴信は、そこにいる」

　北条高広からの使者が、景虎に「それがしを、北信濃を守備する城代に。それがしが入り口を塞ふさげば、武田軍はもうおいそれと北信濃には出てこられませぬ」という北条高広の言葉を伝えたが、潔けつ癖ぺきな景虎は「北条。お前も、勝ち戦に淫するのか」と思わずかっとなって「北信濃の諸城はもとの城主に返す」と突っぱねていた。戦場での容よう赦しやない命のやりとりは、景虎の繊せん細さいな精神をやはり、興奮させているのだ。

　武田軍は布施から撤てつ退たいし、川中島から上田へと退却していく。一方的な負け戦にもかかわらず、見事な退たい陣じんぶりだった。あの「上田原の合戦」以来、武田軍は死地に追い詰つめられてもなお動揺せずに踏ふみとどまる胆たん力りよくを得たらしい。「負け慣れ」している。局地戦での敗北などは晴信の巨きよ大だいな戦略の中ではさほど重要ではない、と足軽までが理解している。
















　恐おそるべきは武田晴信のこの統率力だ、と景虎は思った。

　武田軍の諸将も足軽たちも、目の前の戦の勝敗に一いつ喜き一いち憂ゆうしない。

　武田晴信の戦い方を、みなが身体で理解し覚えているかのようだった。

　あまりにも、越軍とは違ちがう。

　実のところ、まだ合戦が終わっていないにもかかわらずすでに「城をよこせ」と言いだしている北条高広のほうが、国人本来の姿なのだ。景虎が「義の戦」を掲かかげるあまりに、越後の国人たちはかえって我が欲よくを抑おさえられないのかもしれない。晴信は「恩賞」を必ず与あたえるが故ゆえに、武田軍の諸将は無私の心で戦えるのかもしれない。

（わたしが祝言を五年先に延ばしたと同時に、わたしに懸け想そうする男が増えたのも、同じことなのかもしれぬ）

　人の心はまことにとらえがたく難しい、と景虎は馬上で唇くちびるを嚙かんでいた。

　ようやく追いついてきた宇佐美定満が「深入りはするなと村上の旦だん那なも言っただろうが！」と景虎を止めたが、景虎はうなずかなかった。

「宇佐美。わたしは武田晴信よりも強い。手合わせしてわかったが、越軍は武田軍よりもずっと精強だ。しかし、武田軍には負け戦を乗り越こえる執しゆう念ねんと堅かたい規律がある。やはり武田晴信自身を破らずして、武田軍の北上は止められない。局地戦を繰くり返して目の前の武田軍を追い払はらうだけでは、わたしと晴信の川中島での戦いは堂どう々どう巡めぐりになる」

「……そうか。追いかけるか、武田晴信を。結局は、鬼おにごっこだな」

「わたしが信濃に留まっていられる時間は少ない。急ぐぞ」

「景虎。やっと同性の友ができたというのに、お前も、因果な運命だな……」

「よいのだ宇佐美。わたしの友は、あくまでも『しんけん』だ。信濃全土を奪い取ろうとしている武田晴信は、友などではない。倒たおすべき敵だ」

「……しかし武田晴信を憎むなよ、景虎。憎しみは憎しみを生み、その憎しみは連れん鎖さする」

「わかっている。だがすでに、晴信の妹には、わたしは相当に憎まれているらしい」

「妹、か。あの信虎が家か督とくを譲ゆずろうとした次郎信繁だな。黙だまって家督を受け取ればいいものを、家督を姉に譲ってともに父親を追い出したという、相当に奇き矯きような妹だ。それほどに、姉の晴信を愛しているのだろうな。お前に、嫉しつ妬としているのかもな」

「……わたしの姉上とは、違うのだな……政景の妻となり、母親になった、姉上とは」

「そう言うな。綾さまだってお前を愛していたからこそ、政景に嫁とついだんだ」

「……だとしても……今の姉上は、もう」

「姉と妹とは別々の人間なんだぜ、景虎。お前と綾さまの関係のほうが正しいんだ。信繁は……どこかで、永遠に晴信の『影かげ』としてしか生きられぬ道へと、はまり込んでしまったんだ。おそらくは姉妹二人で手を取って、父親を追放した時からな」

「……影、か。だが、片方が影だとしても、それでもきっと……二人は、幸福なのだと思う。わたしは、武田家の姉妹が……羨うらやましい」

「……景虎……」

　ああ。やはり晴信は、わたしが手に入れられなかったものをなにもかもすでに手にしている、と景虎は思った。心が痛んだ。この上、なおも信濃の横領を望むなど。

「後方から、直江の旦那が『さっさと退陣しろ』としつこく使者を送ってくることになるな。京に上るならば、小笠原流の修行も琵琶の練習も、急いで積まねばならねえ。景虎。オレは直江の旦那とは気が合わねえが、あいつのこの言葉には賛成だ。お前には……殺伐とした血ち腥なまぐさい戦場よりも、華はなやかな都こそが、よく似合う」

　宇佐美定満が、目を細めながら、つぶやいていた。




　武田の先鋒隊が布施での会戦で越えつ軍に敗北し、川中島を離り脱だつして上田へと退却してきたことによって、塩田城に本ほん陣じんを構える武田晴信陣じん営えいは騒そう然ぜんとなった。晴信、信繁、塩田城の城代に任じられていた飯富兵ひよう部ぶ、そして山本勘助の四名を中心に、軍議が開かれた。

　山本勘助は「戸隠での長尾景虎との邂かい逅こうを奇き貨かとして、景虎を騙だまし手て懐なずけておけばよかったのです御屋形さま。あの者は、人の言葉にまことと噓があるということを知りませぬ。騙そうと思えばどうにでも騙せ、操ろうと思えばいかようにも操れたものを。どうせ、上杉憲政のような青二才などに操られて関東管かん領れい家再興などという不可能な道に引き込まれ、惑まどっている者でありますのに」と深いため息をつきながら、上田の地図を広げていた。

「上杉憲政のようなすでに命運の尽つきた古き世の亡ぼう霊れいではなく、御屋形さまとともに今の世を生きる道を選ばせてやったほうが、長尾景虎にとっても幸福でありましたろうに」

　戦略と謀ぼう略りやくによって景虎との合戦に「勝つ」ことにはいささかの躊躇ためらいもないが、あたしは景虎を人として騙して利用したくはない、と晴信は勘助の言葉を突っぱねていた。

「長尾景虎とは、戦って勝たねばならない。戦国の世で最強を名乗るためには、あの者と合戦し、そして、勝ちを収めねばならない。騙して利用することはできるだろう。あの者の心はまるで赤子だ。だが、それは決して勝ちではないのだ勘助」

「……面めん倒どうな者に魅み入いられましたな、御屋形さまは……諏す訪わ氏も関東管領も戸隠も善光寺すらも御屋形さまにとっては克こく服ふくすべき旧勢力でしかないというのに、よもや、越えち後ごの毘沙門天に憑かれるとは……早く婿むこを取って身を固めないから、かような者に魅入られることとなったのですぞ」

「武田が海を手に入れるためには、越後へと北進するか、今いま川がわ義よし元もとを裏切って駿する河がへ侵しん攻こうするかしかないではないか、勘助。長尾景虎が率いる越後よりも駿河のほうが奪いやすそうだが、駿河へ兵を向ければ太たい原げん雪せつ斎さいに父上を殺させることになろう。あたしは父殺しの女となってしまう。ならば進むべきは越後だ」

「……いずれは越後を取るとしても、ですな。景虎が関東遠えん征せいに引き込まれつつある今は川中島など放置して、北条と景虎とを嚙み合わせておけばよろしいのです。関東遠征の泥どろ沼ぬまに景虎が膝ひざまで突つっ込んでいるその隙すきに、春日かすが山やま城まで進めばよろしいのです。それを……越軍が村上義清に貸した見せ兵を蹴け散ちらし、ついには景虎自身を川中島に引き込んでしまうなど。これでは、北条氏康が喜ぶばかりですぞ」

「勘助。村上義清を討ち漏もらして越後に亡命させてしまった時点で、こうなることは確定していた。あの者は……長尾景虎は、『義』を掲げて関東・信濃での二正面作戦を本気でやるつもりだ。われらとは、行動原理が違うのだ。戦いを避けることはできない」

　布施から兵を率いて上田へと帰き還かんしてきた信繁は、この軍議がはじまって以来じっと押し黙っていたが、ついに耐たえきれなくなって口を開いていた。

「姉上。ならば堂々と越軍と決戦するべきよ。川中島で無む駄だに時を浪ろう費ひしてしまってはならないわ。姉上は、もっと冷静な人だったはずなのに。長尾景虎のことになると、目の色を変えてまるで我を忘れてしまう。戸隠であの女と出会って以来……姉上は、口を開けば長尾景虎の話ばかり！　景虎に憑かれているとしか思えないわ！」

　晴信が戸隠山から戻もどって以来、あれほど仲なか睦むつまじかった晴信と信繁の関係にひびが入っていることを、軍師勘助は察し、そして案じていた。晴信自身が抱いだく野望は、なにも変わってはいない。だが、景虎を「兄から家督を奪った偽ぎ善ぜん者」と罵ののしることはなくなっていた。「あたしが持ち得ることのできぬものを、景虎は持っている。なんとしても合戦で、あたしは景虎に勝ちたい」と、むしろ景虎という姫ひめ大名への尊敬の念を隠かくさなくなった。戸隠で、なにかがあったのだろう。あるいは、なにもなかったのかもしれない。ただ、ほんものの長尾景虎という少女を知ることで、晴信は一回り大きくなったように、あたかも蛹さなぎから蝶ちようへと一段階成長したように、勘助には見えた。今までの晴信は、父親を甲か斐いから追放したという負い目を正当化するために、ほとんど狂きよう犬けんのように戦い続けてきた。その結果、四天王のうちの三人までもが戦場で命を落とすことになったのだ。しかし、己おのれと真逆の価値観を掲げて戦う景虎と出会ったことで、晴信の野望はより大きな「理想」へと進んだかのように思われた。

　勘助が見たところ、信繁は、晴信に自分が置いていかれるのではないかという恐きよう怖ふを味わっているようだった。もはや晴信には自分は必要ないのではないか、と。

　きょうだいとの縁えんなどすでに失って久しい孤こ独どくな勘助には、そんな妹・信繁の戸と惑まどいもまた、美しくそして貴重なもののように思われた──。

　だが、感かん慨がいに浸ひたっている余よ裕ゆうは勘助にはない。

　すでに越軍は川中島一帯を武田方から奪うばい返し、そのまま上田へと進軍。信じがたい勢いで、千曲川を挟はさんで葛尾城と向かい合った西の拠きよ点てん・荒あら砥と城を奪っていた。塩田城までの距きよ離りは、およそ十五キロしかない。

「信繁さま、御屋形さま。軍議に戻りまする。越軍は、上田における最高の要地・葛尾城がほぼ破は却きやくされていることもあり、また景虎の上じよう洛らくを控ひかえている以上、信濃しなのに留まれる時間はあと二週間ほどしか残っておりませぬ。決戦を求め塩田城へと攻せめ寄せるでしょう。越軍が荒砥城より千曲川沿いに塩田城まで進軍する途と中ちゆうを、叩たたきます。決戦は、かつて村上義清と戦った上田原となりましょう。南の塩田城よりわれら本隊が逆落としをかけ、北側の真田本城に籠こもっている真田幸隆どの率いる別働隊が越軍の背後を襲おそいます」

　勘助は、晴信の意識を合戦へと引き戻すべく、とうとうと述べた。

「布ふ施せでの合戦において、越軍の戦い方はおおむね摑つかみました。長尾景虎は一いち撃げき決戦主義を取り、自ら先頭に立って野戦を指揮するという異様な戦術を用います。景虎が討たれればそこで全軍が瓦が解かいするという諸もろ刃はの剣けんの如ごとき危険な戦術ですが、景虎が討たれぬ限り、越軍の将兵どもはみな死兵となって戦い続けます。しかも越軍の部将格の者たちは、まず討たれることはありません。なぜなら敵の攻こう撃げきは、長尾景虎に集中するのですから。総大将が自ら敵を引きつける的まととなる故に、足軽の損そん耗もうも最小限に食い止められまする──」

「まったく、非常識きわまりねえな勘助。そんな真ま似ねをして、景虎はなんで死なないんだ？　総大将が一いつ騎き駆がけしたら、普ふ通つうは生きては戻れねえぜ。戦場はそんなに甘くねえ。それとも越後では景虎に弓をひけるヤツがいねえってことか？　あたしたちは違うぜ」

　四天王最後の一人。赤備えを率いる飯富兵部は、イナゴの佃つくだ煮にをかじりながら呆あきれ顔がお。

　信繁が唇を嚙みながら、自分が戦場で見たありのままの景虎の姿を一同に告げた。

「景虎は小こ柄がら。的が小さく、その操る馬の動きは信じがたいほどに速いわ。景虎自身が避よけようとせずとも、馬が勝手に矢を避けてしまう。種たね子が島しまの弾たまを当てようとしても、間に合わない。よほど大量の種子島を準備して弾だん幕まくを張らない限りは」

「そういうことのようですな。だが、恐るべきは長尾景虎自身、自分に弾も矢も当たらぬと信じていることです。当たればその時は、自分は毘沙門天の化身ではなかった、それだけのことにすぎない、と……豪ごう胆たんというよりも、凄せい絶ぜつな覚かく悟ごがございますな、あの姫武将には。ともあれ、景虎を絶対に討うたせてはならない、と越軍の男どもが異様な戦意を持って打ちかかって来るのです。こういう戦いくさを『聖戦』というのやもしれませぬ。命を惜おしむ武士の戦よりも、死ぬために戦う一いつ揆き衆の戦いに近い。しかも越後兵の練度は高く、優すぐれた体力を誇ほこり、景虎の戦術眼には天性のものがあり、まさに最強。結果、越軍の兵はほとんど命を落とさぬのです」

　あれはまさしく戦の天才。景虎を守る越後の将兵どもも、まことに屈くつ強きよう。正面から堂々の野戦を挑いどめば、武田軍に勝ち目はありませぬ。いや、日ひノ本もとの誰だれも景虎を一撃決戦で打ち破ることはできますまい、と勘助は告げた。

「それ故に上田原へ誘さそい出して、北の真田と南の塩田城から挟きよう撃げき、か。考えてみれば、あたしの生しよう涯がい初の敗戦は、村上義清と正面からの決戦を挑んで上田原に釣つり出されたことからはじまったが……果たして武田の将兵を損じずに越軍に完勝することができるか、勘助」

　村上との合戦のように次々と将を討たれ兵を損じるようでは、目先の勝ちを拾えたとしても長尾景虎との戦いはとても継けい続ぞくできぬぞ、と晴信は目を細めていた──長尾景虎自身が武田兵に討たれて戦場の骸むくろと化す光景を、晴信は想像したくないらしい。それは願望なのか、あるいは冷静な予測なのか、勘助にもわからない。が、勘助よりも、晴信のほうが長尾景虎という少女を知っている。理解している。

「景虎には、なにぶん時間がありませぬ。必ずや上田原へ引き出せるはずでありましょう」

「しかし勘助。長尾景虎は戦場では無類の勇気を誇るが、無む謀ぼうな猪いのしし武む者しやではない。敵味方の将兵の命を無益に散らすことを極度に嫌きらっている。いくらあたしとの決着をつけたくとも、真田本城の別働隊の存在に気づけば、容易には出てこないだろう」

「……上田原へ引き込めねば、こたびの合戦は水入りとなってしまいますな。そうなれば……われらは『第二次川中島の合戦』を戦わねばならなくなりましょう。本来、長尾景虎相手に確実に勝ちを収めるには、時間をかけ調略を重ねるべきかと存じますが……できることならば、この一戦で」

　晴信自身も、村上義清との相次ぐ死し闘とうによる将兵の損そん耗うもう、そして真田忍にん群ぐんを駆く使ししての電でん撃げき的な砥と石いし城攻こう略りやくを経験し、さらに景虎と出会ったことで、以前よりもさらに慎しん重ちようかつ確実な「勝ち方」を望むようになっていた。勘助も同じである。万が一にも、晴信のたいせつな妹である信繁や、討ち死にした横田備中を弔とむらいたいと言いだしてにわかに出家心を起こし「逍遥軒信のぶ廉かど」と名乗るようになった孫六、あるいは弟の義よし信のぶが討ち死にしてしまうようなことがあってはならない。それでは真の勝利とは言えない。

　しかし、長尾景虎という戦の天才を前にした二人は、犠ぎ牲せいなき勝利を越軍から奪い取る困難さを痛感していた。

　勝つためにはどこかで「賭かけ」を為なさねばならないが、その賭けに敗れれば多くを失う。

　問題は、その見極めどころ、だった。

「勘助。次郎。時間がなくて困っているのは、越軍のほうなのだ。今は動かず、一週間ほど待つ。それでなお越軍が荒砥城から動かねば、越軍を上田原に引っ張り出す策を講じる」

　晴信は、勘助に告げた。すべては長尾景虎に、この膠こう着ちやく状じよう態たいを一週間耐え切る胆たん力りよくと忍にん耐たい力があるかどうかだ。景虎の戦は、速戦主義だ。景虎は野戦で敗れた経験がない一方、長期にわたる攻こう城じよう戦は苦手としている。景虎には……長期間、陣じん中ちゆうに留まる体力が、おそらく、ない……。

　晴信の言葉の歯切れが、悪くなった。心を痛めているのかもしれない。勘助が「生まれながらにお身体がお弱いのでしょう」と思わずうなだれ、信繁が「姉上。それがわかっているのならば、迷わずにそこを突くべきよ！」と頰ほおを赤らめて晴信を𠮟しつ責せきするように声をあげた。信繁が頰を赤らめているのは、恥はずべきことを口走っている、と自分でもわかっているからだろう。

「次郎。それでは勝ちとは言えないと言っただろう」

「それでも。長尾景虎の義の戦にいつまでも付き合い続けてはならないわ、姉上。それは、姉上の夢を、志を、阻はばむ結果になってしまう。わたしにはわかるの。姉上と長尾景虎とは、川中島という閉じた土地に縛しばられてしまったのよ。そして、お互たがいにお互いを追いかけながらいつまでも捕つかまえられない、そんな堂どう々どう巡めぐりをはじめようとしているのよ……」

　景虎はちっこいがえらく短気だって言うじゃねーか。だいじょうぶ、すぐに攻めてくるだろう、と飯富兵部が戯おどけた。緊きん迫ぱくした軍議でこういう間ま抜ぬけな言葉を吐はく役目は太た郎ろうのものなのに、あいつが留守居役だなんて。まったく。御屋形さまはどういうつもりなんだ、と飯富兵部は憤いきどおっていた──。




　荒砥城と塩田城とに入った越軍と武田軍とが睨にらみ合ううちに、一週間が過ぎた。

　開戦以来、すでに三週間のうち二週間を費やしている。景虎に残された時間はあと一週間しかない──。

　だが、景虎は上田原には出てこなかった。

　戸隠忍にん群ぐんを相手に、よほどの激げき闘とうを繰くり広げたのだろう。あちこちに小さな傷を負った猿さる飛とび佐さ助すけが、塩田城にほど近い別所の湯に顔を出し、温泉に浸つかって体力を温存していた晴信に「危うく全員討たれるところだったでござるよ」と荒砥城奇き襲しゆうの失敗を告げていた。

　晴信は「……景虎よりもあたしのほうが先に体力切れになりそうだわ」と咳せき込みながら、佐助にバナナを放り投げて、「よく生せい還かんしたわね」とねぎらいの言葉をかけた。

　今は軍議の席ではないので、武士らしい言こと葉ば遣づかいを用いなくてもよい。

　越軍と至近距離から睨み合いを続けたこの一週間、晴信はまともに寝ねることもできなかった。景虎は「体力」が持たないらしいが、自分は「精神力」のほうが消耗して疲つかれてしまうらしい、と晴信は気づいていた。

「うきゃ。かつて真田忍群総出で村上どのの砥石城を落とした時とは、訳が違ちがいましたな。御屋形さまの戦い方はすでに見切られておりまして、はじめから城内で加藤段蔵どのに霧きり隠がくれ才さい蔵ぞうどのといった戸隠忍群の実力者が待ち構えておりましてな。村上どのが、必ず武田は膠こう着ちやくを破るために忍しのびを用いて奇襲してくると最初から訴うつたえていたようで。うきゃきゃ」

「いちど使った手は二度と通じないということね。でも、これで荒砥城に籠もる越軍の将兵たちはあたしの挑ちよう発はつを侮ぶ辱じよくと受け取って激げき怒どしているはず。景虎といえども、上田原へ進軍するしかなくなるはず……」

「うき。そうはなりませんな。越軍は動きませぬ」

　大好物のバナナを頰ほお張ばりながら、佐助が笑った。

「どうして？」

「景虎どのは婿むこ取とりとまつりごとに関しては子供のようなものでして、諸将は常に景虎どのを巡めぐってああだこうだと反目し合っておりますが、こと戦に関してだけは別でござるよ。不仲で協調性のない越えち後ごの男武士どもがみな、景虎どのは軍神であり毘沙門天の化身であると信じておりまして、戦術についてだけは決して景虎どのに逆らわぬのでござる」

「佐助に子供扱あつかいされるとはね……でも戦に関しては、越後では景虎は絶対神のような存在だということ？」

「そのようでござる。布施での合戦でも、村上どのを何度も蹴け散ちらした武田軍を完かん璧ぺきに打ち破って敗走させましたからな。景虎どのはまともに軍議も開かずに、戦場での閃ひらめきだけで采さい配はいを振ふるうのですから、拙せつ者しやとしては諜ちよう報ほうを行っても大成果を手に入れるのは難しいでござる。その上、城に潜せん入にゆうして奇襲をかけようとすると、才蔵どのたちが待ってましたとばかりに押し寄せてくる。たまりませぬな。うきゃ」

「真田本城に隠かくれている真田幸隆はどう言っているの？」

「忍びをいくら操っても、長尾景虎どのには勝てないでしょうね、と。なにしろあちらには加藤どのたちがおられますので、相殺し合ってしまうでござる」

「村上義清は加藤段蔵を味方にしていながら、敗れたわ」

「村上どのは武辺一辺倒でしたからな。長尾景虎どのもまた武辺者ですが、しかし越後には直江大和どのという切れ者の宰さい相しようがいて、そのお方が忍びを縦横に用いているそうなのですな……越後に根付いている軒のき猿ざる衆、鳶とび加藤どの率いる戸隠忍群、それらを自在に用いるえらく冷れい酷こくな宰相なのだとか」

　敵将の暗殺だけは景虎どのによって禁じられているので、やらかしませぬが、景虎どのの知らぬところではいろいろと動いている模様、こちらの真田忍群の動きはおおむね見張られていると考えるべきでしょうな、と佐助。

　ずいぶんと楽しそうね……と晴信はため息をついた。

「あなたは明るくていいわね。武田家の誰よりも長生きしそうだわ」

「いやあ、これほどの戦巧こう者しや同士の戦いに加わって最前線で見物できるとは、忍び稼か業ぎようとは面白いものでござる。直江大和どのは、戸隠山の『石』を用いて異形の忍びを大量に作れと景虎どのに進言しているらしいでござるが、景虎どのはもちろん」

「そんな非道な真似はしない、と拒きよ否ひしているわけね。『石』に適応できなかった子供はみな死んでしまうから」

「ということでござる。もしも景虎どのが『石』を用いたら、戸隠と真田の忍びの力の均きん衡こうは即そく座ざに崩くずれまするな。さすれば武田が負けるでござる。にんにん」

「……真田忍群の異形の力を用いての『景虎暗殺』は可能かしら？」

「やる気もないのに、悪人ぶりたがりますなあ。憧あこがれのお方を暗殺など、御屋形さまにできますかな？　うぷぷぷ」

「あ、憧れのお方って、なによ？　い、一応、聞いてみただけよ」

「不可能ですな。あれは『破は邪じやの瞳ひとみ』の持ち主でござる。戸隠忍群も真田忍群も、かの石から力を引き出された忍びの異形の力は、景虎どのにはいっさい通用しないでござるよ。加藤段蔵どのの鳶ノ術も。拙者の猿飛の術も。双ふた子ごの以心伝心の術も。景虎どののあの目に睨まれただけで、瞬しゆん時じに破られますなあ」

「なによ、それ？　それじゃあ、まるでほんものの神の化身じゃない！」

「だからこそ、あの癖くせの強い加藤どのがおとなしく仕えているのでしょうな、うきゃ。ま、宮仕えなどできる御ご仁じんではござらぬから、いつまで続くかは知りませんが。もぐもぐ」

「……加藤段蔵が景虎の命を狙ねらったり……貞てい操そうを奪うばったり……ということにはならないでしょうね？」

　加藤どのも一応は「男」であれば、その可能性はないとも言えないでござる、加藤どのを消しますか、うきゃ、と佐助が戯けた。晴信は「ええ。あたしと景虎との戦いをそのような形で汚けがされるのは、許せないわ。もしも加藤がそのような気配を見せれば、殺しなさい」と佐助に乗せられて思わず口走り、そして頰を赤らめていた。

「承うけたまわり候そうろう。ただし、今のところはそういう危険はなさそうでござる。加藤どのは今、直江大和どのの命令で景虎どのに護身のために『気』を操る体術を教えているでござるよ。景虎どのは、普ふ通つうの忍びであれば何十年もかかるはずの体術を数日ですらすらと会え得とくしてしまうとか。このままでは近いうちに、忍びの術のみならず、武士が用いる剣けん術じゆつも景虎どのにはいっさい通じなくなりそうですな」

「『気』を操る体術？　聞いたことがないわね」

「うき。まともな武士は用いませぬし、そもそも使えませぬ。戸隠・飯縄の修しゆ験げん道どうに源流を持つ信濃しなのの忍びだけが用いまする。どう言えばいいのか……敵の『力』の流れを自分の身体に直ちよく撃げきさせずに、逸そらしてしまう技ですな。動きの速い矢や弾たまには効きませぬが、拳こぶしや蹴けり、刀や槍やりによる直接攻こう撃げきにはかなり有効でござる。相手を殺すための術というよりも、自らが生き延びるための術ですな、うき」

「佐助も使えるの？」

「戸隠と真田の忍びはみな、多少の心得は。しかし景虎どのは特別な才能の持ち主らしく、これまで誰だれも到とう達たつしたことのない高みに昇のぼりつつあるとか。どうやら景虎どのは、この天と地とそして生き物の身体に流れる『気』の流れを、肌はだで感じることができるらしいのですなあ。まことに不思議な娘むすめさんでござる」

「そう……真田本城に潜ひそませている伏ふく兵へいの存在も、景虎は『気』で感じ取っているのかもしれないわね。だとすれば、どれほど挑発しても、決して越軍を上田原には釣つり出せない」

「景虎どのは敵てき陣じんを見ただけで、攻略できる隙すきをすぐに見み出いだすことができるらしいですが、それも敵陣から立ち上る『気』を見ているのかもですなあ」

「勘助のように理り詰づめの軍学を修めた軍師も、戦場で『気』を見るという表現を使うことはあるけれど、景虎の場合は桁けたが違うということね……ほんとうに、『気』を感じ取れるのだわ。そのような神将が率いる越軍を、どうやって倒たおせばいいのかしら」

「御屋形さまにできる方法で挑いどむしかありませんな。うきゃ」

　こうして目と鼻の先で睨み合っているうちに、景虎はどんどん人間の世界から遠ざかっていく、と晴信は歯がみしていた。

「……あの景虎を相手にしては、忍びはせいぜい諜報活動にしか用いることはできない。忍びの力で城を落とすのは不可能ということね。でも……」

　景虎に忍びの術が通じずとも、戸隠の側を揺ゆさぶることはできるはずよ、と晴信は言った。一人で湯に浸かりながら熟考を重ねた結果、なにごとかを閃いていたようだった。荒砥城奇襲に失敗した佐助の報告を耳にした今、その閃きが確固とした形を取ったらしい。

「佐助。越軍を破ることができるわ！　勘助を呼びなさい」

「よいのでござるか？　入浴中でござるよ？」

「勘助はなんというか、ちょっとした変人だから、四し郎ろうを連れていなければ問題ないわ」

　軍師どのは平然と温泉に呼ぶのに、景虎どのの貞操のほうを死にそうな形相で気にしている御屋形さまのほうもちょっと変わっているでござる、と佐助は苦笑しながら姿を消していた──。




　その数日後──。

　晴信め、このままわたしの時間切れを待つつもりかと苛いら立だちながら荒砥城に詰つめていた長尾景虎は、直江大和との間での連れん絡らく係を務めていた霧隠才蔵から「背後にて調略が」との急報を得た。

　武田晴信が上田原へと越軍を引き出し、塩田城の本隊と真田本城の伏兵とで挟きよう撃げきしようとしていることを、景虎はすでに察知していた。

　その結果、景虎と晴信とは、目と鼻の先に位置する荒砥城と塩田城とに互たがいに籠こもって睨み合う形となった。

　この上は、晴信はなんとしてでも越軍を荒砥城から出しゆつ陣じんさせねばならない。

「晴信はかつて村上義清の最前線拠きよ点てん・砥石城を落とした時のように、こたびも忍びを用いるだろう。むろん、荒砥城を忍びの暗あん躍やくによって落とせるとは晴信は考えていない。わたしを挑発して上田原へ呼び込むためだ」

　景虎は、真田忍群による荒砥城奇襲を、鳶加藤こと加藤段蔵を中心とした戸隠忍群を充あてることで未然に防ぎ止めた。

　これで再び、甲こう越えつ両軍は手て詰づまりとなった。

　上じよう洛らくが迫せまる景虎に残された時間はあと三日もない──。

　そんな中、後方の善光寺平で兵へい站たんと情報収集を担当していた直江大和が、武田晴信が「調略」を用いて景虎の退路を断とうとしている動きを素早く摑つかんだのだった。

　塩田城の方角を睨みつつ、宇佐美定満とともに月夜を眺ながめながら酒をなめていた景虎は、南なん蛮ばんから流れてきたという霧隠才蔵の髪かみや肌の色が自分に似ていることに多少驚おどろきながらも、心は晴信の謀ぼう略りやくの内容に囚とらわれていた──。

「代々善光寺別当を務める栗くり田た氏という国人がいる。この栗田氏は善光寺に加えて戸隠山でも別当を務めている一族だそうだ。この日ノ本では神仏は習合されており、善光寺は戸隠・飯縄の玄げん関かん口的な役割をも果たしているそうだから……」

「才蔵。日ノ本の言葉がうまいな、そなたは。いささかも訛なまっていない。いや、そのことは今は問題ではないな。武田晴信が、戸隠と善光寺を守護する栗田氏を調略しようとしている、というのか？　栗田氏は村上義清に仕えているはずだが……こたびの合戦でも、善光寺を越軍に本ほん陣じんとして提供してかいがいしく働いてくれているはずだ」

「御ぎよ意い。その善光寺と戸隠に、晴信は楔くさびを打ち込んできた。善光寺と戸隠は体制が複雑で、決して一枚岩ではない。ことに、戸隠はあの一いつ匹ぴき狼おおかみのカトーが忍びとしてのずば抜ぬけた力によって長老格となって仕切っているが、戸隠の山の神に畏おそれを抱いだかぬ不ふ遜そんなカトーに反感を持つ者、疑問を抱く者は多い。血筋によって戸隠を仕切ってきた栗田氏にしてみれば、名もなき『山の民たみ』出身のカトーが実力で戸隠忍群を動かしている現状は面白くない。それに、真田に流れた連中の多くもカトーと反そりが合わなかった面々だ。佐助は少し違うが……奴やつは単に真田幸隆にバナナで餌え付づけされたサルだ」

「つまり才蔵。諏す訪わに続いて戸隠と善光寺をも、晴信は壊こわそうとしているのだな」

「御意。晴信は栗田寛かん安あんという男を筆頭に、栗田氏の半分を引き抜こうとしている。栗田氏が割れれば、善光寺も戸隠も二つに割れることになる」

　川中島を出てこの上田にまで進軍している越軍は、背後の戸隠山と善光寺を封ふう鎖さされれば越後への退路を断たれるぜ、と宇佐美定満が思わず口を開いていた。

「そうなれば宇佐美。上洛どころか、われらは越後への撤てつ退たいすら困難となる。武田晴信め。次々と姑こ息そくな策略を練ってくる。わずか三週間のうちに、忍しのび部隊による奇き襲しゆうに、宗教者への調略と、やることが汚きたない。布ふ施せの陣じんに影かげ武む者しやを配置し、自らは塩田城から出てこなかったやり口もそうだ！　わたしと正面から戦うつもりはないのだ、あの女は……！」

「落ち着け景虎。怒いかりに囚われれば、武田晴信の思う壺つぼだ。晴信は正せい攻こう法ほうではお前に勝てないと知って、あの手この手でお前の平常心を揺さぶろうとしているんだぜ」

「……わかっている、宇佐美……」

　今、カトーが血相を変えて善光寺に乗り込み、栗田寛安と直談判をしているところだ。今回は栗田寛安の寝ね返がえりを防ぐことができたとしても、戸隠に籠もる一匹狼のカトーと善光寺に棲すみ着いて世せ俗ぞく化・武士化した栗田寛安とではあまりにも合わなすぎる。いずれ裏切る。栗田寛安を殺すか？　と才蔵が問い、景虎は即座に「殺してはならない」と首を横に振ふった。

「『いずれ裏切るから殺す』など、戦国の世では愚ぐの骨こつ頂ちようだ才蔵。その論法を採るならば、加藤段蔵も今のうちに殺さねばならなくなる。あの男は、いつかわたしを裏切るだろう。戸隠の『石』を守護するという使命感だけが、あの男を外道への道から守っているのだ。だがいずれ加藤は、その『石』をも打ち砕くだいて、『真の自由』を得ようとすると思う」

　自らが毘沙門天の化身であると信じて義の戦いくさを戦っているわたしにとって、あれは影かげのようなものだ。互たがいに、神に縛しばられた者同士なのだ。だからわかる、と景虎がつぶやいた。

「じゃあ荒砥城から撤退するのか、景虎？　布施ではさんざんに勝ったが、晴信率いる武田の本隊はまだ消しよう耗もうしていねえ。今、越軍が撤退すれば、荒砥城が即座に奪だつ回かいされることはもちろん、犀川以南の川中島一帯は再び武田のものになっちまうぜ」

「宇佐美。無念だが、いちど上洛すると約束したからには、その約束を反ほ故ごにするわけにはいくまい。善光寺と戸隠における寝返りだけは、なんとしても阻そ止しさせよ」

「ちっ。武田晴信の上手を行くのは難しいな。危険を伴ともなうが、塩田城を落とすと触ふれ回りつつ、晴信の望み通りに上田原で決戦するという荒あらっぽい手も、ないことはないが……」

「それでは晴信の目論見通り、真田と晴信に挟撃される。たとえ勝てたとしても将兵の多くを失う。さらには、越軍が消耗したところを見計らって中信濃の深ふか志し城から馬ば場ば信のぶ房ふさが騎き馬ば隊を率いて川中島へと長ちよう駆く遠えん征せいしてこないとも限らない。晴信が打つ策は一手だけではない。二手、三手、四手と先を読んで策を用いてくる」

「まったく軍師要いらずだな、お前は。武田晴信と山本勘助も全知全能を振り絞しぼって策を練っているだろうに、気の毒だ」

「わたし自身が、晴信本人をよく知っているということもあるが……師が優ゆう秀しゆうだったおかげだ宇佐美。だが、かわいくない兎うさぎのぬいぐるみは要らないぞ」

　耳から棒手しゆ裏り剣けんを放つ新作を考案したのに……と宇佐美定満がうなだれた。

「なあ、景虎。こいつは、お前と武田晴信。いずれの信念が勝つか、という戦いだ。武田軍も精強だが、正面からの野戦を行えば、必ずお前が勝つ。しかしそれがわかっている武田晴信は変へん幻げん自じ在ざいに策略を用いて、越軍を切り崩くずそうとするだろう。攻せめ続けるお前と、正面対決を避さけて罠わなを張り続ける晴信。まるで碁ごの達人同士の勝負にも似ている。俺も直江の旦だん那なも、お前たち二人の勝負が永遠に終わらなくなるのではないかと危き惧ぐしているんだぜ……人間の世界での時間は、あっという間に過ぎ去っちまう。人の戦いとは、時間との戦いだということを忘れるなよ、景虎」

「時間との戦い、か……今回はたしかにそうだった。わたしはもう、時間切れだ。しかし次は百日でも二百日でも対たい陣じんできるよう、準備を怠おこたらぬ。わたしが床とこに伏ふす日の周期さえ隠かくし通せれば、なんとか、なる」

「……景虎。上洛した段階で、決断しろよ。いかにお前が強くとも、お前の身体はたったひとつだ。越軍の桁けた外はずれの強さはあくまでもお前個人の強さ、お前を崇あがめる兵たちの強さだ。晴信が鍛きたえ上げた武田軍も、北条三代を経て絶頂期を迎むかえつつある北条軍も、お前にはかなわないが、十二分以上に強い。二正面作戦はできない。関東管かん領れい復興と川中島の防衛とは、両立し得ない。お前が川中島で晴信と戦いたいというのなら止めないが、その時は、関東遠征は先送りにするべきだ。義の戦では銭ぜにを消耗するばかりで得られる土地がないことに気づいた北条高広や、莫ばく大だいな出費に目を回している大熊朝秀あたりは、不満を爆ばく発はつさせる寸前だぜ」

「諸将の不満はわかるが……お前が教えてくれた『義』があればこそわたしは姫ひめ大名として生きていられるのだ、宇佐美。義のない戦をせねばならぬとなれば、わたしは越えち後ごも長尾家も捨てて出家するしかなくなる」

「やれやれ。圧あつ倒とう的な強さは同時に弱点ともなる。越後一国を平定するのが早すぎたようだな。景虎……越後統一に十年をかけていれば、きっとお前の運命は」

「人の世の戦いは、時間との戦いだと言ったではないか宇佐美。悠ゆう長ちように十年もかけていれば、晴信に越後の半ばを併へい吞どんされていただろう。お前は最近、心配性だぞ。わたしは毘沙門天に誓ちかう。必ず、次の戦で晴信に勝つ。勝って、義こそが乱世に必要なのだと、晴信に理解させる。そうだとも。晴信は愚ぐ人じんではない。わたしとは進む道が異なるが、必ずや数百年未来の後世にまで名を残す名将だ。必ず、わたしの本意が、いつか伝わる……」

「……景虎……武田晴信が、男だったらな。互いに兵を率いて戦う以外に、手を携たずさえる道がないとは。神がほんとうにいるのならよ。まったく、皮肉にもほどがあるぜ」

　宇佐美定満は悲しげに景虎の横顔を見つめ、そして、霧隠才蔵は（神のために戦う娘、か……わが「始祖」のように、裏切られ汚けがされて絶望のうちに焼き殺されねばよいが……）と景虎のために祈いのった。才蔵の始祖を救わなかったデウスにではない。戸隠の山の神に、祈っていた。




　越軍、荒砥城を出て、川中島へ。そのまま犀川を逆に渡わたり、越後へと撤退を開始。

　塩田城の一室でまんじりともせずに、佐助からその一報を耳にしていた山本勘助は──。

「御屋形さま。信繁さま。善光寺の栗田寛安を寝返らせ越軍の退路を断つ策、長尾景虎に見破られてございます。やはり越軍は、策略こそ用いませぬが、その情じよう報ほう網もうは堅かたい……直江大和があの癖くせの強い戸隠忍群どもをよく駆く使ししているようです。このまま景虎に越後へ帰られてしまっては、川中島を巡めぐる攻こう防ぼう、長引きまする。越後の海へと出るどころか、川中島と善光寺平を切り取るだけで何年もかかりましょう。川中島で越軍との戦いを重ねることになれば、武田家にとっては致ち命めい傷しように。駿河するがの今川義元に上洛を許してしまいます」

　晴信と、そして信繁の姉妹しまいを前に、非情の策を切りだしていた。

「ならばどうしろと言うのだ、勘助」

「勘助。わたしにできることがあるならば、言って」

「……信繁さま……武田家のもともとの大方針は、今川・北条と和して信濃しなのを切り取り、その国力をもって越後あるいは駿河の海へと出るというものでしたが、長尾景虎はあまりにも強い。全面激げき突とつさえ回かい避ひすれば、最終的にはわれら武田が謀略によって善光寺平を奪うばえるでしょうが、貴重な時間を大おお幅はばに失ってしまいまする。そこで、方針を変へん更こうします。越後の長尾景虎と和し『義姉妹同盟』を結びまする。むろん両家はすでにいちど合戦を行っておりますれば、人質として越後へ送られる義妹は──武田家の、実妹でなければ」

　孫六さまでも、まだ足りませぬ。武田の副将・信繁さまが越後へ入られるのです。御屋形さまも信繁さまも、そこまでしてでも景虎との対決を回避したいとこんこんと説くのです。さすれば、さしもの景虎も断りますまい。景虎は本心では、御屋形さまと戦場で命を奪い合いたくはないのですから。

「景虎は、実姉の綾さまを長尾政景のもとに自分の身代わりとして嫁とつがせたことを今なお心の傷としております。姉を奪われた悲しみを抱いております。御屋形さまが信繁さまを景虎のもとへ差し出せば──景虎は必ずや御屋形さまと信繁さまの心情と意志に揺ゆり動かされましょう。『妹送りの策』に、ございます」

　晴信が目を潤うるませながら口を開く前に、信繁が激高していた。

「勘助！　二度とそのような下策を口にしないで！　次に口にしたら、その時は……あなたを斬きるわよ！　わたしは絶対にどこにも嫁がないし、人質にもならない！　わたしの姉上は、ただ一人よ！　いったいなんのために、父上を甲か斐いから追放したというの……!?　勘助！　お前は……父上を駿河へ追いやり、わたしを越後へ追いやって、武田家を姉上から奪い取るつもりなの？」

　抜ばつ刀とうしようとした信繁の腕うでを、晴信がけんめいに制止する。

「勘助。お前の軍師としての非情さは評価しているし感謝もしているが、次郎を越後へ送ることだけはできない。それでは、武田の家族を犠ぎ牲せいにすることとなる。たとえ日数をかけてでも、家族を失うことなく景虎に勝つ策を考えだしてほしい……」

「ですが御屋形さま！　今は景虎をある意味で侮あなどっている北条氏康がいずれ越軍に追い詰つめられ、それがしと同じ『妹送りの策』を閃ひらめけば、北条と越後が同盟してしまうことに！」

「その道も、塞ふさげ」

「無理難題でございまする！　御屋形さまは天下に号令をかけるお方！　川中島にいつまでも固こ執しゆうしていては、すべてを失ってしまいます！」

「勘助、無理を言うようだがあたしとて、絶対に選べない選せん択たく肢しというものはある。決して次郎を、あたしの野望の犠牲にはしない。許せ」

　感情が爆発して言葉を発せられないで泣いている信繁の肩かたをそっと抱きながら、晴信は勘助に頭を下げていた。

「その、義姉妹同盟の件……次郎ではなく、四郎では、ダメなのか？　たとえば、四郎を諏訪神社ごと越後へと譲じよう渡とする、越後で諏訪家を再興させよ、と景虎を口説けば、信しん仰こう心の深い景虎の心は動かされるかもしれない」

　晴信の、苦く渋じゆうの選せん択たくだった。四郎勝かつ頼よりをわが娘むすめのごとく溺でき愛あいしている勘助の心は、揺れた。むろん晴信とて、幼い義妹の勝頼を手放したくはなかった。勘助は（落ち着け。私心を交えず軍師として頭を動かし、結論を導け）と隻せき眼がんを潤ませながら、知略を振り絞った。あらゆる条件を頭の中で組み立て、そして、

「……いや。勝頼さまは御屋形さまが死に至らしめた諏訪頼より重しげどのの妹でございますれば、景虎は『諏訪頼重から後を託たくされた義妹を、いざとなれば政略の駒こまとして切り捨てるのか』とむしろ立腹されることに……それに、諏訪から勝頼さまも社もことごとく去るとなれば、諏訪衆が黙だまってはおりませぬぞ。諏訪の統治が困難となります。諏訪が乱れれば、伊い那なも。ようやく靡なびきつつある木き曽そも……南信濃の民はことごとく離り反はんいたしましょう」

　人の心も。国も城もそして土地も。奪うことよりも、統治することのほうがはるかに難しいのです、と軍師勘助は答えていた。

「そうか。そうだな。景虎は、戦って勝てば嵐あらしのように去って行くのみで、奪った土地を統治しなくてもよい。だが、われら武田は違ちがう……それに、兄を奪われたあげく、さらに自らも越後へと人質として追いやられれば、四郎もいよいよ傷つくだろう。あたしとしたことが……二度とこのような愚おろかなことは、言うまい」

「信繁さまのご動どう揺ようが、御屋形さまをも動揺させておられるのです。それがしが、信繁さまを越後へやれなどと、戦場を駆かける景虎のあまりの強さに狼ろう狽ばいし愚ぐ策さくを口にしたためです……しかし幸いにして、景虎は上じよう洛らくいたします。その間に次の手を考え、実行します」

「できるか、勘助。景虎自身は調略に無む頓とん着ちやくだが、直江大和と加藤は手て強ごわい。戦場では軍議にも出ずに釣つりばかりしていたようだが、あの宇佐美定満も厄やつ介かいだ。景虎の扱あつかい方を熟知しているかのようだ……あたしにとっての勘助のような存在らしいな、あの男は」

「困難ですが、必ずや。信繁さま。勝頼さま。信のぶ廉かどさま。そして義信さま……二度と武田家の方々を、御屋形さまと別べつ離りさせはしませぬ」

　信繁さまにもお約束いたします、この約束が破れた時はそれがし死んでお詫わびいたしますると、勘助は信繁に深々と頭を下げていた。しかし信繁はまだ言葉を発することができなかった。晴信の顔も、青ざめていた。勘助は、「信虎追放」という献けん策さくを行って武田家の姉妹にこれほどの傷を与あたえた者が他ならぬ自分であることに気づき、自分自身が背負った業ごうの深さに震ふるえていた。

　御屋形さまと信繁さまを独り立ちさせねば、武田家の行く手には──。

（御屋形さまは長尾景虎と出会って、人としての成長をはじめられた。しかし信繁さまには今なお御屋形さまが必要なのだ。姉妹ともに父を追放したあの時から……信繁さまの時間は……止まっているのだ。このままでは……）

　勘助は、（宿すく曜よう道どうで占うらなわずともわかる。長尾景虎の宿星は──御屋形さまの羅ら睺ごの星に寄り添そい、離はなれぬ星である！　二つの星は引き合い続け、いずれは衝しよう突とつし、お互いに夜空に四散する。二人を戸隠で邂かい逅こうさせてはならなかった……）と悔くいた。だが、これは決して避けられぬ運命であったのだろう、と思い直した。

「ならばよし。必ずや、この軍師・山本勘助が御屋形さまの運命を変えてみせる！」




























　　　あとがき




　二巻のあとがきに引き続き、武田家の姫ひめ武将と、忍にん者じやたちについて語りたいところなのですが、三巻では物語に大きな進展があるので、今回はまずそちらから。この巻でついに謙けん信しんと信しん玄げんが出会って、「第一次川中島の合戦」がはじまります。今川義元が上じよう洛らく準備を進め、北条氏康が関東支配を進める中、謙信と信玄は川中島に縛しばられることになります。性格も思想も戦術も真逆の二人ですがその実力は伯はく仲ちゆうしており、容易に決着はつきません。義将・謙信は将軍・足利義よし輝てるを補佐するべく上洛を計画するのですが、信玄との出会いが謙信とそして足利幕府の運命を変えていくのです。

　さて武田家の武将紹しよう介かいの続きです。信玄は山本勘かん助すけに新世代の姫武将を育成させて最強武田軍団を築き、同時に謙信のように家臣たちから求きゆう婚こんされまくるという事態を回かい避ひするわけです。山本勘助は年とし頃ごろの乙女おとめに対しては紳しん士しなので、これはよい人事です。「新武田四天王」は『織お田だ信のぶ奈なの野望』本編でも活かつ躍やくしていますが、それぞれ出世するたびに名前が変わっていくので、初出時の名前から本編での「関ヶ原の合戦」における名前を時系列順に整理しておきます。


・なかなか名前を覚えてもらえない不ふ遇ぐうの副将は、工藤祐長→内ない藤とう修しゆ理り（昌まさ豊とよ）

・「逃にげ弾正」は、春日源げん五ご郎ろう→春日弾正→高坂弾正（昌まさ信のぶ）

・「不死身の馬場」は、教きよう来らい石いし景政→馬場信のぶ房ふさ→馬場美み濃の（信春）

・「赤備え」を率いるは、飯富三さぶ郎ろう兵びよう衛え→山県昌景



　となります。みな信玄の添そい寝ね役を奪うばい合っていますが、実の姉妹のように仲良しです。謙信を巡めぐって喧けん嘩かばかりしている越えち後ごの男武将どもとは好対照ですね。彼女たちの異例の団結力が武田の強さの秘ひ訣けつとなっています。

　また真田忍群と戸と隠がくし忍群の戦いでは、「真田十勇士」のうち七人までを登場させる予定でしたが、枚数の都合でご存じ猿さる飛とび佐さ助すけと霧きり隠がくれ才さい蔵ぞう・歩き巫み女この望月千代女・男装少女の由ゆ利り鎌かま之の介すけに絞しぼることとなり、種子島マニア幼女の筧かけい十蔵さんや「うんこ」こと海野六ろく郎ろうさんの出番はカットされてしまいました。すみません！　いやーこのご時世に十人チームは多すぎますよね。どこかで十勇士揃そろい踏ぶみを果たさせます！

　そんなわけで四巻では激化する川中島抗こう争そうと並行して謙信の上洛、近衛前さき久ひさや足利義輝、松永久秀、明あけ智ち光みつ秀ひでら「信奈」レギュラー武将たちの登場、そして織田信奈の戦国デビューと、一気に物語が動きます。よろしくお願いします！





春日みかげ









　「あの頃ころの信のぶ奈な」巻ノ三　「信奈の元服」







　戦国の世は、激動の時を迎むかえている。

　日ひノ本もとの至るところで旧勢力はいっせいに没ぼつ落らくし、新興の戦国大名による下げ克こく上じようの勢いが激しくなっていた。

　越えち後ごの長なが尾お景かげ虎とらのもとに北ほう条じよう氏うじ康やすに追われた関東管領・上うえ杉すぎ憲のり政まさが亡命し、ほぼ同時に北信濃しなのの村むら上かみ義よし清きよと小お笠がさ原わら長なが時ときもまた景虎のもとに落ち延びた。

　義将・景虎が関東と北信濃の川かわ中なか島じまでの「両面作戦」に乗りだし、戸と隠がくし山で武たけ田だ晴はる信のぶと邂逅したその頃。

　尾お張わりで戦う織田信のぶ秀ひでを巡る情勢もまた、大きく動いていた。

　織田信秀は尾張下四郡（尾張半国）を統すべる守護代の家臣という低い家いえ柄がらの男だったが、津つ島しまや熱あつ田たの湊みなとを押さえて途と方ほうもない「銭ぜに」を手に入れ、この軍資金を元手に隣りん国ごくを切り取ろうと暴れ続けてきた。

　三み河かわを巡って今いま川がわ義よし元もとと戦い、三河松まつ平だいら家の幼い姫・松平竹たけ千ち代よを手に入れたりもしている。

　だが、美濃・稲いな葉ば山やま城を下克上で奪い取った斎さい藤とう道どう三さんに挑いどんで大敗を喫きつしてから、潮目が変わった。直参の重臣や旗本の多くを失ったこともあり、「尾張の虎」と恐おそれられていたさしもの織田信秀も負けが込みはじめていた。今川軍を率いる太たい原げん雪せつ斎さいにも敗れ、三河の拠きよ点てんを失い、親族を今川家に人質として取られるという苦境に立たされた。

　この結果、信秀の嫡ちやく子し・吉きちの妹分として尾張に居着いていた松平竹千代は、「人質交こう換かん」要員として今川家へと返へん還かんされた。気むずかしい吉と妙みように馬が合うらしい竹千代を手放すことは信秀にとっては無念だったが、太原雪斎から、

「実は当家に身を寄せていた三河国主の松平広ひろ忠ただどのが、家臣に暗殺されました。三河侍ざむらいはなにぶん気が荒あらい者が多く……ただちに竹千代を三河国主の座に据すえねばなりません」

　と迫せまられた以上、断ることはできなかった。

　三河の支配権は、竹千代の身み柄がらを確保した今川家に奪われたと言っていい。

　なにしろ美濃の斎藤道三、三河に進出してきた太原雪斎と、信秀は強敵を相手に連敗している。二正面作戦は失敗だったのだ。どれほどの「銭」を費やしても戦略を誤れば戦いくさに勝ちきれるものではない、と信秀は痛感していた。相次ぐ敗戦で人材も枯こ渇かつした。

　吉は「どうしてたぬきを今川家に？　竹千代は、もう尾張の子よ！」と酷ひどく荒あれたが、やむを得なかった。

　元服式を挙げてやるから、しばし竹千代とは別れろ、いずれ再び姉妹として合流させてやる、俺を信じろ、と信秀は泣いてむずかる吉を説得した。

　外がい征せいに明け暮れていた信秀は、戦略を変更したのだ──。

（今まで俺は、尾張の国内では大人しくしていた。隣国を切り取ろうとしてきた。しかし、口くち惜おしいが堺さかいであのザビエルという風変わりな南なん蛮ばん人じん宣教師から教えられたように、俺の命はどうやら残り少ないようだ）

　信秀は、「俺はまだ壮そう年ねんだが、あと数年生きられるかどうかだ」と悟さとり、残された人生の逆算をはじめた。

　あと十年、二十年の命が信秀に与えられていれば、太原雪斎も斎藤道三もいずれは倒たおせる自信があった。が、その時間はもう、ない。

　問題は、信秀自身が生きているうちになにを成せるかではなく、世よ継つぎの吉になにを遺のこしてやれるか、である。

「決めた。姫ひめ武将となる吉に下克上をやらせるわけにはいかん。この俺の代で、下克上を完成させる。主筋たちを片かたっ端ぱしから叩たたき潰つぶし、この織田信秀が尾張一国の守護となる」

　尾張の名目上の王は、尾張守護の斯し波ば義よし統むね。かつて越えち後ごの守護上杉家がそうだったように、斯波家は権けん威いだけの家ですでに有名無実と化している。

　実質的に武力で尾張を支配する守護代は、尾張下四郡守護代と尾張上四郡守護代の二家だった。いずれも越えち前ぜんに祖を持つ同じ織田家である。両者は、越後でいえば春日かすが山やま長尾家と上うえ田だ長尾家のような関係にある。お互たがいに、尾張全土を統べるただ一人の守護代になりたい。一いつ触しよく即そく発はつだった。

　信秀は、下四郡守護代・織田家に仕える分家筋で、守護の斯波家にとっては陪ばい臣しんにすぎないのだ。

　だからこそ、血の気の荒い信秀といえども、今まで尾張国内では派手に暴れられなかった。新たな城と土地を手にするには、隣国を切り取るしかなかったのだ。だが、「吉を天下に飛ひ翔しようさせる」という目的のためには、やるしかなかった。真の下克上、つまり「尾張盗とり」だ。

「俺の最後の大仕事だ。必ず、吉に尾張一国を遺してやる」

　外がい征せい一いつ辺ぺん倒とうだった信秀は、あと数年で吉に家か督とくを譲ゆずることになると覚かく悟ごした時から、「尾張乗っ取り」に全知全能を傾かたむけると決めたのだった。

　とはいえ、守護の斯波家を直接潰すわけにはいかない。いくら下克上の戦国時代とはいえ、「大義名分」なき下克上を強行すればいっせいに周囲の反感を買って破は滅めつしてしまう。

　そこで、両守護代家と守護の斯波家とを争わせることにした──まず斯波家と今川家とを接近させて、斯波家と今川家がともに尾張から両守護代家を駆く逐ちくしようとする流れを作る。太原雪斎が提案してきた「三河からの撤てつ退たい」「松平竹千代の今川家への返還」という屈くつ辱じよく的な条件を吞のむことで、信秀自身がその道筋をつけた。

　太原雪斎ほどの切れ者が、信秀が戦略を転てん換かんしたことに気づけずに、乗った。あるいは、気づいていて敢あえて乗ったのかもしれない。斯波家がどうなろうとも、尾張は確実に混乱するのだから。

　守護の斯波家は、太原雪斎の誘さそいを受けるや否や大喜びで今川家に内通した。

　信秀は、即そく座ざに両守護代家にその情報を流した。

　はたして下四郡守護代の織田信のぶ友ともがこの謀ぼう略りやくにひっかかり、激げき怒どして守護を暗殺してしまった。かろうじて生き延びた斯波家の一族は大おお慌あわてで信秀のもとに逃にげ込み、信秀は「時は来た」とばかりに「不義不忠の下克上である！」と武装蜂ほう起き。主君を殺した織田信友を尾張から追い落とすことに成功したのだった。

　信秀はこうして織田信友の居城・清きよ洲す城を手に入れ、尾張半国の王となった。守護・斯波家は没落し、信秀の庇ひ護ご下に入った。

　残るは、上四郡守護代だけとなった──。




　織田信秀による尾張一国の統一まであと一歩となったこの日。

　信秀の嫡子・吉の元服式が、熱田神社で盛大に執とり行われた。

　信秀はもはや、尾張の陪臣ではない。守護・斯波家を擁ようする尾張半国の王であり、まもなく尾張一国を統一することは明らかだった。

　いきおい、家臣団もこれまでとは顔色が違い、鼻息が荒くなっている。

　その上、斎藤道三との戦いで古参武将の多くが討うち死にしているから、信秀に仕える家臣には、よそ者や新参者が多い。

　その彼らが今、吉派と勘かん十じゆう郎ろう派とに分ぶん裂れつして対立していた。

　信秀は「天才」として生まれてきた長姉の吉を後こう継けい者しやと定めていたが、凡ぼん人じんには吉の天才性などわからない。ことに、妹分の竹千代が今川家に戻もどってしまって以来、吉はいよいよ荒れていた。

　そんな吉を、礼れい儀ぎ作法も覚えず、うつけな格好で犬いぬ千ち代よたち「那な古ご野やおもてなし愚ぐ連れん隊たい」の面々と肩かたを組んで「きうり」をかじりながら町を練り歩く異常人と異い端たん視しする者たちは、品行方正な吉の弟・勘十郎を跡あと取とりに推おした。

　母である土つち田だ御ご前ぜん自身が、「近ちか頃ごろの吉はどうかしています」と眉まゆをひそめているのだから、勘十郎派の家臣は日に日に増えていく。

　信秀は、まだ幼い吉を急いで元服させて正式に「信秀の跡あと継つぎ」と全尾張に宣伝することで、先手を打ったのだった。

　信秀自身に残された命の短さを考えれば、これでも遅おそすぎると言っていい。

　だが、吉は信秀の天命が尽つきつつあることを知らない。

　かつて堺で、吉にとっての「憧あこがれの人」となった宣教師フランシスコ・ザビエルから「信秀さまのお命は短い」と教えられた。信秀の持病の頭痛は、病の兆候なのだと。

　それからの吉は、日々祈いのり続けた。仏ぶつ僧そう、修しゆ験げん者じや、山やま伏ぶしら大勢の術者を熱田に大集合させて信秀の頭痛快かい癒ゆを祈き願がんさせたことも多々ある。それがまた人の目には奇き行こうに映り「吉は尾張のうつけ姫らしい」という評判を呼んだが、吉はいっこうに気にしなかった。

　その信秀は長らく斎藤道三や太原雪斎を相手に苦戦してきたが、ついに尾張半国を統一した。吉の祈りが通じたのか、頭痛も治まっているようだ。少なくとも、信秀が吉の前で「頭が痛い」と呻うめくことはなくなっていた。

　いよいよ父上による「天下盗とり」が軌き道どうに乗った、と吉は信じていた。

　元服式を間近に控ひかえた吉は、熱田神宮の「控えの間」で姫武将らしい艶あでやかな甲かつ冑ちゆうを着込みながら、父が尾張半国の王となり、尾張統一に王手をかけたことに大はしゃぎしていた。

　いつもの日課で、小こ姓しようの前まえ田だ犬千代にういろうを与あたえることは忘れていない。

「犬千代、姫甲冑ってかわいいわね！　わたしの自じ慢まんの見せブラが隠かくれちゃうのが玉に瑕きずだけれど、これでわたしももうオトナの女の子よ。初うい陣じんも近いわ！」

「……オトナは女の子とは言わない……犬も姫さまに倣ならって元服する」

「デアルカ！　前田犬いぬ太た郎ろう、なんてどうかしら？」

「……前田利とし家いえで」

「前田犬太郎！」

「……利家で」

「なに。どうして抵てい抗こうするの？　『犬太郎』というこの漢字の並びの美しさが犬千代にはわからないんだわ！」

「……『犬犬郎』と書き間ま違ちがえられそうで、嫌いやだ」

「あ、それ、いい！　『犬犬郎』のほうがかわいいかも！　『いぬいぬろう』と書いて、『わんわんお』と読むのよ」

「……利・家・で。あだ名はともかく、正式な武士名にどうぶつの名は入れない、普ふ通つうは」

「ええ？　噓うそでしょ。甲か斐いの武田『信のぶ虎とら』。越後の長尾『景虎』。どうぶつ名は当世の流行よ？」

「……虎は強いから特別。犬とかたぬきは、ダメ」

「そうなの？　万まん千ち代よ」

　はあ。気がつけば姫のお小姓衆の中で最年長になってしまいました……と落ち込んでいた丹に羽わ万千代が、

「ええ。物知り蘊うん蓄ちくなら、この万千代にお任せあれ。幼名や通つう称しようは好き放題に名乗ってもいいのですが、正式な名でどうぶつ名を入れるとすれば『虎』くらいですね。『龍たつ』ですら厳しいです。あと、普通は二文字。そのうち一文字は親から引き継つぎます。姫さまが殿とのから引き継ぐとすれば、『信』の一文字ですね。織田家は代々、『信』を名に用います」

　と気を取り直して笑顔で答えた。

「さすがは万千代、年の功ね！」

「姫。わたしはまだそんな歳としではありません！　十代です！」

「それじゃあ今川家に取り返されちゃった竹千代も、『松平忠ただ狸たぬき』とは名乗れないのね……絶対に『忠狸』と名乗らせるつもりだったのに」

「……返事がない、ただのたぬきのようだ」

「そうだわ。ちっちゃい犬千代ですら元服するんだし、万千代も元服しなさいよ。機を逸いつするわよ」

「婚こん期きを逃のがすわよ、と聞こえるのですが、姫……わかりました。それでは今日から丹羽迦か具ぐ夜や比ひ売めと名乗りましょう」

「ちょっと。自画自賛すぎるでしょ、日ノ本の歴史に残る美人扱あつかい！　文字数多すぎぃ！　しかも当て字！　那古野おもてなし愚連隊の隊員名でしょ、それ！」

「……かぐや姫は生しよう涯がい、婚期を摑つかめなかった。不ふ吉きつ」

「冗じよう談だんです。武士は姫であれど男名を名乗らねばならない、それが絶対のしきたりですから。では殿から『秀』の一字を拝領して、丹羽長なが秀ひでとします。なんだか地味ですが……今後のわが姫武将人生を象しよう徴ちようしているかのような」

　長秀、ね。実直そうでいいんじゃない？　と吉が笑った。

「まあ、わたしは家臣をあだ名でしか呼ばないから、実はなんでもいいんだけどね」

「なんでもいいのでしたら、いちいち突つっ込みを入れないでください姫。万千代というあだ名のほうも、五ご郎ろう左ざといたします」

「ええ。『万』を『五』に減点するの？　やめておいたほうが……」

「いいえ。姫は『万千代』とお呼びくださればいいのです。ですが他の者から万千代と呼ばれると、まるで万年も生きているようだ、とからかわれているようで嫌なのです」

「ええ……？　万千代は実じつ年ねん齢れいよりもずっと落ち着いて見えるお姉さん系だけど、さすがに気にしすぎじゃない？」

　近頃は家臣団の派は閥ばつ抗こう争そうがあるせいで吉に近寄りづらくなっている弟の勘十郎とその家臣・柴しば田た権ごん六ろくも、この機会を捉とらえて吉に合流してきた。

「やあやあお久しぶりです姉上。これ、姉上と犬千代にさしいれのういろうです。この場のノリで、僕たちも元服します」

「うーん。勘十郎さまが元服したら、姫さまこそが織田家の跡取りだということを知らしめるはずの元服式が……空気の読めない御おん曹ぞう司しだなあ。でもっ、あたしは元服します！　姫さまと同じ名を名乗っていいでしょうかっ!?」

　いいんじゃない？　勘十郎も権六も気楽に遊びに来ればいいのに、那古野おもてなし愚連隊はまだ活動中なのよ、と吉は寂さびしそうに微笑ほほえんだ。

　竹千代が去り、勘十郎との間には見えない壁かべができあがりつつある。元服してしまえば、もう子供ではいられないのね……と気づいた吉は、

（父上ってば、もしかしてわたしの祝言の相手とか探しはじめるのかしら。ま、まだ早いと思うけれど）

　と頰ほおをほんのりと赤らめていた。

（わたしは、旦だん那なさまになる人は自分の意志で選びたいわ。尾張の国主になる身分だろうがなんだろうが、政略結けつ婚こんはしたくない）

　こんなことを言ったらまた父上を困らせて、母上に𠮟しかられるかもしれないけれど。

「僕は『信のぶ勝かつ』でいきます、姉上。信の一文字は織田家よりの拝領。僕の個性を押し出すあとの一文字は、勝、で。次に今川軍と戦うこととなれば、堂々と出しゆつ陣じんして見事に勝ってみせますよ、ははは」

　丹羽長秀が（勘十郎さまは天然ですから気づいていませんが、おおかた「勝」を名乗らせて勇ゆう猛もうさを宣伝したい勘十郎派の入いれ知ぢ恵えでしょう。品行方正で美形の勘十郎さまに足りないものは、武名だけですから。不ふ穏おんな気配ですね……）と柴田権六に目線を送った。

　権六が（ああ。この元服式、勘十郎派が送り込んだ暗殺者が交じっているかもしれない。あたしは姫ひめさまの警護のためにきた）と無言で丹羽長秀に「危機」を知らせる。

（まあ、これだけ那古野おもてなし愚連隊が勢ぞろいして姫さまを守っていりゃあ、刺し客かくが動くことはないだろうが）

（われらも、意味もなく城下町を暴れ回って悪名を高めてきたわけではありませんからね）

（ああ。あたしたちは、姫さまのためならどんな無茶苦茶でも平気でやる面々だからな）

　吉は、この二人の「阿あ吽うんの呼こ吸きゆう」を察知して、眉をひそめていた。姫さまは近頃、愁うれいに満ちた表情が増えた、まだ子供と言っていいお年とし頃ごろなのに……と権六は悲しかった。

「よしっ！　あたしは勘十郎さまの家臣ですから、『勝』の一文字をいただいて柴田勝かつ家いえと名乗ります！」

　これで少しは勘十郎さまが「信勝」と名乗る意味……つまり勘十郎派が姫さまに挑ちよう戦せん状を叩たたきつけることの衝しよう撃げきが和らぐはず、と権六改め勝家は信じていた。なにしろ権六の勇猛さは尾張に鳴り響ひびいている。むしろ勝家に引きずられて軟なん弱じやくな勘十郎が「勝」を名乗ったかのように見えるだろう。

「デアルカ。そうね。権六は勘十郎の家来なのよね……」

　ああっしまった、姫さまとの距きよ離り感かんが！　吉を崇あがめる権六改め勝家は焦あせった。そして咄とつ嗟さに知ち恵えを絞しぼった。

「そうだ！　あだ名のほうも変えます！　権六は男の子の名前みたいでかわいくないので、六りく、とかわいく呼んでください姫さま！」

「あらそう。わかったわ。じゃ、あんたは今日から『権』ね」

「違ちがいますっ！　ますます男臭くさいじゃないですか！　『六』ですううううう！」

「どうしちゃったのよ。急に乙女おとめ心ごころに目覚めたの？」

「い、いや、まあ、姫さまのようなかわいい女の子になるのがあたしの夢ですからっ！」

「乳がでかすぎるから、無理ね。見るたびに膨ふくらんでるじゃない」

「それを言わないでください姫さま～！　好きで膨らませているわけじゃないんですっ！」

　要いらないなら半分犬千代にくれるべき、と犬千代が権六改め勝家の胸を握にぎりしめて「……なんだか許せない」と歯ぎしりした。

　そこに、「中入りだああああ！」と叫さけびながら寝ね坊ぼうして遅ち刻こくしてきた吉の乳ち姉妹きようだい・池いけ田だ勝かつ三さぶ郎ろうが飛び込んできて一同に割り込み、「ちょっと待ってくれっすよ！　勝の一文字はあたしの領分っすよ！」と勘十郎に文句を言ったが、

「いやあ。勝三郎の名は、あだ名であって正式名じゃないよ」

　とかわされてしまった。

「あっそうか。まあ、吉の姉貴は子分をあだ名で呼ぶんだから、正式名はなんでもいいっすよ！」

「『勝』が三人も交じると面めん倒どうよね。勝三郎はそれじゃ、『池田負まける』なんてどうかしら？」

「嫌っすよ！　負なんて嫌っすよ！」

「武士ならば絶対に名乗らない名だわ。目立つわよ。こんな名前を名乗る武士は日ノ本史上ただ一人だわ。かぶきとおすのよ、勝三郎！」

「正式名でかぶいてどうすんすか！　親が泣くっすよ！」

「……勝三郎のお母さんはわたしの乳母だわ……それはまずいわね……じゃあまあ、適当でよろしく」

「合点承知したっす！」

　やがて勝三郎は「池田恒つね興おき」と名乗ることになる。しかし勝三郎はどういうわけか敵の背後に回り込む「中入り」戦術を愛好し、連戦連敗で戦場の前線からは遠ざけられることになるわけだが、乳姉妹・吉との絆きずなは終生途と切ぎれることがなかった。

（母上は控えの間には顔を見せてくれなかったのね……城下町でかぶきまくっている愚ぐ連れん隊たいを嫌きらってるみたいだから、仕方ないのかしら……でも）

　吉はいつしか土田御前との間に生まれていた「壁」の存在を感じながら、勘十郎と犬千代めがけて「ほらほら。ういろうを奪うばい合うのよ！」とういろうを放り投げていた。




　かくして、ついに吉の元服式がしめやかに執とり行われた。

　吉の周囲を、乱暴狼ろう藉ぜきなかぶき娘むすめたちとして知られる柴田勝家・丹羽長秀・前田犬千代・池田勝三郎たち「那古野おもてなし愚連隊」の面々が固めていたため、危き惧ぐされていた暗殺者も出てこなかった。長秀一人が「人々に怖こわがられています……これでは婚期を逃します」と悩なやましげだったが、柴田勝家は「これでいいんだ！　あたしたちがおっかないからこそ、姫さまは安全なんだっ！」とやる気まんまん。姫さまの晴れ舞ぶ台たいを邪じや魔まする奴やつは絶対に許さないっ！　と殺意全開。

　吉の守もり人を務めてきた家老の「平手のじい」は、「ううっ愛らしくなられて、姫さま！　次はいよいよ婿むこ取とりでございますな……爺じいは寂さみしゅうなりますのう」と感かん涙るいにむせんでいる。

　その儀ぎ式しきの終しゆう盤ばんに、吉の父・織田信秀が、

「吉よ。今日からは『織田上総かずさの介すけ信のぶ長なが』と名乗るがいい」

　と、正装に着き替がえていた吉に烏え帽ぼ子しを被かぶせて織田家に伝わる愛刀を手て渡わたした。

「父上。わたしの名は、『信長』なの？」

「うむ。『信』は織田家代々の人間が用いる文字。お前自身だけの文字は、いろいろ考えたが、『長』とした。お前は『人間十五年』だの『人間二十年』だのと敦あつ盛もりばかり舞まっているが、言こと霊だまには力がある。敦盛のように早死にはするな。長生きしろよ、ということだ」

「……織田、信長……」

　なんかすげー英えい雄ゆうっぽい名前じゃね？　と勝家が上気し、長秀も「はい。鳥とり肌はだが立ちました」と同意した。犬千代も「……まるで天下人のような威い厳げんがある」と珍めずらしく目を潤うるませている。

　しかし。

　誰だれもが言葉を失う事態が、起きた。

「父上、ありがとうございます！　でも、わたしは武士であると同時に女の子だから。武士名は男名を名乗るという決まりを守るつもりはないわ！」

　吉が、熱田神社でのこの元服式のおおとりで、あろうことか武家のしきたりを破は壊かいしたのだ。

　誰も想像していなかったかたちで──。

「き、吉？　ま、待て。晴れの元服式でかぶくな！　尾張中が混乱する！　男名を名乗るつもりがないとは、どういうことだ？」

「父上。みんな。わたしの名は、『信奈』よ！」

　織田、信奈!?

　熱田に集まっていた面々が、いっせいにどよめいた。

　吉の天才性をただ一人早々と見み抜ぬいて愛してきた信秀ですら、娘のあまりの破は天てん荒こうぶりに声を失った。

「姫武将──とりわけ一国を統すべる姫大名の多くは好きな殿との方がたと結ばれる暇ひまもなく、合戦とまつりごとに明け暮れるうちに独身のまま歳としを重ねてしまうというわ。祝言を挙げるとしても、政略結婚。でも、わたしにはそのつもりはない。父上の天下盗とりの覇は業ぎようを受け継つぎながら、必ずわたし自身が恋こいした相手と結ばれてみせる。恋も。天下盗りも。どちらも手に入れる！　だから、わたしの名は織田信長ではなく、『織田信奈』なの！」

　元服式の片かた隅すみで、勘十郎とともに娘の晴れ姿を「そそうをするのでは」と怯おびえながら見守っていた土田御前は、「……ああ……」と失神してしまった。勘十郎が慌あわてて母親を支える。その勘十郎も、

「あ、姉上。いくらなんでも無茶苦茶すぎます。これでは家臣団の多くが、姉上を見放してしまう。ぼ、ぼ、僕を跡あと継つぎに担ぎ出そうと本気で動きはじめてしまいます」

　と青ざめていた。

　かくして尾張に、分ぶん裂れつの種が蒔まかれた。

　信奈は、信秀に死期が迫せまっていることを知らない。わたしが武将でありながら女名を名乗っても、父上が必ず自分を庇ひ護ごしてくれる、と信じていた。だからこそ、この非常識な「名乗り」を強行した。

　しかし、信秀にはもう残された時間はないのだ。

（吉。お前……そうか。恋も天下も。姫も武将も。どちらも捨てない、どちらの人生も生ききってみせる、そうかぶいたのか。まったく。破格の天才だな、お前は）

　信秀は、（この子の想いは、この時代の日ノ本の人々には容易には理解されまい）と知っていた。土田御前ですら、わからないだろう。武家社会のしきたりを破壊するかぶきものだ、と怯えるだろう。

（吉。いや、信奈。もっと生きてやりたい。お前のために。せめて尾張一国を統一するまでは、俺は死ねなくなった。俺がここで死んでしまえば、お前は尾張の統一に貴重な時間を割かれる。少女としてのたいせつな日々を……そして、実弟・勘十郎との血みどろの戦いを、お前は経験しなければならなくなる……）

　信秀は信奈の頰をそっと撫なでながら、

「あいわかった。今日よりお前は、織田上総介信奈だ。お前の思うがままに、かぶきとおすがいい。天下も恋も。なにもかもを摑つかみ取るがいい。この残ざん酷こくでありながらも美しい『世界』は、お前のものだ。尾張の誰にも、この俺が文句を言わせぬ」

　と破顔していた──。

「ありがとうございます、父上！」

　信奈にとっても、これほど父に「愛されている」と実感できた瞬しゆん間かんは、なかった。これまでの生しよう涯がいで最高に幸福な時間と言ってもよかった。

　幼き頃ころ、「世界」の果てから日ノ本まで渡わたってきたザビエルに堺で出会ったその時から、信奈は「たとえ姫武将として生きることになっても、天下も恋もなにもあきらめない」と心に誓ちかっていた。早く自分を見つけだしてほしいと、声を限りに呼ぶのです。祈いのるのです、とザビエルに励はげまされたその時から。だが、まだ信奈は恋を知らない。どのような殿方と自分が恋に墜おちることになるのかも、まだ想像できない。

　幼い信奈は、父・信秀と、宣教師ザビエル。ザビエルが「残念ながら残り少ないのです」と告げた二人の「命」を、この地上に留めたかった。そのザビエルはもう、日ノ本にはいない。生きているのかどうかもわからなかった。信奈は、この元服式が執り行われている間も、ずっと熱田の社で（どうかザビエルさまの病と父上の頭痛が完治しますように。わたしが二人の期き待たいに添そえる姫ひめ武将に成長できるその時まで）と祈り続けていた──。




　しかしながら、信秀の病は癒いえてはいなかった。

　信奈の元服式を終えた後、居城へと帰き還かんした信秀は、

「……ザビエルから貰もらった、例の『薬』に手を付ける以外に命を延ばす方法はあるまい」

　と決断していた。

　信秀は、奇き矯きような言動で知られ「うつけ姫」と呼ばれている信奈を、日ノ本史上に再び現れることのない希け有うな才能の持ち主だと見抜いたただ一人の尾張人、いや、日ノ本人だった。まだ「吉」と名乗っていた頃の幼い信奈を堺へと連れて行き、今いま井い宗そう久きゆうら堺商人たちに引き合わせたのも、信奈をただの武将にしてしまいたくはなかったからだ。

　乱世を平定する「力」は、「血筋」にはあらず。「銭ぜに」である。伝統的に、尾張の兵は弱い。だから信秀は海で繫つながっている交易路を手にし、経済の力で専業武士を雇やとい、最新の兵器を買い占しめ、尾張兵よりも精せい悍かんな美濃兵や三河兵と渡り合ってきた。信秀が尾張最大の実力者にのし上がれたのも、莫ばく大だいな富をもたらす津つ島しまと熱田の湊みなとを押さえたからである。

　期待通り、堺で信奈は今井宗久たち堺商人から経済の仕組みを学んだ。武家の常識にまったく囚とらわれない柔じゆう軟なんな思考力も、一を聞いて十を知るという聡そう明めいぶりも、やはり天才児だった。

　が、その堺で、信秀の想定を超こえる出会いがあった。

　堺商人の一人・小こ西にし家に、南なん蛮ばん人じんの宣教師・フランシスコ・ザビエルが寄宿していたのだ。

　ザビエルは元は亡国の貴族で、祖国が滅ほろびて南蛮に居場所を失ってからはキリスト教の信しん仰こう者となり、全世界への布教活動に人生を捧ささげたという。海の彼方かなたの南蛮世界から、あらゆる艱かん難なん辛しん苦くに耐たえてアフリカ大陸、印イン度ド、マラッカを経由して薩さつ摩まへと上陸し、日ノ本にはじめてキリスト教をもたらしたという、奇矯な男だった。まだ若いが、長年の無理な旅と清貧すぎる食生活のために、その身体の内側はもう年老いていた。

　信秀は、信奈をザビエルに引き合わせた。この日ノ本の向こうには果てしなく広大な「世界」がある、と信奈に教えてもらうために。二人は、実の兄妹のように馬が合ったらしい。




　そして世界を冒ぼう険けんしてきたザビエルは、医師・薬くす師しとしての技術と知識も持っていた。

　信秀は小西家の一室でザビエルから、密かに、

「信秀さま。あなたの頭痛は重じゆう篤とくな病の前兆です。私の見立てでは、早世なさいます。もう、あまり長くはありません」

　と伝えられたのだ。

　信秀は自分の死には恬てん淡たんとしている。が、信奈はまだ幼い。

「俺には、吉を見守ることはできんのか。せめて吉が元服して、婿むこを取るまでは生きていたいものだが。あれは母親と不仲だ。父親の俺が途と中ちゆうで欠ければ、吉の心は壊こわれてしまうかもしれない」

「信秀さま。しばし命を延ばせる劇薬を、私は持っています。私自身が常用している薬です……私はもう、無理な長旅が祟たたって健康を損ね、本来の寿じゆ命みようが尽つきているのです。世界を冒険中に手に入れた伝説の『仙せん丹たん』です。南蛮の錬れん金きん術じゆつでいうところのエリクシル（霊れい液）と似たものです」

「仙丹。唐から国くにの霊れい薬やくだな。不老不死になれるという」

「いいえ。不老不死などはまやかしです。実際には、すでに枯こ渇かつしてしまった生命力を強引に振ふり絞しぼる劇薬にして、ひとたび服用すれば確実に死に至る呪のろわれた薬です。しかし、死期が迫っている人間が服用すれば命をわずかに延長できることは間ま違ちがいありません」

　飲めば数年以内の死が確定する薬か。まるでキリシタンが言うところの「悪あく魔まとの契けい約やく」のようだな、と信秀は笑った。

　ザビエルは、「吉お嬢じようさまは『信仰』の力に頼たよらずとも、このばらばらに分裂した世界をひとつに束ねることのできる稀き代だいの英雄になられるお方です。私のような亡国の民たみが、キリスト教にすがらねば南蛮で生きられないという現状を、革命してくださるお方。ですが、もしも成長しきる前に心に傷を負ってしまえば……」と、仙丹が入った袋ふくろを信秀に与あたえていた。

「吉お嬢さまには父親の庇護がしばし必要です。もしも信秀さまご自身が望むよりも早く寿命が尽きると悟さとられた時には、敢あえてこの仙丹を用いることもお考えを」

「お前のような南蛮人の軍師がいてくれれば、吉は尾張一国の女王にとどまらず、世界に飛ひ翔しようできる。吉のもとに留まってはくれぬのか」

「……私は明みんへの布教を命じられています。その旅の途と上じよう、九州へ戻もどり、吉お嬢さまをいずれ補ほ佐さしてくれる未来の『親友』を探さねばなりません。心当たりがございます。それに、仙丹を服用し続けてきた私の命は、そろそろ尽きます」

　ザビエルは信秀の招きに応じて尾張をいちどだけ密かに訪れたが、すぐに九州へと去り、そのまま消息を絶った。堺商人の噂うわさ話ばなしでは、明へ向かう途中で病を発して死んだのだという。ザビエル自身の言葉通りとなった。ただ、ザビエルが信奈の「親友」を九州で見つけることができたのかどうかは、わからなかった。九州はあまりにも尾張から遠すぎる。

　仙丹は「死」を確定する毒でもあり、「命」を延長してくれる薬でもあるのだ。

　信秀は、このところひっきりなしに襲おそってくる頭の痛みを耐え凌しのぎながら、「そろそろ限界だな」とつぶやいていた。

　信奈に気取られないように痛みなどないかのように振る舞まってきたが、頭痛は日に日に酷ひどくなっていた。どうやら死期が迫っているらしい。

　宣教師。はるばる世界を半周してきたお前の言葉と信奈への誠意を信じる、と信秀は亡きザビエルに告げていた。信奈は合戦に明け暮れてきた俺の夢であり、亡国の民となった貴様にとっても世界の果てで見み出いだした希望だったのだろう。

　信奈。お前を、勘十郎と戦わせたりはせぬ。俺は必ず、尾張一国をお前のもとに。俺が統一事業の半ばで逝ゆけば、お前は勘十郎と戦い、やがて殺すことになる。あれほど仲の良い実の弟を。心優しいお前は、壊れてしまう。

「俺に、あとしばらくの命を。信奈のために。尾張一国を統一するまでの命を」

　織田信秀が仙丹を服用したのは、信奈の元服式が執とり行われたその日の夜のことだった。
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この巻でついに景虎（謙信）と晴信（信玄）が出会い、二人の物語がひとつに繋がります。この出会いのシーンを執筆するために川中島・善光寺平から戸隠山奥社にかけて強行軍取材を敢行したのですが、折悪しく季節は真冬。戸隠山は一面の雪。遭難だけは免れましたが、その後身体を壊して大変でした。取材は計画的に！
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